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歴
史
と
未
来
の
交
流
館
は
、活
動
を

通
し
て
東
海
村
の
郷
土
を
次
世
代
へ
伝

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
柱
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
取
り
組
み
の
根
幹
と

な
る
事
業
が「
と
う
か
い
ま
る
ご
と
博

物
館
」で
す
。「
と
う
か
い
ま
る
ご
と
博

物
館
」と
は
、東
海
村
を
ま
る
ご
と
屋
根

の
な
い
博
物
館
と
捉
え
、村
内
全
域
で

活
動
を
展
開
し
、郷
土
理
解・郷
土
愛
の

醸
成
を
促
進
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
ま
る
博
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、と
う
か

い
ま
る
ご
と
博
物
館
事
業
の
活
動
記
録

及
び
本
村
の
歴
史
・
自
然
に
関
す
る
情

報
発
信
の
媒
体
と
し
て
発
行
す
る
も
の

で
す
。

村
内
の
文
化
財
に
つ
い
て
の
情
報
も

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
　
令
和
8
年
３
月
31
日

東
海
村
発
足
70
周
年
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それ以外の執筆者は文末に記した。
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企画展示

3月～5月

祝
村
発
足
70
周
年

『
東
海
村
70
枚
の
写
真
展  ̶

変
わ
る
モ
ノ
変
わ
ら
な
い
モ
ノ̶

』

【会　　期】　令和７年３月３０日（日）～令和７年６月１日（日）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　企画展示室
【入館者数】　6,820人

昭
和
30
年
3
月
31
日
、石
神
村
と
村
松
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
東
海
村
。

今
年
度
で
発
足
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
70
年
間
で
変
わ
っ
た
モ
ノ
、変
わ
ら
な
い

モ
ノ
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

70
枚
の
写
真
に
、参
加
者
の
皆
さ
ん
が
思
い

出
し
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
ペ
タ
ペ
タ
と
貼
っ

て
も
ら
う
参
加
型
展
示
で
す
。

令
和
7
年
3
月
30
日
、4
月
12
日（
参
加
者
計
約
30
名
）

講
師
：
林
　
恵
子
学
芸
員

参
加
者
と
一
緒
に
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
！

4

祝 東海村70周年
～Diary～歴史と未来の交流館～

展
示
解
説

木造駅舎の東海駅（平成2年）　（東海村写真連盟蔵）

旧役場前（昭和60年代か）

東海中学校と石橋向住宅（昭和60年代か）

●若いころ見た風景なつかしいですね（52歳）
●就職の出発の日この駅舎から旅立ち不安と期待に
胸をふくらませたことなつかしいです。その時、当時
の駅員さんが、“バンザーイ”とかけ声を下さり、とて
も嬉しかったな。思い出の駅、ありがとう。（50代）

●“ジンマート”きいたことあるなぁ～（60代）
●ジンマートの裏手に祖父母の家がありました。ジン
マートの言葉がなつかしいです。（30代）
●ジンマートが後にジャスコになったんですよね、懐か
しいです。（30代）

●小学生の時に、クラスメートが住んでいました。遊び
に行った時の初めての洋式トイレにとまどいました！
部屋が畳ではなく、床だったのも覚えています。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （60代）

●私もここに住んでいて、プールとグランドでよく遊び
ました。子供会の行事も盛んだったと思います。

（S48生まれ　50代）

●今は文明が発達し暮らしは楽になったがこの頃の
方が幸せだったように思う。（60代）

●我が家にも同じような写真があります。（70代）
●こじはんで家族の大切さを学びました。（70代）

農作業の休憩（こじはん）昭和20～40年代か　（個人蔵）

来館者の記憶の付箋

来館者の記憶の付箋

来館者の記憶の付箋

来館者の記憶の付箋

写真を見て思い出したことなどを、記憶の付箋として来館者が
自由に壁に貼っていきました！ その中の一部をご紹介します。

ふ せん



March-May

MARU
HAKU JOURNAL

春

企画展示

3月～5月

祝
村
発
足
70
周
年

『
東
海
村
70
枚
の
写
真
展  ̶

変
わ
る
モ
ノ
変
わ
ら
な
い
モ
ノ̶

』

【会　　期】　令和７年３月３０日（日）～令和７年６月１日（日）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　企画展示室
【入館者数】　6,820人

昭
和
30
年
3
月
31
日
、石
神
村
と
村
松
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
東
海
村
。

今
年
度
で
発
足
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
70
年
間
で
変
わ
っ
た
モ
ノ
、変
わ
ら
な
い

モ
ノ
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

70
枚
の
写
真
に
、参
加
者
の
皆
さ
ん
が
思
い

出
し
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
ペ
タ
ペ
タ
と
貼
っ

て
も
ら
う
参
加
型
展
示
で
す
。

令
和
7
年
3
月
30
日
、4
月
12
日（
参
加
者
計
約
30
名
）

講
師
：
林
　
恵
子
学
芸
員

参
加
者
と
一
緒
に
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
！

5

祝 東海村70周年
～Diary～歴史と未来の交流館～

展
示
解
説

木造駅舎の東海駅（平成2年）　（東海村写真連盟蔵）

旧役場前（昭和60年代か）

東海中学校と石橋向住宅（昭和60年代か）

●若いころ見た風景なつかしいですね（52歳）
●就職の出発の日この駅舎から旅立ち不安と期待に
胸をふくらませたことなつかしいです。その時、当時
の駅員さんが、“バンザーイ”とかけ声を下さり、とて
も嬉しかったな。思い出の駅、ありがとう。（50代）

●“ジンマート”きいたことあるなぁ～（60代）
●ジンマートの裏手に祖父母の家がありました。ジン
マートの言葉がなつかしいです。（30代）
●ジンマートが後にジャスコになったんですよね、懐か
しいです。（30代）

●小学生の時に、クラスメートが住んでいました。遊び
に行った時の初めての洋式トイレにとまどいました！
部屋が畳ではなく、床だったのも覚えています。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （60代）

●私もここに住んでいて、プールとグランドでよく遊び
ました。子供会の行事も盛んだったと思います。

（S48生まれ　50代）

●今は文明が発達し暮らしは楽になったがこの頃の
方が幸せだったように思う。（60代）

●我が家にも同じような写真があります。（70代）
●こじはんで家族の大切さを学びました。（70代）

農作業の休憩（こじはん）昭和20～40年代か　（個人蔵）

来館者の記憶の付箋

来館者の記憶の付箋

来館者の記憶の付箋

来館者の記憶の付箋

写真を見て思い出したことなどを、記憶の付箋として来館者が
自由に壁に貼っていきました！ その中の一部をご紹介します。

ふ せん



6

虫
こ
ぶ
展   

〜
奇
妙
で
不
思
議
な
秘
密
の
隠
れ
家
〜

March-May

MARU
HAKU JOURNAL

春
3月～5月

【会　　期】　令和７年３月2０日（木・祝）～令和７年5月5日（月・祝）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　展示室１
【入館者数】　5,788人

花
の
蜜
を
吸
う
、葉
に
卵
を
生
む
、葉
を
食
べ

る
、葉
に
身
を
隠
す―

昆
虫
は
、生
活
と
繁
殖
の

場
と
し
て
植
物
を
よ
く
利
用
し
ま
す
。植
物
の

大
部
分
も
ま
た
、花
粉
に
よ
る
繁
殖
を
昆
虫
に

頼
っ
て
い
ま
す
。植
物
と
昆
虫
は
、自
然
の
生
態

系
の
中
に
お
い
て
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ
る
の
で
す
。

今
回
は
、植
物
と
昆
虫
と
の
奇
妙
な
寄
生
関

係
の
一
種
で
あ
る「
虫
こ
ぶ
」に
つ
い
て
注
目
し

ま
し
た
。普
段
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
た
虫

こ
ぶ
が
実
は
虫
た
ち
の
秘
密
の
隠
れ
家
だ
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。奇
妙
で
不
思
議
な

虫
こ
ぶ
ワ
ー
ル
ド
へ
あ
な
た
を
ご
招
待
！
あ
な

た
な
ら
ど
ん
な
虫
こ
ぶ
に
住
み
た
い
で
す
か
？

まる博マルシェ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

令
和
7
年
4
月
19
日（
参
加
者
数
30
人
）講
師
伊
理
美
智
子
学
芸
員
／
安
嶋
隆
博
物
館
長

虫
こ
ぶ
で
お
歯
黒
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
！

令
和
7
年
5
月
5
日（
参
加
者
3
人
）　
講
師
伊
理
美
智
子
学
芸
員
／
安
嶋
隆
博
物
館
長

虫
こ
ぶ
不
動
産
か
ら
、

　
　
　
　
ち
ょ
こ
っと
お
部
屋
紹
介

ウリウロコタマバエ
カラスウリの茎
６月～９月
５/5　★★★★★

カラスウリクキフクレフシ
●お住まいの虫さま
●立地
●入居時期
●クチコミ評価

…
………………

…………
………

茎のお部屋なので細長いです。家
具とか多くない虫だったら快適に
住めると思います。

ムラサキシキブハケタマフシ
●お住まいの虫さま
●立地
●入居時期
●クチコミ評価

タマバエの一種
ムラサキシキブの葉
６月～１０月
４/5　★★★★☆

…
………………

…………
………

虫こぶの中はそこまでふわふわで
はないです。住み心地は良いので
おススメです

ノブドウミタマバエ
ノブドウの果実
６月～10月
５/5　★★★★★

ノブドウミフクレフシ
●お住まいの虫さま
●立地
●入居時期
●クチコミ評価

…
………………

…………
………

実にできる虫こぶなのでごはんが
美味しいです！それだけで星５点つ
けられます◎
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５/5　★★★★★

カラスウリクキフクレフシ
●お住まいの虫さま
●立地
●入居時期
●クチコミ評価

…
………………
…………
………

茎のお部屋なので細長いです。家
具とか多くない虫だったら快適に
住めると思います。

ムラサキシキブハケタマフシ
●お住まいの虫さま
●立地
●入居時期
●クチコミ評価

タマバエの一種
ムラサキシキブの葉
６月～１０月
４/5　★★★★☆

…
………………
…………
………

虫こぶの中はそこまでふわふわで
はないです。住み心地は良いので
おススメです

ノブドウミタマバエ
ノブドウの果実
６月～10月
５/5　★★★★★

ノブドウミフクレフシ
●お住まいの虫さま
●立地
●入居時期
●クチコミ評価

…
………………
…………
………

実にできる虫こぶなのでごはんが
美味しいです！それだけで星５点つ
けられます◎
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July-February
MARU

HAKU JOURNAL

夏～冬
7月～2月

【会　　期】　令和７年7月19日（土）～令和８年２月23日（月・祝）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　企画展示室・展示室１・交流スペース
【入館者数】　29,423人

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
あ
な
た
を
時

空
を
超
え
た
旅
に
ご
招
待
し
ま
す
」

突
然
、東
海
村
か
ら
届
い
た
時
間
旅
行(

タ
イ

ム
ト
ラ
ベル)

への
招
待
状
。

入
っ
て
い
た
の
は
、時
間
と
乗
り
場
だ
け
記
さ

れ
た
乗
車
券
だ
っ
た
。

指
定
さ
れ
た
時
間
に
ホ
ー
ム
へ
行
く
と
そ
こ

に
現
れ
た
の
は「
寝
台
特
急
　
時
空
列
車
」

乗
り
込
ん
だ
け
ど
、̶

あ
れ
、乗
車
券
に

「
行
先
」が
書
い
て
い
な
い
！？

果
た
し
て
、こ
の
列
車
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
！？

発
足
70
周
年
を
迎
え
た
東
海
村
が
皆
様
に
お

届
け
す
る
ち
ょっ
と
ス
リ
リ
ン
グ
な
時
間
旅
行

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
参
加
型
の
展
示
で
す
。

企画展・
まる博マルシェ

東海村で確認できる地層の中で最も古いのは、新川層と
いう地層です。皆さんはこの地層が降り積もっていた時
代にタイムトラベルしてきたのです。新川層は、皆さんが
旅してきた「東海村７０周年」の時代からさかのぼることお
よそ１１００万年前に、水深400mほどの深海の底で堆積
しました。東海村を形作る台地の歴史は、東海村が成立
するずっとずっと前から始まっていたのです。

～1100万年前の東海村～
深海のミクロな世界へタイムトラベル

この時代の有力者たちは、自らの権力を示すため巨大な
墓「古墳」を造りました。また、古墳の上や周りには、色々
な形の埴輪をたくさん並べています。ここでは、皆さん一
人ひとりが古墳を調べる考古学者となり、埴輪の特徴を
じっくりと観察し、東海村の古墳や埴輪の謎にせまりまし
ょう。

～1500年前の東海村～
埴輪ワールドにタイムトラベル

ここは、石油や電気によって自動車や機械が活躍するよ
うになる前の東海村。およそ400年前～100年前の古地
図を見ながら、東海村の人たちはどういうような生活をし
ていたかを考えてみましょう。
新しく村指定文化財になった船場村御検地帳の複製等も
展示。

～約100年前の古地図の世界～

昔懐かしい学校を再現！？足踏み式オルガンや給食の食
器など、あの日の学校がよみがえります。
さらに、東海村の小中学校の模型が一堂に会しました！
あなたはどんな学校生活を送っていましたか？
学校という共通のテーマは世代を超えて話が盛り上がり
ます。

～あの日の学校へタイムトラベル～

東
海
村
か
ら
タ
イ
ム
ト
ラ
ベル
に
ご
招
待
！

発
足
70
周
年
を
迎
え
た

実
際
に
交
流
館
を
飛
び
出
し
て
よ
り
深
く
展
示
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
！

●
古
墳
巡
り
　
　
　
　
令
和
7
年
11
月
2
日

　（
参
加
者
18
名
）　
講
師：中
泉
雄
太
　
学
芸
員

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
　
令
和
8
年
1
月
18
日

　（
参
加
者
2
名
）　
講
師：林
恵
子
　
学
芸
員

●
竹
瓦
さ
ん
ぽ
　
　
　
　   

令
和
8
年
1
月
24
日

　（
参
加
者
17
名
）　
講
師：髙
増
慧
　
学
芸
員

●
化
石
発
掘
体
験
　

令
和
8
年
2
月
15
日

　（
参
加
者
20
名
）　
　
講
師：伊
理
美
智
子
学
芸
員

関
連
イ
ベン
ト
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July-February
MARU

HAKU JOURNAL

夏～冬
7月～2月

【会　　期】　令和７年7月19日（土）～令和８年２月23日（月・祝）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　企画展示室・展示室１・交流スペース
【入館者数】　29,423人

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
あ
な
た
を
時

空
を
超
え
た
旅
に
ご
招
待
し
ま
す
」

突
然
、東
海
村
か
ら
届
い
た
時
間
旅
行(

タ
イ

ム
ト
ラ
ベル)

への
招
待
状
。

入
っ
て
い
た
の
は
、時
間
と
乗
り
場
だ
け
記
さ

れ
た
乗
車
券
だ
っ
た
。

指
定
さ
れ
た
時
間
に
ホ
ー
ム
へ
行
く
と
そ
こ

に
現
れ
た
の
は「
寝
台
特
急
　
時
空
列
車
」

乗
り
込
ん
だ
け
ど
、̶

あ
れ
、乗
車
券
に

「
行
先
」が
書
い
て
い
な
い
！？

果
た
し
て
、こ
の
列
車
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
！？

発
足
70
周
年
を
迎
え
た
東
海
村
が
皆
様
に
お

届
け
す
る
ち
ょっ
と
ス
リ
リ
ン
グ
な
時
間
旅
行

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
参
加
型
の
展
示
で
す
。

企画展・
まる博マルシェ

東海村で確認できる地層の中で最も古いのは、新川層と
いう地層です。皆さんはこの地層が降り積もっていた時
代にタイムトラベルしてきたのです。新川層は、皆さんが
旅してきた「東海村７０周年」の時代からさかのぼることお
よそ１１００万年前に、水深400mほどの深海の底で堆積
しました。東海村を形作る台地の歴史は、東海村が成立
するずっとずっと前から始まっていたのです。

～1100万年前の東海村～
深海のミクロな世界へタイムトラベル

この時代の有力者たちは、自らの権力を示すため巨大な
墓「古墳」を造りました。また、古墳の上や周りには、色々
な形の埴輪をたくさん並べています。ここでは、皆さん一
人ひとりが古墳を調べる考古学者となり、埴輪の特徴を
じっくりと観察し、東海村の古墳や埴輪の謎にせまりまし
ょう。

～1500年前の東海村～
埴輪ワールドにタイムトラベル

ここは、石油や電気によって自動車や機械が活躍するよ
うになる前の東海村。およそ400年前～100年前の古地
図を見ながら、東海村の人たちはどういうような生活をし
ていたかを考えてみましょう。
新しく村指定文化財になった船場村御検地帳の複製等も
展示。

～約100年前の古地図の世界～

昔懐かしい学校を再現！？足踏み式オルガンや給食の食
器など、あの日の学校がよみがえります。
さらに、東海村の小中学校の模型が一堂に会しました！
あなたはどんな学校生活を送っていましたか？
学校という共通のテーマは世代を超えて話が盛り上がり
ます。

～あの日の学校へタイムトラベル～

東
海
村
か
ら
タ
イ
ム
ト
ラ
ベル
に
ご
招
待
！

発
足
70
周
年
を
迎
え
た

実
際
に
交
流
館
を
飛
び
出
し
て
よ
り
深
く
展
示
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
！

●
古
墳
巡
り
　
　
　
　
令
和
7
年
11
月
2
日

　（
参
加
者
18
名
）　
講
師：中
泉
雄
太
　
学
芸
員

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
　
令
和
8
年
1
月
18
日

　（
参
加
者
2
名
）　
講
師：林
恵
子
　
学
芸
員

●
竹
瓦
さ
ん
ぽ
　
　
　
　   

令
和
8
年
1
月
24
日

　（
参
加
者
17
名
）　
講
師：髙
増
慧
　
学
芸
員

●
化
石
発
掘
体
験
　

令
和
8
年
2
月
15
日

　（
参
加
者
20
名
）　
　
講
師：伊
理
美
智
子
学
芸
員

関
連
イ
ベン
ト
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January-February
MARU

HAKU JOURNAL

冬
1月～2月

【会　　期】　令和8年1月4日（日）～令和8年2月15日（日）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　展示室１
【入館者数】　4,440人

硯
展

大
陸
の
硯
に
魅
せ
ら
れ
て

〜
山
口
歓
一
氏
硯
コ
レ
ク
ション
よ
り
〜

書
道
で
用
い
ら
れ
る
硯
は
、古
来
よ
り

文
人
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、東
海
村
の
書
家
故
山
口
歓

一
氏
が
長
年
集
め
ら
れ
た
膨
大
な
硯
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
よ
り
16
点
を
展
示
し
、奥
深
い

大
陸
の
硯
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

【会　　期】　令和7年11月1日～令和7年11月29日
【場　　所】　歴史と未来の交流館　
【入館者数】　3,140人

戦
後
80
年
特
別
企
画

東
海
村
と
戦
争̶

遺
さ
れ
た
品
々̶

終
戦
か
ら
80
年
が
経
過
す
る
と
、人
々

の
記
憶
は
薄
れ
、戦
争
を
ど
こ
か
遠
く
、

自
分
達
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
の
よ
う

に
思
う
方
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方

の
遺
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、故
人
の
想

い
や
家
族
や
周
り
の
方
々
の
気
持
ち
を

感
じ
取
り
、平
和
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

【会　　期】　令和7年8月23日～令和7年10月26日
【場　　所】　歴史と未来の交流館　
【入館者数】　9,727人

茨
城
に
も
い
た
！？

謎
の
絶
滅
動
物

　
　
　
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

発
見
か
ら
1
0
0
年
以
上
が
経
っ
た

今
も
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
デ
ス
モ

ス
チ
ル
ス
。当
館
で
所
蔵
す
る
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
の
化
石
か
ら
そ
の
謎
に
迫
り
ま

し
た
。

【会　　期】　令和7年11月８日～令和8年１月12日
【場　　所】　歴史と未来の交流館　
【入館者数】　6,150人

ア
メ
リ
カ
の
メ
ジャ
ー
リ
ー
グ
で
日
本
人
が
活

躍
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
賑

わ
せ
て
い
ま
す
が
、実
は
、東
海
村
に
も
元
プ
ロ

野
球
選
手
・
監
督
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ス
カ
ウ

ト
・
球
団
社
長
を
務
め
、
オ
ー
ナ
ー
以
外
の
仕

事
は
す
べて
行
っ
た
と
い
う
伝
説
の
男
が
い
る
こ

と
を
知
って
い
ま
す
か
。

そ
の
名
も̶

根
本
陸
夫
。

父
は
東
海
村
の
村
長
を
務
め
た
根
本
時
之
介
、

祖
父
は
東
海
村
に
村
松
軌
道
を
敷
い
た
実
業
家

で
あ
る
根
本
秀
之
介
と
い
う
村
の
名
家
に
生
ま

れ
た
根
本
陸
夫
は
今
年
で
生
誕
1
0
0
年
を

迎
え
ま
す
。

プ
ロ
野
球
界
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
表
も

裏
も
知
り
尽
く
し
た
男
と
し
て
伝
説
と
な
っ
て

い
る「
根
本
陸
夫
」と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。数
多
く
残
さ
れ
る
書
籍
や

新
聞
記
事
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
彼
が
何
を

考
え
、
そ
し
て
何
を
未
来
に
期
待
し
て
い
た
の

か
、
そ
し
て
地
元
東
海
村
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

って
い
た
の
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。

企画展

東
海
村
発
足
70
周
年
記
念×

生
誕
1
0
0
年
　
東
海
村
の
郷
土
の
偉
人

根
本
陸
夫
展

●
石
毛
宏
典
元
プ
ロ
野
球
選
手（
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
他
）に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　「
お
や
じ・根
本
陸
夫
を
語
る
」

令
和
8
年
1
月
25
日
（
参
加
者
数
1
8
0
名
）

●
根
本
陸
夫
杯
　ｅ
ス
ポ
ー
ツ
野
球
大
会

令
和
8
年
2
月
11
日
　（
参
加
者
数
40
名
）

関
連
イ
ベン
ト

様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
ミ
ニ
テ
ー
マ
展

August-January
MARU

HAKU JOURNAL

夏～冬
8月～1月

トピック展
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冬
1月～2月

【会　　期】　令和8年1月4日（日）～令和8年2月15日（日）
【場　　所】　歴史と未来の交流館　展示室１
【入館者数】　4,440人

硯
展

大
陸
の
硯
に
魅
せ
ら
れ
て

〜
山
口
歓
一
氏
硯
コ
レ
ク
ション
よ
り
〜

書
道
で
用
い
ら
れ
る
硯
は
、古
来
よ
り

文
人
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、東
海
村
の
書
家
故
山
口
歓

一
氏
が
長
年
集
め
ら
れ
た
膨
大
な
硯
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
よ
り
16
点
を
展
示
し
、奥
深
い

大
陸
の
硯
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

【会　　期】　令和7年11月1日～令和7年11月29日
【場　　所】　歴史と未来の交流館　
【入館者数】　3,140人

戦
後
80
年
特
別
企
画

東
海
村
と
戦
争̶

遺
さ
れ
た
品
々̶

終
戦
か
ら
80
年
が
経
過
す
る
と
、人
々

の
記
憶
は
薄
れ
、戦
争
を
ど
こ
か
遠
く
、

自
分
達
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
の
よ
う

に
思
う
方
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方

の
遺
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、故
人
の
想

い
や
家
族
や
周
り
の
方
々
の
気
持
ち
を

感
じ
取
り
、平
和
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

【会　　期】　令和7年8月23日～令和7年10月26日
【場　　所】　歴史と未来の交流館　
【入館者数】　9,727人

茨
城
に
も
い
た
！？

謎
の
絶
滅
動
物

　
　
　
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

発
見
か
ら
1
0
0
年
以
上
が
経
っ
た

今
も
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
デ
ス
モ

ス
チ
ル
ス
。当
館
で
所
蔵
す
る
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
の
化
石
か
ら
そ
の
謎
に
迫
り
ま

し
た
。

【会　　期】　令和7年11月８日～令和8年１月12日
【場　　所】　歴史と未来の交流館　
【入館者数】　6,150人

ア
メ
リ
カ
の
メ
ジャ
ー
リ
ー
グ
で
日
本
人
が
活

躍
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
賑

わ
せ
て
い
ま
す
が
、実
は
、東
海
村
に
も
元
プ
ロ

野
球
選
手
・
監
督
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ス
カ
ウ

ト
・
球
団
社
長
を
務
め
、
オ
ー
ナ
ー
以
外
の
仕

事
は
す
べて
行
っ
た
と
い
う
伝
説
の
男
が
い
る
こ

と
を
知
って
い
ま
す
か
。

そ
の
名
も̶

根
本
陸
夫
。

父
は
東
海
村
の
村
長
を
務
め
た
根
本
時
之
介
、

祖
父
は
東
海
村
に
村
松
軌
道
を
敷
い
た
実
業
家

で
あ
る
根
本
秀
之
介
と
い
う
村
の
名
家
に
生
ま

れ
た
根
本
陸
夫
は
今
年
で
生
誕
1
0
0
年
を

迎
え
ま
す
。

プ
ロ
野
球
界
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
表
も

裏
も
知
り
尽
く
し
た
男
と
し
て
伝
説
と
な
っ
て

い
る「
根
本
陸
夫
」と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。数
多
く
残
さ
れ
る
書
籍
や

新
聞
記
事
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
彼
が
何
を

考
え
、
そ
し
て
何
を
未
来
に
期
待
し
て
い
た
の

か
、
そ
し
て
地
元
東
海
村
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

って
い
た
の
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。

企画展

東
海
村
発
足
70
周
年
記
念×

生
誕
1
0
0
年
　
東
海
村
の
郷
土
の
偉
人

根
本
陸
夫
展

●
石
毛
宏
典
元
プ
ロ
野
球
選
手（
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
他
）に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　「
お
や
じ・根
本
陸
夫
を
語
る
」

令
和
8
年
1
月
25
日
（
参
加
者
数
1
8
0
名
）

●
根
本
陸
夫
杯
　ｅ
ス
ポ
ー
ツ
野
球
大
会

令
和
8
年
2
月
11
日
　（
参
加
者
数
40
名
）

関
連
イ
ベン
ト

様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
ミ
ニ
テ
ー
マ
展

August-January
MARU

HAKU JOURNAL

夏～冬
8月～1月

トピック展
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歴
史
と
未
来
の
交
流
館
の
春
季
展
示
で
は「
虫
こ

ぶ
」に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行
い
、関
連
イ
ベン
ト

と
し
て
博
物
館
長
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

「
虫
こ
ぶ
」と
は
、昆
虫
が
植
物
の
花
や
葉
、茎
な

ど
に
産
卵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ボ
状
の
で
こ
ぼ
こ

や
毛
玉
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
、昆
虫
の
秘
密
の
隠

れ
家
で
す
。ま
た
、植
物
の
名
前
が
花
や
葉
、茎
の
形

態
な
ど
か
ら
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、虫
こ
ぶ
の
名

前
も
虫
こ
ぶ
の
で
き
る
場
所
や
形
な
ど
か
ら
名
付

け
ら
れ
ま
す
。

ト
ー
ク
で
は
珍
し
い
虫
こ
ぶ
や
、古
く
か
ら
お
歯

黒
の
材
料
と
さ
れ
た
虫
こ
ぶ
が
紹
介
さ
れ
、参
加
者

は
博
物
館
長
の
解
説
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

歴
史
と
未
来
の
交
流
館

虫
こ
ぶ
展
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

歴史と未来の交流館　2025.4.19 Report今
年
も
筑
波
大
学
の
藏
滿
司
夢
先
生
と
真
崎
ふ

れ
あ
い
の
森
で
虫
を
探
し
ま
し
た
。今
年
は
学
生
さ

ん
2
名
も
来
て
下
さ
り
、み
ん
な
で
44
種
類
も
の
昆

虫
を
見
つ
け
ま
し
た
。が
、今
年
も
外
来
種
の
チ
ョ

ウ
の
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
が
！
こ
の
虫
は
日
本
の
国

蝶
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
食
べ
物
で
あ
る
エ
ノ
キ

の
葉
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。以
前
は
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
を
良
く
村
内
で
見
ま
し
た
が
、最
近
は
全
く
見
て

い
ま
せ
ん
。心
配
で
す
。ま
た
虫
で
は
な
く
古
代
の

「
ま
が
た
ま
摸
製
品
」を
見
つ
け
た
人
も
い
て
ビ
ッ
ク

リ
で
し
た
。こ
こ
は
地
域
の
み
な
さ
ん
が
管
理
し
て

下
さ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、多
く
の
生
物
た
ち
が
暮

ら
せ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。里
山
を
守

る
こ
と
は
そ
こ
の
生
物
を
守
る
こ
と
で
す
。虫
取
り

を
し
た
時
に
は
、使
用
し
た
ト
ラ
ッ
プ
や
ゴ
ミ
な
ど

は
必
ず
持
ち
帰
り
、東
海
村
の
自
然
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

7
月
29
日
〜
30
日
に
か
け
て
、「
か
た
む
い
て
い
る

の
に
倒
れ
な
い
！
不
思
議
な
コ
マ
づ
く
り
」、「
す
が

た
を
変
え
る
水‒

雪
の
結
し
ょ
う
を
観
察
し
よ
う
」、

「
ハ
ド
ロ
ン
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」の
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、「
す
が
た
を
変
え
る
水‒

雪
の
結
し

ょ
う
を
観
察
し
よ
う
」は
初
め
て
の
開
催
で
し
た
。ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
を
湿
ら
せ
て
重
り
付
き
の
糸
を
吊

る
し
、ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
ペッ
ト
ボ
ト
ル
ご
と
冷
や
す

こ
と
で
、雪
の
よ
う
な
氷
の
結
晶
が
糸
の
周
り
に
成

長
す
る
様
子
を
参
加
者
は
観
察
し
ま
し
た
。ま
た
、

水
に
高
い
圧
力
を
か
け
る
と
、普
段
目
に
す
る
氷
と

は
異
な
る
構
造
の
高
圧
で
安
定
な
氷
が
で
き
る
こ

と
も
実
験
で
紹
介
し
ま
し
た
。「
温
度
を
低
く
し
な

く
て
も
圧
力
だ
け
で
氷
が
で
き
る
こ
と
」「
高
圧
氷

が
い
き
な
り
で
き
る
こ
と
」な
ど
、新
し
い
発
見
に

驚
い
た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

J-

P
A
R
C
ハロ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

夏
休
み
科
学
実
験
教
室

Report

梅
雨
の
晴
れ
間
の
下
、干
潮
で
干
潟
が
現
れ
た
照

沼
海
岸
と
、水
位
が
下
が
っ
た
新
川
河
口
で
、大
勢
の

参
加
者
の
皆
様
と
共
に
ご
み
ひ
ろ
い
と
生
き
物
観

察
を
行
い
ま
し
た
。参
加
す
る
子
ど
も
全
員
が
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
正
し
く
装
着
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
、ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
倶
楽
部
会
員
に
よ
る
海

の
事
故
予
防
の
お
話
を
し
て
か
ら
自
然
観
察
が
始

ま
り
ま
し
た
。昨
年
に
引
き
続
き
、ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

茨
城
県
大
洗
水
族
館
か
ら
魚
類
展
示
課
の
職
員
さ

ん
が
、観
察
に
必
要
な
道
具
を
持
参
し
て
来
て
く
だ

さ
り
、参
加
者
が
採
集
し
た
生
き
物
の
説
明
を
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
４
年
生
か
ら「
河
口
で
は
小
魚
が

多
く
、川
の
下
流
で
は
エ
ビ
や
カ
ニ
が
多
か
っ
た
で

す
。色
々
な
水
中
生
物
に
出
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。今
度
は
、干
潟
の
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い

で
す
。」と
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

照
沼
海
岸・新
川
の
ご
み
ひ
ろ
い・

自
然
観
察

東海村自然倶楽部　2025.6.29 Report

工
作・実
験
教
室「
蒸
気
の
力
で
進
め
！
ポ
ン
ポ
ン

船
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」で
は
、(

公
社)

日
本
技
術
士

会
茨
城
県
支
部
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、全
員
が
ポ

ン
ポ
ン
船
を
上
手
に
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た「
盲
導
犬（
Ｐ
Ｒ
犬
）と
ふ
れ
あ
い
体
験
」で
は
、

(

一
財)

い
ば
ら
き
盲
導
犬
協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
、盲
導
犬
の
訓
練
の
様
子
や
、視
覚
障
が
い
者
に
対

し
て
の
接
し
方
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
、盲
導
犬
と

触
れ
合
い
、盲
導
犬
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、ひ
た
ち
な
か
警
察
署
及
び
警
察
本
部
交

通
機
動
隊
の
ご
協
力
に
よ
る「
交
通
安
全
教
育
と
白

バ
イ・パ
ト
カ
ー
乗
車
体
験
」、工
作
教
室「
光
る
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
」な
ど
を
行
い
、来
館
者
は

1
1
5
8
名
を
数
え
、イ
ベン
ト
は
盛
況
の
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベン
ト

原子力科学館　2025.5.3-4Report

東海村の環境調べ隊　2025.7.20

の
ぶ
ち
ゃ
ん
先
生
と
神
谷
博
士

率
い
る
チ
ー
ム
ゲ
タ
ポ
ン
の

空
気・真
空
っ
て
何
だ
教
室
Ⅱ

Report

歴史と未来の交流館　2025.9.20 東
海
村
の
木
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
マ
ツ
が

生
息
す
る
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
で
観
察
会
を
行
い
ま
し

た
。管
理
さ
れ
た
ク
ロマツ
林
と
、手
を
加
え
て
い
な
い

ク
ロ
マ
ツ
林
を
歩
き
比
べ
な
が
ら
、周
辺
の
植
物
の
育

ち
方
や
日
当
た
り
の
違
い
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

知
ら
な
い
う
ち
に
服
に
くっつ
い
て
い
る
豆
の
よ
う

な
植
物「
ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
」、そ
の
名
前
の
由
来

は
荒
れ
地
に
生
息
し
、実
が
盗
人
の
足
跡
の
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
、参
加
者
は「
足
跡
に
見
え
る
？
」「こ
れ
服
に
いっ

ぱ
い
くっつ
く
と
大
変
な
ん
だ
よ
ね
」と
そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
述
べて
い
ま
し
た
。参
加
し
た
お
子
さ
ん
た
ち
も

不
思
議
な
植
物
を
見
つ
け
て
手
に
取
っ
て
は
博
物
館

長
に
積
極
的
に
質
問
を
し
、楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

昼
の
里
山
の
虫
の
観
察
会

Report

J-PARCセンター　2025.7.29-30

とうかいまるごと博物館（通称：まる博）は、東海村全体を屋根のない博物館空間と捉え、村内全域に活動を展開する事業です。
東海村では、様々な団体が、郷土を感じ、学べるイベントを実施しています。それらの多様な事業を「まる博」というネットワーク
でつないで、大きな博物館空間を構成しています。どんなイベントをどんな団体が行っているのか、その一部をご紹介します。

2025.4-2026.3

Report on the Activities
Maruhaku

とうかいまるごと博物館  年間活動レポート

生
涯
学
習
課
の
青
少
年
担
当
で
は
、と
う
か
い
子

ど
も
キ
ャ
ンパ
ス
と
し
て
主
に
小
学
生
を
対
象
に
科

学
実
験
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。夏
休
み
に
は

E
S
S（
エ
ン
ジ
ョ
イ・サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
）と
い
う
小

学
生
向
け
の
講
座
の
一
環
と
し
て
表
題
の
よ
う
な

サ
イ
エ
ン
ス・ラ
ボ
を
行
い
ま
し
た
。

始
め
は
、理
科
活
動
専
門
員
が
小
中
学
校
の
学
習

内
容
に
合
わ
せ
た「
空
気
」に
つ
い
て
の
話
と
お
も

し
ろ
実
験
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
J
A
E
A
の

神
谷
博
士
ら
と
と
も
に「
真
空
」に
つ
い
て
の
話
を

し
、特
殊
な
真
空
発
生
装
置
、「
ゲ
ッ
タ
ー
ポ
ン
プ
」

な
ど
を
使
っ
て
不
思
議
な
現
象
を
観
察
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、「
真
空
砲
」と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
実
験
装

置
を
使
っ
て
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
も
の
す
ご
い
勢
い
で
ア

ル
ミ
缶
に
当
て
、破
壊
す
る
実
験
を
見
ま
し
た
。会

場
の
皆
さ
ん
は
そ
の
音
と
威
力
に
大
拍
手
で
し
た
。

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会

「
ク
ロ
マ
ツ
林
の
植
物
」

Report

とうかい子どもキャンパス（Tキャン）
2025.8.2

4
April

6
June

5
May

9
September

7
July

7
July

8
August
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歴
史
と
未
来
の
交
流
館
の
春
季
展
示
で
は「
虫
こ

ぶ
」に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行
い
、関
連
イ
ベン
ト

と
し
て
博
物
館
長
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

「
虫
こ
ぶ
」と
は
、昆
虫
が
植
物
の
花
や
葉
、茎
な

ど
に
産
卵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ボ
状
の
で
こ
ぼ
こ

や
毛
玉
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
、昆
虫
の
秘
密
の
隠

れ
家
で
す
。ま
た
、植
物
の
名
前
が
花
や
葉
、茎
の
形

態
な
ど
か
ら
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、虫
こ
ぶ
の
名

前
も
虫
こ
ぶ
の
で
き
る
場
所
や
形
な
ど
か
ら
名
付

け
ら
れ
ま
す
。

ト
ー
ク
で
は
珍
し
い
虫
こ
ぶ
や
、古
く
か
ら
お
歯

黒
の
材
料
と
さ
れ
た
虫
こ
ぶ
が
紹
介
さ
れ
、参
加
者

は
博
物
館
長
の
解
説
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

歴
史
と
未
来
の
交
流
館

虫
こ
ぶ
展
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

歴史と未来の交流館　2025.4.19 Report今
年
も
筑
波
大
学
の
藏
滿
司
夢
先
生
と
真
崎
ふ

れ
あ
い
の
森
で
虫
を
探
し
ま
し
た
。今
年
は
学
生
さ

ん
2
名
も
来
て
下
さ
り
、み
ん
な
で
44
種
類
も
の
昆

虫
を
見
つ
け
ま
し
た
。が
、今
年
も
外
来
種
の
チ
ョ

ウ
の
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
が
！
こ
の
虫
は
日
本
の
国

蝶
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
食
べ
物
で
あ
る
エ
ノ
キ

の
葉
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。以
前
は
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
を
良
く
村
内
で
見
ま
し
た
が
、最
近
は
全
く
見
て

い
ま
せ
ん
。心
配
で
す
。ま
た
虫
で
は
な
く
古
代
の

「
ま
が
た
ま
摸
製
品
」を
見
つ
け
た
人
も
い
て
ビ
ッ
ク

リ
で
し
た
。こ
こ
は
地
域
の
み
な
さ
ん
が
管
理
し
て

下
さ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、多
く
の
生
物
た
ち
が
暮

ら
せ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。里
山
を
守

る
こ
と
は
そ
こ
の
生
物
を
守
る
こ
と
で
す
。虫
取
り

を
し
た
時
に
は
、使
用
し
た
ト
ラ
ッ
プ
や
ゴ
ミ
な
ど

は
必
ず
持
ち
帰
り
、東
海
村
の
自
然
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

7
月
29
日
〜
30
日
に
か
け
て
、「
か
た
む
い
て
い
る

の
に
倒
れ
な
い
！
不
思
議
な
コ
マ
づ
く
り
」、「
す
が

た
を
変
え
る
水‒

雪
の
結
し
ょ
う
を
観
察
し
よ
う
」、

「
ハ
ド
ロ
ン
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」の
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、「
す
が
た
を
変
え
る
水‒

雪
の
結
し

ょ
う
を
観
察
し
よ
う
」は
初
め
て
の
開
催
で
し
た
。ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
を
湿
ら
せ
て
重
り
付
き
の
糸
を
吊

る
し
、ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
ペッ
ト
ボ
ト
ル
ご
と
冷
や
す

こ
と
で
、雪
の
よ
う
な
氷
の
結
晶
が
糸
の
周
り
に
成

長
す
る
様
子
を
参
加
者
は
観
察
し
ま
し
た
。ま
た
、

水
に
高
い
圧
力
を
か
け
る
と
、普
段
目
に
す
る
氷
と

は
異
な
る
構
造
の
高
圧
で
安
定
な
氷
が
で
き
る
こ

と
も
実
験
で
紹
介
し
ま
し
た
。「
温
度
を
低
く
し
な

く
て
も
圧
力
だ
け
で
氷
が
で
き
る
こ
と
」「
高
圧
氷

が
い
き
な
り
で
き
る
こ
と
」な
ど
、新
し
い
発
見
に

驚
い
た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

J-

P
A
R
C
ハロ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

夏
休
み
科
学
実
験
教
室

Report

梅
雨
の
晴
れ
間
の
下
、干
潮
で
干
潟
が
現
れ
た
照

沼
海
岸
と
、水
位
が
下
が
っ
た
新
川
河
口
で
、大
勢
の

参
加
者
の
皆
様
と
共
に
ご
み
ひ
ろ
い
と
生
き
物
観

察
を
行
い
ま
し
た
。参
加
す
る
子
ど
も
全
員
が
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
正
し
く
装
着
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
、ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
倶
楽
部
会
員
に
よ
る
海

の
事
故
予
防
の
お
話
を
し
て
か
ら
自
然
観
察
が
始

ま
り
ま
し
た
。昨
年
に
引
き
続
き
、ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

茨
城
県
大
洗
水
族
館
か
ら
魚
類
展
示
課
の
職
員
さ

ん
が
、観
察
に
必
要
な
道
具
を
持
参
し
て
来
て
く
だ

さ
り
、参
加
者
が
採
集
し
た
生
き
物
の
説
明
を
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
４
年
生
か
ら「
河
口
で
は
小
魚
が

多
く
、川
の
下
流
で
は
エ
ビ
や
カ
ニ
が
多
か
っ
た
で

す
。色
々
な
水
中
生
物
に
出
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。今
度
は
、干
潟
の
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い

で
す
。」と
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

照
沼
海
岸・新
川
の
ご
み
ひ
ろ
い・

自
然
観
察

東海村自然倶楽部　2025.6.29 Report

工
作・実
験
教
室「
蒸
気
の
力
で
進
め
！
ポ
ン
ポ
ン

船
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」で
は
、(

公
社)

日
本
技
術
士

会
茨
城
県
支
部
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、全
員
が
ポ

ン
ポ
ン
船
を
上
手
に
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た「
盲
導
犬（
Ｐ
Ｒ
犬
）と
ふ
れ
あ
い
体
験
」で
は
、

(

一
財)

い
ば
ら
き
盲
導
犬
協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
、盲
導
犬
の
訓
練
の
様
子
や
、視
覚
障
が
い
者
に
対

し
て
の
接
し
方
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
、盲
導
犬
と

触
れ
合
い
、盲
導
犬
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、ひ
た
ち
な
か
警
察
署
及
び
警
察
本
部
交

通
機
動
隊
の
ご
協
力
に
よ
る「
交
通
安
全
教
育
と
白

バ
イ・パ
ト
カ
ー
乗
車
体
験
」、工
作
教
室「
光
る
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
」な
ど
を
行
い
、来
館
者
は

1
1
5
8
名
を
数
え
、イ
ベン
ト
は
盛
況
の
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベン
ト

原子力科学館　2025.5.3-4Report

東海村の環境調べ隊　2025.7.20

の
ぶ
ち
ゃ
ん
先
生
と
神
谷
博
士

率
い
る
チ
ー
ム
ゲ
タ
ポ
ン
の

空
気・真
空
っ
て
何
だ
教
室
Ⅱ

Report

歴史と未来の交流館　2025.9.20 東
海
村
の
木
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
マ
ツ
が

生
息
す
る
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
で
観
察
会
を
行
い
ま
し

た
。管
理
さ
れ
た
ク
ロマツ
林
と
、手
を
加
え
て
い
な
い

ク
ロ
マ
ツ
林
を
歩
き
比
べ
な
が
ら
、周
辺
の
植
物
の
育

ち
方
や
日
当
た
り
の
違
い
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

知
ら
な
い
う
ち
に
服
に
くっつ
い
て
い
る
豆
の
よ
う

な
植
物「
ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
」、そ
の
名
前
の
由
来

は
荒
れ
地
に
生
息
し
、実
が
盗
人
の
足
跡
の
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
、参
加
者
は「
足
跡
に
見
え
る
？
」「こ
れ
服
に
いっ

ぱ
い
くっつ
く
と
大
変
な
ん
だ
よ
ね
」と
そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
述
べて
い
ま
し
た
。参
加
し
た
お
子
さ
ん
た
ち
も

不
思
議
な
植
物
を
見
つ
け
て
手
に
取
っ
て
は
博
物
館

長
に
積
極
的
に
質
問
を
し
、楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

昼
の
里
山
の
虫
の
観
察
会

Report

J-PARCセンター　2025.7.29-30

とうかいまるごと博物館（通称：まる博）は、東海村全体を屋根のない博物館空間と捉え、村内全域に活動を展開する事業です。
東海村では、様々な団体が、郷土を感じ、学べるイベントを実施しています。それらの多様な事業を「まる博」というネットワーク
でつないで、大きな博物館空間を構成しています。どんなイベントをどんな団体が行っているのか、その一部をご紹介します。

2025.4-2026.3

Report on the Activities
Maruhaku

とうかいまるごと博物館  年間活動レポート

生
涯
学
習
課
の
青
少
年
担
当
で
は
、と
う
か
い
子

ど
も
キ
ャ
ンパ
ス
と
し
て
主
に
小
学
生
を
対
象
に
科

学
実
験
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。夏
休
み
に
は

E
S
S（
エ
ン
ジ
ョ
イ・サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
）と
い
う
小

学
生
向
け
の
講
座
の
一
環
と
し
て
表
題
の
よ
う
な

サ
イ
エ
ン
ス・ラ
ボ
を
行
い
ま
し
た
。

始
め
は
、理
科
活
動
専
門
員
が
小
中
学
校
の
学
習

内
容
に
合
わ
せ
た「
空
気
」に
つ
い
て
の
話
と
お
も

し
ろ
実
験
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
J
A
E
A
の

神
谷
博
士
ら
と
と
も
に「
真
空
」に
つ
い
て
の
話
を

し
、特
殊
な
真
空
発
生
装
置
、「
ゲ
ッ
タ
ー
ポ
ン
プ
」

な
ど
を
使
っ
て
不
思
議
な
現
象
を
観
察
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、「
真
空
砲
」と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
実
験
装

置
を
使
っ
て
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
も
の
す
ご
い
勢
い
で
ア

ル
ミ
缶
に
当
て
、破
壊
す
る
実
験
を
見
ま
し
た
。会

場
の
皆
さ
ん
は
そ
の
音
と
威
力
に
大
拍
手
で
し
た
。

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会

「
ク
ロ
マ
ツ
林
の
植
物
」

Report

とうかい子どもキャンパス（Tキャン）
2025.8.2

4
April

6
June

5
May

9
September

7
July

7
July

8
August
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原子力科学館　2025.12.6-7

歩
く
博
物
館「
城
め
ぐ
り
」

Report歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
、学
芸
員
に
よ
る

歩
く
博
物
館
講
座
シ
リ
ー
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
二
弾
で
は「
お
城
」を
テ
ー
マ
に
、26
名
の
参
加

者
と
石
神
城
跡
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
郭
を
実
際
に
め
ぐ
り
ま

し
た
。

現
在
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
茨
城
県
指

定
文
化
財
の
石
神
城
跡
は
、廃
城
か
ら
4
0
0
年

経
過
し
た
今
も
保
存
状
態
が
非
常
に
よ
く
、大
迫

力
の
堀
や
立
派
な
土
塁
な
ど
当
時
の
城
の
様
子
が

よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、学
芸
員
に
よ
る
中
世
の
お
城
の
特

徴
や
近
年
の
発
掘
調
査
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
な

ど
の
解
説
に
耳
を
傾
け
、当
時
の
石
神
城
を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

歴史と未来の交流館　2025.12.6

東海村自然倶楽部　2025.11.1「
1
9
9
4
年
に
世
界
で
最
小
と
ギ
ネ
ス
に
載
っ

た
カ
ゲ
ロ
ウ
ゴ
ケ
を
東
海
村
の
田
ん
ぼ
で
見
て
み
た

い
！
」と
い
う
思
い
か
ら
、石
神
外
宿
の
田
ん
ぼ
で
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
の
コ
ケ

植
物
が
専
門
の
鵜
沢
美
穂
子
先
生
を
お
招
き
し
て

コ
ケ
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　

冬
の
田
ん
ぼ
に
生
え
る
コ
ケ
は
、稲
刈
り
の
あ
と

田
起
こ
し
を
し
な
い
場
所
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。今

回
は
、農
家
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
、実
際
に
田
ん
ぼ

に
入
っ
て
コ
ケ
を
ル
ー
ペ
で
観
察
し
採
集
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、田
ん
ぼ
近
く
の
願
船
寺
さ
ん
で
座
学
と
、

実
体
顕
微
鏡
で
コ
ケ
観
察
を
行
い
ま
し
た
。鵜
沢
先

生
に「
東
海
村
の
冬
の
田
ん
ぼ
の
特
徴
」に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
カ
ゲ
ロ
ウ
ゴ
ケ
、ヤ
マ
ト
ツ
ノ
ゴ
ケ

モ
ド
キ
な
ど
、冬
の
田
ん
ぼ
を
特
徴
づ
け
る
種
が
短

時
間
で
豊
富
に
観
察
で
き
、植
生
と
し
て
豊
か
」と

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

コ
ケ
観
察
会

　
〜
田
ん
ぼ
に
生
え
る
コ
ケ
〜

Report

み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（「
絆
」周
回
ヘル
ス
ロ
ー
ド
Ａ
〜
Ｄ
コ
ー
ス
）

Report

野
鳥
の
会
の
大
槻
先
生
、冨
岡
先
生
、川
崎
先
生

と
、石
神
城
址
公
園
か
ら
久
慈
川
河
川
敷
ま
で
歩
い

て
、田
ん
ぼ
の
鳥
、山
の
鳥
、水
辺
の
鳥
と
、34
種
類
も

の
鳥
を
見
た
り
声
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
回
、タ
カ
の
仲
間
で
上
空
か
ら
急
降
下

し
て
魚
を
捕
る
ミ
サ
ゴ
、珍
し
い
ハ
イ
タ
カ
、チ
ョ
ウ

ゲ
ン
ボ
ウ
と
３
種
類
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
、参
加

者
も
大
喜
び
で
し
た
。昨
年
は
東
海
村
に
少
な
か
っ

た
ツ
グ
ミ
が
今
年
は
た
く
さ
ん
来
て
い
て
ほ
っ
と
し

ま
し
た
が
、ス
ズ
メ
や
カ
シ
ラ
ダ
カ
、ホ
オ
ジ
ロ
は
と

て
も
減
っ
て
い
ま
す
。東
海
村
は
里
山
や
田
ん
ぼ
、海

や
川
も
あ
る
の
で
、茨
城
県
の
中
で
は
鳥
が
と
て
も

多
く
み
ら
れ
る
地
域
で
す
。み
な
さ
ん
の
家
の
周
り

や
公
園
に
は
、ど
ん
な
鳥
が
い
ま
す
か
？
よ
く
見
る

と
い
ろ
ん
な
鳥
が
い
ま
す
。じ
っ
と
見
て
い
る
と
か
わ

い
く
て
面
白
い
で
す
よ
！
身
近
な
鳥
の
名
前
を
知
り

た
い
と
き
は
、ぜ
ひ
探
鳥
会
に
来
て
く
だ
さ
い
！

探
鳥
会
２

Report

皆
さ
ん
は
、落
ち
葉
が
堆
肥
に
な
っ
た
り
、虫
た
ち

の
寝
床
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

そ
こ
で
、「
雑
木
林
で
落
ち
葉
か
き
を
し
よ
う
‼
」を

企
画
し
ま
し
た
。当
日
は
、こ
の
冬
一
番
の
寒
波
襲
来

の
予
報
。参
加
者
が
集
ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、寒

さ
に
負
け
な
い
小
学
生
、野
鳥
観
察
の
好
き
な
高
校

生
、そ
し
て
保
護
者
の
方
々
。予
定
し
て
い
た
全
員
が

参
加
。集
め
た
落
ち
葉
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
山
盛
り

に
載
せ
、竹
で
組
ん
だ
囲
い
ま
で
み
ん
な
で
協
力
し

合
っ
て
運
び
ま
す
。囲
い
の
中
が
落
ち
葉
で
山
盛
り

に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ぶ

よ
う
に
落
ち
葉
の
上
で
ジ
ャ
ン
プ
ジ
ャ
ン
プ
。何
度
も

何
度
も
そ
の
繰
り
返
し
。寒
さ
で
縮
ん
で
い
た
体
が

ぽ
か
ぽ
か
し
て
き
た
こ
ろ
、雪
が
舞
い
始
め
ま
し
た

が
そ
ん
な
こ
と
は
何
の
そ
の
。「
楽
し
か
っ
た
」「
落
ち

葉
の
中
に
カ
エ
ル
が
い
た
」「
い
つ
も
と
違
う
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」　
皆
さ

ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

落
ち
葉
か
き

Report

10
月
の
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

24
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
を
招
い
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
に
正
し
い
歩
き
方
等
の
講
話
と
実

演
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
の
方
か
ら
は「
正
し

い
歩
き
方
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。」「
歩
く
と
き

は
、踵
か
ら
着
地
す
る
の
を
意
識
し
な
い
と
。」等
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

村
内
に
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
方
が
安

心
し
て
歩
け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
ヘル
ス
ロ
ー

ド
）が
9
つ
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
が
2
種
類
あ
り
ま
す
。

東
海
村
の
歴
史
や
文
化
、四
季
折
々
の
豊
か
な
自

然
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
る
と
い
い
で
す
ね
。

J-

P
A
R
C
講
演
会
2
0
2
5
兼

J-

P
A
R
C
ハロ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ReportJ‐P
A
R
C
セ
ン
タ
ー
の
三
原
智
氏
が
、「
影
の

主
役・ミ
ュ
オ
ン
が
見
せ
た
素
粒
子
の
地
図
」と
題
し

て
、ミ
ュ
オ
ン
と
い
う
素
粒
子
の
発
見
か
ら
そ
の
性

質
の
解
明
に
つ
い
て
、歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
説
明

し
ま
し
た
。東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
物

理
学
専
攻
教
授
、ク
ォ
ー
ク・核
物
理
研
究
機
構
の

機
構
長
で
あ
る
中
村
哲
氏
が
、「
量
子
ビ
ー
ム
で
探

る
物
質
の
極
限‒

ハ
イ
パ
ー
原
子
核
か
ら
中
性
子
星

ま
で
」と
題
し
、錬
金
術
の
話
か
ら
始
め
、原
子
核
を

構
成
す
る
核
子
、そ
し
て
そ
の
核
子
を
構
成
す
る
ク

ォ
ー
ク
、と
り
わ
け
ス
ト
レ
ン
ジ
ク
ォ
ー
ク
が
関
わ
る

ハ
イ
パ
ー
原
子
核
研
究
の
最
先
端
を
紹
介
し
、今
後

の
加
速
器
施
設
の
拡
張
に
よ
る
新
た
な
研
究
の
可

能
性
に
つ
い
て
の
話
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、J‐P
A
R
C
の
研
究
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、毎
月
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
紹
介
す

る
J‐P
A
R
C
ハ
ロ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
は
今
回
で
ち
ょ

う
ど
1
0
0
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

健康増進課　2025.10.3

自然のみどりを守る会　2026.2.7

東海原子力館別館　2026.3.7-8 3
月
7
日(

土)
・
8
日(

日)

に「
げ
ん
で
ん
春
の

ぽ
か
ぽ
か
テ
ラ
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
、2
日

間
で
延
べ
5
6
3
名
の
皆
さ
ま
に
ご
来
館
い
た
だ

き
ま
し
た
。

東
海
第
二
発
電
所
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
状

況
の
紹
介
や
手
回
し
発
電
な
ど
の
遊
ん
で
学
べ
る

体
験
を
は
じ
め
、工
作
キ
ッ
ト
の
配
布
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
親
子
で
楽
し
め
る
催
し
を
行

い
ま
し
た
。小
学
生
以
下
対
象
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ

リ
ー
で
は
、ク
イ
ズ
や
巨
大
パ
ズ
ル
な
ど
も
あ
り
、

小
さ
な
お
子
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。同
時
開
催
中
の
つ
る
し
雛
展
も
多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

げ
ん
で
ん
春
の

ぽ
か
ぽ
か
テ
ラ
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ア

Report

東海村の環境調べ隊　2026.1.11 J-PARCセンター　2025.11.29

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベン
ト

Report高
レ
ベル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
、映
像
や
壁
面
展
示
に
よ
っ
て
楽
し
く
学
べ
る「
ジ

オ・ラ
ボ
号
」の
展
示
、地
層
処
分
に
使
用
さ
れ
る
ベ

ン
ト
ナ
イ
ト
の
不
思
議
な
実
験
、入
浴
剤
バ
ス
ボ
ム

づ
く
り
、東
大
C
A
S
T
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
巨
大
な
空
気
砲
の
実
演
な
ど
、

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構(

N
U
M
O)

に
ご
協

力
い
た
だ
き
、地
層
処
分
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
、当
館
学
芸
員
に
よ
る
工
作
教
室「
宝
石
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
〜
地
球
の
鉱
物
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
る
よ
〜
」、ふ
わ
ふ
わ(

エ
ア
ド
ー
ム)

な
ど

を
行
い
、来
館
者
は
6
9
2
名
を
数
え
、イ
ベン
ト
は

盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
そ
の

実
体
実
体

生
に
生
に

問
し
問
し

モ
ド
モ
ド

時
間
時
間

回
答
回
答

11
November

12
December

11
November

10
October

3
March

1
January

2
February

12
December

ミサゴ
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歩
く
博
物
館「
城
め
ぐ
り
」

Report歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
、学
芸
員
に
よ
る

歩
く
博
物
館
講
座
シ
リ
ー
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
二
弾
で
は「
お
城
」を
テ
ー
マ
に
、26
名
の
参
加

者
と
石
神
城
跡
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
郭
を
実
際
に
め
ぐ
り
ま

し
た
。

現
在
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
茨
城
県
指

定
文
化
財
の
石
神
城
跡
は
、廃
城
か
ら
4
0
0
年

経
過
し
た
今
も
保
存
状
態
が
非
常
に
よ
く
、大
迫

力
の
堀
や
立
派
な
土
塁
な
ど
当
時
の
城
の
様
子
が

よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、学
芸
員
に
よ
る
中
世
の
お
城
の
特

徴
や
近
年
の
発
掘
調
査
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
な

ど
の
解
説
に
耳
を
傾
け
、当
時
の
石
神
城
を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

歴史と未来の交流館　2025.12.6

東海村自然倶楽部　2025.11.1「
1
9
9
4
年
に
世
界
で
最
小
と
ギ
ネ
ス
に
載
っ

た
カ
ゲ
ロ
ウ
ゴ
ケ
を
東
海
村
の
田
ん
ぼ
で
見
て
み
た

い
！
」と
い
う
思
い
か
ら
、石
神
外
宿
の
田
ん
ぼ
で
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
の
コ
ケ

植
物
が
専
門
の
鵜
沢
美
穂
子
先
生
を
お
招
き
し
て

コ
ケ
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　

冬
の
田
ん
ぼ
に
生
え
る
コ
ケ
は
、稲
刈
り
の
あ
と

田
起
こ
し
を
し
な
い
場
所
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。今

回
は
、農
家
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
、実
際
に
田
ん
ぼ

に
入
っ
て
コ
ケ
を
ル
ー
ペ
で
観
察
し
採
集
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、田
ん
ぼ
近
く
の
願
船
寺
さ
ん
で
座
学
と
、

実
体
顕
微
鏡
で
コ
ケ
観
察
を
行
い
ま
し
た
。鵜
沢
先

生
に「
東
海
村
の
冬
の
田
ん
ぼ
の
特
徴
」に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
カ
ゲ
ロ
ウ
ゴ
ケ
、ヤ
マ
ト
ツ
ノ
ゴ
ケ

モ
ド
キ
な
ど
、冬
の
田
ん
ぼ
を
特
徴
づ
け
る
種
が
短

時
間
で
豊
富
に
観
察
で
き
、植
生
と
し
て
豊
か
」と

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

コ
ケ
観
察
会

　
〜
田
ん
ぼ
に
生
え
る
コ
ケ
〜

Report

み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（「
絆
」周
回
ヘル
ス
ロ
ー
ド
Ａ
〜
Ｄ
コ
ー
ス
）

Report

野
鳥
の
会
の
大
槻
先
生
、冨
岡
先
生
、川
崎
先
生

と
、石
神
城
址
公
園
か
ら
久
慈
川
河
川
敷
ま
で
歩
い

て
、田
ん
ぼ
の
鳥
、山
の
鳥
、水
辺
の
鳥
と
、34
種
類
も

の
鳥
を
見
た
り
声
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
回
、タ
カ
の
仲
間
で
上
空
か
ら
急
降
下

し
て
魚
を
捕
る
ミ
サ
ゴ
、珍
し
い
ハ
イ
タ
カ
、チ
ョ
ウ

ゲ
ン
ボ
ウ
と
３
種
類
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
、参
加

者
も
大
喜
び
で
し
た
。昨
年
は
東
海
村
に
少
な
か
っ

た
ツ
グ
ミ
が
今
年
は
た
く
さ
ん
来
て
い
て
ほ
っ
と
し

ま
し
た
が
、ス
ズ
メ
や
カ
シ
ラ
ダ
カ
、ホ
オ
ジ
ロ
は
と

て
も
減
っ
て
い
ま
す
。東
海
村
は
里
山
や
田
ん
ぼ
、海

や
川
も
あ
る
の
で
、茨
城
県
の
中
で
は
鳥
が
と
て
も

多
く
み
ら
れ
る
地
域
で
す
。み
な
さ
ん
の
家
の
周
り

や
公
園
に
は
、ど
ん
な
鳥
が
い
ま
す
か
？
よ
く
見
る

と
い
ろ
ん
な
鳥
が
い
ま
す
。じ
っ
と
見
て
い
る
と
か
わ

い
く
て
面
白
い
で
す
よ
！
身
近
な
鳥
の
名
前
を
知
り

た
い
と
き
は
、ぜ
ひ
探
鳥
会
に
来
て
く
だ
さ
い
！

探
鳥
会
２

Report

皆
さ
ん
は
、落
ち
葉
が
堆
肥
に
な
っ
た
り
、虫
た
ち

の
寝
床
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

そ
こ
で
、「
雑
木
林
で
落
ち
葉
か
き
を
し
よ
う
‼
」を

企
画
し
ま
し
た
。当
日
は
、こ
の
冬
一
番
の
寒
波
襲
来

の
予
報
。参
加
者
が
集
ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、寒

さ
に
負
け
な
い
小
学
生
、野
鳥
観
察
の
好
き
な
高
校

生
、そ
し
て
保
護
者
の
方
々
。予
定
し
て
い
た
全
員
が

参
加
。集
め
た
落
ち
葉
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
山
盛
り

に
載
せ
、竹
で
組
ん
だ
囲
い
ま
で
み
ん
な
で
協
力
し

合
っ
て
運
び
ま
す
。囲
い
の
中
が
落
ち
葉
で
山
盛
り

に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ぶ

よ
う
に
落
ち
葉
の
上
で
ジ
ャ
ン
プ
ジ
ャ
ン
プ
。何
度
も

何
度
も
そ
の
繰
り
返
し
。寒
さ
で
縮
ん
で
い
た
体
が

ぽ
か
ぽ
か
し
て
き
た
こ
ろ
、雪
が
舞
い
始
め
ま
し
た

が
そ
ん
な
こ
と
は
何
の
そ
の
。「
楽
し
か
っ
た
」「
落
ち

葉
の
中
に
カ
エ
ル
が
い
た
」「
い
つ
も
と
違
う
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」　
皆
さ

ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

落
ち
葉
か
き

Report

10
月
の
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

24
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
を
招
い
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
に
正
し
い
歩
き
方
等
の
講
話
と
実

演
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
の
方
か
ら
は「
正
し

い
歩
き
方
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。」「
歩
く
と
き

は
、踵
か
ら
着
地
す
る
の
を
意
識
し
な
い
と
。」等
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

村
内
に
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
方
が
安

心
し
て
歩
け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
ヘル
ス
ロ
ー

ド
）が
9
つ
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
が
2
種
類
あ
り
ま
す
。

東
海
村
の
歴
史
や
文
化
、四
季
折
々
の
豊
か
な
自

然
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
る
と
い
い
で
す
ね
。

J-

P
A
R
C
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演
会
2
0
2
5
兼

J-
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A
R
C
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ー
サ
イ
エ
ン
ス

ReportJ‐P
A
R
C
セ
ン
タ
ー
の
三
原
智
氏
が
、「
影
の

主
役・ミ
ュ
オ
ン
が
見
せ
た
素
粒
子
の
地
図
」と
題
し

て
、ミ
ュ
オ
ン
と
い
う
素
粒
子
の
発
見
か
ら
そ
の
性

質
の
解
明
に
つ
い
て
、歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
説
明

し
ま
し
た
。東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
物

理
学
専
攻
教
授
、ク
ォ
ー
ク・核
物
理
研
究
機
構
の

機
構
長
で
あ
る
中
村
哲
氏
が
、「
量
子
ビ
ー
ム
で
探

る
物
質
の
極
限‒

ハ
イ
パ
ー
原
子
核
か
ら
中
性
子
星

ま
で
」と
題
し
、錬
金
術
の
話
か
ら
始
め
、原
子
核
を

構
成
す
る
核
子
、そ
し
て
そ
の
核
子
を
構
成
す
る
ク

ォ
ー
ク
、と
り
わ
け
ス
ト
レ
ン
ジ
ク
ォ
ー
ク
が
関
わ
る

ハ
イ
パ
ー
原
子
核
研
究
の
最
先
端
を
紹
介
し
、今
後

の
加
速
器
施
設
の
拡
張
に
よ
る
新
た
な
研
究
の
可

能
性
に
つ
い
て
の
話
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、J‐P
A
R
C
の
研
究
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、毎
月
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
紹
介
す

る
J‐P
A
R
C
ハ
ロ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
は
今
回
で
ち
ょ

う
ど
1
0
0
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

健康増進課　2025.10.3

自然のみどりを守る会　2026.2.7

東海原子力館別館　2026.3.7-8 3
月
7
日(

土)

・
8
日(

日)

に「
げ
ん
で
ん
春
の

ぽ
か
ぽ
か
テ
ラ
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
、2
日

間
で
延
べ
5
6
3
名
の
皆
さ
ま
に
ご
来
館
い
た
だ

き
ま
し
た
。

東
海
第
二
発
電
所
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
状

況
の
紹
介
や
手
回
し
発
電
な
ど
の
遊
ん
で
学
べ
る

体
験
を
は
じ
め
、工
作
キ
ッ
ト
の
配
布
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
親
子
で
楽
し
め
る
催
し
を
行

い
ま
し
た
。小
学
生
以
下
対
象
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ

リ
ー
で
は
、ク
イ
ズ
や
巨
大
パ
ズ
ル
な
ど
も
あ
り
、

小
さ
な
お
子
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。同
時
開
催
中
の
つ
る
し
雛
展
も
多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

げ
ん
で
ん
春
の

ぽ
か
ぽ
か
テ
ラ
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ア

Report

東海村の環境調べ隊　2026.1.11 J-PARCセンター　2025.11.29

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベン
ト

Report高
レ
ベル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
、映
像
や
壁
面
展
示
に
よ
っ
て
楽
し
く
学
べ
る「
ジ

オ・ラ
ボ
号
」の
展
示
、地
層
処
分
に
使
用
さ
れ
る
ベ

ン
ト
ナ
イ
ト
の
不
思
議
な
実
験
、入
浴
剤
バ
ス
ボ
ム

づ
く
り
、東
大
C
A
S
T
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
巨
大
な
空
気
砲
の
実
演
な
ど
、

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構(

N
U
M
O)

に
ご
協

力
い
た
だ
き
、地
層
処
分
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
、当
館
学
芸
員
に
よ
る
工
作
教
室「
宝
石
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
〜
地
球
の
鉱
物
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
る
よ
〜
」、ふ
わ
ふ
わ(

エ
ア
ド
ー
ム)

な
ど

を
行
い
、来
館
者
は
6
9
2
名
を
数
え
、イ
ベン
ト
は

盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1

11
November

12
December

11
November

10
October

3
March

1
January

2
February

12
December

ミサゴ



原子力科学館
原子力科学館は、放射線・原子力について基礎的なことを学び、未
来のエネルギーと暮らしのかかわり方を考え、原子力と安全につい
ての理解を深めるための原子力に関する総合博物館です。展示物等
のリニューアルを5カ年計画で実施しており、昨年完成しています。
ぜひ新しくなった展示をご覧ください。

歴史と未来の交流館（事務局）
歴史と未来の交流館は、博物館機能と青少年センター機能を併せ持っ
た複合施設です。事務室には、東海村生涯学習課の職員及び学芸員が
常駐しています。東海村の歴史や文化の発信拠点、子どもたちの体験や
遊びを通した活動拠点として、幅広い世代が交流し郷土愛を育み、賑わ
いをつくる生涯学習の拠点施設となっています。村内の自然
や歴史についての様々なイベントや講座を実施しており、
企画展ではテーマに合わせたマルシェの開催や、専門家を
お招きした講演会を行っています。

東海村自然倶楽部
東海村自然倶楽部は、生物多様性を意識した心豊かな暮らしの実現や、市民科
学を広め、社会への貢献を目的とした、植物・菌類・苔類・鳥・虫等を専門とする
顧問の先生方等を含めて約２０名で活動しています。顧問の先生方や外部の専
門家の指導及び助言のもと、「新川の生物多様性調査」、「全国各地で減り続け
ているカワゴケの保護保全活動」、「環境保全や生態系の評価において重要な
指標種のサンショウウオの保護保全調査活動」、「里地里山・里川・里海での自
然観察会及び調査」などのまる博事業等を企画運営しています。イベント参加者
に制限はなく、子どもから大人まで誰もが楽しく参加できます。観察会や報告会
は、広報とうかいでお知らせします。

東海原子力館別館
来て、見て、知ってほしい！東海原子力館別館は楽しいことがいっぱ
い♪手回し発電などの発電体験や、パネルを見ながら答えられるクイ
ズを通して、エネルギーや原子力発電について学べる施設です。ま
た、地域の皆様の作品を展示したギャラリー展も開催しております。
どなたでも自由に見学ができますので、お気軽にお越しください。

自然のみどりを守る会
自然のみどりを守る会（略称　みどりの会）のフィールドは、押延ため
池いこいの森の雑木林です。（環境政策課が管理する保全管理地区）
近年、ナラ枯れや経年劣化で枯木が多くなり、伐採後に補植としてサク
ラを植樹しています。ヤブで覆われていたオオシマザクラ周辺の遊歩
道を整備しました。シラカシやヒサカキなどの常緑樹を間引き除伐し、
地表に光を入れ、眠っていた種子を目覚めさせて、今、かつての雑木林
の姿を見ることができます。ステキな春の息吹を体感しに訪れてみてく
ださい。写真は、なぎさの森でのオオシマザクラ観察会です。

第2回東海村のサンショウウオみんなでシンポジウム～あつまれ！自然大好きっ子～サンショウウオ
研究第一人者の早瀬長利先生・博物館長の安嶋隆先生を囲む

詳細はＨＰ▶

詳細はＨＰ▶

詳細はＨＰ▶
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とうかいまるごと博物館は多くの
団体の協力によって運営を行っています！

「まる博」事業に登録すると、登録事業がリーフレットに掲載され、
村内外に周知されます。事業を内外にPRでき、さらなる参加者の増加が見込まれます。 

■対 象 事 業 村内の歴史・民俗・文化・科学・自然・郷土を題材とした講座・見学会・体験・イベント

まる博では年度初めに協力団体・企業等を募集しています Special
　 thanks！

■対象事業例 ハローサイエンス（J-PARC主催）、天体観測会（東海村の環境調べ隊）、すこやかウォーキング（健康増進課）など
■登 録 方 法 事業名と内容、時期を明記の上、東海村生涯学習課 博物館・文化財 担当までご連絡ください。

東海村で講座やイベント・体験などを計画されている事業者の皆様、ぜひ「とうかいまるごと博物館」へご登録ください！

J-PARCセンター
J-PARCセンター主催のハローサイエンスは、世界で活躍する研究者
や技術者と研究成果や技術開発について気軽に語りあえるイベント
です。2016年12月から始め、2026年3月まで104回実施しました。参
加費無料、オンラインからも参加できます。サイエンスの世界を覗い
てみませんか？

とうかい子どもキャンパス（Tキャン）
「与えられる学びから、自ら求める学びへ！」
とうかい子どもキャンパスは科学実験や工作、野外活動やスポーツ
など、多岐に渡る体験活動を1年間を通して提供していきます！
今年も科学実験やものづくりをはじめ、色々な体験活動を計画してい
ます。少しでも興味や面白そうだなと思った講座があれば迷わず参
加してみてください。新しい発見などがきっとそこにはありますよ！

東海村の環境調べ隊
私たちは年間を通じて様々な先生方と私たちが暮らしている「東海村の今を知
る」活動を行っています。夜の里山で生き物たちを探したり、キノコの先生から
ビックリなお話を聞いたり、探鳥会でミサゴやハイタカを見たり、天体観測会を
したりしています。その他磯の生き物観察会や、虫たちの不思議を研究する大学
の先生の講座、自分らしく楽しく発表するスキルを学んで環境問題を考える講
座、野鳥を身近に感じる小鳥のマスコット作りなども毎年実施し、あとでやった
ことを振り返れるように、体験したことをまとめて記念写真と一緒に参加者に返
しています。親子で気軽に参加する場を大事にしていきたいと思っていますが、
大人だけの参加ももちろん歓迎です。またお手伝いスタッフ（高校生以上）も募
集中です。興味がある方は生涯学習課までお問合せください。広報とうかいでも
行事ごとに若干の募集をしていますので、お気軽にご参加ください。

健康増進課
健康増進課では村民の健康づくりに取り組み、様々な事業を行って
います。
令和８年度の「みんなですこやかウォーキング」は、４月、5月、10月、1
月、３月の計５回行う予定です。ロングコース（4～5km程度）とショー
トコース（2～3km程度）があり、ご自身の体調に合わせて、歩きたい
コースをお選びいただけます。事前予約は不要です。
ぜひ、みんなと一緒に健康づくりに取り組みましょう！

詳細はＨＰ▶
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を
設
定
し
、洪
水
や
土
砂
崩
れ
と
い
っ
た
災
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

村
松
村
に
砂
防
林
が
必
要
と
な
っ
た
流
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。①
内
陸
部
・
海
岸
部
と

も
に
森
林
伐
採
に
よ
り
大
量
の
土
砂
が
河
川
に
流
れ
込
む
、②
河
川
か
ら
海
へ
土
砂
が
流
出
す
る
、

③
高
波
に
よ
り
海
岸
に
砂
浜
・
砂
丘
が
形
成
さ
れ
る
、④
砂
浜
・
砂
丘
の
砂
が
風
に
よ
り
内
陸
部
に

飛
ん
で
い
く
。
十
七
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
前
半
は
こ
の
よ
う
な
土
砂
生
産
が
激
し
い
時
期
で
し
た
。

茨
城
県
立
歴
史
館
蔵

「
塙
千
里
家
文
書
」（
塙
南
家
か

ら
歴
史
館
へ
寄
託
し
さ
れ
て

い
る
古
文
書
）
の
文
書
番
号

一
六
三
は
下
記
の
よ
う
な
、真

崎
愛
林
組
合
の
議
事
録
で

す
。

〔

〕で
示
し
た
部
分
は
虫
損

に
よ
り
読
む
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

内
容
は
損
木
・
落
葉
の
競

売
金
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か

や
利
益
金
の
配
当
、寄
付
金
が

主
な
内
容
で
す
。
先
述
の
と

お
り
県
の
林
政
担
当
者
が
地

方
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、担
当

の
「
富
田
主
事
」
の
転
任
に
伴

う
記
念
品
に
つ
い
て
話
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
務
と
し
て
、下

刈
や
間
伐
の
日
程
に
つ
い
て

の
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
十

名
ほ
ど
の
寄
付
金
の
記
述
が

あ
り
、黒
松
林
の
造
成
と
保
護

を
主
眼
と
す
る
愛
林
組
合
で

は
、損
木
の
売
買
だ
け
で
は
経

営
が
厳
し
か
っ
た
可
能
性
が

指
摘
で
き
ま
す
。

大
正
十
二
年
四
月

　
　議
決
書

　
　
　真
崎
愛
林
組
合

（
１
）
大
正
十
二
年
旧
四
月
十
五
日
評
議
員
幹
事
集
會

大
正
十
一
年
度
第
二
回
損
木
賣
リ
出
シ
金
全
部
ヲ
電
気
之

寄
附
金
ノ
内
（
三
十
円
）
出
金
ス
ル
事
ニ
決
定
ス

（
２
）
大
正
十
二
年
旧
九
月
二
日
評
議
員
会
ヲ
開
ク

　
　大
正
十
二
年
度
落
葉
幷
ニ
損
木
出
願
之
件
幷
ニ
落
〔

〕

　
　ノ
件

右
決
定
ス

（
３
）
大
正
拾
弐
年
旧
十
一
月
二
日
落
葉
拂
下
納
金
ノ
〔

〕

議
員
幹
事
集
会
し
シ
協
議
ノ
決
果
凡
テ
ノ
納
金
〔

〕

ス
ル
事
ニ
決
定
ス

（
４
）大
正
拾
弐
年
旧
十
一
月
十
五
日
富
田
主
事
殿
転
任
ニ〔
〕

ヲ
開
キ
記
念
品
三
ツ
組
木
盃
壱
組
送
ル
事
ニ
決
定
〔

〕

合
ニ
付
評
議
員
ヘ
ハ
各
幹
事
ヨ
リ
弁
達
ス
ル
事
〔

〕

　
　
　大
正
拾
参
年
旧
正
月
七
日
幹
事
會

大
正
拾
三
年
度
拂
下
損
木
中
第
拾
三
号
之
危
険
〔

〕

は
役
員
惣
出
ニ
テ
根
倒
シ
シ
テ
糶
ル
コ
ト
ニ
決
定
ス

大
正
拾
参
年
旧
正
月
十
一
日
損
木
糶
ニ
組
合
員〔
〕惣〔
〕

左
ノ
條
項
決
定
ス

純
利
益
金
配
当
割
ノ
別

一
、純
利
益
金
之
五
分

　
　
　出
席
者
連
名
配
当

一
、〃

　
　
　
　参
分

　
　
　売
上
金
髙
ヘ
配
当

一
、〃
　
　
　
　貮
分

　
　
　愛
林
組
合
基
本
金
萬
金

　
　
　別
議

一
、組
合
員
労
働
賃
金
内
ヲ
愛
林
組
合
之
基
本
金
ヘ
寄
附
ス
ル

件
寄
附
ハ
組
合
之
基
本
金
ニ
受
理
ス
ル
事
ニ
決
〔

〕

塙
豊
之
介

関
田
利
エ
門

須
藤
六
郎
〔

〕

大
内
菊
松

須
藤
又
エ
門

須
藤
勝
之
介
〔

〕

須
藤
惣
之
介

宮
内
誠

壱
名
ニ
付
金
拾
〔

〕

　
　計
金
壱
円
八
拾
錢

大
正
十
三
年
二
月
十
五
日
幹
事
会
ヲ
開
キ
〔

〕

大
正
十
三
年
旧
二
月
十
七
日
ヨ
リ
七
日
間
宿
〔

〕

ニ
テ
兎
山
下
刈
ヲ
行
フ

大
正
十
三
年
旧
八
月
二
日
間
伐
山
下
刈
幹
〔

〕

旧
八
月
三
日
ヨ
リ
初
め
る
事
之
決
定
ス

旧
八
月
六
日
ヨ
リ
向
フ
五
日
間
行
フ
此
ノ
人
夫
百
〔

〕

大
正
十
三
年
旧
八
月
十
五
日
新
九
月
十
三
日
組
合
〔

〕

ヲ
役
場
ヘ
報
知
す
る

大
正
十
四
年
旧
二
月
二
日
評
議
員
会
ヲ
開
キ
間
伐
木
之

始
末
ノ
件
決
定
ス
第
二
須
藤
光
精
米
所
宮
内
松
之
介
新
加

入
ノ
件
決
定
ス

活動風景

１
、活
動
経
過
・
ク
ロマ
ツ
に
つ
い
て

●
5
月
：
ガ
イ
ダ
ン
ス
、歴
史
資
料
の
活
用
と
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
髙
増
よ
り
解
説
、塙
南
可（
敬
称

略
）の
ス
ケ
ッ
チ
資
料
を
中
心
に
調
査
。
植
物
観
察
会
常
連
の
研
究
員
に
よ
る
詳
細
な
調
査
。

●
6
月
：
塙
南
家
文
書
の
調
査
を
行
い
、ス
ケ
ッ
チ
や
葬
祭
関
係
の
史
料
を
確
認
し
た
。

●
7
月
：
よ
り
丁
寧
な
目
録
の
取
り
方
と
そ
の
歴
史
学
的
理
由
を
解
説
。
塙
南
家
文
書
の
調
査
に

つ
い
て
は
、葬
祭
関
係
史
料
が
中
心
で
あ
っ
た
。

●
8
月
：
前
回
の
調
査
で
数
点
扱
っ
た
愛
林
組
合
に
つ
い
て
、茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
「
塙
千
里

家
文
書
」
の
愛
林
組
合
関
係
史
料
を
含
め
て
史
料
翻
刻
を
行
っ
た
。
事
前
に
村
松
海

岸
砂
防
林
の
歴
史
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
。

●
9
月
：
前
回
に
引
き
続
き
、愛
林
組
合
関
係
史
料
の
翻
刻
を
行
っ
た
。

●
10
月
：
水
戸
学
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
、大
洗
町
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
を
見
学
。
和
歌
や

漢
詩
の
史
料
を
通
し
て
、歴
史
が
分
か
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
11
月
：
前
回
の
見
学
内
容
に
つ
い
て
解
説
。
塙
南
家
文
書
の
目
録
調
査
を
行
っ
た
。
絵
葉
書
を

中
心
と
し
た
史
料
で
あ
っ
た
。

●
12
月
：
９
月
ま
で
に
調
査
し
て
い
た
愛
林
組
合
に
つ
い
て
、ま
と
め
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、論

点
を
出
し
追
加
調
査
が
必
要
な
事
項
を
情
報
共
有
。

●
1
月
：
塙
南
家
文
書
の
目
録
調
査
。
内
容
は
、絵
葉
書
と
ス
ラ
イ
ド
関
係
。

●
2
月
：
塙
南
家
文
書
目
録
作
成
。
全
７
９
０
点
完
了

〇
ク
ロ
マ
ツ
に
つ
い
て

１
．
現
状
白
砂
青
松
。
美
し
い
ク
ロ
マ
ツ
が
植
栽
さ
れ
た
村
松
海
岸
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
潮
除

け
や
浪
除
け
な
ど
の
対
策（
防
災
・
減
災
）を
目
的
と
す
る
海
岸
林
の
植
林
は
江
戸
時
代
が
始
ま

り
で
あ
り
、水
戸
藩
で
は「
風
潮
林
」と
称
さ
れ
た
。
十
七
世
紀
末
期
頃
の
常
陸
国
を
太
平
洋
側

か
ら
俯
瞰
す
る
視
点
で
描
い
た「
常
陸
名
所
図
屏
風
」に
も
虚
空
蔵
尊
の
周
囲
に
松
が
、浜
で
は

塩
づ
く
り
を
生
業
と
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
、海
岸
林
の
多
く
は
森
林
法
で
規
定
さ

れ
る「
保
安
林
」に
指
定
さ
れ
、飛
砂
・
飛
塩
防
止
、防
風
、高
潮
防
備
、防
霧
、生
物
多
様
性
の
保

全
、景
観
の
美
し
さ
、遊
び
の
場
を
提
供
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

２
．
海
岸
林
と
し
て
の
ク
ロ
マ
ツ
の
適
応
性
ク
ロ
マ
ツ
は
日
本
の
固
有
種
で
マ
ツ
科
マ
ツ
属
、本

州
、四
国
九
州
、南
西
諸
島
ま
で
広
く
分
布
す
る
、高
さ
25
m
に
な
る
常
緑
高
木
で
あ
る
。
類
似

種
に
樹
皮
が
赤
く
、葉
が
柔
ら
か
く
、冬
芽
が
赤
茶
色（
ク
ロ
マ
ツ
は
白
色
）で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
が

あ
る
。
ま
た
交
雑
種
に
ア
イ
グ
ロ
マ
ツ
が
あ
る
。
ク
ロ
マ
ツ
は
葉
が
細
い
針
の
よ
う
な
形
状
の
た

め
、「
適
度
に
風
を
受
け
流
す
」作
用
に
よ
る
防
風
効
果
、海
か
ら
の
砂
や
塩
分
を「
こ
し
取
る
」作

用
に
よ
り
、内
地
を
飛
砂
・
飛
塩
か
ら
守
る
効
果
が
あ
る（
暴
風
効
果
）。
細
胞
の
中
の
液
胞
に
は

塩
分
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
塩
に
強
い（
耐
塩
性
）が
あ
り
、ア
ブ
シ
ジ
ン
酸
と
い
う
植
物
ホ

ル
モ
ン
が
他
の
植
物
よ
り
多
い
た
め
、内
臓
水
分
が
豊
富
で
あ
り
、乾
燥
に
強
い
特
徴
が
あ
る

（
耐
乾
性
）。
ま
た
、地
中
深
く
３
〜
４
m
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
太
い
根
が
樹
全
体
を
支
え
、津
波
に

対
し
て
も「
減
勢
」効
果
等
が
あ
る（
深
根
性
）。
ハ
ツ
タ
ケ
や
シ
ョ
ウ
ロ
な
ど
の
き
の
こ（
菌
根

菌
）と
共
生
す
る
こ
と
で
痩
せ
た
土
壌
で
も
育
つ（
耐
貧
栄
養
土
壌
性
）。
近
年
ク
ロ
マ
ツ
は
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
等
に
寄
生
し
媒
介
す
る
松
枯
れ
病
が
危
惧
さ
れ

る
が
、防
風
効
果
、耐
塩
性
、耐
乾
性
、深
根
性
、耐
貧
栄
養
土
壌
性
な
ど
海
岸
特
有
の
砂
地
に
よ

く
適
応
し
た
針
葉
樹
で
あ
る
。

３
．
ク
ロ
マ
ツ
の
記
録
①
日
本
列
島
に
生
育
す
る
ク
ロ
マ
ツ
の
起
源
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の

マ
ツ
の
化
石
の
研
究
か
ら
、ク
ロ
マ
ツ
の
祖
先
で
あ
る
フ
ジ
イ
マ
ツ
は
約
１
７
０
０
万
年
前
頃

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
出
現
し
、ク
ロ
マ
ツ
は
２
７
０
万
年
前
に
現
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
な

気
候
を
好
ん
だ
フ
ジ
イ
マ
ツ
は
、氷
河
期
に
は
い
り
寒
冷
化
に
適
し
た
ク
ロ
マ
ツ
に
種
分
化
し
、

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
分
断
さ
れ
る
の
に
伴
い
、日
本
の
固
有
種
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。②
本
の
樹
木
に
関
す
る
古
い
文
献
と
し
て
は
３
世
紀
の
倭
国
、邪
馬
台
国
を
紹
介
し

た「
魏
志
倭
人
伝
」（
中
国
の
正
史「
三
国
志
」の
中
の
第
30
巻「
魏
書
」「
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
」「
倭
人

」条
）が
あ
る
。

…
…
…

木
に
は
柟（
ク
ス
）、杼（
ト
チ
）、櫲
樟（
ク
ス
ノ
キ
）、楺（
ボ
ケ
）、櫪（
ク
ヌ
ギ
）、投（
ス

ギ
）、橿（
カ
シ
）、烏
号（
ヤ
マ
グ
ワ
）、楓
香（
カ
ツ
ラ
）が
あ
る…

…
…
⇒

マ
ツ
の
記
述
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　      （
三
浦
早
苗
）

ま
さ
る

は
げ
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は
じ
め
に

東
海
村
古
文
書
調
査
隊
は
、活
動
を
は
じ
め
て
四
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
歴
史
資
料
に
慣
れ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
が
年
々
と
増
え
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
今
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、茨
城
大
学
の
学

生
が
６
〜
８
月
に
参
加
し
ま
し
た
。

前
年
度
か
ら
調
査
し
て
い
る
塙
南
家
文
書
の
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。

東
海
村
古
文
書
調
査
隊

塙
南
家
文
書
調
査

２
、愛
林
組
合
に
つ
い
て

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、村
松
村
の
村
長
・
澤
畑
美
畝
よ
り
茨
城
県
知
事
・
力
石
雄
一
郎
へ
嘆

願
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、「
海
岸
の
砂
が
押
し
寄
せ
３
０
０
軒
あ
ま
り
の
家
々
が
埋
ま
っ

て
し
ま
う
危
機
に
あ
る
の
で
助
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
後
、農
商
務
省
に

よ
り
「
海
岸
砂
防
林
造
成
に
関
す
る
試
験
地
」
に
選
ば
れ
、大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
か
ら
、河
田

杰
農
学
博
士
を
中
心
に
ク
ロ
マ
ツ
林
の
造
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
ま
で
の
三
十
五
年
間
で
、一
八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、二
二
〇
万
本
の
ク
ロ
マ
ツ
を
植
え
ま

し
た
。
こ
の
事
業
を
地
元
の
労
働
力
と
し
て
請
け
負
っ
て
い
た
の
が
愛
林
組
合
で
し
た
。

真
崎
区
愛
林
組
合
は
、大
正
十
二
年
四
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
規
約
は
全
部
で
三
十
三
ヶ
条

あ
り
、国
有
林
・
民
有
林
の
盗
伐
・
野
火
を
防
ぎ
、林
区
署
の
事
業
を
請
け
負
い
、荒
廃
を
防
ぎ
造

林
拡
張
を
す
る
た
め
の
組
織
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、苗
木
を
育
て
る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と

や
、事
務
所
を
現
在
真
崎
集
会
所
が
あ
る
住
所
に
置
く
こ
と
、那
珂
郡
長
・
警
察
署
・
小
林
区
署
長

が
顧
問
に
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
塙
南
家
の
先
祖
で
あ
る
塙
豊
之
介
が
組
合
長
を
つ

と
め
、約
60
名
が
愛
林
組
合
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、森
林
組
合
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
制
定
さ
れ
た
森
林
法
で
定
め
ら
れ
た
組

織
で
す
。
石
炭
や
石
油
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
前
の
社
会
で
は
山
林
資
源
が
必
要
で
し
た
。
戦

国
時
代
に
１
２
０
０
万
人
だ
っ
た
人
口
が
、江
戸
時
代
に
３
０
０
０
万
人
〜
４
０
０
０
万
人
、村
松

村
が
嘆
願
書
を
出
し
た
大
正
時
代
に
は
５
０
０
０
万
人
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
森
林
伐
採
に
よ
る

禿
山
化
は
、戦
国
時
代
に
は
近
畿
地
方
に
限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
が
、江
戸
時
代
以
降
、全
国
的
な

問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
森
林
法
が
つ
く
ら
れ
、保
安
林
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

伐
採
を
制
限
す
る
森
林
を
設
定
し
、洪
水
や
土
砂
崩
れ
と
い
っ
た
災
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

村
松
村
に
砂
防
林
が
必
要
と
な
っ
た
流
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。①
内
陸
部
・
海
岸
部
と

も
に
森
林
伐
採
に
よ
り
大
量
の
土
砂
が
河
川
に
流
れ
込
む
、②
河
川
か
ら
海
へ
土
砂
が
流
出
す
る
、

③
高
波
に
よ
り
海
岸
に
砂
浜
・
砂
丘
が
形
成
さ
れ
る
、④
砂
浜
・
砂
丘
の
砂
が
風
に
よ
り
内
陸
部
に

飛
ん
で
い
く
。
十
七
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
前
半
は
こ
の
よ
う
な
土
砂
生
産
が
激
し
い
時
期
で
し
た
。

茨
城
県
立
歴
史
館
蔵

「
塙
千
里
家
文
書
」（
塙
南
家
か

ら
歴
史
館
へ
寄
託
し
さ
れ
て

い
る
古
文
書
）
の
文
書
番
号

一
六
三
は
下
記
の
よ
う
な
、真

崎
愛
林
組
合
の
議
事
録
で

す
。

〔

〕で
示
し
た
部
分
は
虫
損

に
よ
り
読
む
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

内
容
は
損
木
・
落
葉
の
競

売
金
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か

や
利
益
金
の
配
当
、寄
付
金
が

主
な
内
容
で
す
。
先
述
の
と

お
り
県
の
林
政
担
当
者
が
地

方
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、担
当

の
「
富
田
主
事
」
の
転
任
に
伴

う
記
念
品
に
つ
い
て
話
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
務
と
し
て
、下

刈
や
間
伐
の
日
程
に
つ
い
て

の
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
十

名
ほ
ど
の
寄
付
金
の
記
述
が

あ
り
、黒
松
林
の
造
成
と
保
護

を
主
眼
と
す
る
愛
林
組
合
で

は
、損
木
の
売
買
だ
け
で
は
経

営
が
厳
し
か
っ
た
可
能
性
が

指
摘
で
き
ま
す
。

大
正
十
二
年
四
月

　
　議
決
書

　
　
　真
崎
愛
林
組
合

（
１
）
大
正
十
二
年
旧
四
月
十
五
日
評
議
員
幹
事
集
會

大
正
十
一
年
度
第
二
回
損
木
賣
リ
出
シ
金
全
部
ヲ
電
気
之

寄
附
金
ノ
内
（
三
十
円
）
出
金
ス
ル
事
ニ
決
定
ス

（
２
）
大
正
十
二
年
旧
九
月
二
日
評
議
員
会
ヲ
開
ク

　
　大
正
十
二
年
度
落
葉
幷
ニ
損
木
出
願
之
件
幷
ニ
落
〔

〕

　
　ノ
件

右
決
定
ス

（
３
）
大
正
拾
弐
年
旧
十
一
月
二
日
落
葉
拂
下
納
金
ノ
〔

〕

議
員
幹
事
集
会
し
シ
協
議
ノ
決
果
凡
テ
ノ
納
金
〔

〕

ス
ル
事
ニ
決
定
ス

（
４
）大
正
拾
弐
年
旧
十
一
月
十
五
日
富
田
主
事
殿
転
任
ニ〔
〕

ヲ
開
キ
記
念
品
三
ツ
組
木
盃
壱
組
送
ル
事
ニ
決
定
〔

〕

合
ニ
付
評
議
員
ヘ
ハ
各
幹
事
ヨ
リ
弁
達
ス
ル
事
〔

〕

　
　
　大
正
拾
参
年
旧
正
月
七
日
幹
事
會

大
正
拾
三
年
度
拂
下
損
木
中
第
拾
三
号
之
危
険
〔

〕

は
役
員
惣
出
ニ
テ
根
倒
シ
シ
テ
糶
ル
コ
ト
ニ
決
定
ス

大
正
拾
参
年
旧
正
月
十
一
日
損
木
糶
ニ
組
合
員〔
〕惣〔
〕

左
ノ
條
項
決
定
ス

純
利
益
金
配
当
割
ノ
別

一
、純
利
益
金
之
五
分

　
　
　出
席
者
連
名
配
当

一
、〃

　
　
　
　参
分

　
　
　売
上
金
髙
ヘ
配
当

一
、〃

　
　
　
　貮
分
　
　
　愛
林
組
合
基
本
金
萬
金

　
　
　別
議

一
、組
合
員
労
働
賃
金
内
ヲ
愛
林
組
合
之
基
本
金
ヘ
寄
附
ス
ル

件
寄
附
ハ
組
合
之
基
本
金
ニ
受
理
ス
ル
事
ニ
決
〔

〕

塙
豊
之
介

関
田
利
エ
門

須
藤
六
郎
〔

〕

大
内
菊
松

須
藤
又
エ
門

須
藤
勝
之
介
〔

〕

須
藤
惣
之
介

宮
内
誠

壱
名
ニ
付
金
拾
〔

〕

　
　計
金
壱
円
八
拾
錢

大
正
十
三
年
二
月
十
五
日
幹
事
会
ヲ
開
キ
〔

〕

大
正
十
三
年
旧
二
月
十
七
日
ヨ
リ
七
日
間
宿
〔

〕

ニ
テ
兎
山
下
刈
ヲ
行
フ

大
正
十
三
年
旧
八
月
二
日
間
伐
山
下
刈
幹
〔

〕

旧
八
月
三
日
ヨ
リ
初
め
る
事
之
決
定
ス

旧
八
月
六
日
ヨ
リ
向
フ
五
日
間
行
フ
此
ノ
人
夫
百
〔

〕

大
正
十
三
年
旧
八
月
十
五
日
新
九
月
十
三
日
組
合
〔

〕

ヲ
役
場
ヘ
報
知
す
る

大
正
十
四
年
旧
二
月
二
日
評
議
員
会
ヲ
開
キ
間
伐
木
之

始
末
ノ
件
決
定
ス
第
二
須
藤
光
精
米
所
宮
内
松
之
介
新
加

入
ノ
件
決
定
ス

活動風景

１
、活
動
経
過
・
ク
ロマ
ツ
に
つ
い
て

●
5
月
：
ガ
イ
ダ
ン
ス
、歴
史
資
料
の
活
用
と
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
髙
増
よ
り
解
説
、塙
南
可（
敬
称

略
）の
ス
ケ
ッ
チ
資
料
を
中
心
に
調
査
。
植
物
観
察
会
常
連
の
研
究
員
に
よ
る
詳
細
な
調
査
。

●
6
月
：
塙
南
家
文
書
の
調
査
を
行
い
、ス
ケ
ッ
チ
や
葬
祭
関
係
の
史
料
を
確
認
し
た
。

●
7
月
：
よ
り
丁
寧
な
目
録
の
取
り
方
と
そ
の
歴
史
学
的
理
由
を
解
説
。
塙
南
家
文
書
の
調
査
に

つ
い
て
は
、葬
祭
関
係
史
料
が
中
心
で
あ
っ
た
。

●
8
月
：
前
回
の
調
査
で
数
点
扱
っ
た
愛
林
組
合
に
つ
い
て
、茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
「
塙
千
里

家
文
書
」
の
愛
林
組
合
関
係
史
料
を
含
め
て
史
料
翻
刻
を
行
っ
た
。
事
前
に
村
松
海

岸
砂
防
林
の
歴
史
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
。

●
9
月
：
前
回
に
引
き
続
き
、愛
林
組
合
関
係
史
料
の
翻
刻
を
行
っ
た
。

●
10
月
：
水
戸
学
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
、大
洗
町
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
を
見
学
。
和
歌
や

漢
詩
の
史
料
を
通
し
て
、歴
史
が
分
か
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
11
月
：
前
回
の
見
学
内
容
に
つ
い
て
解
説
。
塙
南
家
文
書
の
目
録
調
査
を
行
っ
た
。
絵
葉
書
を

中
心
と
し
た
史
料
で
あ
っ
た
。

●
12
月
：
９
月
ま
で
に
調
査
し
て
い
た
愛
林
組
合
に
つ
い
て
、ま
と
め
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、論

点
を
出
し
追
加
調
査
が
必
要
な
事
項
を
情
報
共
有
。

●
1
月
：
塙
南
家
文
書
の
目
録
調
査
。
内
容
は
、絵
葉
書
と
ス
ラ
イ
ド
関
係
。

●
2
月
：
塙
南
家
文
書
目
録
作
成
。
全
７
９
０
点
完
了

〇
ク
ロ
マ
ツ
に
つ
い
て

１
．
現
状
白
砂
青
松
。
美
し
い
ク
ロ
マ
ツ
が
植
栽
さ
れ
た
村
松
海
岸
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
潮
除

け
や
浪
除
け
な
ど
の
対
策（
防
災
・
減
災
）を
目
的
と
す
る
海
岸
林
の
植
林
は
江
戸
時
代
が
始
ま

り
で
あ
り
、水
戸
藩
で
は「
風
潮
林
」と
称
さ
れ
た
。
十
七
世
紀
末
期
頃
の
常
陸
国
を
太
平
洋
側

か
ら
俯
瞰
す
る
視
点
で
描
い
た「
常
陸
名
所
図
屏
風
」に
も
虚
空
蔵
尊
の
周
囲
に
松
が
、浜
で
は

塩
づ
く
り
を
生
業
と
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
、海
岸
林
の
多
く
は
森
林
法
で
規
定
さ

れ
る「
保
安
林
」に
指
定
さ
れ
、飛
砂
・
飛
塩
防
止
、防
風
、高
潮
防
備
、防
霧
、生
物
多
様
性
の
保

全
、景
観
の
美
し
さ
、遊
び
の
場
を
提
供
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

２
．
海
岸
林
と
し
て
の
ク
ロ
マ
ツ
の
適
応
性
ク
ロ
マ
ツ
は
日
本
の
固
有
種
で
マ
ツ
科
マ
ツ
属
、本

州
、四
国
九
州
、南
西
諸
島
ま
で
広
く
分
布
す
る
、高
さ
25
m
に
な
る
常
緑
高
木
で
あ
る
。
類
似

種
に
樹
皮
が
赤
く
、葉
が
柔
ら
か
く
、冬
芽
が
赤
茶
色（
ク
ロ
マ
ツ
は
白
色
）で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
が

あ
る
。
ま
た
交
雑
種
に
ア
イ
グ
ロ
マ
ツ
が
あ
る
。
ク
ロ
マ
ツ
は
葉
が
細
い
針
の
よ
う
な
形
状
の
た

め
、「
適
度
に
風
を
受
け
流
す
」作
用
に
よ
る
防
風
効
果
、海
か
ら
の
砂
や
塩
分
を「
こ
し
取
る
」作

用
に
よ
り
、内
地
を
飛
砂
・
飛
塩
か
ら
守
る
効
果
が
あ
る（
暴
風
効
果
）。
細
胞
の
中
の
液
胞
に
は

塩
分
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
塩
に
強
い（
耐
塩
性
）が
あ
り
、ア
ブ
シ
ジ
ン
酸
と
い
う
植
物
ホ

ル
モ
ン
が
他
の
植
物
よ
り
多
い
た
め
、内
臓
水
分
が
豊
富
で
あ
り
、乾
燥
に
強
い
特
徴
が
あ
る

（
耐
乾
性
）。
ま
た
、地
中
深
く
３
〜
４
m
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
太
い
根
が
樹
全
体
を
支
え
、津
波
に

対
し
て
も「
減
勢
」効
果
等
が
あ
る（
深
根
性
）。
ハ
ツ
タ
ケ
や
シ
ョ
ウ
ロ
な
ど
の
き
の
こ（
菌
根

菌
）と
共
生
す
る
こ
と
で
痩
せ
た
土
壌
で
も
育
つ（
耐
貧
栄
養
土
壌
性
）。
近
年
ク
ロ
マ
ツ
は
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
等
に
寄
生
し
媒
介
す
る
松
枯
れ
病
が
危
惧
さ
れ

る
が
、防
風
効
果
、耐
塩
性
、耐
乾
性
、深
根
性
、耐
貧
栄
養
土
壌
性
な
ど
海
岸
特
有
の
砂
地
に
よ

く
適
応
し
た
針
葉
樹
で
あ
る
。

３
．
ク
ロ
マ
ツ
の
記
録
①
日
本
列
島
に
生
育
す
る
ク
ロ
マ
ツ
の
起
源
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の

マ
ツ
の
化
石
の
研
究
か
ら
、ク
ロ
マ
ツ
の
祖
先
で
あ
る
フ
ジ
イ
マ
ツ
は
約
１
７
０
０
万
年
前
頃

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
出
現
し
、ク
ロ
マ
ツ
は
２
７
０
万
年
前
に
現
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
な

気
候
を
好
ん
だ
フ
ジ
イ
マ
ツ
は
、氷
河
期
に
は
い
り
寒
冷
化
に
適
し
た
ク
ロ
マ
ツ
に
種
分
化
し
、

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
分
断
さ
れ
る
の
に
伴
い
、日
本
の
固
有
種
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。②
本
の
樹
木
に
関
す
る
古
い
文
献
と
し
て
は
３
世
紀
の
倭
国
、邪
馬
台
国
を
紹
介
し

た「
魏
志
倭
人
伝
」（
中
国
の
正
史「
三
国
志
」の
中
の
第
30
巻「
魏
書
」「
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
」「
倭
人

」条
）が
あ
る
。

…
…
…

木
に
は
柟（
ク
ス
）、杼（
ト
チ
）、櫲
樟（
ク
ス
ノ
キ
）、楺（
ボ
ケ
）、櫪（
ク
ヌ
ギ
）、投（
ス

ギ
）、橿（
カ
シ
）、烏
号（
ヤ
マ
グ
ワ
）、楓
香（
カ
ツ
ラ
）が
あ
る…
…
…
⇒

マ
ツ
の
記
述
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　      （
三
浦
早
苗
）

ま
さ
る

は
げ



20

２
、ス
ラ
イ
ド
に
み
る
昭
和
二
〇
年
代
の
教
育

塙
南
可
は
、村
松
村
時
代
に
子
ど
も
会
を
創
設
・
運
営
し
て
き
た
人
物
で
す
。
自
転
車
に
紙
芝
居
を

の
せ
て
各
地
を
走
り
回
り
、室
内
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
が
当

時
子
ど
も
で
あ
っ
た
世
代
の
人
た
ち
か
ら
語
り
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、塙
家
の
ス
ラ
イ
ド
＝

子
ど
も
会
と
い
う
認
識
で
し
た
。
し
か
し
、文
書
番
号
四
三
八「
村
松
村
関
係
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
一
覧
」

に
は
左
記
の
表
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
に
合
わ
せ
て
話
す
台
本
も
残
さ
れ
、感
情

の
込
め
方
、司
会
進
行
な
ど
の
書
き
込
み
、「
村
松
村
教
育
委
員
会
」の
蔵
書
印
が
あ
り
、し
っ
か
り
と
し

た
管
理
の
も
と
で
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
題
材
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
会
は

物
語
が
多
く
、教
育
委
員
会
や
婦
人
会
所
管
の
一
般
向
け
に
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
事
柄
や
病
気
が

多
く
、学
校
は
理
科
や
社
会
で
図
像
が
必
要
な
テ
ー
マ
の
も
の
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
時
代
的
特
徴
と

し
て
、赤
痢
な
ど
当
時
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
た
病
気
や
生
活
改
善
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年

に
片
山
内
閣
が
新
生
活
運
動
に
期
待
し
、昭
和
二
十
六
年
茨
城
県
で
生
活
科
学
化
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
封
建
的
因
習
」を
見
直
し
科
学
的
・
合
理
的
に
食
生
活
や
生
活
環
境
の
改
善
を
目
指
し
ま
し
た
。

愛
林
組
合
関
係
の
史
料
で
点
数
が
多
い
も
の
が
、競
売
関
係
の
帳
簿
で
す
。
塙
南
家
文
書
に
は
十

一
点
、歴
史
館
蔵
の
塙
千
里
家
文
書
に
五
点
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
表
は
、歴
史
館
蔵
の
塙
千
里
家

文
書
の
大
正
十
四
年
眞
砂
山
間
伐
木
材
の
競
売
史
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。
合
計
売

却
額
が
一
八
六
七
円
一
〇
銭
で
す
。
当
時
の
勤
労
者
世
帯
月
収
の
平
均
一
一
四
円
と
比
較
し
て
も

か
な
り
大
き
な
額
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一
人
当
た
り
三
〇
円
分
ほ
ど
の
間
伐
材
を
取
得
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
で
あ
る
と
割
引
金
が
あ
り
、お
お
よ
そ
27
％
の
割
引
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

全
て
の
落
札
者
が
組
合
員
で
、割
引
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
五
八
名
な
の
で
、お
そ
ら
く
全
組
合
員

が
何
か
し
ら
の
間
伐
材
を
取
得
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
本
あ
た
り
の
金
額
も
三
円
ほ
ど
で
、下

記
の
被
害
木
で
扱
わ
れ
る
枝
木
よ
り
も
高
価
で
す
。

多
く
の
競
売
史
料
で
は
、間
伐
材
で
な
く

「
被
害
木
」
つ
ま
り
風
雨
な
ど
で
折
れ
て
し

ま
っ
た
枝
を
扱
う
た
め
、少
額
で
し
た
。
用
材

を
生
産
す
る
た
め
の
森
林
組
合
と
違
い
、海
岸

砂
防
林
の
形
成
を
行
う
た
め
の
愛
林
組
合
で

あ
っ
た
た
め
、収
入
の
観
点
か
ら
は
下
記
の
よ

う
な
少
額
の
収
入
で
し
た
。
ま
た
、青
年
団
や

消
防
団
へ
の
寄
付
が
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料

も
あ
り
、公
益
的
な
性
格
が
う
か
が
え
ま
す
。

下
記
は
塙
南
家
文
書
三
九
一
番
の

冒
頭
部
分
で
す
。
損
木
を
採
集
し

て
、売
却
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
大
き
な
枝
木
か
ら
順
に「
用
、

薪
、枝
」と
あ
り
、合
計
で
三
十
九

円
二
〇
銭
で
、薪
の
量
か
ら
黒
松

が
赤
松
の
二
倍
ほ
ど
生
え
て
い
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
が
八

日
〜
十
日
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

一
日
中
働
い
た
人
と
半
日
働
い
た

人
が
い
た
事
が
分
か
り
ま
す
。
人

名
の
上
に
●
号
と
あ
り
、組
合
員

の
中
で
競
売
を
行
い
落
札
し
た
枝

木
の
番
号
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
十
一
年
度

被
害
木
調
帳

枝
採
取
（
出
）
席
人
名

黒
松
二
本

用
二
立
方

　
　単
二
〇
〇

　
　四
円

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

赤
松
二
本

用
二
立
方

　
　〃
二
〇
〇

　
　四
円

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

黒
松

　
　
　薪
二
二
立
方

〃
九
〇

　
　十
九
円
八
十
銭

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

赤
松

　
　
　薪
一
〇
立
方

〃
九
〇

　
　九
円

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

松
枝

　
　
　二
百
四
十
杷

　
　
　
　同
　
　
　二
円
四
十
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　計
三
十
九
円
二
十
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 39

49

八
日
九
日
十
日

二
十
六
号

伊
勢
代

関
田
信
利

〃

半

〃
　
　十
号

　
　
　
　
　
　
　岩
間
末
次
郎

〃

半

〃
　
　三
十
七
号

　
　
　
　
　須
藤
兼
四
郎

〃

半

〃
　
　三
十
一
号
　
　
　
　
　町
野
篤
一

〃

半

〃
　
　三
十
三
号

　
　
　
　
　大
内
長
三
郎

〃

半

〃
　
　十
一
号

　
　
　
　
　
　仲
田
兼
松

〃

半

〃
　
　十
九
号

　
　
　
　
　
　須
藤

〃

半

〃
　
　十
三
号

　
　
　
　
　
　大
関
竹
松
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1
金額（銭）本数 割引金 割引率（％） 人名1本あたりの金額

（中略）

2340
3400
5050
1090
3990
2470
2650

468.0
340.0
297.1
218.0
362.7
274.4
240.9

644
952
1400
280
1092
670
728

27.5
28.0
27.7
25.7
27.4
27.1
27.5

石川三之介
須藤半次郎
須藤六郎
大内義
照沼惣兵衛
宮内新介
関田利之介

5
10
17
5
11
9
11

2
3
4
5
6
7

所管 所管 所管対象／タイトル
赤痢菌
福沢諭吉
天下のチウ公
ほがらか行進曲
デブ君と細君
姥捨山
一般/塩原孝止伝
一般/愛の少年審判
一般/私のお母さん
一般/野口英世とその母
一般/ねずみの嫁入り
一般/鶴の恩がえし
一般/母子手帖
一般/健康生活と迷信
一般/新らしい村の育児
一般/妊娠より出産まで
一般/農村の生活改善
一般/台所の改善
一般/江の島エレージ（レコード付）
一般/歌入り観音経（レコード付）
愛の少年審判
イソップ傑作集
星 マッチ売りの娘
豊田佐吉
西郷と大久保
アメリカの決戦
火を吹く扇
家来三人
雪の女王
ヘンゼルとグレーテル

一般/まぶたの母（レコード付）
村松小球技大会（自作）
一般/土の人 長塚節
高学年・中学校/関東地方
高学年・中学校/昔の商業
高学年・中学校/立憲政治のはじまり
高学年・中学校/製鉄所
高学年・中学校/石炭
高学年・中学校/造船所
高学年・中学校/地球の始まり
高学年・中学校/化石のはなし
高学年・中学校/栄養のはなし
高学年・中学校/水の循環
高学年・中学校/火山と温泉
高学年・中学校/星の話（春夏）
高学年・中学校/月と太陽の話
高学年・中学校/人体生理図鑑
高学年・中学校/微小世界（植物編）
高学年・中学校/毛糸のお話
高学年・中学校/火山
高学年・中学校/川の石
子供の楽園

ねずみ
私は野球です
みんな揃て赤い羽根
広場の子供達
アンクルトム物語
いろは文字
月夜の迷子

文化のはじまり
ゆうびんやさん
小ざるの失敗
僕の一家
兎の郵便やさん
織鶴物語
ヒヨコの留守番
暦はどうして出来るか
父持つ夢
学校の牛

結核とのたたかい

高学年・中学校/乾電池

一般/住居の工夫
一般/結婚改善の道
一般/農村衣生活の改善
一般/けむたいカマドよいカマド
一般/台所の改善
児童/わらしべ長者
児童/かさとおじぞうさん
児童/こやぎとおおかみ
児童/サザエさんのしくじり日記
全学年/三太の東京見物
高学年・中学校/貨物列車
高学年・中学校/すまいの歴史
高学年・中学校/乗物のいろいろ
高学年・中学校/都会の橋
高学年・中学校/目の衛生
高学年・中学校/伝染病
高学年・中学校/僕は水の分子である
高学年・中学校/電気
高学年・中学校/歯の衛生
高学年・中学校/生物の進化
高学年・中学校/寄生虫
高学年・中学校/池や沼の虫

高学年・中学校/私達の身体消化器系
高学年・中学校/私達の身体、眠の話
高学年・中学校/私達の身体、循環系
高学年/深山の植物第一集（喬木帯）
高学年/深山の植物第二集（高山帯）
高学年/深山の植物第三集（高層湿原）
高学年/深山の植物第四集（高層池沼）

高学年・中学校/めずらしい動物一集
高学年・中学校/めずらしい動物二集
高学年・中学校/身を守る昆虫
高学年・中学校/地層の見学
中学年/幸福の王子
高学年・中学校/ロビンソンクルーソー
低学年/こぶとり
低学年/お山の対象
中学年/白雪姫と紅ばら姫
高学年/月光の曲

高学年・中学校/昆虫の足

対象／タイトル 対象／タイトル

村
松
子
ど
も
会

村
松
村
婦
人
会

子
ど
も
会

晴
嵐
子
ど
も
会

須
和
間
小

村
松
小

教
育
委
員
会
事
務
局

村
松
小
学
校

東
海
中
学
校

村
松
子
ど
も
会

58
合計金1867円10銭

20 久須見藤三郎

古
文
書
調
査
隊
の
活
動
は
四
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
史
料
の
読
解
を
中
心
に
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、活
動
以
外
の
時
間
に
関

連
文
献
の
調
査
を
行
う
メ
ン
バ
ー
が
い
た
事

で
、よ
り
調
査
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
茨
城
大
学
の
学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
来
年
度
よ
り
充
実
し
た
活
動
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
学
芸
員
髙
増
慧
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２
、ス
ラ
イ
ド
に
み
る
昭
和
二
〇
年
代
の
教
育

塙
南
可
は
、村
松
村
時
代
に
子
ど
も
会
を
創
設
・
運
営
し
て
き
た
人
物
で
す
。
自
転
車
に
紙
芝
居
を

の
せ
て
各
地
を
走
り
回
り
、室
内
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
が
当

時
子
ど
も
で
あ
っ
た
世
代
の
人
た
ち
か
ら
語
り
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、塙
家
の
ス
ラ
イ
ド
＝

子
ど
も
会
と
い
う
認
識
で
し
た
。
し
か
し
、文
書
番
号
四
三
八「
村
松
村
関
係
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
一
覧
」

に
は
左
記
の
表
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
に
合
わ
せ
て
話
す
台
本
も
残
さ
れ
、感
情

の
込
め
方
、司
会
進
行
な
ど
の
書
き
込
み
、「
村
松
村
教
育
委
員
会
」の
蔵
書
印
が
あ
り
、し
っ
か
り
と
し

た
管
理
の
も
と
で
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
題
材
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
会
は

物
語
が
多
く
、教
育
委
員
会
や
婦
人
会
所
管
の
一
般
向
け
に
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
事
柄
や
病
気
が

多
く
、学
校
は
理
科
や
社
会
で
図
像
が
必
要
な
テ
ー
マ
の
も
の
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
時
代
的
特
徴
と

し
て
、赤
痢
な
ど
当
時
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
た
病
気
や
生
活
改
善
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年

に
片
山
内
閣
が
新
生
活
運
動
に
期
待
し
、昭
和
二
十
六
年
茨
城
県
で
生
活
科
学
化
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
封
建
的
因
習
」を
見
直
し
科
学
的
・
合
理
的
に
食
生
活
や
生
活
環
境
の
改
善
を
目
指
し
ま
し
た
。

愛
林
組
合
関
係
の
史
料
で
点
数
が
多
い
も
の
が
、競
売
関
係
の
帳
簿
で
す
。
塙
南
家
文
書
に
は
十

一
点
、歴
史
館
蔵
の
塙
千
里
家
文
書
に
五
点
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
表
は
、歴
史
館
蔵
の
塙
千
里
家

文
書
の
大
正
十
四
年
眞
砂
山
間
伐
木
材
の
競
売
史
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。
合
計
売

却
額
が
一
八
六
七
円
一
〇
銭
で
す
。
当
時
の
勤
労
者
世
帯
月
収
の
平
均
一
一
四
円
と
比
較
し
て
も

か
な
り
大
き
な
額
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一
人
当
た
り
三
〇
円
分
ほ
ど
の
間
伐
材
を
取
得
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
で
あ
る
と
割
引
金
が
あ
り
、お
お
よ
そ
27
％
の
割
引
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

全
て
の
落
札
者
が
組
合
員
で
、割
引
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
五
八
名
な
の
で
、お
そ
ら
く
全
組
合
員

が
何
か
し
ら
の
間
伐
材
を
取
得
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
本
あ
た
り
の
金
額
も
三
円
ほ
ど
で
、下

記
の
被
害
木
で
扱
わ
れ
る
枝
木
よ
り
も
高
価
で
す
。

多
く
の
競
売
史
料
で
は
、間
伐
材
で
な
く

「
被
害
木
」
つ
ま
り
風
雨
な
ど
で
折
れ
て
し

ま
っ
た
枝
を
扱
う
た
め
、少
額
で
し
た
。
用
材

を
生
産
す
る
た
め
の
森
林
組
合
と
違
い
、海
岸

砂
防
林
の
形
成
を
行
う
た
め
の
愛
林
組
合
で

あ
っ
た
た
め
、収
入
の
観
点
か
ら
は
下
記
の
よ

う
な
少
額
の
収
入
で
し
た
。
ま
た
、青
年
団
や

消
防
団
へ
の
寄
付
が
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料

も
あ
り
、公
益
的
な
性
格
が
う
か
が
え
ま
す
。

下
記
は
塙
南
家
文
書
三
九
一
番
の

冒
頭
部
分
で
す
。
損
木
を
採
集
し

て
、売
却
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
大
き
な
枝
木
か
ら
順
に「
用
、

薪
、枝
」と
あ
り
、合
計
で
三
十
九

円
二
〇
銭
で
、薪
の
量
か
ら
黒
松

が
赤
松
の
二
倍
ほ
ど
生
え
て
い
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
が
八

日
〜
十
日
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

一
日
中
働
い
た
人
と
半
日
働
い
た

人
が
い
た
事
が
分
か
り
ま
す
。
人

名
の
上
に
●
号
と
あ
り
、組
合
員

の
中
で
競
売
を
行
い
落
札
し
た
枝

木
の
番
号
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
十
一
年
度

被
害
木
調
帳

枝
採
取
（
出
）
席
人
名

黒
松
二
本

用
二
立
方
　
　単
二
〇
〇
　
　四
円

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

赤
松
二
本

用
二
立
方

　
　〃
二
〇
〇

　
　四
円

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

黒
松

　
　
　薪
二
二
立
方

〃
九
〇

　
　十
九
円
八
十
銭

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

赤
松

　
　
　薪
一
〇
立
方

〃
九
〇

　
　九
円

　
　
　
　
　メ
ー
ト
ル

松
枝
　
　
　二
百
四
十
杷
　
　
　
　同
　
　
　二
円
四
十
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　計
三
十
九
円
二
十
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 39

49

八
日
九
日
十
日

二
十
六
号

伊
勢
代

関
田
信
利

〃

半

〃
　
　十
号
　
　
　
　
　
　
　岩
間
末
次
郎

〃

半

〃
　
　三
十
七
号
　
　
　
　
　須
藤
兼
四
郎

〃

半

〃
　
　三
十
一
号
　
　
　
　
　町
野
篤
一

〃

半

〃
　
　三
十
三
号
　
　
　
　
　大
内
長
三
郎

〃

半

〃
　
　十
一
号
　
　
　
　
　
　仲
田
兼
松

〃

半

〃
　
　十
九
号
　
　
　
　
　
　須
藤

〃

半

〃
　
　十
三
号
　
　
　
　
　
　大
関
竹
松

塙南家文書391

1
金額（銭）本数 割引金 割引率（％） 人名1本あたりの金額

（中略）

2340
3400
5050
1090
3990
2470
2650

468.0
340.0
297.1
218.0
362.7
274.4
240.9

644
952
1400
280
1092
670
728

27.5
28.0
27.7
25.7
27.4
27.1
27.5

石川三之介
須藤半次郎
須藤六郎
大内義
照沼惣兵衛
宮内新介
関田利之介

5
10
17
5
11
9
11

2
3
4
5
6
7

所管 所管 所管対象／タイトル
赤痢菌
福沢諭吉
天下のチウ公
ほがらか行進曲
デブ君と細君
姥捨山
一般/塩原孝止伝
一般/愛の少年審判
一般/私のお母さん
一般/野口英世とその母
一般/ねずみの嫁入り
一般/鶴の恩がえし
一般/母子手帖
一般/健康生活と迷信
一般/新らしい村の育児
一般/妊娠より出産まで
一般/農村の生活改善
一般/台所の改善
一般/江の島エレージ（レコード付）
一般/歌入り観音経（レコード付）
愛の少年審判
イソップ傑作集
星 マッチ売りの娘
豊田佐吉
西郷と大久保
アメリカの決戦
火を吹く扇
家来三人
雪の女王
ヘンゼルとグレーテル

一般/まぶたの母（レコード付）
村松小球技大会（自作）
一般/土の人 長塚節
高学年・中学校/関東地方
高学年・中学校/昔の商業
高学年・中学校/立憲政治のはじまり
高学年・中学校/製鉄所
高学年・中学校/石炭
高学年・中学校/造船所
高学年・中学校/地球の始まり
高学年・中学校/化石のはなし
高学年・中学校/栄養のはなし
高学年・中学校/水の循環
高学年・中学校/火山と温泉
高学年・中学校/星の話（春夏）
高学年・中学校/月と太陽の話
高学年・中学校/人体生理図鑑
高学年・中学校/微小世界（植物編）
高学年・中学校/毛糸のお話
高学年・中学校/火山
高学年・中学校/川の石
子供の楽園

ねずみ
私は野球です
みんな揃て赤い羽根
広場の子供達
アンクルトム物語
いろは文字
月夜の迷子

文化のはじまり
ゆうびんやさん
小ざるの失敗
僕の一家
兎の郵便やさん
織鶴物語
ヒヨコの留守番
暦はどうして出来るか
父持つ夢
学校の牛

結核とのたたかい

高学年・中学校/乾電池

一般/住居の工夫
一般/結婚改善の道
一般/農村衣生活の改善
一般/けむたいカマドよいカマド
一般/台所の改善
児童/わらしべ長者
児童/かさとおじぞうさん
児童/こやぎとおおかみ
児童/サザエさんのしくじり日記
全学年/三太の東京見物
高学年・中学校/貨物列車
高学年・中学校/すまいの歴史
高学年・中学校/乗物のいろいろ
高学年・中学校/都会の橋
高学年・中学校/目の衛生
高学年・中学校/伝染病
高学年・中学校/僕は水の分子である
高学年・中学校/電気
高学年・中学校/歯の衛生
高学年・中学校/生物の進化
高学年・中学校/寄生虫
高学年・中学校/池や沼の虫

高学年・中学校/私達の身体消化器系
高学年・中学校/私達の身体、眠の話
高学年・中学校/私達の身体、循環系
高学年/深山の植物第一集（喬木帯）
高学年/深山の植物第二集（高山帯）
高学年/深山の植物第三集（高層湿原）
高学年/深山の植物第四集（高層池沼）

高学年・中学校/めずらしい動物一集
高学年・中学校/めずらしい動物二集
高学年・中学校/身を守る昆虫
高学年・中学校/地層の見学
中学年/幸福の王子
高学年・中学校/ロビンソンクルーソー
低学年/こぶとり
低学年/お山の対象
中学年/白雪姫と紅ばら姫
高学年/月光の曲

高学年・中学校/昆虫の足

対象／タイトル 対象／タイトル

村
松
子
ど
も
会

村
松
村
婦
人
会

子
ど
も
会

晴
嵐
子
ど
も
会

須
和
間
小

村
松
小

教
育
委
員
会
事
務
局

村
松
小
学
校

東
海
中
学
校

村
松
子
ど
も
会

58
合計金1867円10銭

20 久須見藤三郎

古
文
書
調
査
隊
の
活
動
は
四
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
史
料
の
読
解
を
中
心
に
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、活
動
以
外
の
時
間
に
関

連
文
献
の
調
査
を
行
う
メ
ン
バ
ー
が
い
た
事

で
、よ
り
調
査
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
茨
城
大
学
の
学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
来
年
度
よ
り
充
実
し
た
活
動
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
学
芸
員
髙
増
慧



22



23



講
演
録

元
プ
ロ
野
球
選
手
石
毛
宏
典
氏

お
や
じ
・
根
本
陸
夫
を
語
る

24

か
ら
、昔
は
、長
男
坊
は
大
事
に
さ
れ
ま
し
た
け
ど
、次
男

坊
は
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

中
学
二
年
の
頃
に
、野
球
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
し

て
、卒
業
し
た
ら
大
工
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ち

ょ
う
ど
経
済
が
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
、建

築
ブ
ー
ム
が
あ
っ
て
、自
分
の
作
っ
た
家
が
後
世
に
残
る

の
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。中
学
三
年
の
夏
が
終

わ
り
ま
し
て
、さ
て
ど
う
し
よ
う
か
、な
か
ば
大
工
に
決
め

て
い
ま
し
た
け
ど
、担
任
の
先
生
と
野
球
部
の
監
督
が
高

校
行
っ
て
野
球
や
れ
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。ぼ
く
は

「
嫌
で
す
。」と
い
い
ま
し
た
。

「
な
ん
で
だ
」

「
ま
た
、ぶ
ん
殴
ら
れ
る
の
面
白
く
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、や
り
ま
せ
ん
よ
、大
工
に
な
り
ま
す
。」

「
だ
め
だ
、高
校
で
野
球
や
れ
。」

「
嫌
で
す
。」

「
お
ま
え
じ
ゃ
埒
が
明
か
ん
。」

田
ん
ぼ
に
来
て
親
父
と
お
ふ
く
ろ
説
得
す
る
わ
け
で

す
。昔
は
先
生
の
言
う
通
り
、親
の
言
う
通
り
で
し
た
よ
。

「
先
生
が
言
う
ん
だ
っ
た
ら
野
球
や
れ
。」

有
無
を
言
わ
さ
ず
、で
し
た
。

「
だ
っ
た
ら
銚
子
商
業
で
す
か
。」

あ
の
頃
は
銚
子
商
業
高
校
が
強
か
っ
た
で
す
か
ら
、僕

ら
が
ガ
キ
の
時
分
は
木
樽
さ
ん
が
甲
子
園
で
準
優
勝
し

て
、凱
旋
パ
レ
ー
ド
し
て
、商
業
は
野
球
が
強
い
ん
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

「
い
や
違
う
。市
立
銚
子
に
行
け
。」

な
ん
で
あ
ん
な
に
弱
い
所
に
、と
思
っ
た
ん
で
す
。

進
学
校
で
頭
が
い
い
の
で
す
が
、野
球
は
弱
か
っ
た
ん
で

す
。市
立
銚
子
の
監
督
と
中
学
の
担
任
が
仲
が
良
く
て
、

こ
れ
か
ら
市
立
銚
子
は
力
を
い
れ
て
強
い
チ
ー
ム
を

作
る
ん
だ
、選
手
を
集
め
る
ん
だ
か
ら
お
前
行
け
と
い
う

話
で
し
た
。甲
子
園
は
ど
う
で
も
い
い
、ど
う
せ
銚
子
商
業

強
い
し
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。僕
は
、旭
の
家
か
ら
駅
ま
で

自
転
車
で
20
分
、電
車
で
30
分
、駅
か
ら
学
校
ま
で
歩
い

て
20
分
、始
発
で
行
っ
て
、最
終
で
帰
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。授
業
中
い
つ
も
寝
て
る
わ
け
で
す
よ
。監
督
が
校
長
に

お
願
い
し
て「
野
球
部
は
寝
て
る
か
ら
起
こ
さ
な
い
で
く

れ
」っ
て
い
う
わ
け
で
す
よ
。

（
一
同
笑
い
）

進
級
は
い
つ
も
赤
点
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。で
も
、結
局
野

球
は
強
く
な
り
ま
し
た
。春
は
銚
子
商
業
に
勝
つ
わ
け
で

す
。夏
は
、銚
子
商
業
と
決
勝
で
当
た
る
わ
け
で
す
。千
葉

の
県
営
球
場
が
銚
子
の
大
漁
旗
で
い
っ
ぱ
い
で
、客
席
は

野
球
好
き
の
連
中
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。結
局
二
対
〇
で
負

け
る
わ
け
で
す
。か
た
や
銚
子
商
業
が
甲
子
園
に
出
て
全

国
制
覇
で
す
よ
。エ
ー
ス
土
屋
、ド
ラ
フ
ト
一
位
で
行
き
ま

し
た
。一
つ
下
に
篠
塚
君
が
い
ま
し
た
。そ
の
チ
ー
ム
に
う

ち
は
負
け
た
訳
で
す
。当
時
僕
は
キ
ャ
プ
テ
ン
や
っ
て
た
わ

け
で
す
。涙
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。や
っ
た
明
日
か
ら
夏
休

み
だ
、と
思
い
ま
し
た
。銚
子
商
業
が
全
国
制
覇
で
凱
旋

パ
レ
ー
ド
で
す
よ
。銚
子
の
体
育
館
で
石
毛
が
土
屋
正
勝

に
花
束
や
れ
っ
て
い
う
わ
け
で
す
。

「
嫌
で
す
。な
ん
で
あ
い
つ
に
そ
ん
な
の
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
ん
で
す
か
。嫌
で
す
。」

「
い
い
か
ら
い
け
。」

「
嫌
で
す
。」

そ
れ
で
監
督
に
ぶ
ん
殴
ら
れ
て
、殴
ら
れ
た
ら
涙
が
出

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
正
勝
お
め
で

と
う
っ
て
渡
し
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
て
る
の
か
」

（
一
同
笑
い
）

「
ち
が
う
よ
。そ
こ
で
監
督
に
殴
ら
れ
て
涙
が
出
て
ん
だ

よ
。で
も
お
め
で
と
う
な
。」

市
立
銚
子
高
校
は
普
通
科
が
優
秀
で
進
学
校
。も
う
一

つ
工
業
化
学
科
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
就

職
ク
ラ
ス
で
す
。普
通
科
に
い
く
と
勉
強
の
た
め
に
み
ん

な
野
球
辞
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
。な
の
で
監
督
は
工
業
化
学

科
で
選
手
集
め
て
強
く
し
ま
し
た
。工
業
化
学
科
は
化
学・

物
理
で
す
。二
年
生
の
時
に
工
場
見
学
が
あ
り
ま
す
。東

京
に
出
て
行
き
、大
日
本
印
刷
、武
田
薬
品
、花
王
石
鹼
の

会
社
を
訪
問
す
る
わ
け
で
す
。そ
し
て
花
王
石
鹼
が
い
い

か
な
と
、ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
ニ
ベ
ア
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

を
開
発
し
た
の
が
う
ち
の
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。こ
れ
が
い

い
か
な
。そ
し
た
ら
、千
葉
県
大
会
予
選
、結
構
打
っ
た
ん

で
す
。足
も
そ
こ
そ
こ
速
か
っ
た
。守
備
も
う
ま
か
っ
た
。

そ
れ
を
駒
澤
大
学
の
太
田
監
督
が
見
て
た
ん
で
す
。駒
澤

大
学
に
欲
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。秋
に
大
学
に
来

ま
せ
ん
か
と
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。行
け
ま
せ
ん
。兄
貴
が

大
学
行
っ
て
ま
せ
ん
か
ら
、次
男
坊
が
行
く
わ
け
に
い
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。太
田
監
督
が
何
度
か
来
て
く

れ
ま
し
た
。そ
の
時
、兄
貴
は
グ
レ
て
ま
し
た
。三
度
目
に

太
田
監
督
が
来
た
時
に
、兄
貴
が
同
席
し
ま
し
た
。

「
太
田
監
督
よ
、こ
い
つ
野
球
で
飯
食
え
る
の
か
。も
の

に
な
る
の
か
。」

「
な
る
。」

「
本
当
か
。」

「
な
る
。」

そ
れ
を
聞
い
て
確
か
め
た
兄
貴
が

「
親
父
、大
学
行
か
し
て
や
っ
て
く
れ
。野
球
や
ら
せ
て

や
っ
て
く
れ
。お
れ
が
農
業
を
頑
張
る
。」

グ
レ
て
家
に
近
づ
か
な
か
っ
た
兄
貴
が
家
に
帰
っ
て
き

て
、百
姓
や
り
だ
し
た
ん
で
す
。兄
貴
を
更
生
さ
せ
た
の
は

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
石
毛
で
す
。東
海
村
70
周

年
、根
本
陸
夫
生
誕
1
0
0
年
、親
父
が
生
き
て
い
た
ら

1
0
0
歳
な
ん
で
す
ね
。い
ま
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲

げ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
に
語
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
根
本
陸
夫
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

久
し
ぶ
り
に
息
子
の
穣
介
で
あ
る
と
か
、根
本
の
お
や
じ

は
、結
構
ア
メ
リ
カ
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。ア
メ
リ
カ
か
ぶ

れ
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、そ
の
時
に
一
緒
に

通
訳
で
行
っ
て
い
た
葛
谷
さ
ん
、も
と
も
と
西
武
建
設
の

方
で
す
が
、そ
の
英
語
力
を
活
か
し
な
が
ら
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
入
っ
て
、通
訳
を
し
な
が
ら
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
、外

国
人
の
獲
得
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
、そ
の
ご
子
息
が
今
日

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。親
父
が
取
り
持
っ
て
く
れ
た
素
晴

ら
し
い
面
々
と
お
会
い
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

根
本
陸
夫
を
親
父
と
慕
っ
て
い
る
、教
え
子
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。上
は
土
井
正
博
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
て
、下
は
清
原

く
ら
い
ま
で
、い
わ
ゆ
る
野
球
界
の
問
題
児
が
根
本
さ
ん
の

力
で
更
生
さ
れ
て
ま
っ
と
う
に
生
き
て
き
た
。ち
ょ
っ
と
清

原
は
脱
線
し
ま
し
た
け
ど
、順
調
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

（
一
同
笑
い
）

根
本
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
話
し
な
が
ら
、ど
う
い
う
人

間
だ
っ
た
の
か
、ど
う
い
う
教
え
を
持
っ
て
我
々
が
ど
う
い

う
ふ
う
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
か
、人
生
１
０
０
年
に
向

か
っ
て
、70
歳
に
な
る
人
間
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ

て
い
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い

ま
ず
、一
九
八
〇
年
ド
ラ
フ
ト
１
位
で
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

入
団
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。関
係
者
の
林
さ
ん
と
藤

田
さ
ん
に
東
海
村
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。僕
が
生
ま
れ
育
っ
た
千
葉
県
九
十
九
里
の
旭

市
と
大
体
似
て
い
る
か
な
と
思
う
気
が
し
ま
す
。ぼ
く
の

実
家
は
農
家
で
し
て
、米
作
っ
て
、麦
作
っ
て
、さ
つ
ま
い

も
作
っ
て
、落
花
生
作
っ
て
た
の
で
、と
て
も
懐
か
し
く
思

い
ま
し
た
。

実
は
、わ
た
し
は
甲
子
園
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
、プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
一
度
も

な
い
の
で
す
。な
ん
で
そ
ん
な
人
間
が
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、ぼ
く
が
子
ど

も
の
頃
は
11
人
家
族
で
、農
家
で
す
。そ
ん
な
中
、お
ふ
く

ろ
が
嫁
と
し
て
野
良
仕
事
、家
事
、姑
、小
姑
等
で
苦
労
し

て
お
り
ま
し
た
。時
折
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。今
の
農
業

は
機
械
化
さ
れ
て
い
ま
す
け
ど
も
、当
時
は
手
仕
事
で
し

た
。野
良
仕
事
す
る
の
が
嫌
で
、お
ふ
く
ろ
の
涙
を
見
る
の

が
嫌
で
、ど
う
や
っ
た
ら
家
に
帰
ら
な
く
て
い
い
の
か
な
と

考
え
ま
し
た
。中
学
校
に
入
っ
て
、部
活
を
放
課
後
見
学

し
ま
し
た
。一
番
遅
く
ま
で
練
習
し
て
い
る
の
が
野
球
部
で

し
た
。こ
れ
が
野
球
と
の
出
会
い
で
し
た
。小
学
校
の
こ
ろ

は
遊
び
で
野
球
は
し
て
い
ま
し
た
が
、ス
ポ
ー
ツ
で
野
球

を
選
ん
だ
の
は
中
学
か
ら
で
す
。野
球
部
に
入
り
ま
す
と

で
す
ね
、昔
で
す
か
ら
、練
習
が
終
わ
る
と
、部
室
に「
集
合
」

と
い
う
事
で
、正
座
く
ら
っ
て
訳
も
な
く
ぶ
ん
殴
ら
れ
る

わ
け
で
す
よ
。だ
け
ど
、自
分
が
決
め
た
野
球
部
だ
っ
た
の

で
、辞
め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
な
と
い
う
事
で
や
っ
て
い

ま
し
た
。僕
は
百
姓
の
次
男
坊
で
兄
貴
が
い
た
も
の
で
す

1
葛
谷
晨
一：
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
で
根
本
陸

夫
を
支
え
た
通
訳
。西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
で
活
躍
し
た
デ
ス
ト

ラ
ー
デ
は
、中
日
や
阪
神
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
が
、直
接

会
い
に
来
て
く
れ
た
の
は
葛
谷

さ
ん
だ
け
だ
っ
た
と
語
っ
て
い

る
。

2
土
井
正
博
：一
九
四
三
年
生
ま

れ
。一
九
六
一
年
、根
本
陸
夫
の

誘
い
を
う
け
高
校
を
中
退
し
近

鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
に
入
団
。

3
木
樽
正
明
：一
九
四
七
年
生
ま

れ
、一
九
六
五
年
に
エ
ー
ス・四

番
打
者
と
し
て
甲
子
園
で
準
優

勝
。翌
年
に
東
京
オ
リ
オ
ン
ズ

に
入
団
、一
九
七
〇
年
に

M
V
P
。一
九
七
六
年
に
引
退

し
、ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
の
コ
ー

チ
や
ス
カ
ウ
ト
、巨
人
の
編
成

部
な
ど
を
歴
任
し
た
。

4
土
屋
正
勝
：一
九
五
六
年
生
ま

れ
、一
九
七
四
年
に
甲
子
園
優

勝
、翌
年
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に

ド
ラ
フ
ト
一
位
で
入
団
。一
九
八

六
年
に
引
退
し
、地
元
旭
市
で

保
険
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。

5
篠
塚
和
典
：
二
年
生
の
と
き
に

甲
子
園
優
勝
。長
嶋
茂
雄
に
見

込
ま
れ
一
九
七
五
年
に
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
ド
ラ
フ
ト
一
位

で
入
団
。一
九
八
四
年
・一
九
八

七
年
に
セ
リ
ー
グ
首
位
打
者
。

6
太
田
誠
：一
九
三
六
年
生
ま
れ
。

駒
澤
大
学
野
球
部
で
、東
都
大

学
野
球
リ
ー
グ
の
首
位
打
者
二

回
、ベ
ス
ト
ナ
イ
ン一
回
。監
督
と

し
て
、東
都
大
学
リ
ー
グ
で
前

人
未
到
の
5
0
1
勝
を
達
成
。

リ
ー
グ
優
勝
22
回
、全
日
本
大

学
選
手
権
優
勝
5
回
、明
治
神

宮
大
会
優
勝
4
回
の
名
監
督
。

7
中
畑
清
：一
九
五
四
年
生
ま
れ
。

一
九
七
六
年
巨
人
入
団
。ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
７
回
。愛
称

は
絶
好
調
男
、大
将
、燃
え
る

男
、ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
。

ら
ち



講
演
録

元
プ
ロ
野
球
選
手
石
毛
宏
典
氏

お
や
じ
・
根
本
陸
夫
を
語
る

25

か
ら
、昔
は
、長
男
坊
は
大
事
に
さ
れ
ま
し
た
け
ど
、次
男

坊
は
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

中
学
二
年
の
頃
に
、野
球
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
し

て
、卒
業
し
た
ら
大
工
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ち

ょ
う
ど
経
済
が
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
、建

築
ブ
ー
ム
が
あ
っ
て
、自
分
の
作
っ
た
家
が
後
世
に
残
る

の
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。中
学
三
年
の
夏
が
終

わ
り
ま
し
て
、さ
て
ど
う
し
よ
う
か
、な
か
ば
大
工
に
決
め

て
い
ま
し
た
け
ど
、担
任
の
先
生
と
野
球
部
の
監
督
が
高

校
行
っ
て
野
球
や
れ
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。ぼ
く
は

「
嫌
で
す
。」と
い
い
ま
し
た
。

「
な
ん
で
だ
」

「
ま
た
、ぶ
ん
殴
ら
れ
る
の
面
白
く
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、や
り
ま
せ
ん
よ
、大
工
に
な
り
ま
す
。」

「
だ
め
だ
、高
校
で
野
球
や
れ
。」

「
嫌
で
す
。」

「
お
ま
え
じ
ゃ
埒
が
明
か
ん
。」

田
ん
ぼ
に
来
て
親
父
と
お
ふ
く
ろ
説
得
す
る
わ
け
で

す
。昔
は
先
生
の
言
う
通
り
、親
の
言
う
通
り
で
し
た
よ
。

「
先
生
が
言
う
ん
だ
っ
た
ら
野
球
や
れ
。」

有
無
を
言
わ
さ
ず
、で
し
た
。

「
だ
っ
た
ら
銚
子
商
業
で
す
か
。」

あ
の
頃
は
銚
子
商
業
高
校
が
強
か
っ
た
で
す
か
ら
、僕

ら
が
ガ
キ
の
時
分
は
木
樽
さ
ん
が
甲
子
園
で
準
優
勝
し

て
、凱
旋
パ
レ
ー
ド
し
て
、商
業
は
野
球
が
強
い
ん
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

「
い
や
違
う
。市
立
銚
子
に
行
け
。」

な
ん
で
あ
ん
な
に
弱
い
所
に
、と
思
っ
た
ん
で
す
。

進
学
校
で
頭
が
い
い
の
で
す
が
、野
球
は
弱
か
っ
た
ん
で

す
。市
立
銚
子
の
監
督
と
中
学
の
担
任
が
仲
が
良
く
て
、

こ
れ
か
ら
市
立
銚
子
は
力
を
い
れ
て
強
い
チ
ー
ム
を

作
る
ん
だ
、選
手
を
集
め
る
ん
だ
か
ら
お
前
行
け
と
い
う

話
で
し
た
。甲
子
園
は
ど
う
で
も
い
い
、ど
う
せ
銚
子
商
業

強
い
し
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。僕
は
、旭
の
家
か
ら
駅
ま
で

自
転
車
で
20
分
、電
車
で
30
分
、駅
か
ら
学
校
ま
で
歩
い

て
20
分
、始
発
で
行
っ
て
、最
終
で
帰
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。授
業
中
い
つ
も
寝
て
る
わ
け
で
す
よ
。監
督
が
校
長
に

お
願
い
し
て「
野
球
部
は
寝
て
る
か
ら
起
こ
さ
な
い
で
く

れ
」っ
て
い
う
わ
け
で
す
よ
。

（
一
同
笑
い
）

進
級
は
い
つ
も
赤
点
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。で
も
、結
局
野

球
は
強
く
な
り
ま
し
た
。春
は
銚
子
商
業
に
勝
つ
わ
け
で

す
。夏
は
、銚
子
商
業
と
決
勝
で
当
た
る
わ
け
で
す
。千
葉

の
県
営
球
場
が
銚
子
の
大
漁
旗
で
い
っ
ぱ
い
で
、客
席
は

野
球
好
き
の
連
中
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。結
局
二
対
〇
で
負

け
る
わ
け
で
す
。か
た
や
銚
子
商
業
が
甲
子
園
に
出
て
全

国
制
覇
で
す
よ
。エ
ー
ス
土
屋
、ド
ラ
フ
ト
一
位
で
行
き
ま

し
た
。一
つ
下
に
篠
塚
君
が
い
ま
し
た
。そ
の
チ
ー
ム
に
う

ち
は
負
け
た
訳
で
す
。当
時
僕
は
キ
ャ
プ
テ
ン
や
っ
て
た
わ

け
で
す
。涙
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。や
っ
た
明
日
か
ら
夏
休

み
だ
、と
思
い
ま
し
た
。銚
子
商
業
が
全
国
制
覇
で
凱
旋

パ
レ
ー
ド
で
す
よ
。銚
子
の
体
育
館
で
石
毛
が
土
屋
正
勝

に
花
束
や
れ
っ
て
い
う
わ
け
で
す
。

「
嫌
で
す
。な
ん
で
あ
い
つ
に
そ
ん
な
の
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
ん
で
す
か
。嫌
で
す
。」

「
い
い
か
ら
い
け
。」

「
嫌
で
す
。」

そ
れ
で
監
督
に
ぶ
ん
殴
ら
れ
て
、殴
ら
れ
た
ら
涙
が
出

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
正
勝
お
め
で

と
う
っ
て
渡
し
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
て
る
の
か
」

（
一
同
笑
い
）

「
ち
が
う
よ
。そ
こ
で
監
督
に
殴
ら
れ
て
涙
が
出
て
ん
だ

よ
。で
も
お
め
で
と
う
な
。」

市
立
銚
子
高
校
は
普
通
科
が
優
秀
で
進
学
校
。も
う
一

つ
工
業
化
学
科
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
就

職
ク
ラ
ス
で
す
。普
通
科
に
い
く
と
勉
強
の
た
め
に
み
ん

な
野
球
辞
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
。な
の
で
監
督
は
工
業
化
学

科
で
選
手
集
め
て
強
く
し
ま
し
た
。工
業
化
学
科
は
化
学・

物
理
で
す
。二
年
生
の
時
に
工
場
見
学
が
あ
り
ま
す
。東

京
に
出
て
行
き
、大
日
本
印
刷
、武
田
薬
品
、花
王
石
鹼
の

会
社
を
訪
問
す
る
わ
け
で
す
。そ
し
て
花
王
石
鹼
が
い
い

か
な
と
、ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
ニ
ベ
ア
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

を
開
発
し
た
の
が
う
ち
の
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。こ
れ
が
い

い
か
な
。そ
し
た
ら
、千
葉
県
大
会
予
選
、結
構
打
っ
た
ん

で
す
。足
も
そ
こ
そ
こ
速
か
っ
た
。守
備
も
う
ま
か
っ
た
。

そ
れ
を
駒
澤
大
学
の
太
田
監
督
が
見
て
た
ん
で
す
。駒
澤

大
学
に
欲
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。秋
に
大
学
に
来

ま
せ
ん
か
と
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。行
け
ま
せ
ん
。兄
貴
が

大
学
行
っ
て
ま
せ
ん
か
ら
、次
男
坊
が
行
く
わ
け
に
い
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。太
田
監
督
が
何
度
か
来
て
く

れ
ま
し
た
。そ
の
時
、兄
貴
は
グ
レ
て
ま
し
た
。三
度
目
に

太
田
監
督
が
来
た
時
に
、兄
貴
が
同
席
し
ま
し
た
。

「
太
田
監
督
よ
、こ
い
つ
野
球
で
飯
食
え
る
の
か
。も
の

に
な
る
の
か
。」

「
な
る
。」

「
本
当
か
。」

「
な
る
。」

そ
れ
を
聞
い
て
確
か
め
た
兄
貴
が

「
親
父
、大
学
行
か
し
て
や
っ
て
く
れ
。野
球
や
ら
せ
て

や
っ
て
く
れ
。お
れ
が
農
業
を
頑
張
る
。」

グ
レ
て
家
に
近
づ
か
な
か
っ
た
兄
貴
が
家
に
帰
っ
て
き

て
、百
姓
や
り
だ
し
た
ん
で
す
。兄
貴
を
更
生
さ
せ
た
の
は

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
石
毛
で
す
。東
海
村
70
周

年
、根
本
陸
夫
生
誕
1
0
0
年
、親
父
が
生
き
て
い
た
ら

1
0
0
歳
な
ん
で
す
ね
。い
ま
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲

げ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
に
語
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
根
本
陸
夫
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

久
し
ぶ
り
に
息
子
の
穣
介
で
あ
る
と
か
、根
本
の
お
や
じ

は
、結
構
ア
メ
リ
カ
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。ア
メ
リ
カ
か
ぶ

れ
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、そ
の
時
に
一
緒
に

通
訳
で
行
っ
て
い
た
葛
谷
さ
ん
、も
と
も
と
西
武
建
設
の

方
で
す
が
、そ
の
英
語
力
を
活
か
し
な
が
ら
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
入
っ
て
、通
訳
を
し
な
が
ら
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
、外

国
人
の
獲
得
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
、そ
の
ご
子
息
が
今
日

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。親
父
が
取
り
持
っ
て
く
れ
た
素
晴

ら
し
い
面
々
と
お
会
い
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

根
本
陸
夫
を
親
父
と
慕
っ
て
い
る
、教
え
子
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。上
は
土
井
正
博
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
て
、下
は
清
原

く
ら
い
ま
で
、い
わ
ゆ
る
野
球
界
の
問
題
児
が
根
本
さ
ん
の

力
で
更
生
さ
れ
て
ま
っ
と
う
に
生
き
て
き
た
。ち
ょ
っ
と
清

原
は
脱
線
し
ま
し
た
け
ど
、順
調
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

（
一
同
笑
い
）

根
本
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
話
し
な
が
ら
、ど
う
い
う
人

間
だ
っ
た
の
か
、ど
う
い
う
教
え
を
持
っ
て
我
々
が
ど
う
い

う
ふ
う
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
か
、人
生
１
０
０
年
に
向

か
っ
て
、70
歳
に
な
る
人
間
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ

て
い
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い

ま
ず
、一
九
八
〇
年
ド
ラ
フ
ト
１
位
で
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

入
団
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。関
係
者
の
林
さ
ん
と
藤

田
さ
ん
に
東
海
村
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。僕
が
生
ま
れ
育
っ
た
千
葉
県
九
十
九
里
の
旭

市
と
大
体
似
て
い
る
か
な
と
思
う
気
が
し
ま
す
。ぼ
く
の

実
家
は
農
家
で
し
て
、米
作
っ
て
、麦
作
っ
て
、さ
つ
ま
い

も
作
っ
て
、落
花
生
作
っ
て
た
の
で
、と
て
も
懐
か
し
く
思

い
ま
し
た
。

実
は
、わ
た
し
は
甲
子
園
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
、プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
一
度
も

な
い
の
で
す
。な
ん
で
そ
ん
な
人
間
が
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、ぼ
く
が
子
ど

も
の
頃
は
11
人
家
族
で
、農
家
で
す
。そ
ん
な
中
、お
ふ
く

ろ
が
嫁
と
し
て
野
良
仕
事
、家
事
、姑
、小
姑
等
で
苦
労
し

て
お
り
ま
し
た
。時
折
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。今
の
農
業

は
機
械
化
さ
れ
て
い
ま
す
け
ど
も
、当
時
は
手
仕
事
で
し

た
。野
良
仕
事
す
る
の
が
嫌
で
、お
ふ
く
ろ
の
涙
を
見
る
の

が
嫌
で
、ど
う
や
っ
た
ら
家
に
帰
ら
な
く
て
い
い
の
か
な
と

考
え
ま
し
た
。中
学
校
に
入
っ
て
、部
活
を
放
課
後
見
学

し
ま
し
た
。一
番
遅
く
ま
で
練
習
し
て
い
る
の
が
野
球
部
で

し
た
。こ
れ
が
野
球
と
の
出
会
い
で
し
た
。小
学
校
の
こ
ろ

は
遊
び
で
野
球
は
し
て
い
ま
し
た
が
、ス
ポ
ー
ツ
で
野
球

を
選
ん
だ
の
は
中
学
か
ら
で
す
。野
球
部
に
入
り
ま
す
と

で
す
ね
、昔
で
す
か
ら
、練
習
が
終
わ
る
と
、部
室
に「
集
合
」

と
い
う
事
で
、正
座
く
ら
っ
て
訳
も
な
く
ぶ
ん
殴
ら
れ
る

わ
け
で
す
よ
。だ
け
ど
、自
分
が
決
め
た
野
球
部
だ
っ
た
の

で
、辞
め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
な
と
い
う
事
で
や
っ
て
い

ま
し
た
。僕
は
百
姓
の
次
男
坊
で
兄
貴
が
い
た
も
の
で
す

1
葛
谷
晨
一：
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
で
根
本
陸

夫
を
支
え
た
通
訳
。西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
で
活
躍
し
た
デ
ス
ト

ラ
ー
デ
は
、中
日
や
阪
神
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
が
、直
接

会
い
に
来
て
く
れ
た
の
は
葛
谷

さ
ん
だ
け
だ
っ
た
と
語
っ
て
い

る
。

2
土
井
正
博
：一
九
四
三
年
生
ま

れ
。一
九
六
一
年
、根
本
陸
夫
の

誘
い
を
う
け
高
校
を
中
退
し
近

鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
に
入
団
。

3
木
樽
正
明
：一
九
四
七
年
生
ま

れ
、一
九
六
五
年
に
エ
ー
ス・四

番
打
者
と
し
て
甲
子
園
で
準
優

勝
。翌
年
に
東
京
オ
リ
オ
ン
ズ

に
入
団
、一
九
七
〇
年
に

M
V
P
。一
九
七
六
年
に
引
退

し
、ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
の
コ
ー

チ
や
ス
カ
ウ
ト
、巨
人
の
編
成

部
な
ど
を
歴
任
し
た
。

4
土
屋
正
勝
：一
九
五
六
年
生
ま

れ
、一
九
七
四
年
に
甲
子
園
優

勝
、翌
年
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に

ド
ラ
フ
ト
一
位
で
入
団
。一
九
八

六
年
に
引
退
し
、地
元
旭
市
で

保
険
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。

5
篠
塚
和
典
：
二
年
生
の
と
き
に

甲
子
園
優
勝
。長
嶋
茂
雄
に
見

込
ま
れ
一
九
七
五
年
に
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
ド
ラ
フ
ト
一
位

で
入
団
。一
九
八
四
年
・一
九
八

七
年
に
セ
リ
ー
グ
首
位
打
者
。

6
太
田
誠
：一
九
三
六
年
生
ま
れ
。

駒
澤
大
学
野
球
部
で
、東
都
大

学
野
球
リ
ー
グ
の
首
位
打
者
二

回
、ベ
ス
ト
ナ
イ
ン一
回
。監
督
と

し
て
、東
都
大
学
リ
ー
グ
で
前

人
未
到
の
5
0
1
勝
を
達
成
。

リ
ー
グ
優
勝
22
回
、全
日
本
大

学
選
手
権
優
勝
5
回
、明
治
神

宮
大
会
優
勝
4
回
の
名
監
督
。

7
中
畑
清
：一
九
五
四
年
生
ま
れ
。

一
九
七
六
年
巨
人
入
団
。ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
７
回
。愛
称

は
絶
好
調
男
、大
将
、燃
え
る

男
、ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
。

ら
ち
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8
I
B
A
F
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
カ
ッ
プ
：
I
B
A
F（
国

際
野
球
連
盟
）が
主
催
し
て
い

た
野
球
の
国
際
公
式
戦
。一
九

七
九
年
は
キ
ュ
ー
バ
で
開
催
さ

れ
た
。

9
奥
江
英
幸
：一
九
五
〇
年
生
ま

れ
。一
九
七
一
年
大
洋
ホ
エ
ー
ル

ズ
入
団
、一
九
七
七
年
ロ
ッ
テ
オ

リ
オ
ン
ズ
移
籍
。

10
広
岡
達
朗
：一
九
三
二
年
生
ま

れ
。

11
森
祇
晶
：一
九
三
七
年
生
ま
れ
。

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
監
督
と
し
て
、

一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
四
年

ま
で
の
九
年
間
で
八
回
の
リ
ー

グ
優
勝
、六
回
の
日
本
一
に
導

い
た
。

12
落
合
博
満
：一
九
五
三
年
生
ま

れ
。唯
一の
三
冠
王
。

13
門
田
博
光
：一
九
四
八
年
生
ま

れ
。南
海
ホ
ー
ク
ス
な
ど
で
活

躍
し
た
。ホ
ー
ム
ラ
ン
王
三
回
、

打
点
王
二
回
。

14
東
尾
修
：一
九
六
九
年
か
ら
二

十
年
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
活
躍
。

最
多
勝
二
回
、最
優
秀
防
御
率

一
回
、最
多
奪
三
振
一
回
。

ム
ラ
ン
。盗
塁
も
す
る
、四
打
数
三
安
打
二
盗
塁
、素
晴
ら

し
い
デ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

二
試
合
目
、プ
ロ
の
洗
礼
で
す
よ
ね
。打
席
に
入
っ
た
ら

ビ
ー
ン
ボ
ー
ル
が
頭
の
ほ
う
に
く
る
わ
け
で
す
。新
人
に

な
め
ら
れ
た
ら
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。奥
江

さ
ん
で
し
た
。頭
の
方
に
ボ
ー
ル
が
き
て
、危
な
い
と
手
を

あ
げ
て
避
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。手
の
甲
に
ボ
ー
ル
が
当

た
り
ま
し
た
。デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
で
す
。ま
あ
大
丈
夫
か
な
と

思
っ
て
ま
し
た
。次
の
打
席
バ
ッ
ト
持
つ
と
手
が
し
び
れ

て
痛
い
ん
で
す
。ち
ょ
っ
と
担
当
コ
ー
チ
の
毒
島
さ
ん
に
、

「
バ
ッ
ト
振
れ
ま
せ
ん
け
ど
、ど
う
し
ま
し
ょ
う
。」

監
督
根
本
の
親
父
が
、

「
お
前
、足
は
使
え
る
ん
だ
ろ
う
。出
ろ
。」

「
は
い
。」

　
第
三
戦
目
は
む
こ
う
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
愛
甲
猛
で
し

た
。バ
ッ
ト
振
れ
ま
せ
ん
の
で
、一
打
席
目
三
塁
側
に
セ
ー

フ
ティ
バ
ン
ト
、二
打
席
目
一
塁
側
に
セ
ー
フ
ティ
バ
ン
ト
。

二
打
数
二
安
打
。で
も
、結
局
送
球
を
受
け
る
、守
備
を
す

る
、手
が
痛
い
ん
で
す
。

「
お
や
じ
さ
ん
、手
が
痛
く
て
グ
ロ
ー
ブ
入
り
ま
せ
ん
。」

「
分
か
っ
た
。足
は
使
え
る
よ
な
。」

「
は
い
。」

「
じ
ゃ
あ
い
い
。」

普
通
だ
っ
た
ら
登
録
抹
消
で
す
。わ
た
し
を
、使
え
な
い

選
手
を
は
ず
し
て
、誰
か
二
軍
か
ら
上
げ
て
く
る
の
が
通

例
な
ん
で
す
が
、そ
の
と
き
に
親
父
は
、

「
お
前
な
、こ
れ
か
ら
他
の
四
球
団
と
対
戦
す
る
。五
球

団
の
う
ち
ロ
ッ
テ
が
終
わ
っ
て
こ
れ
か
ら
四
球
団
と
対
戦

す
る
。ゲ
ー
ム
出
れ
な
く
て
も
い
い
。ベ
ン
チ
か
ら
ど
ん
な

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
て
、ど
ん
な
野
手
が
い
て
ど
ん
な
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
な
の
か
見
な
さ
い
。そ
れ
が
今
後
の
お
ま
え
の

仕
事
だ
。」

な
か
な
か
そ
う
い
う
判
断
す
る
人
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。勝
ち
た
い
が
た
め
に
、使
え
る
選
手
を
ベ
ン
チ
に
置

い
て
お
き
た
い
わ
け
で
す
。そ
れ
を
石
毛
は
こ
の
ま
ま
残

し
て
お
く
、ゲ
ー
ム
を
見
さ
せ
て
お
く
、こ
れ
が
あ
い
つ
の

た
め
に
な
る
、と
い
う
判
断
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で

す
。人
を
育
て
る
う
え
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

た
ぶ
ん
亀
裂
骨
折
を
し
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
く
ら
い
に
復
帰
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、

な
ん
と
な
ん
と
な
ん
と
打
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。い
っ
ぱ

い
。一
時
は
落
合
さ
ん
と
首
位
打
者
争
う
よ
う
な
三
割
五

分
く
ら
い
打
っ
て
た
ん
で
す
。結
局
終
わ
っ
た
ら
新
人
で

三
割
一
分
一
厘
、ホ
ー
ム
ラ
ン
二
十
一
本
、盗
塁
二
十
五
。立

派
な
数
字
を
残
し
て
の
新
人
王
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け

で
す
。プ
ロ
に
も
い
き
た
く
ね
え
や
と
思
っ
て
い
た
人
間

が
、こ
の
数
字
で
す
。

当
時
根
本
監
督
は
、門
限
な
し
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
し
、

や
り
た
い
放
題
、野
放
し
状
態
で
し
た
。そ
の
時
の
、根
本

の
親
父
の
口
癖
は
、

「
プ
ロ
だ
か
ら
自
主
管
理
当
た
り
前
。全
て
自
己
責
任

で
す
わ
。」

な
か
な
か
放
任
主
義
は
と
れ
ま
せ
ん
。野
球
界
、海
千

山
千
い
っ
ぱ
い
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。み
ん
な
野
武
士
状

態
と
い
っ
て
、二
日
酔
い
で
も
打
ち
ゃ
い
い
ん
だ
ろ
う
、勝

ち
ゃ
い
い
ん
だ
ろ
う
み
た
い
な
、そ
う
い
う
人
間
が
ご
ま
ん

と
い
た
ん
で
す
。案
外
、こ
の
野
放
し
が
私
に
は
合
っ
て
い

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。私
の
一
年
目
で
、監
督
根
本
は
終

わ
り
ま
し
た
。そ
の
後
は
管
理
部
長
と
し
て
全
責
任
者
と

し
て
チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
た
。ド
ラ
フ
ト
で
た

く
さ
ん
の
選
手
を
指
名
し
、練
習
生
扱
い
で
入
団
も
さ
せ

て
3
〜
4
年
の
間
に
40
〜
50
人
の
入
替
え
を
し
ま
し
た
。

素
材
の
良
い
選
手
を
あ
つ
め
た
わ
け
で
す
。

こ
の
選
手
た
ち
を
指
導
で
き
る
、料
理
で
き
る
ひ
と
は

誰
か
と
い
っ
て
、広
岡
達
朗
さ
ん
を
呼
ん
だ
わ
け
で
す
。根

本
の
親
父
が
カ
ー
プ
の
監
督
時
代
に
守
備
走
塁
コ
ー
チ

だ
っ
た
広
岡
さ
ん
を
よ
ば
れ
た
わ
け
で
す
ね
。広
岡
さ
ん

の
細
か
い
技
術
論
、マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
ミ

ー
ティン
グ
に
よ
っ
て
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
強
く
な
っ
て
い

っ
た
わ
け
で
す
。今
の
時
代
で
も
強
い
組
織
は
ど
う
や
っ

て
作
る
の
か
と
、い
ろ
い
ろ
模
索
を
し
て
お
り
ま
す
。そ
の

頃
の
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
球
団
の
人
集
め
は
、根
本
陸
夫
が

や
り
ま
し
た
。い
い
素
材
を
と
っ
て
き
た
選
手
を
広
岡
達

朗
が
指
導
を
し
ま
し
た
。マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。育
っ
た
人
間
を
森
監
督
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。い
い
組
織
づ
く
り
は
、人
集
め
、人
の
教
育
、人
使
い
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
あ
の
当
時
や
っ
た

ん
で
す
。な
ん
と
い
う
先
見
の
明
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。25
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、31
歳
の
時
に
一
億
円
を
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。プ
ロ
な
ん
て
行
き
た
く
ね
え

と
い
っ
た
や
つ
が
で
す
よ
。当
時
、プ
ロ
野
球
に
4
人
し
か

い
な
か
っ
た
ん
で
す
。落
合
さ
ん
、門
田
さ
ん
、東
尾
さ
ん
、

石
毛
で
し
た
。東
尾
さ
ん
は
問
題
を
起
こ
し
て
減
俸
く
ら

っ
て
ま
し
た
け
ど
。

（
一
同
笑
い
）

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

そ
の
時
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
石
毛
だ
っ
た
と
、巷
で

も
テ
レ
ビ
で
も
新
聞
で
も
多
か
っ
た
。そ
の
時
に
親
父
に
、

「
親
父
さ
ん
、ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
。」

「
な
ん
や
。」

「
世
間
は
さ
、俺
の
こ
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ―

な
ん
て
呼
ん

俺
の
力
な
ん
で
す
。

（
一
同
笑
い
）

そ
れ
か
ら
兄
貴
が
ず
っ
と
今
ま
で
百
姓
や
っ
て
く
れ
て

ま
す
。そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、な
に
も
甲
子
園
行
こ
う
と

か
、プ
ロ
に
行
こ
う
と
か
何
も
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
も
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。大
学
に
入
っ
た
ら
で
す

よ
、六
畳
一
間
の
寮
生
活
。僕
は
一
年
生
、四
年
生
が
部
屋

長
で
し
た
。部
屋
長
は
中
畑
清
先
輩
で
し
た
。

（
一
同
笑
い
）

な
ん
で
中
畑
さ
ん
の
名
前
出
し
た
だ
け
で
み
ん
な
笑
う

ん
で
す
か
ね
。ま
あ
、あ
の
ま
ま
で
す
。そ
れ
で
、せ
っ
か
く

大
学
ま
で
行
か
せ
て
も
ら
え
る
の
だ
っ
た
ら
、教
職
を
と

っ
て
先
生
に
な
っ
て
、母
校
で
監
督
で
も
や
ろ
う
と
思
っ
て

ま
し
た
。学
ラ
ン
を
着
て
学
校
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、中

畑
先
輩
が
、

「
お
い
、何
考
え
て
ん
だ
よ
」

「
い
や
、授
業
に
い
き
ま
す
。」

「
授
業
行
っ
て
ど
う
す
ん
だ
よ
。」

「
教
職
を
履
修
し
て
る
の
で
、先
生
に
な
り
ま
す
。」

「
馬
鹿
か
お
前
。や
め
と
け
、や
め
と
け
、無
理
無
理
無

理
。学
ラ
ン
脱
い
で
ジ
ャ
ー
ジ
着
て
、そ
の
へん
走
っ
て
こ

い
。」一

年
生
畜
生
、二
年
生
動
物
、三
年
生
人
間
、四
年
生
神

様
と
い
う
身
分
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。神
様
の
い
う
事
は

絶
対
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、仕
方
な
く
学
ラ
ン
を
脱
い
で
、ジ

ャ
ー
ジ
を
き
て
バ
ッ
ト
振
っ
た
り
、走
っ
た
わ
け
で
す
。そ

の
結
果
、一
年
生
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
は
っ
て
、二
年・三
年

生
は
日
の
丸
を
背
負
っ
て
日
米
野
球
の
代
表
メ
ン
バ
ー
に

も
な
っ
て
、ア
メ
リ
カ
に
も
行
き
ま
し
た
。あ
る
意
味
で
は

中
畑
先
輩
の
お
か
げ
で
す
。そ
れ
で
も
ま
だ
、プ
ロ
を
考
え

て
い
な
か
っ
た
で
す
。

な
ん
で
親
父
、俺
を
引
く
ん
だ

結
局
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
選
ん
で
い
き
ま
し
た
。社
会

人
一
年
目
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
、キ
ュ
ー
バ
で
や
り
ま
し
た
。

社
会
人
二
年
目
一
九
八
〇
年
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
前
身
で
す
よ
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ
て
ま
し
た
け
ど
、そ
の
時
の
グ
ロ
ー
ブ

で
す
。そ
の
と
き
学
生
唯
一
が
原
辰
徳
、シ
ョ
ー
ト
が
石

毛
、原・石
毛
で
目
立
っ
た
わ
け
で
す
よ
、活
躍
す
る
と
新

聞
の
活
字
に
な
り
ま
す
よ
。田
舎
だ
と
大
変
で
す
。う
ち
の

屋
号
ゲ
ン
ザ
エ
モ
ン
っ
て
い
う
ん
で
す
け
ど
、

「
ゲ
ン
ザ
エ
モ
ン
の
次
男
坊
す
げ
え
な
、将
来
プ
ロ
に
な

れ
ん
な
。」

っ
て
い
う
わ
け
で
す
。そ
れ
を
き
い
た
親
が

「
帰
っ
て
こ
い
」

「
な
ん
で
だ
よ
」

「
お
い
、プ
ロ
い
け
。プ
ロ
い
け
ば
金
に
な
る
ら
し
い
じ
ゃ

な
い
か
。契
約
金
と
か
、年
俸
と
か
だ
い
ぶ
貰
え
る
ら
し
い

な
。大
学
四
年
間
お
前
に
金
つ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。そ
の
金
を

返
せ
。」

そ
れ
で
、家
族
会
議
が
ひ
ら
か
れ
て
、「
分
か
っ
た
。（
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
と
）同
じ
西
武
グ
ル
ー
プ
に
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
が
あ
る
か
ら
、そ
れ
に
指
名
さ
れ
た
ら
行
っ
て
も
い

い
。そ
れ
以
外
だ
っ
た
ら
俺
は
ア
マ
チ
ュ
ア
に
残
っ
て
生
涯

ホ
テ
ル
マ
ン
を
や
り
た
い
。」

そ
し
て
、運
命
の
ド
ラ
フ
ト
当
日
。「
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

石
毛
」・「
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
石
毛
」。そ
れ
で
籤
を
引
き
当

て
た
の
が
根
本
陸
夫
で
し
た
。何
で
親
父
俺
を
引
く
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。阪
急
だ
っ
た
ら
今
頃
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

の
社
長
で
も
や
っ
て
ま
し
た
。ホ
テ
ル
マ
ン
で
東
京
プ
リ
ン

ス
に
い
ま
し
た
か
ら
、そ
こ
の
支
配
人
が
、

「
お
前
は
、ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
の
所
作
も
い
い
。将
来
こ

こ
の
支
配
人
や
れ
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。頑
張
り
ま
す
。」

っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、ド
ラ
フ
ト
当
日
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ

じ
ゃ
、や
っ
た
ー
」と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
よ
。家

族
会
議
の
決
定
に
従
う
し
か
、し
ょ
う
が
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
一
九
八
一
年
に
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
団
し
て
、

一
年
目
の
監
督
が
根
本
陸
夫
で
す
。あ
の
時
に
、一
番
年
長

者
で
土
井
正
博
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。所
謂
根

本
組
の
代
貸
で
す
ね
。田
淵
幸
一
、山
崎
裕
之
、東
尾
修
、大

田
卓
司
、こ
の
辺
が
若
頭
で
す
よ
、あ
ん
ま
り
い
い
表
現
じ

ゃ
な
い
で
す
ね
。

（
一
同
笑
い
）

プ
ロ
1
年
目
の
キ
ャン
プ
で
す
。

大
学
、社
会
人
と
キ
ャ
ン
プ
は
厳
し
か
っ
た
の
で
覚
悟

し
て
高
知
春
の
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
ら
、そ
う
で
も
な
く
、

九
時
半
か
ら
集
合
し
て
ア
ッ
プ
し
て
、十
一
時
半
く
ら
い
か

ら
バ
ッ
ティ
ン
グ
し
て
、先
輩
た
ち
は
も
う
そ
れ
で
帰
っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
。こ
ん
な
キ
ャ
ン
プ
で
い
い
の
か
な
、こ
ん
な

楽
で
い
い
の
か
な
と
。午
後
か
ら
時
間
と
場
所
が
空
く
わ

け
で
す
。そ
し
た
ら
コ
ー
チ
が
、

「
お
い
、石
毛
。バ
ッ
ティン
グ
す
る
ぞ
。ノ
ッ
ク
打
つ
ぞ
。」

そ
ん
な
わ
け
で
、へ
と
へ
と
に
な
る
キ
ャ
ン
プ
で
は
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。何
と
な
く
キ
ャ
ン
プ
、オ
ー
プ
ン
戦
を
消

化
し
て
、開
幕
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。

開
幕
戦
、川
崎
球
場
、対
ロ
ッ
テ
。ピ
ッ
チ
ャ
ー
村
田
兆

治
さ
ん
で
す
。パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー
グ
を
代
表
す
る
ピ
ッ
チ

ャ
ー
で
す
。一
番
シ
ョ
ー
ト
で
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。カ
ウ
ン
ト

１‒

１
、真
ん
中
の
真
っ
す
ぐ
を
カ
チ
ー
ン
と
芯
で
と
ら

え
て
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
、初
打
席・初
ヒ
ッ
ト
で
す
。二
打

席
目
、左
中
間
に
ツ
ー
ベー
ス
、三
打
席
目
左
中
間
に
ホ
ー

く
じ

い
わ
ゆ
る

ち
ま
た
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8
I
B
A
F
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
カ
ッ
プ
：
I
B
A
F（
国

際
野
球
連
盟
）が
主
催
し
て
い

た
野
球
の
国
際
公
式
戦
。一
九

七
九
年
は
キ
ュ
ー
バ
で
開
催
さ

れ
た
。

9
奥
江
英
幸
：一
九
五
〇
年
生
ま

れ
。一
九
七
一
年
大
洋
ホ
エ
ー
ル

ズ
入
団
、一
九
七
七
年
ロ
ッ
テ
オ

リ
オ
ン
ズ
移
籍
。

10
広
岡
達
朗
：一
九
三
二
年
生
ま

れ
。

11
森
祇
晶
：一
九
三
七
年
生
ま
れ
。

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
監
督
と
し
て
、

一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
四
年

ま
で
の
九
年
間
で
八
回
の
リ
ー

グ
優
勝
、六
回
の
日
本
一
に
導

い
た
。

12
落
合
博
満
：一
九
五
三
年
生
ま

れ
。唯
一の
三
冠
王
。

13
門
田
博
光
：一
九
四
八
年
生
ま

れ
。南
海
ホ
ー
ク
ス
な
ど
で
活

躍
し
た
。ホ
ー
ム
ラ
ン
王
三
回
、

打
点
王
二
回
。

14
東
尾
修
：一
九
六
九
年
か
ら
二

十
年
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
活
躍
。

最
多
勝
二
回
、最
優
秀
防
御
率

一
回
、最
多
奪
三
振
一
回
。

ム
ラ
ン
。盗
塁
も
す
る
、四
打
数
三
安
打
二
盗
塁
、素
晴
ら

し
い
デ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

二
試
合
目
、プ
ロ
の
洗
礼
で
す
よ
ね
。打
席
に
入
っ
た
ら

ビ
ー
ン
ボ
ー
ル
が
頭
の
ほ
う
に
く
る
わ
け
で
す
。新
人
に

な
め
ら
れ
た
ら
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。奥
江

さ
ん
で
し
た
。頭
の
方
に
ボ
ー
ル
が
き
て
、危
な
い
と
手
を

あ
げ
て
避
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。手
の
甲
に
ボ
ー
ル
が
当

た
り
ま
し
た
。デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
で
す
。ま
あ
大
丈
夫
か
な
と

思
っ
て
ま
し
た
。次
の
打
席
バ
ッ
ト
持
つ
と
手
が
し
び
れ

て
痛
い
ん
で
す
。ち
ょ
っ
と
担
当
コ
ー
チ
の
毒
島
さ
ん
に
、

「
バ
ッ
ト
振
れ
ま
せ
ん
け
ど
、ど
う
し
ま
し
ょ
う
。」

監
督
根
本
の
親
父
が
、

「
お
前
、足
は
使
え
る
ん
だ
ろ
う
。出
ろ
。」

「
は
い
。」

　
第
三
戦
目
は
む
こ
う
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
愛
甲
猛
で
し

た
。バ
ッ
ト
振
れ
ま
せ
ん
の
で
、一
打
席
目
三
塁
側
に
セ
ー

フ
ティ
バ
ン
ト
、二
打
席
目
一
塁
側
に
セ
ー
フ
ティ
バ
ン
ト
。

二
打
数
二
安
打
。で
も
、結
局
送
球
を
受
け
る
、守
備
を
す

る
、手
が
痛
い
ん
で
す
。

「
お
や
じ
さ
ん
、手
が
痛
く
て
グ
ロ
ー
ブ
入
り
ま
せ
ん
。」

「
分
か
っ
た
。足
は
使
え
る
よ
な
。」

「
は
い
。」

「
じ
ゃ
あ
い
い
。」

普
通
だ
っ
た
ら
登
録
抹
消
で
す
。わ
た
し
を
、使
え
な
い

選
手
を
は
ず
し
て
、誰
か
二
軍
か
ら
上
げ
て
く
る
の
が
通

例
な
ん
で
す
が
、そ
の
と
き
に
親
父
は
、

「
お
前
な
、こ
れ
か
ら
他
の
四
球
団
と
対
戦
す
る
。五
球

団
の
う
ち
ロ
ッ
テ
が
終
わ
っ
て
こ
れ
か
ら
四
球
団
と
対
戦

す
る
。ゲ
ー
ム
出
れ
な
く
て
も
い
い
。ベ
ン
チ
か
ら
ど
ん
な

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
て
、ど
ん
な
野
手
が
い
て
ど
ん
な
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
な
の
か
見
な
さ
い
。そ
れ
が
今
後
の
お
ま
え
の

仕
事
だ
。」

な
か
な
か
そ
う
い
う
判
断
す
る
人
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。勝
ち
た
い
が
た
め
に
、使
え
る
選
手
を
ベ
ン
チ
に
置

い
て
お
き
た
い
わ
け
で
す
。そ
れ
を
石
毛
は
こ
の
ま
ま
残

し
て
お
く
、ゲ
ー
ム
を
見
さ
せ
て
お
く
、こ
れ
が
あ
い
つ
の

た
め
に
な
る
、と
い
う
判
断
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で

す
。人
を
育
て
る
う
え
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

た
ぶ
ん
亀
裂
骨
折
を
し
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
く
ら
い
に
復
帰
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、

な
ん
と
な
ん
と
な
ん
と
打
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。い
っ
ぱ

い
。一
時
は
落
合
さ
ん
と
首
位
打
者
争
う
よ
う
な
三
割
五

分
く
ら
い
打
っ
て
た
ん
で
す
。結
局
終
わ
っ
た
ら
新
人
で

三
割
一
分
一
厘
、ホ
ー
ム
ラ
ン
二
十
一
本
、盗
塁
二
十
五
。立

派
な
数
字
を
残
し
て
の
新
人
王
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け

で
す
。プ
ロ
に
も
い
き
た
く
ね
え
や
と
思
っ
て
い
た
人
間

が
、こ
の
数
字
で
す
。

当
時
根
本
監
督
は
、門
限
な
し
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
し
、

や
り
た
い
放
題
、野
放
し
状
態
で
し
た
。そ
の
時
の
、根
本

の
親
父
の
口
癖
は
、

「
プ
ロ
だ
か
ら
自
主
管
理
当
た
り
前
。全
て
自
己
責
任

で
す
わ
。」

な
か
な
か
放
任
主
義
は
と
れ
ま
せ
ん
。野
球
界
、海
千

山
千
い
っ
ぱ
い
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。み
ん
な
野
武
士
状

態
と
い
っ
て
、二
日
酔
い
で
も
打
ち
ゃ
い
い
ん
だ
ろ
う
、勝

ち
ゃ
い
い
ん
だ
ろ
う
み
た
い
な
、そ
う
い
う
人
間
が
ご
ま
ん

と
い
た
ん
で
す
。案
外
、こ
の
野
放
し
が
私
に
は
合
っ
て
い

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。私
の
一
年
目
で
、監
督
根
本
は
終

わ
り
ま
し
た
。そ
の
後
は
管
理
部
長
と
し
て
全
責
任
者
と

し
て
チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
た
。ド
ラ
フ
ト
で
た

く
さ
ん
の
選
手
を
指
名
し
、練
習
生
扱
い
で
入
団
も
さ
せ

て
3
〜
4
年
の
間
に
40
〜
50
人
の
入
替
え
を
し
ま
し
た
。

素
材
の
良
い
選
手
を
あ
つ
め
た
わ
け
で
す
。

こ
の
選
手
た
ち
を
指
導
で
き
る
、料
理
で
き
る
ひ
と
は

誰
か
と
い
っ
て
、広
岡
達
朗
さ
ん
を
呼
ん
だ
わ
け
で
す
。根

本
の
親
父
が
カ
ー
プ
の
監
督
時
代
に
守
備
走
塁
コ
ー
チ

だ
っ
た
広
岡
さ
ん
を
よ
ば
れ
た
わ
け
で
す
ね
。広
岡
さ
ん

の
細
か
い
技
術
論
、マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
ミ

ー
ティン
グ
に
よ
っ
て
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
強
く
な
っ
て
い

っ
た
わ
け
で
す
。今
の
時
代
で
も
強
い
組
織
は
ど
う
や
っ

て
作
る
の
か
と
、い
ろ
い
ろ
模
索
を
し
て
お
り
ま
す
。そ
の

頃
の
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
球
団
の
人
集
め
は
、根
本
陸
夫
が

や
り
ま
し
た
。い
い
素
材
を
と
っ
て
き
た
選
手
を
広
岡
達

朗
が
指
導
を
し
ま
し
た
。マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。育
っ
た
人
間
を
森
監
督
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。い
い
組
織
づ
く
り
は
、人
集
め
、人
の
教
育
、人
使
い
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
あ
の
当
時
や
っ
た

ん
で
す
。な
ん
と
い
う
先
見
の
明
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。25
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、31
歳
の
時
に
一
億
円
を
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。プ
ロ
な
ん
て
行
き
た
く
ね
え

と
い
っ
た
や
つ
が
で
す
よ
。当
時
、プ
ロ
野
球
に
4
人
し
か

い
な
か
っ
た
ん
で
す
。落
合
さ
ん
、門
田
さ
ん
、東
尾
さ
ん
、

石
毛
で
し
た
。東
尾
さ
ん
は
問
題
を
起
こ
し
て
減
俸
く
ら

っ
て
ま
し
た
け
ど
。

（
一
同
笑
い
）

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

そ
の
時
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
石
毛
だ
っ
た
と
、巷
で

も
テ
レ
ビ
で
も
新
聞
で
も
多
か
っ
た
。そ
の
時
に
親
父
に
、

「
親
父
さ
ん
、ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
。」

「
な
ん
や
。」

「
世
間
は
さ
、俺
の
こ
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ―

な
ん
て
呼
ん

俺
の
力
な
ん
で
す
。

（
一
同
笑
い
）

そ
れ
か
ら
兄
貴
が
ず
っ
と
今
ま
で
百
姓
や
っ
て
く
れ
て

ま
す
。そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、な
に
も
甲
子
園
行
こ
う
と

か
、プ
ロ
に
行
こ
う
と
か
何
も
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
も
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。大
学
に
入
っ
た
ら
で
す

よ
、六
畳
一
間
の
寮
生
活
。僕
は
一
年
生
、四
年
生
が
部
屋

長
で
し
た
。部
屋
長
は
中
畑
清
先
輩
で
し
た
。

（
一
同
笑
い
）

な
ん
で
中
畑
さ
ん
の
名
前
出
し
た
だ
け
で
み
ん
な
笑
う

ん
で
す
か
ね
。ま
あ
、あ
の
ま
ま
で
す
。そ
れ
で
、せ
っ
か
く

大
学
ま
で
行
か
せ
て
も
ら
え
る
の
だ
っ
た
ら
、教
職
を
と

っ
て
先
生
に
な
っ
て
、母
校
で
監
督
で
も
や
ろ
う
と
思
っ
て

ま
し
た
。学
ラ
ン
を
着
て
学
校
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、中

畑
先
輩
が
、

「
お
い
、何
考
え
て
ん
だ
よ
」

「
い
や
、授
業
に
い
き
ま
す
。」

「
授
業
行
っ
て
ど
う
す
ん
だ
よ
。」

「
教
職
を
履
修
し
て
る
の
で
、先
生
に
な
り
ま
す
。」

「
馬
鹿
か
お
前
。や
め
と
け
、や
め
と
け
、無
理
無
理
無

理
。学
ラ
ン
脱
い
で
ジ
ャ
ー
ジ
着
て
、そ
の
へん
走
っ
て
こ

い
。」一

年
生
畜
生
、二
年
生
動
物
、三
年
生
人
間
、四
年
生
神

様
と
い
う
身
分
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。神
様
の
い
う
事
は

絶
対
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、仕
方
な
く
学
ラ
ン
を
脱
い
で
、ジ

ャ
ー
ジ
を
き
て
バ
ッ
ト
振
っ
た
り
、走
っ
た
わ
け
で
す
。そ

の
結
果
、一
年
生
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
は
っ
て
、二
年・三
年

生
は
日
の
丸
を
背
負
っ
て
日
米
野
球
の
代
表
メ
ン
バ
ー
に

も
な
っ
て
、ア
メ
リ
カ
に
も
行
き
ま
し
た
。あ
る
意
味
で
は

中
畑
先
輩
の
お
か
げ
で
す
。そ
れ
で
も
ま
だ
、プ
ロ
を
考
え

て
い
な
か
っ
た
で
す
。

な
ん
で
親
父
、俺
を
引
く
ん
だ

結
局
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
選
ん
で
い
き
ま
し
た
。社
会

人
一
年
目
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
、キ
ュ
ー
バ
で
や
り
ま
し
た
。

社
会
人
二
年
目
一
九
八
〇
年
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
前
身
で
す
よ
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ
て
ま
し
た
け
ど
、そ
の
時
の
グ
ロ
ー
ブ

で
す
。そ
の
と
き
学
生
唯
一
が
原
辰
徳
、シ
ョ
ー
ト
が
石

毛
、原・石
毛
で
目
立
っ
た
わ
け
で
す
よ
、活
躍
す
る
と
新

聞
の
活
字
に
な
り
ま
す
よ
。田
舎
だ
と
大
変
で
す
。う
ち
の

屋
号
ゲ
ン
ザ
エ
モ
ン
っ
て
い
う
ん
で
す
け
ど
、

「
ゲ
ン
ザ
エ
モ
ン
の
次
男
坊
す
げ
え
な
、将
来
プ
ロ
に
な

れ
ん
な
。」

っ
て
い
う
わ
け
で
す
。そ
れ
を
き
い
た
親
が

「
帰
っ
て
こ
い
」

「
な
ん
で
だ
よ
」

「
お
い
、プ
ロ
い
け
。プ
ロ
い
け
ば
金
に
な
る
ら
し
い
じ
ゃ

な
い
か
。契
約
金
と
か
、年
俸
と
か
だ
い
ぶ
貰
え
る
ら
し
い

な
。大
学
四
年
間
お
前
に
金
つ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。そ
の
金
を

返
せ
。」

そ
れ
で
、家
族
会
議
が
ひ
ら
か
れ
て
、「
分
か
っ
た
。（
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
と
）同
じ
西
武
グ
ル
ー
プ
に
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
が
あ
る
か
ら
、そ
れ
に
指
名
さ
れ
た
ら
行
っ
て
も
い

い
。そ
れ
以
外
だ
っ
た
ら
俺
は
ア
マ
チ
ュ
ア
に
残
っ
て
生
涯

ホ
テ
ル
マ
ン
を
や
り
た
い
。」

そ
し
て
、運
命
の
ド
ラ
フ
ト
当
日
。「
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

石
毛
」・「
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
石
毛
」。そ
れ
で
籤
を
引
き
当

て
た
の
が
根
本
陸
夫
で
し
た
。何
で
親
父
俺
を
引
く
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。阪
急
だ
っ
た
ら
今
頃
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

の
社
長
で
も
や
っ
て
ま
し
た
。ホ
テ
ル
マ
ン
で
東
京
プ
リ
ン

ス
に
い
ま
し
た
か
ら
、そ
こ
の
支
配
人
が
、

「
お
前
は
、ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
の
所
作
も
い
い
。将
来
こ

こ
の
支
配
人
や
れ
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。頑
張
り
ま
す
。」

っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、ド
ラ
フ
ト
当
日
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ

じ
ゃ
、や
っ
た
ー
」と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
よ
。家

族
会
議
の
決
定
に
従
う
し
か
、し
ょ
う
が
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
一
九
八
一
年
に
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
団
し
て
、

一
年
目
の
監
督
が
根
本
陸
夫
で
す
。あ
の
時
に
、一
番
年
長

者
で
土
井
正
博
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。所
謂
根

本
組
の
代
貸
で
す
ね
。田
淵
幸
一
、山
崎
裕
之
、東
尾
修
、大

田
卓
司
、こ
の
辺
が
若
頭
で
す
よ
、あ
ん
ま
り
い
い
表
現
じ

ゃ
な
い
で
す
ね
。

（
一
同
笑
い
）

プ
ロ
1
年
目
の
キ
ャン
プ
で
す
。

大
学
、社
会
人
と
キ
ャ
ン
プ
は
厳
し
か
っ
た
の
で
覚
悟

し
て
高
知
春
の
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
ら
、そ
う
で
も
な
く
、

九
時
半
か
ら
集
合
し
て
ア
ッ
プ
し
て
、十
一
時
半
く
ら
い
か

ら
バ
ッ
ティ
ン
グ
し
て
、先
輩
た
ち
は
も
う
そ
れ
で
帰
っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
。こ
ん
な
キ
ャ
ン
プ
で
い
い
の
か
な
、こ
ん
な

楽
で
い
い
の
か
な
と
。午
後
か
ら
時
間
と
場
所
が
空
く
わ

け
で
す
。そ
し
た
ら
コ
ー
チ
が
、

「
お
い
、石
毛
。バ
ッ
ティン
グ
す
る
ぞ
。ノ
ッ
ク
打
つ
ぞ
。」

そ
ん
な
わ
け
で
、へ
と
へ
と
に
な
る
キ
ャ
ン
プ
で
は
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。何
と
な
く
キ
ャ
ン
プ
、オ
ー
プ
ン
戦
を
消

化
し
て
、開
幕
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。

開
幕
戦
、川
崎
球
場
、対
ロ
ッ
テ
。ピ
ッ
チ
ャ
ー
村
田
兆

治
さ
ん
で
す
。パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー
グ
を
代
表
す
る
ピ
ッ
チ

ャ
ー
で
す
。一
番
シ
ョ
ー
ト
で
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。カ
ウ
ン
ト

１‒

１
、真
ん
中
の
真
っ
す
ぐ
を
カ
チ
ー
ン
と
芯
で
と
ら

え
て
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
、初
打
席・初
ヒ
ッ
ト
で
す
。二
打

席
目
、左
中
間
に
ツ
ー
ベー
ス
、三
打
席
目
左
中
間
に
ホ
ー

く
じ

い
わ
ゆ
る

ち
ま
た
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15
工
藤
公
康
：一
九
六
三
年
生
ま

れ
。一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
ま
で
二
九
年
間
に
わ
た
り
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
や
福
岡
ダ
イ
エ

ー
ホ
ー
ク
ス
な
ど
で
プ
レ
ー

し
、二
二
四
勝
を
挙
げ
た
。

16
古
賀
英
彦
：一
九
三
九
年
生
ま

れ
。一
九
六
二
年
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
に
投
手
と
し
て
入
団
。日

本
人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ

野
球
で
監
督
を
務
め
た
最
初
の

人
物
。

17
伊
東
一
雄
：一
九
三
四
年
生
ま

れ
。野
球
解
説
者
、メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
評
論
家
。長
年
、プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
の
司
会
を
つ
と

め
た
。

僕
は
大
学
を
出
て
、社
会
人
で
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
入
っ

て
、25
歳
の
時
に
プ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。い
ま
ま
で
、大
学

出
て
社
会
人
野
球
出
て
、二
千
本
安
打
打
っ
た
人
は
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。こ
れ
は
お
や
じ
お
ふ
く
ろ
の
願
い

で
も
あ
り
ま
し
た
。プ
ロ
に
入
っ
て
14
年
間
、必
ず
一
年
間

に
１
０
０
本
以
上
の
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。あ
と
二

年
や
れ
ば
二
千
本
に
到
達
す
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
時
に
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
、監
督
や
れ
、選
手
ダ

メ
と
い
う
事
で
し
た
。さ
て
ど
う
し
よ
う
。監
督
要
請
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
。で
す
が
、数
字
の
二
千
本
。い
ま
ま
で
成

し
遂
げ
た
人
が
い
な
い
な
ら
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。悩
ん
で
悩
ん
だ
結
果
、現
役
の
道
を
追
い
求
め
ま
し

た
。堤
義
明
オ
ー
ナ
ー
に
Ｆ
Ａ
を
宣
言
す
る
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｆ
Ａ
の
宣
言
を
し
た
と
き
に
、根
本

の
親
父
さ
ん
か
ら
電
話
が
来
ま
し
た
。

「
お
ま
え
、西
武
出
ん
の
か
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
親
父
と
っ
て
く
れ
ま
す
か
。」

「
そ
れ
は
分
か
ら
ん
。工
藤
は
と
る
。」

「
え
、工
藤
と
一
緒
に
と
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。」

「
い
や
そ
れ
は
わ
か
ら
ん
。」

そ
れ
か
ら
一
週
間
し
て
根
本
の
親
父
が
会
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。と
っ
て
や
る
、と
い
っ
て
く
れ
て
ダ
イ
エ
ー
ホ

ー
ク
ス
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。39
歳
、40
歳
と
二
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、自
分
と
し
て
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
ゲ
ー
ム
に
出
れ
る
と
思
っ
て
行
っ
た
ら
、39

歳
の
Ｆ
Ａ
の
一
年
目
、ほ
と
ん
ど
ゲ
ー
ム
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
で
す
。今
ま
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
は
っ
て
い
た
人
間
が
出
れ

な
い
と
、景
色
が
違
う
ん
で
す
。つ
ま
ん
な
い
ん
で
す
。と
て

も
二
千
本
な
ん
て
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
で一
年
目

終
わ
っ
た
時
に
、親
父
の
と
こ
ろ
に
相
談
し
に
行
っ
て

「
親
父
辞
め
て
い
い
で
す
か
。」

「
な
ん
や
。」

「
い
や
、ゲ
ー
ム
出
れ
な
い
で
す
。つ
ま
ん
な
い
で
す
。」

「
球
団
は
な
ん
て
言
っ
て
る
ん
だ
。」

「
も
う
一
年
や
っ
て
く
れ
っ
て
話
し
て
く
れ
て
ま
す
。」

「
じ
ゃ
あ
や
れ
。」

「
つ
ま
ん
な
い
で
す
よ
。」

「
辞
め
た
ら
何
す
ん
だ
。」

「
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
野
球
を
見
て
勉
強
し
ま
す
。」

「
み
ん
な
そ
う
言
う
ん
だ
お
前
た
ち
。長
嶋・王
が
立
派

な
監
督
だ
と
思
う
か
。」

「
思
い
ま
せ
ん
。」（
今
は
違
い
ま
す
よ
、一
同
笑
い
）

「
だ
な
。引
退
し
て
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
み
る
の
も
一
つ
の
選

択
だ
。た
だ
球
団
が
や
れ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、そ

の
機
会
を
利
用
し
て
、王
野
球
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ

て
い
る
の
か
、そ
う
い
う
観
点
で
ベ
ン
チ
か
ら
直
に
み
る
の

も
勉
強
じ
ゃ
ね
え
か
。そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
ろ
。」

な
ん
だ
か
ん
だ
納
得
し
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、

「
は
い
、分
か
り
ま
し
た
。」

そ
の
当
時
二
億
円
も
ら
っ
て
た
ん
で
す
。そ
れ
が
一
億
円

の
減
俸
に
な
り
ま
し
た
。50
％
も
の
減
俸
、初
め
て
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。そ
の
時
の
記
者
会
見
で
、若
い
記
者
か
ら

「
石
毛
さ
ん
、来
年
40
歳
で
す
ね
。」

「
は
い
。」

「
二
億
か
ら
一
億
に
減
俸
さ
れ
て
、そ
れ
で
も
ま
だ
野
球

や
る
ん
で
す
か
。」

こ
の
野
郎
と
思
い
ま
し
た
よ
。

「
あ
、そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。で
も
や
る
と
決
め
た

以
上
、40
歳
に
な
っ
て
も
一
億
円
と
い
う
年
俸
を
も
ら
っ
て

野
球
が
で
き
る
。も
う
一
度
正
面
向
い
て
野
球
を
や
り
た

い
と
そ
の
覚
悟
も
っ
て
来
年
頑
張
り
ま
す
。」

二
年
目
、同
じ
よ
う
に
ゲ
ー
ム
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。七
月
、八
月
王
監
督
か
ら

「
石
毛
す
ま
ん
け
ど
、二
軍
行
っ
て
く
れ
る
か
。」

「
い
い
で
す
よ
。大
丈
夫
で
す
。」

二
軍
の
雁
の
巣
と
い
う
球
場
が
あ
る
の
で
す
が
、め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
暑
い
ん
で
す
。そ
の
当
時
二
軍
に
選
手
が
い
な
い

か
ら
私
が
出
る
ん
で
す
。監
督
は
古
賀
さ
ん
と
い
う
方
で

し
た
。

「
石
毛
ど
う
す
る
。」

「
い
や
使
っ
て
下
さ
い
よ
。」

「
い
い
の
か
お
ま
え
、暑
さ
大
丈
夫
か
。」　

「
大
丈
夫
で
す
よ
。」

僕
が
40
歳
で
デ
ー
ゲ
ー
ム
出
る
わ
け
で
す
よ
。そ
う
す

る
と
、近
鉄
、オ
リ
ッ
ク
ス
、中
日
、い
ろ
ん
な
対
戦
チ
ー
ム

が
き
て
、35
、36
歳
で
ベ
テ
ラ
ン
風
ふ
か
し
て
、ベ
ン
チ
で
あ

ぐ
ら
か
い
て
見
て
る
わ
け
で
す
。ゲ
ー
ム
も
出
ず
に
。僕
よ

り
４
、５
歳
若
い
で
す
よ
。そ
し
た
ら

「
石
毛
さ
ん
、な
ん
で
試
合
出
て
ん
で
す
か
。こ
ん
な
く

そ
暑
い
な
か
。」

「
う
ん
、俺
？
五
体
満
足
だ
も
ん
。い
ま
あ
る
の
は
野
球

の
お
か
げ
だ
も
ん
。野
球
の
お
か
げ
で
沢
山
お
金
も
も
ら
っ

て
き
た
。野
球
の
お
か
げ
で
良
い
想
い
出
を
つ
く
っ
て
き

た
。俺
の
大
親
友
な
ん
だ
。今
年
お
れ
は
引
退
す
る
。大
親

友
に
不
義
理
を
し
な
い
で
引
退
し
た
い
。お
前
た
ち
俺
よ
り

若
い
な
。球
団
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
、見
て
る
と
思
う
ぞ
。あ

る
人
間
が
辞
め
る
間
際
ど
う
や
っ
て
い
た
の
か
、二
軍
に
い

て
も
練
習
も
ろ
く
す
っ
ぽ
せ
ず
、ゲ
ー
ム
に
も
出
ず
、腕
を

組
ん
で
野
球
を
み
て
た
。こ
い
つ
使
え
ね
え
な
っ
て
思
う
は

ず
だ
ぞ
。体
が
丈
夫
な
ら
ゲ
ー
ム
出
る
べ
き
だ
。」

「
は
い
。」

彼
ら
は
翌
日
か
ら
ゲ
ー
ム
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
く
れ
る
け
ど
さ
、俺
な
ん
も
そ
ん
な
し
ご
と
し
て
ね
え

よ
。ま
し
て
親
父
、プ
ロ
野
球
は
個
人
事
業
主
だ
よ
な
。ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
、先
輩
後
輩
は
あ
る
け
ど
、み
ん
な

個
人
事
業
主
だ
よ
な
。な
ん
で
俺
の
こ
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
な
ん
て
い
う
ん
だ
よ
。過
大
評
価
だ
よ
、居
心
地
が
悪

い
。」

「
い
い
と
こ
ろ
に
気
が
付
い
た
な
。評
価
っ
て
い
う
の
は

他
人
が
し
て
評
価
だ
よ
。な
か
な
か
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
な

ん
て
評
価
さ
れ
な
い
な
。今
の
日
本
の
プ
ロ
野
球
界
に
日

本
人
だ
け
で
七
百
人
く
ら
い
選
手
い
る
よ
。そ
う
い
う
ふ

う
に
言
わ
れ
る
の
は
お
前
く
ら
い
だ
よ
。あ
り
が
て
ぇ
評

価
だ
。受
け
取
っ
て
お
け
。で
も
あ
る
意
味
評
価
っ
て
い
う

の
は
、枠
が
あ
っ
て
、節
制
が
あ
っ
て
窮
屈
な
ん
だ
。今
そ

れ
を
感
じ
始
め
て
い
る
ん
だ
な
。今
後
色
々
な
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
節
制
と
枠
を
意
識
し
て
生

き
て
ゆ
け
。大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と

だ
。」こ

う
言
わ
れ
ま
し
た
。な
ん
か
説
得
力
が
あ
る
よ
う
で
、

で
も
消
化
で
き
な
い
よ
う
な
話
で
し
た
。

翌
年
、一
億
二
、三
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

「
お
い
、石
毛
ち
ょ
っ
と
来
い
。お
め
え
だ
い
ぶ
給
料
上

が
っ
た
な
。お
前
の
同
僚
、一
般
社
会
で
年
俸
い
く
ら
も
ら

っ
て
ん
だ
よ
。」

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
い
う
と
、三
百
万
円
か
ら
四
百
万
円

位
で
し
ょ
う
か
。」

「
だ
な
。お
前
一
億
二・三
千
万
も
ら
っ
て
る
な
。お
前
感

覚
ズ
レ
て
な
い
か
。ス
ー
ツ
の
似
合
う
男
に
な
れ
。」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。」

「
オ
フ
は
、仲
間・同
僚
と
企
業
人
、色
ん
な
方
と
一
緒
に

飯
を
食
え
。一
緒
に
飯
を
く
っ
て
、現
実
社
会
が
ど
う
い
う

世
の
中
な
の
か
、話
を
聞
け
。お
前
ら
野
球
選
手
は
温
室

の
な
か
に
入
っ
て
て
、外
が
ど
ん
な
風
が
吹
い
て
い
る
の

か
、雨
が
降
っ
て
る
の
か
分
か
ん
ね
え
だ
ろ
。そ
の
感
覚
を

間
違
え
な
い
よ
う
に
、飯
を
く
え
、そ
の
時
は
ス
ー
ツ
を
着

て
い
け
よ
。」

な
ん
と
な
く
で
す
。な
ん
と
な
く
で
す
。は
い
。

次
に
言
わ
れ
た
の
は
、人
に
迷
惑
を
掛
け
る
な
。

「
い
い
か
、世
の
中
に
は
敵
と
味
方
が
半
分
半
分
い
る
。

お
前
が
活
躍
し
て
元
気
な
と
き
は
、半
分
の
敵
が
深
く
潜
行

し
て
い
る
だ
け
だ
。お
前
が
何
か
ヘ
タ
す
る
と
、半
分
の
敵

が
ワ
ッ
と
来
る
。そ
う
す
る
と
、こ
の
社
会
は
お
か
し
い
と

強
く
感
じ
て
し
ま
う
。そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
。ど
ん
な
と
き

も
半
分
半
分
。そ
れ
と
も
う
一つ
。人
に
迷
惑
を
掛
け
る
と

攻
撃
を
う
け
る
な
。い
ろ
ん
な
敵
も
い
る
だ
ろ
う
。迷
惑
を

掛
け
な
け
れ
ば
、見
え
る
敵
は
前
か
ら
来
る
だ
け
だ
。前
か

ら
来
る
敵
が
ど
ん
な
道
具
を
も
っ
て
い
る
か
分
か
る
わ

な
。そ
し
た
ら
防
ぎ
よ
う
が
あ
る
な
。で
も
後
ろ
か
ら
攻
撃

さ
れ
る
と
防
ぎ
よ
う
が
な
い
ん
だ
よ
。命
落
と
す
ぞ
。」

非
常
に
重
た
い
言
葉
で
す
よ
ね
。人
に
迷
惑
を
掛
け
る

な
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
重
み
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

次
は「

い
か
に
人
間
は
人
間
形
成
を
し
て
い
く
か
だ
。野
球
は

一つ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。野
球
が
ち
ょ
っ
と
上
手
く
た
っ

て
、一
生
野
球
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。野
球
を

使
っ
て
、い
か
に
人
間
形
成
を
す
る
か
だ
。よ
く
覚
え
と

け
。野
球
屋
に
な
る
な
、野
球
家
に
な
れ
。」

政
治
屋
、政
治
家
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
が
、野
球
屋
だ
と
よ
り
利
己
的
な
意
味
か
な
と
、野

球
家
だ
と
よ
り
広
域
的
に
大
き
く
、視
野
を
み
つ
め
ら
れ

る
人
間
に
成
れ
と
い
う
話
で
し
ょ
う
ね
。

「
40
歳
過
ぎ
た
ら
人
生
ス
ク
ラ
ッ
チ
だ
。」

ス
ク
ラ
ッ
チ
と
い
う
の
は
、対
等
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

「
40
歳
す
ぎ
た
ら
、飯
食
い
に
い
っ
た
ら
必
ず
割
り
勘
に

し
ろ
、御
馳
走
に
な
る
な
。40
歳
す
ぎ
た
ら
、ひ
と
に
意
見

を
求
め
ら
れ
た
ら
、自
分
の
意
見
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ

る
よ
う
に
し
て
お
け
。」

今
日
40
歳
に
な
り
ま
し
た
。は
い
ど
う
ぞ
っ
て
準
備
で

き
ま
せ
ん
よ
ね
。と
い
う
こ
と
は
、40
歳
に
な
っ
た
と
き
に

対
等
に
あ
ら
ゆ
る
方
と
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、例

え
ば
30
代
の
と
き
に
、そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
、学
ぶ
も

の
は
学
ん
で
お
く
、備
え
て
お
く
も
の
は
備
え
て
お
く
。そ

れ
が
な
い
と
対
等
に
話
は
で
き
な
い
な
と
い
う
こ
と
で

す
。準
備
の
大
切
さ
を
親
父
は
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、私
は
38
歳
ま
で
14
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
間
、親
父
は
監
督
と
管
理
部
長
で
、途

中
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
に
移
籍
さ
れ
ま
し
た
。38
歳
の
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
に
石
毛
監
督
や
れ
と
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、プ
ロ
で
ヒ
ッ
ト
数
が
１
８
２
０
く
ら
い
で
し
た
。

せ
ん
こ
う
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15
工
藤
公
康
：一
九
六
三
年
生
ま

れ
。一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
ま
で
二
九
年
間
に
わ
た
り
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
や
福
岡
ダ
イ
エ

ー
ホ
ー
ク
ス
な
ど
で
プ
レ
ー

し
、二
二
四
勝
を
挙
げ
た
。

16
古
賀
英
彦
：一
九
三
九
年
生
ま

れ
。一
九
六
二
年
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
に
投
手
と
し
て
入
団
。日

本
人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ

野
球
で
監
督
を
務
め
た
最
初
の

人
物
。

17
伊
東
一
雄
：一
九
三
四
年
生
ま

れ
。野
球
解
説
者
、メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
評
論
家
。長
年
、プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
の
司
会
を
つ
と

め
た
。

僕
は
大
学
を
出
て
、社
会
人
で
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
入
っ

て
、25
歳
の
時
に
プ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。い
ま
ま
で
、大
学

出
て
社
会
人
野
球
出
て
、二
千
本
安
打
打
っ
た
人
は
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。こ
れ
は
お
や
じ
お
ふ
く
ろ
の
願
い

で
も
あ
り
ま
し
た
。プ
ロ
に
入
っ
て
14
年
間
、必
ず
一
年
間

に
１
０
０
本
以
上
の
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。あ
と
二

年
や
れ
ば
二
千
本
に
到
達
す
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
時
に
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
、監
督
や
れ
、選
手
ダ

メ
と
い
う
事
で
し
た
。さ
て
ど
う
し
よ
う
。監
督
要
請
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
。で
す
が
、数
字
の
二
千
本
。い
ま
ま
で
成

し
遂
げ
た
人
が
い
な
い
な
ら
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。悩
ん
で
悩
ん
だ
結
果
、現
役
の
道
を
追
い
求
め
ま
し

た
。堤
義
明
オ
ー
ナ
ー
に
Ｆ
Ａ
を
宣
言
す
る
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｆ
Ａ
の
宣
言
を
し
た
と
き
に
、根
本

の
親
父
さ
ん
か
ら
電
話
が
来
ま
し
た
。

「
お
ま
え
、西
武
出
ん
の
か
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
親
父
と
っ
て
く
れ
ま
す
か
。」

「
そ
れ
は
分
か
ら
ん
。工
藤
は
と
る
。」

「
え
、工
藤
と
一
緒
に
と
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。」

「
い
や
そ
れ
は
わ
か
ら
ん
。」

そ
れ
か
ら
一
週
間
し
て
根
本
の
親
父
が
会
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。と
っ
て
や
る
、と
い
っ
て
く
れ
て
ダ
イ
エ
ー
ホ

ー
ク
ス
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。39
歳
、40
歳
と
二
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、自
分
と
し
て
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
ゲ
ー
ム
に
出
れ
る
と
思
っ
て
行
っ
た
ら
、39

歳
の
Ｆ
Ａ
の
一
年
目
、ほ
と
ん
ど
ゲ
ー
ム
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
で
す
。今
ま
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
は
っ
て
い
た
人
間
が
出
れ

な
い
と
、景
色
が
違
う
ん
で
す
。つ
ま
ん
な
い
ん
で
す
。と
て

も
二
千
本
な
ん
て
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
で一
年
目

終
わ
っ
た
時
に
、親
父
の
と
こ
ろ
に
相
談
し
に
行
っ
て

「
親
父
辞
め
て
い
い
で
す
か
。」

「
な
ん
や
。」

「
い
や
、ゲ
ー
ム
出
れ
な
い
で
す
。つ
ま
ん
な
い
で
す
。」

「
球
団
は
な
ん
て
言
っ
て
る
ん
だ
。」

「
も
う
一
年
や
っ
て
く
れ
っ
て
話
し
て
く
れ
て
ま
す
。」

「
じ
ゃ
あ
や
れ
。」

「
つ
ま
ん
な
い
で
す
よ
。」

「
辞
め
た
ら
何
す
ん
だ
。」

「
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
野
球
を
見
て
勉
強
し
ま
す
。」

「
み
ん
な
そ
う
言
う
ん
だ
お
前
た
ち
。長
嶋・王
が
立
派

な
監
督
だ
と
思
う
か
。」

「
思
い
ま
せ
ん
。」（
今
は
違
い
ま
す
よ
、一
同
笑
い
）

「
だ
な
。引
退
し
て
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
み
る
の
も
一
つ
の
選

択
だ
。た
だ
球
団
が
や
れ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、そ

の
機
会
を
利
用
し
て
、王
野
球
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ

て
い
る
の
か
、そ
う
い
う
観
点
で
ベ
ン
チ
か
ら
直
に
み
る
の

も
勉
強
じ
ゃ
ね
え
か
。そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
ろ
。」

な
ん
だ
か
ん
だ
納
得
し
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、

「
は
い
、分
か
り
ま
し
た
。」

そ
の
当
時
二
億
円
も
ら
っ
て
た
ん
で
す
。そ
れ
が
一
億
円

の
減
俸
に
な
り
ま
し
た
。50
％
も
の
減
俸
、初
め
て
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。そ
の
時
の
記
者
会
見
で
、若
い
記
者
か
ら

「
石
毛
さ
ん
、来
年
40
歳
で
す
ね
。」

「
は
い
。」

「
二
億
か
ら
一
億
に
減
俸
さ
れ
て
、そ
れ
で
も
ま
だ
野
球

や
る
ん
で
す
か
。」

こ
の
野
郎
と
思
い
ま
し
た
よ
。

「
あ
、そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。で
も
や
る
と
決
め
た

以
上
、40
歳
に
な
っ
て
も
一
億
円
と
い
う
年
俸
を
も
ら
っ
て

野
球
が
で
き
る
。も
う
一
度
正
面
向
い
て
野
球
を
や
り
た

い
と
そ
の
覚
悟
も
っ
て
来
年
頑
張
り
ま
す
。」

二
年
目
、同
じ
よ
う
に
ゲ
ー
ム
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。七
月
、八
月
王
監
督
か
ら

「
石
毛
す
ま
ん
け
ど
、二
軍
行
っ
て
く
れ
る
か
。」

「
い
い
で
す
よ
。大
丈
夫
で
す
。」

二
軍
の
雁
の
巣
と
い
う
球
場
が
あ
る
の
で
す
が
、め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
暑
い
ん
で
す
。そ
の
当
時
二
軍
に
選
手
が
い
な
い

か
ら
私
が
出
る
ん
で
す
。監
督
は
古
賀
さ
ん
と
い
う
方
で

し
た
。

「
石
毛
ど
う
す
る
。」

「
い
や
使
っ
て
下
さ
い
よ
。」

「
い
い
の
か
お
ま
え
、暑
さ
大
丈
夫
か
。」　

「
大
丈
夫
で
す
よ
。」

僕
が
40
歳
で
デ
ー
ゲ
ー
ム
出
る
わ
け
で
す
よ
。そ
う
す

る
と
、近
鉄
、オ
リ
ッ
ク
ス
、中
日
、い
ろ
ん
な
対
戦
チ
ー
ム

が
き
て
、35
、36
歳
で
ベ
テ
ラ
ン
風
ふ
か
し
て
、ベ
ン
チ
で
あ

ぐ
ら
か
い
て
見
て
る
わ
け
で
す
。ゲ
ー
ム
も
出
ず
に
。僕
よ

り
４
、５
歳
若
い
で
す
よ
。そ
し
た
ら

「
石
毛
さ
ん
、な
ん
で
試
合
出
て
ん
で
す
か
。こ
ん
な
く

そ
暑
い
な
か
。」

「
う
ん
、俺
？
五
体
満
足
だ
も
ん
。い
ま
あ
る
の
は
野
球

の
お
か
げ
だ
も
ん
。野
球
の
お
か
げ
で
沢
山
お
金
も
も
ら
っ

て
き
た
。野
球
の
お
か
げ
で
良
い
想
い
出
を
つ
く
っ
て
き

た
。俺
の
大
親
友
な
ん
だ
。今
年
お
れ
は
引
退
す
る
。大
親

友
に
不
義
理
を
し
な
い
で
引
退
し
た
い
。お
前
た
ち
俺
よ
り

若
い
な
。球
団
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
、見
て
る
と
思
う
ぞ
。あ

る
人
間
が
辞
め
る
間
際
ど
う
や
っ
て
い
た
の
か
、二
軍
に
い

て
も
練
習
も
ろ
く
す
っ
ぽ
せ
ず
、ゲ
ー
ム
に
も
出
ず
、腕
を

組
ん
で
野
球
を
み
て
た
。こ
い
つ
使
え
ね
え
な
っ
て
思
う
は

ず
だ
ぞ
。体
が
丈
夫
な
ら
ゲ
ー
ム
出
る
べ
き
だ
。」

「
は
い
。」

彼
ら
は
翌
日
か
ら
ゲ
ー
ム
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
く
れ
る
け
ど
さ
、俺
な
ん
も
そ
ん
な
し
ご
と
し
て
ね
え

よ
。ま
し
て
親
父
、プ
ロ
野
球
は
個
人
事
業
主
だ
よ
な
。ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
、先
輩
後
輩
は
あ
る
け
ど
、み
ん
な

個
人
事
業
主
だ
よ
な
。な
ん
で
俺
の
こ
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
な
ん
て
い
う
ん
だ
よ
。過
大
評
価
だ
よ
、居
心
地
が
悪

い
。」

「
い
い
と
こ
ろ
に
気
が
付
い
た
な
。評
価
っ
て
い
う
の
は

他
人
が
し
て
評
価
だ
よ
。な
か
な
か
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
な

ん
て
評
価
さ
れ
な
い
な
。今
の
日
本
の
プ
ロ
野
球
界
に
日

本
人
だ
け
で
七
百
人
く
ら
い
選
手
い
る
よ
。そ
う
い
う
ふ

う
に
言
わ
れ
る
の
は
お
前
く
ら
い
だ
よ
。あ
り
が
て
ぇ
評

価
だ
。受
け
取
っ
て
お
け
。で
も
あ
る
意
味
評
価
っ
て
い
う

の
は
、枠
が
あ
っ
て
、節
制
が
あ
っ
て
窮
屈
な
ん
だ
。今
そ

れ
を
感
じ
始
め
て
い
る
ん
だ
な
。今
後
色
々
な
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
節
制
と
枠
を
意
識
し
て
生

き
て
ゆ
け
。大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と

だ
。」こ

う
言
わ
れ
ま
し
た
。な
ん
か
説
得
力
が
あ
る
よ
う
で
、

で
も
消
化
で
き
な
い
よ
う
な
話
で
し
た
。

翌
年
、一
億
二
、三
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

「
お
い
、石
毛
ち
ょ
っ
と
来
い
。お
め
え
だ
い
ぶ
給
料
上

が
っ
た
な
。お
前
の
同
僚
、一
般
社
会
で
年
俸
い
く
ら
も
ら

っ
て
ん
だ
よ
。」

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
い
う
と
、三
百
万
円
か
ら
四
百
万
円

位
で
し
ょ
う
か
。」

「
だ
な
。お
前
一
億
二・三
千
万
も
ら
っ
て
る
な
。お
前
感

覚
ズ
レ
て
な
い
か
。ス
ー
ツ
の
似
合
う
男
に
な
れ
。」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。」

「
オ
フ
は
、仲
間・同
僚
と
企
業
人
、色
ん
な
方
と
一
緒
に

飯
を
食
え
。一
緒
に
飯
を
く
っ
て
、現
実
社
会
が
ど
う
い
う

世
の
中
な
の
か
、話
を
聞
け
。お
前
ら
野
球
選
手
は
温
室

の
な
か
に
入
っ
て
て
、外
が
ど
ん
な
風
が
吹
い
て
い
る
の

か
、雨
が
降
っ
て
る
の
か
分
か
ん
ね
え
だ
ろ
。そ
の
感
覚
を

間
違
え
な
い
よ
う
に
、飯
を
く
え
、そ
の
時
は
ス
ー
ツ
を
着

て
い
け
よ
。」

な
ん
と
な
く
で
す
。な
ん
と
な
く
で
す
。は
い
。

次
に
言
わ
れ
た
の
は
、人
に
迷
惑
を
掛
け
る
な
。

「
い
い
か
、世
の
中
に
は
敵
と
味
方
が
半
分
半
分
い
る
。

お
前
が
活
躍
し
て
元
気
な
と
き
は
、半
分
の
敵
が
深
く
潜
行

し
て
い
る
だ
け
だ
。お
前
が
何
か
ヘ
タ
す
る
と
、半
分
の
敵

が
ワ
ッ
と
来
る
。そ
う
す
る
と
、こ
の
社
会
は
お
か
し
い
と

強
く
感
じ
て
し
ま
う
。そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
。ど
ん
な
と
き

も
半
分
半
分
。そ
れ
と
も
う
一つ
。人
に
迷
惑
を
掛
け
る
と

攻
撃
を
う
け
る
な
。い
ろ
ん
な
敵
も
い
る
だ
ろ
う
。迷
惑
を

掛
け
な
け
れ
ば
、見
え
る
敵
は
前
か
ら
来
る
だ
け
だ
。前
か

ら
来
る
敵
が
ど
ん
な
道
具
を
も
っ
て
い
る
か
分
か
る
わ

な
。そ
し
た
ら
防
ぎ
よ
う
が
あ
る
な
。で
も
後
ろ
か
ら
攻
撃

さ
れ
る
と
防
ぎ
よ
う
が
な
い
ん
だ
よ
。命
落
と
す
ぞ
。」

非
常
に
重
た
い
言
葉
で
す
よ
ね
。人
に
迷
惑
を
掛
け
る

な
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
重
み
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

次
は「

い
か
に
人
間
は
人
間
形
成
を
し
て
い
く
か
だ
。野
球
は

一つ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。野
球
が
ち
ょ
っ
と
上
手
く
た
っ

て
、一
生
野
球
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。野
球
を

使
っ
て
、い
か
に
人
間
形
成
を
す
る
か
だ
。よ
く
覚
え
と

け
。野
球
屋
に
な
る
な
、野
球
家
に
な
れ
。」

政
治
屋
、政
治
家
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
が
、野
球
屋
だ
と
よ
り
利
己
的
な
意
味
か
な
と
、野

球
家
だ
と
よ
り
広
域
的
に
大
き
く
、視
野
を
み
つ
め
ら
れ

る
人
間
に
成
れ
と
い
う
話
で
し
ょ
う
ね
。

「
40
歳
過
ぎ
た
ら
人
生
ス
ク
ラ
ッ
チ
だ
。」

ス
ク
ラ
ッ
チ
と
い
う
の
は
、対
等
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

「
40
歳
す
ぎ
た
ら
、飯
食
い
に
い
っ
た
ら
必
ず
割
り
勘
に

し
ろ
、御
馳
走
に
な
る
な
。40
歳
す
ぎ
た
ら
、ひ
と
に
意
見

を
求
め
ら
れ
た
ら
、自
分
の
意
見
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ

る
よ
う
に
し
て
お
け
。」

今
日
40
歳
に
な
り
ま
し
た
。は
い
ど
う
ぞ
っ
て
準
備
で

き
ま
せ
ん
よ
ね
。と
い
う
こ
と
は
、40
歳
に
な
っ
た
と
き
に

対
等
に
あ
ら
ゆ
る
方
と
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、例

え
ば
30
代
の
と
き
に
、そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
、学
ぶ
も

の
は
学
ん
で
お
く
、備
え
て
お
く
も
の
は
備
え
て
お
く
。そ

れ
が
な
い
と
対
等
に
話
は
で
き
な
い
な
と
い
う
こ
と
で

す
。準
備
の
大
切
さ
を
親
父
は
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、私
は
38
歳
ま
で
14
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
間
、親
父
は
監
督
と
管
理
部
長
で
、途

中
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
に
移
籍
さ
れ
ま
し
た
。38
歳
の
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
に
石
毛
監
督
や
れ
と
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、プ
ロ
で
ヒ
ッ
ト
数
が
１
８
２
０
く
ら
い
で
し
た
。

せ
ん
こ
う
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18
穣
介
：
根
本
陸
夫
の
長
男
。

19
鈴
木
一
朗
：一
九
九
二
年
オ
リ
ッ

ク
ス
入
団
、二
〇
〇
一
年
に
シ
ア

ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
に
移
籍
。

P
B
で
最
多
タ
イ
記
録
と
な
る

首
位
打
者
を
7
回
、M
L
B
で

は
史
上
唯
一
の
10
年
連
続
で

2
0
0
安
打
以
上
を
達
成

20
田
口
壮
：一
九
九
二
年
オ
リ
ッ
ク

ス
入
団
、二
〇
〇
一
年
に
セ
ン
ト

ル
イ
ス
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
に
移
籍
。

二
〇
〇
六
年
に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
を
制
覇
し
た
初
の
日
本
人

と
な
っ
た
。

21
ジ
ョ
ー
ジ・ア
リ
ア
ス
：
二
〇
〇

〇
年
に
オ
リ
ッ
ク
ス
に
入
団
し
、

二
六
本
塁
打
、翌
年
三
八
本
塁

打
と
活
躍
し
、二
〇
〇
二
年
に

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
へ
移
籍
。

リ
カ
の
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
を
見
る
た
め
に
。独
立
リ
ー
グ

構
想
が
あ
っ
た
ん
で
す
。九
三
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し

て
、サ
ッ
カ
ー
人
口
も
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、野
球

人
口
も
小
中
高
大
学
と
チ
ー
ム
は
減
っ
て
は
い
な
い
。私

た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
企
業
チ
ー
ム
は
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
て
減
少
し
て
い
く
。受
け
皿
が
な
く
な
っ
て
い
く
。そ
の

時
に
巷
に
現
れ
た
社
会
現
象
が
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
。こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
っ
て
い
う
と
、若
年
層
の
わ
け
の
分

か
ら
な
い
事
件
が
多
く
な
っ
た
ん
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
よ
。僕
は
九

七
年
に
コ
ー
チ
留
学
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
を
み
て
、マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
を
み
た
。そ
の
横
に
別
資
本

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
、独
立
リ
ー
グ
に
日
本
の
若
者
が
体
一

つ
、道
具
一
つ
で
野
球
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
に
く
る
わ
け
。

金
に
苦
労
し
て
、言
葉
に
苦
労
し
て
、で
も
野
球
を
続
け
た

い
と
い
う
真
摯
な
思
い
が
あ
っ
て
、こ
の
若
者
を
日
本
に

と
ど
め
て
お
け
れ
ば
い
い
な
と
漠
然
と
思
っ
て
帰
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。そ
し
て
〇
二
年
、オ
リ
ッ
ク
ス
の
監
督
の
要

請
を
受
け
ま
し
た
。本
当
は
行
き
た
く
な
か
っ
た
。な
ん
で

か
、イ
チ
ロ
ー
が
去
り
、田
口
が
去
り
、ア
リ
ア
ス
が
去
り
、

勝
て
る
選
手
が
い
な
い
。こ
の
と
き
に
親
父
の
、根
本
陸
夫

の
小
言
が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。親
父
は
い
つ
も「
お
前
、

負
け
る
喧
嘩
は
す
る
な
」と
言
っ
て
ま
し
た
。野
球
界
で
言

う
と
、そ
の
代
表
例
が
田
淵
さ
ん
か
と
思
い
ま
し
た
。ダ
イ

エ
ー
の
監
督
三
年
間
や
っ
て
、ず
っ
と
Ｂ
ク
ラ
ス
で
し
た
。

そ
う
す
る
と
、田
淵
幸
一
、監
督
と
し
て
の
能
力
が
な
い
と

い
う
烙
印
が
押
さ
れ
る
わ
け
で
す
。同
級
生
に
星
野
さ
ん
、

山
本
浩
二
さ
ん
。な
ん
か
あ
る
と
す
ぐ
に
中
日
の
星
野
、広

島
の
山
本
浩
二
に
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
わ
け
で
す
。田
淵
さ

ん
は
二
度
と
オ
フ
ァ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
ぶ
ん

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。負
け
る
喧

嘩
を
買
っ
て
負
け
た
ら
俺
た
ち
は
飯
を
食
っ
て
い
け
ね
え

ぞ
。そ
の
親
父
の
小
言
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。で
も
や
り

た
い
こ
と
を
優
先
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。堤
義
明
の
申

出
を
断
っ
て
、ダ
イ
エ
ー
に
い
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。裏
切

り
者
と
言
わ
れ
ま
し
た
。僕
は
ル
ー
ル
に
則
っ
た
つ
も
り

な
ん
で
す
け
ど
ね
。二
〇
〇
一
年
、同
時
多
発
テ
ロ
が
あ
り

ま
し
た
。今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
な
。好
き
な
こ
と

し
よ
う
。親
父
す
ま
ん
、負
け
る
喧
嘩
買
っ
て
き
ま
す
わ
、

と
い
っ
て
い
き
ま
し
た
。す
ぐ
負
け
ま
し
た
。三
年
契
約
、一

年
四
カ
月
で
ク
ビ
で
す
。で
も
一
年
八
カ
月
分
の
給
料
は
、

あ
ぶ
く
銭
で
残
っ
た
わ
け
で
す
。そ
れ
を
原
資
に
し
て
二

〇
〇
五
年
か
ら
構
想
を
出
し
て
、四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
を
立
ち
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
例
に
と
る
よ
う
に
、マ
イ
ナ
ー
ス

ポ
ー
ツ
が
地
方
に
根
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、人
と
金
の
流

れ
が
作
れ
る
だ
ろ
う
。地
方
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
、わ
れ
わ
れ
が
野
球
界
の
仲
間
、そ
の
セ
カ
ン
ド
キ

ャ
リ
ア
の
形
成
も
図
れ
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
ス
ト
ッ
プ・ザ・

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
な
る
か
な
。親
父
か
ら
の
ル
ー
ツ
が

あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。い
ま
二
十
年
経
ち
ま
し

た
。は
じ
め
は
、揶
揄
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
ま
で
、高
校・大

学・社
会
人
。ド
ラ
フ
ト
で
三
割・三
割・三
割
指
名
さ
れ

ま
し
た
。最
近
の
ド
ラ
フ
ト
独
立
リ
ー
グ
が
入
っ
て
、二
割

五
分
、二
割
五
分
、二
割
五
分
、二
割
五
分
、20
人
前
後
の

若
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

俺
た
ち
の
狙
い
は
間
違
い
で
な
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
を
終
わ
っ
た
人
間
が
指
導
者
と
し
て
、あ
る
い

は
選
手
と
し
て
、藤
川
も
そ
う
で
し
た
よ
ね
。野
球
界
の
受

け
皿
的
に
な
っ
た
の
か
な
と
。で
も
ま
だ
ま
だ
中
途
半
端

で
す
。プ
ロ
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
、ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
は
プ
ロ

と
み
ら
れ
て
い
る
中
途
半
端
な
、で
も
野
球
界
の
枠
組
み

に
は
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

根
本
陸
夫
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
生
き
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。い
ま
生
き
て
い
た
ら
百
歳
で
す
。百
歳
の
根
本

陸
夫
の
頭
の
中
知
り
た
い
な
。こ
の
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
、自
分
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、根
本
陸
夫
は
ど
う
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
と
、親
父
の
小
言
を
感
じ
な
が
ら
、い
ま

百
歳
ま
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
根
本
陸
夫
の
御
縁
を
い
た
だ
い
て
、こ
れ
だ
け

の
方
々
が
、日
曜
日
で
暇
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
け
ど

も
、（
一
同
笑
い
）

私
の
親
父
の
根
本
陸
夫
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

僕
は
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
も
何
も
な
く
雁
の
巣
で
終
え
ま

し
た
。十
六
年
間
の
現
役
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

親
父
の
小
言

終
わ
っ
た
時
に
親
父
に

「
終
わ
り
ま
し
た
。」

「
お
う
、ど
う
す
ん
だ
よ
。」

「
ア
メ
リ
カ
行
き
ま
す
。」

「
ア
メ
リ
カ
？
な
ん
だ
そ
れ
」

「
パ
ン
チ
ョ
伊
東
と
」

引
退
し
た
ら
必
ず
、ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
ベー
ス
ボ
ー
ル

を
理
解
し
た
い
と
思
っ
た
。ベー
ス
ボ
ー
ル
を
理
解
し
な
い

こ
と
に
は
日
本
の
野
球
を
語
れ
な
い
と
思
っ
た
。彼
ら
と

同
じ
地
に
立
っ
て
、空
気
を
吸
っ
て
生
活
を
す
れ
ば
、ど
ん

な
国
民
性
の
上
に
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
あ
る
の
か
そ
れ
を
理

解
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

「
罷
り
な
ら
ん
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。引
退
し
た
ん
だ
か
ら
。」

「
だ
め
だ
。そ
の
か
わ
り
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
の
肩
書・

名
刺
を
も
っ
て一
年
間
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
こ
い
。」

面
倒
く
さ
い
と
思
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
節
制
が
あ
っ
て

窮
屈
だ
と
思
っ
た
ん
で
。

「
お
前
た
ち
は
引
退
し
た
ら
フ
リ
ー
に
な
っ
て
好
き
な

こ
と
や
り
た
い
と
思
っ
て
る
。そ
れ
も
一
つ
の
生
き
方
だ
。

も
う
一つ
は
、石
毛
は
引
退
し
た
け
ど
、ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク

ス
を
背
負
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
勉
強
し
て
い
る
。こ
れ
は
一つ

の
評
価
に
な
る
。」

な
る
ほ
ど
、そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
思
え
て
き

ま
し
た
。親
父
っ
て
、今
言
っ
て
も
分
か
ん
な
い
だ
ろ
う
な

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
お
こ
う
。あ
る
程
度
人
生
経
験
を

経
て
、親
父
の
小
言
の
如
く
、頭
の
中
に
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
。今
は
う
ざ
い
と
言
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、そ
う
い
う
の
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
に
付
随
し
て
言
い
ま
す
と
、い
ま
上
司
の
方
が
部

下
に
対
し
て「
こ
い
つ
は
こ
う
い
う
性
格
だ
か
ら
、今
言
っ

て
も
わ
か
ら
ね
え
だ
ろ
う
か
ら
い
ま
言
う
の
は
や
め
て
少

し
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
て
後
で
伝
え
よ
う
。」そ
う
い
う

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
人
は
神
様
か
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。た
か
だ
か
、一
年
二
年
付
き
合
っ
た
く
ら

い
で
そ
の
人
間
の
本
性
が
す
べ
て
分
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
性
が
す
べ
て
わ
か
っ
た
ふ
う
に
し
て
、こ
の
子
の
性
格
は

こ
う
だ
か
ら
、勝
手
に
決
め
込
ん
で
、あ
と
に
し
よ
う
と

か
、そ
う
い
う
判
断
は
な
ん
で
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。是
は

是
、非
は
非
、今
大
事
な
こ
と
は
今
伝
え
て
お
こ
う
。今
気

が
付
く
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
。大
き
な
お
世
話
か
も
分

か
ら
な
い
。で
も
大
き
な
お
世
話
を
や
く
、人
生
の
先
人
た

ち
が
、先
輩
た
ち
が
、ち
ょ
っ
と
少
な
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。パ
ワ
ハ
ラ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、そ
ん
な
こ
と
を
恐

れ
た
ら
ど
う
す
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。だ
か
ら
人
間
関
係

が
ど
ん
ど
ん
薄
く
な
っ
て
い
く
。つ
ま
ん
な
い
世
の
中
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。コ
ロ
ナ
禍
、隔
離
さ
れ
た
よ
ね
。

あ
る
の
は
目
と
耳
だ
け
、人
間
の
も
つ
五
感
の
中
で
、耳
と

目
だ
け
が
、何
と
か
会
議
と
か
や
っ
て
た
け
ど
、五
感
を
フ

ル
活
用
し
な
い
と
人
間
の
付
き
合
い
な
ん
か
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。み
た
と
こ
ろ
、年
寄
り
の
方
多
い
よ
う
で
す

が
、ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
力
の
限
り
生
き
て
き
た
ん
で
す
か
ら
、

俺
は
こ
う
思
う
ぞ
と
い
う
哲
学
を
若
者
や
子
ど
も
た
ち
、

後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
く
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
持
っ
て
ほ

し
い
か
な
と
思
い
ま
す
。根
本
陸
夫
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
塊
で
し
た
。そ
し
て
、わ
れ
わ
れ
は
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
っ
て
、根
本
陸
夫
の
教
え
に
よ
っ
て
ま
っ
と
う
に
生

き
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。家
族
以
外
に
こ
の
人
の
前
で

は
嘘
、い
つ
わ
り
は
言
え
な
い
、ご
ま
か
し
は
き
か
な
い
と

い
う
心
の
神
様
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
方
々
が
人
生
の
方
向
付
け
を
し
て
く
だ
さ
る

と
思
い
ま
す
。こ
の
人
の
前
で
は
、嘘
偽
り
は
言
え
な
い

な
、ご
ま
か
し
は
き
か
な
い
な
、家
族
親
戚
も
大
事
で
し
ょ

う
、其
の
人
以
外
に
人
生
の
神
様
を
持
て
ば
人
生
の
方
向

付
け
は
行
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
と
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

根
本
の
親
父
が
、穣
介
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、日

本
の
二
軍
、イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
を
仙
台
に
も
っ
て
い
き

た
い
。興
行
を
う
ち
た
い
と
思
っ
た
ら
し
い
で
す
。さ
っ
き

言
っ
た
よ
う
に
葛
谷
さ
ん
と
ア
メ
リ
カ
を
み
て
き
て
、ア
メ

リ
カ
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
環
境
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、を
み
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。だ
か
ら
戸

田
、浦
和
、埼
玉
、横
浜
を
移
動
す
る
の
で
は
な
し
に
、楽

天
が
仙
台
が
来
る
前
の
話
で
す
が
、イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ

を
仙
台
に
も
っ
て
い
っ
て
、仙
台
を
中
心
に
東
北
六
県
を

ま
わ
っ
て
い
く
。そ
う
す
る
と
野
球
振
興
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。そ
ん
な
想
い
を
持
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。そ
れ

は
僕
が
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
を
つ
く
っ
た
後
に
聞
い

た
ん
で
す
ね
。親
父
の
教
え
と
い
う
か
、背
中
を
み
て
育
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

ね
。ダ
イ
エ
ー
の
二
軍
監
督
が
終
っ
て
、九
九
年
〜
〇
一
年

ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ・ス
ポ
ニ
チ
の
解
説
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。九

七
年
に
ア
メ
リ
カ
修
行
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て
、も
う
一
度

二
〇
〇
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
ん
で
す
。そ
れ
は
ア
メ

根本陸夫の野球理論では、スローイングが重視
されていたという。石毛宏典氏による実践の様子

石毛宏典氏サイン抽選会の様子

ま
か

や
　
ゆ
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18
穣
介
：
根
本
陸
夫
の
長
男
。

19
鈴
木
一
朗
：一
九
九
二
年
オ
リ
ッ

ク
ス
入
団
、二
〇
〇
一
年
に
シ
ア

ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
に
移
籍
。

P
B
で
最
多
タ
イ
記
録
と
な
る

首
位
打
者
を
7
回
、M
L
B
で

は
史
上
唯
一
の
10
年
連
続
で

2
0
0
安
打
以
上
を
達
成

20
田
口
壮
：一
九
九
二
年
オ
リ
ッ
ク

ス
入
団
、二
〇
〇
一
年
に
セ
ン
ト

ル
イ
ス
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
に
移
籍
。

二
〇
〇
六
年
に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
を
制
覇
し
た
初
の
日
本
人

と
な
っ
た
。

21
ジ
ョ
ー
ジ・ア
リ
ア
ス
：
二
〇
〇

〇
年
に
オ
リ
ッ
ク
ス
に
入
団
し
、

二
六
本
塁
打
、翌
年
三
八
本
塁

打
と
活
躍
し
、二
〇
〇
二
年
に

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
へ
移
籍
。

リ
カ
の
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
を
見
る
た
め
に
。独
立
リ
ー
グ

構
想
が
あ
っ
た
ん
で
す
。九
三
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し

て
、サ
ッ
カ
ー
人
口
も
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、野
球

人
口
も
小
中
高
大
学
と
チ
ー
ム
は
減
っ
て
は
い
な
い
。私

た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
企
業
チ
ー
ム
は
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
て
減
少
し
て
い
く
。受
け
皿
が
な
く
な
っ
て
い
く
。そ
の

時
に
巷
に
現
れ
た
社
会
現
象
が
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
。こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
っ
て
い
う
と
、若
年
層
の
わ
け
の
分

か
ら
な
い
事
件
が
多
く
な
っ
た
ん
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
よ
。僕
は
九

七
年
に
コ
ー
チ
留
学
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
を
み
て
、マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
を
み
た
。そ
の
横
に
別
資
本

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
、独
立
リ
ー
グ
に
日
本
の
若
者
が
体
一

つ
、道
具
一
つ
で
野
球
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
に
く
る
わ
け
。

金
に
苦
労
し
て
、言
葉
に
苦
労
し
て
、で
も
野
球
を
続
け
た

い
と
い
う
真
摯
な
思
い
が
あ
っ
て
、こ
の
若
者
を
日
本
に

と
ど
め
て
お
け
れ
ば
い
い
な
と
漠
然
と
思
っ
て
帰
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。そ
し
て
〇
二
年
、オ
リ
ッ
ク
ス
の
監
督
の
要

請
を
受
け
ま
し
た
。本
当
は
行
き
た
く
な
か
っ
た
。な
ん
で

か
、イ
チ
ロ
ー
が
去
り
、田
口
が
去
り
、ア
リ
ア
ス
が
去
り
、

勝
て
る
選
手
が
い
な
い
。こ
の
と
き
に
親
父
の
、根
本
陸
夫

の
小
言
が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。親
父
は
い
つ
も「
お
前
、

負
け
る
喧
嘩
は
す
る
な
」と
言
っ
て
ま
し
た
。野
球
界
で
言

う
と
、そ
の
代
表
例
が
田
淵
さ
ん
か
と
思
い
ま
し
た
。ダ
イ

エ
ー
の
監
督
三
年
間
や
っ
て
、ず
っ
と
Ｂ
ク
ラ
ス
で
し
た
。

そ
う
す
る
と
、田
淵
幸
一
、監
督
と
し
て
の
能
力
が
な
い
と

い
う
烙
印
が
押
さ
れ
る
わ
け
で
す
。同
級
生
に
星
野
さ
ん
、

山
本
浩
二
さ
ん
。な
ん
か
あ
る
と
す
ぐ
に
中
日
の
星
野
、広

島
の
山
本
浩
二
に
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
わ
け
で
す
。田
淵
さ

ん
は
二
度
と
オ
フ
ァ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
ぶ
ん

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。負
け
る
喧

嘩
を
買
っ
て
負
け
た
ら
俺
た
ち
は
飯
を
食
っ
て
い
け
ね
え

ぞ
。そ
の
親
父
の
小
言
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。で
も
や
り

た
い
こ
と
を
優
先
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。堤
義
明
の
申

出
を
断
っ
て
、ダ
イ
エ
ー
に
い
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。裏
切

り
者
と
言
わ
れ
ま
し
た
。僕
は
ル
ー
ル
に
則
っ
た
つ
も
り

な
ん
で
す
け
ど
ね
。二
〇
〇
一
年
、同
時
多
発
テ
ロ
が
あ
り

ま
し
た
。今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
な
。好
き
な
こ
と

し
よ
う
。親
父
す
ま
ん
、負
け
る
喧
嘩
買
っ
て
き
ま
す
わ
、

と
い
っ
て
い
き
ま
し
た
。す
ぐ
負
け
ま
し
た
。三
年
契
約
、一

年
四
カ
月
で
ク
ビ
で
す
。で
も
一
年
八
カ
月
分
の
給
料
は
、

あ
ぶ
く
銭
で
残
っ
た
わ
け
で
す
。そ
れ
を
原
資
に
し
て
二

〇
〇
五
年
か
ら
構
想
を
出
し
て
、四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
を
立
ち
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
例
に
と
る
よ
う
に
、マ
イ
ナ
ー
ス

ポ
ー
ツ
が
地
方
に
根
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、人
と
金
の
流

れ
が
作
れ
る
だ
ろ
う
。地
方
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
、わ
れ
わ
れ
が
野
球
界
の
仲
間
、そ
の
セ
カ
ン
ド
キ

ャ
リ
ア
の
形
成
も
図
れ
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
ス
ト
ッ
プ・ザ・

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
な
る
か
な
。親
父
か
ら
の
ル
ー
ツ
が

あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。い
ま
二
十
年
経
ち
ま
し

た
。は
じ
め
は
、揶
揄
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
ま
で
、高
校・大

学・社
会
人
。ド
ラ
フ
ト
で
三
割・三
割・三
割
指
名
さ
れ

ま
し
た
。最
近
の
ド
ラ
フ
ト
独
立
リ
ー
グ
が
入
っ
て
、二
割

五
分
、二
割
五
分
、二
割
五
分
、二
割
五
分
、20
人
前
後
の

若
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

俺
た
ち
の
狙
い
は
間
違
い
で
な
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
を
終
わ
っ
た
人
間
が
指
導
者
と
し
て
、あ
る
い

は
選
手
と
し
て
、藤
川
も
そ
う
で
し
た
よ
ね
。野
球
界
の
受

け
皿
的
に
な
っ
た
の
か
な
と
。で
も
ま
だ
ま
だ
中
途
半
端

で
す
。プ
ロ
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
、ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
は
プ
ロ

と
み
ら
れ
て
い
る
中
途
半
端
な
、で
も
野
球
界
の
枠
組
み

に
は
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

根
本
陸
夫
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
生
き
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。い
ま
生
き
て
い
た
ら
百
歳
で
す
。百
歳
の
根
本

陸
夫
の
頭
の
中
知
り
た
い
な
。こ
の
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
、自
分
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、根
本
陸
夫
は
ど
う
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
と
、親
父
の
小
言
を
感
じ
な
が
ら
、い
ま

百
歳
ま
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
根
本
陸
夫
の
御
縁
を
い
た
だ
い
て
、こ
れ
だ
け

の
方
々
が
、日
曜
日
で
暇
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
け
ど

も
、（
一
同
笑
い
）

私
の
親
父
の
根
本
陸
夫
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

僕
は
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
も
何
も
な
く
雁
の
巣
で
終
え
ま

し
た
。十
六
年
間
の
現
役
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

親
父
の
小
言

終
わ
っ
た
時
に
親
父
に

「
終
わ
り
ま
し
た
。」

「
お
う
、ど
う
す
ん
だ
よ
。」

「
ア
メ
リ
カ
行
き
ま
す
。」

「
ア
メ
リ
カ
？
な
ん
だ
そ
れ
」

「
パ
ン
チ
ョ
伊
東
と
」

引
退
し
た
ら
必
ず
、ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
ベー
ス
ボ
ー
ル

を
理
解
し
た
い
と
思
っ
た
。ベー
ス
ボ
ー
ル
を
理
解
し
な
い

こ
と
に
は
日
本
の
野
球
を
語
れ
な
い
と
思
っ
た
。彼
ら
と

同
じ
地
に
立
っ
て
、空
気
を
吸
っ
て
生
活
を
す
れ
ば
、ど
ん

な
国
民
性
の
上
に
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
あ
る
の
か
そ
れ
を
理

解
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

「
罷
り
な
ら
ん
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。引
退
し
た
ん
だ
か
ら
。」

「
だ
め
だ
。そ
の
か
わ
り
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
の
肩
書・

名
刺
を
も
っ
て一
年
間
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
こ
い
。」

面
倒
く
さ
い
と
思
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
節
制
が
あ
っ
て

窮
屈
だ
と
思
っ
た
ん
で
。

「
お
前
た
ち
は
引
退
し
た
ら
フ
リ
ー
に
な
っ
て
好
き
な

こ
と
や
り
た
い
と
思
っ
て
る
。そ
れ
も
一
つ
の
生
き
方
だ
。

も
う
一つ
は
、石
毛
は
引
退
し
た
け
ど
、ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク

ス
を
背
負
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
勉
強
し
て
い
る
。こ
れ
は
一つ

の
評
価
に
な
る
。」

な
る
ほ
ど
、そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
思
え
て
き

ま
し
た
。親
父
っ
て
、今
言
っ
て
も
分
か
ん
な
い
だ
ろ
う
な

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
お
こ
う
。あ
る
程
度
人
生
経
験
を

経
て
、親
父
の
小
言
の
如
く
、頭
の
中
に
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
。今
は
う
ざ
い
と
言
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、そ
う
い
う
の
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
に
付
随
し
て
言
い
ま
す
と
、い
ま
上
司
の
方
が
部

下
に
対
し
て「
こ
い
つ
は
こ
う
い
う
性
格
だ
か
ら
、今
言
っ

て
も
わ
か
ら
ね
え
だ
ろ
う
か
ら
い
ま
言
う
の
は
や
め
て
少

し
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
て
後
で
伝
え
よ
う
。」そ
う
い
う

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
人
は
神
様
か
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。た
か
だ
か
、一
年
二
年
付
き
合
っ
た
く
ら

い
で
そ
の
人
間
の
本
性
が
す
べ
て
分
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
性
が
す
べ
て
わ
か
っ
た
ふ
う
に
し
て
、こ
の
子
の
性
格
は

こ
う
だ
か
ら
、勝
手
に
決
め
込
ん
で
、あ
と
に
し
よ
う
と

か
、そ
う
い
う
判
断
は
な
ん
で
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。是
は

是
、非
は
非
、今
大
事
な
こ
と
は
今
伝
え
て
お
こ
う
。今
気

が
付
く
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
。大
き
な
お
世
話
か
も
分

か
ら
な
い
。で
も
大
き
な
お
世
話
を
や
く
、人
生
の
先
人
た

ち
が
、先
輩
た
ち
が
、ち
ょ
っ
と
少
な
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。パ
ワ
ハ
ラ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、そ
ん
な
こ
と
を
恐

れ
た
ら
ど
う
す
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。だ
か
ら
人
間
関
係

が
ど
ん
ど
ん
薄
く
な
っ
て
い
く
。つ
ま
ん
な
い
世
の
中
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。コ
ロ
ナ
禍
、隔
離
さ
れ
た
よ
ね
。

あ
る
の
は
目
と
耳
だ
け
、人
間
の
も
つ
五
感
の
中
で
、耳
と

目
だ
け
が
、何
と
か
会
議
と
か
や
っ
て
た
け
ど
、五
感
を
フ

ル
活
用
し
な
い
と
人
間
の
付
き
合
い
な
ん
か
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。み
た
と
こ
ろ
、年
寄
り
の
方
多
い
よ
う
で
す

が
、ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
力
の
限
り
生
き
て
き
た
ん
で
す
か
ら
、

俺
は
こ
う
思
う
ぞ
と
い
う
哲
学
を
若
者
や
子
ど
も
た
ち
、

後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
く
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
持
っ
て
ほ

し
い
か
な
と
思
い
ま
す
。根
本
陸
夫
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
塊
で
し
た
。そ
し
て
、わ
れ
わ
れ
は
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
っ
て
、根
本
陸
夫
の
教
え
に
よ
っ
て
ま
っ
と
う
に
生

き
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。家
族
以
外
に
こ
の
人
の
前
で

は
嘘
、い
つ
わ
り
は
言
え
な
い
、ご
ま
か
し
は
き
か
な
い
と

い
う
心
の
神
様
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
方
々
が
人
生
の
方
向
付
け
を
し
て
く
だ
さ
る

と
思
い
ま
す
。こ
の
人
の
前
で
は
、嘘
偽
り
は
言
え
な
い

な
、ご
ま
か
し
は
き
か
な
い
な
、家
族
親
戚
も
大
事
で
し
ょ

う
、其
の
人
以
外
に
人
生
の
神
様
を
持
て
ば
人
生
の
方
向

付
け
は
行
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
と
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

根
本
の
親
父
が
、穣
介
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、日

本
の
二
軍
、イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
を
仙
台
に
も
っ
て
い
き

た
い
。興
行
を
う
ち
た
い
と
思
っ
た
ら
し
い
で
す
。さ
っ
き

言
っ
た
よ
う
に
葛
谷
さ
ん
と
ア
メ
リ
カ
を
み
て
き
て
、ア
メ

リ
カ
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
環
境
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、を
み
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。だ
か
ら
戸

田
、浦
和
、埼
玉
、横
浜
を
移
動
す
る
の
で
は
な
し
に
、楽

天
が
仙
台
が
来
る
前
の
話
で
す
が
、イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ

を
仙
台
に
も
っ
て
い
っ
て
、仙
台
を
中
心
に
東
北
六
県
を

ま
わ
っ
て
い
く
。そ
う
す
る
と
野
球
振
興
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。そ
ん
な
想
い
を
持
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。そ
れ

は
僕
が
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
を
つ
く
っ
た
後
に
聞
い

た
ん
で
す
ね
。親
父
の
教
え
と
い
う
か
、背
中
を
み
て
育
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

ね
。ダ
イ
エ
ー
の
二
軍
監
督
が
終
っ
て
、九
九
年
〜
〇
一
年

ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ・ス
ポ
ニ
チ
の
解
説
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。九

七
年
に
ア
メ
リ
カ
修
行
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て
、も
う
一
度

二
〇
〇
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
ん
で
す
。そ
れ
は
ア
メ

根本陸夫の野球理論では、スローイングが重視
されていたという。石毛宏典氏による実践の様子

石毛宏典氏サイン抽選会の様子

ま
か

や
　
ゆ



「
前
方
後
方
墳
」
は
、前
も
後
ろ
も
四
角
い
形

を
し
た
古
墳
で
、全
国
的
に
見
て
も
数
が
少
な

く
、古
墳
時
代
の
比
較
的
早
い
時
期
（
四
世
紀

頃
）
に
造
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
円
形
の
古
墳
や
前
方
後
円
墳
と
い
う
言
葉

は
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、「
前
方
後
方

墳
」
と
い
う
名
称
に
は
ど
こ
か
聞
き
な
れ
な
い

響
き
が
あ
り
、そ
の
珍
し
さ
が
か
え
っ
て
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

実
際
に
現
地
を
訪
れ
る
と
、そ
こ
は
特
別
な
遺

跡
と
い
う
よ
り
、普
段
か
ら
人
が
散
策
す
る
静
か

な
森
で
し
た
。
足
元
に
は
落
ち
葉
が
積
も
り
、木
々

の
間
を
歩
い
て
い
る
と
、こ
こ
に
古
墳
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
そ
れ
ほ
ど
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

第
5
号
墳
の
調
査
報
告
書
は
専
門
的
で
難
解

で
す
が
、測
量
や
発
掘
の
記
録
か
ら
は
、限
ら
れ

た
範
囲
で
慎
重
に
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。「
壊
さ
ず
、残
し
な
が
ら
確
か
め
る
」

と
い
う
姿
勢
は
、こ
の
古
墳
の
価
値
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
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村
内
で
活
躍
す
る
「
ま
る
博
研
究
員
」
か
ら
の
報
告
で
す
！

ま
る
博
研
究
員
と
は
？

約
1
年
間
の
養
成
講
座
を
修
了
し
、
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
を
拠
点
に
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
関
心
を
持
ち
調
査
・
研
究
・
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
方
々
で
す
。

東
海
村
の
絆
と
繁
栄

ま
る
博
研
究
員
平
田
利
明

レポート

4

まる博
研究員
レポート

レポート

2

内
宿
の
農
耕
用
牛
馬
の
供
養
碑
に
つ
い
て

ま
る
博
研
究
員
佐
藤
寿
人

レポート

1

身
近
な
森
に
眠
る
「
前
方
後
方
墳
」

（
真
崎
古
墳
群
第
5
号
墳
）

ま
る
博
研
究
員
隈
茂
子

石
神
城
見
学

ま
る
博
研
究
員
小
野
瀬
秀
夫

レポート

3
レポート

3 内
宿
一
区
の
畑
の
中
（
幸
の
実
こ
ど
も
園
の

北
側
）
に
ぽ
つ
ん
と
牛
馬
供
養
碑
が
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、農
耕
用
に
飼
わ
れ
て
い
た
牛
や

馬
の
供
養
の
た
め
に
昭
和
8
年
2
月
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、農
耕
や
運
搬
に

牛
や
馬
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
牛
や
馬
は
愛
情
を
も
っ
て
大
切
に
扱
わ
れ
、

多
く
の
農
家
で
は
家
の
中
で
飼
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
私
も
祖
父
等
か
ら
幼
い
こ
ろ
に
「
家
の

中
で
馬
を
飼
っ
て
い
た
」
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

牛
や
馬
が
死
ん
だ
際
に
は
、集
落
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
に
埋
葬
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
所

が
大
正
13
年
1
月
に
は
当
時
の
石
神
村
の
所
有

地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
登
記
簿
で
確
認
で
き

ま
す
。
そ
の
後
、「
石
神
村
牛
馬
持
一
同
」
に

よ
っ
て
高
さ
3
メ
ー
ト
ル
の
石
灰
岩
の
供
養
碑

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
、同
じ
趣
旨

で
馬
力
神
や
馬
頭
観
音
が
数
多
く
建
て
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

ま
る
博
研
究
員
講
座
は
令
和
7
年
9
月
10

日
東
海
村
中
世
の
城
め
ぐ
り
石
神
城
跡
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
石
神
城
跡
の
広
さ
は
、約

4
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、Ⅰ
郭
（
遠
見
城
）、Ⅱ
郭

（
御
城
）、Ⅲ
郭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
資
料

に
よ
る
と
、永
享
4
年
（
1
4
3
2
）
頃
の
石

神
小
野
崎
氏
が
築
城
し
た
と
言
わ
れ
、約

1
6
0
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。

慶
長
7
年
（
1
6
0
2
）
に
は
、
佐
竹
氏

の
秋
田
へ
の
移
封
に
従
っ
て
、
石
神
小
野
崎

氏
も
秋
田
へ
移
り
、
そ
の
後
は
廃
城
に
な
っ

東
海
村
が
村
松
村
と
石
神
村
と
言
わ
れ
た

昭
和
10
年
当
時
、無
医
村
だ
っ
た
村
松
村
に
医

者
が
来
る
こ
と
を
条
件
に
結
核
の
療
養
所
と

し
て
晴
嵐
荘
の
受
入
れ
を
決
め
た
。
又
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
関
連
施
設
が
で
き
雇
用

も
増
加
し
た
。
更
に
、医
療
関
係
者
の
家
族
や

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
過
ご
し
学
ぶ
こ
と
で

教
育
面
の
向
上
も
期
待
し
た
が
、村
の
教
育
環

境
が
不
十
分
で
子
ど
も
た
ち
は
水
戸
へ
行
っ

て
し
ま
い
、こ
の
部
分
で
の
思
惑
は
外
れ
た
。

次
は
東
海
村
成
立
翌
年
の
昭
和
31
年
の
原

子
力
研
究
所
誘
致
だ
っ
た
。
当
時
マ
ス
コ
ミ

て
い
た
。
城
跡
は
保
存
状
態
も
良
く
、
深
い

堀
や
周
り
を
巡
る
土
塁
な
ど
当
時
の
面
影

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
石
神
小
野
崎
氏
の

経
緯
が
Ⅲ
郭
広
場
の
案
内
板
に
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

Ⅳ
郭
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
そ
の
周
辺
に

は
現
在
住
宅
が
建
ち
、
田
園
風
景
も
見
ら
れ

て
静
か
な
環
境
と
な
っ
て
い
た
。

な
お
、石
神
城
跡
は
、平
成
29
年
（
2
0
1
7
）

12
月
茨
城
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
は
じ
め
住
民
の
大
部
分
は
賛
成
だ
っ
た
の

で
誘
致
を
決
定
し
た
。
研
究
所
設
置
後
関
連

施
設
の
設
置
や
道
路
、上
下
水
道
等
が
次
々
と

整
備
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
村
長
は
転
入
者
と

村
民
の
融
合
が
必
要
と
考
え
、子
ど
も
が
交
流

す
れ
ば
親
が
交
流
す
る
と
判
断
し
、小
学
校
の

環
境
整
備
と
し
て
各
学
校
に
プ
ー
ル
と
体
育

館
の
整
備
を
進
め
た
。
又
転
入
者
と
村
民
が

同
じ
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
新
し
く
作
る
社

宅
や
団
地
は
村
内
に
分
散
す
る
よ
う
に
依
頼

し
た
。
そ
の
た
め
村
内
各
小
学
校
に
分
散
さ

れ
る
よ
う
に
各
事
業
所
の
住
宅
等
が
設
置
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
昭
和
30
年
に
一

万
一
千
人
の
村
民
が
昭
和
57
年
に
は
三
万
人

を
突
破
し
た
。
当
時
誘
致
を
判
断
し
た
村
長

は
「
誘
致
に
よ
り
財
政
と
か
生
活
環
境
の
向
上

と
か
言
わ
れ
る
が
、本
当
に
良
か
っ
た
事
は
、

転
入
者
と
住
民
が
一
つ
に
な
れ
る
人
間
関
係

が
構
築
で
き
た
こ
と
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。

裏
側
に
は
寄
付
し
た
人
た
ち
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
が
、今
で
は
経
年
劣
化
で
ほ
と
ん
ど

読
め
な
い
状
態
で
す
。
ま
た
、土
台
が
老
朽
化
で

一
部
崩
れ
落
ち
て
い
る
状
態
で
し
た
の
で
、令
和

6
年
3
月
に
自
前
で
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
供
養
碑
は
先
人
た
ち
が
思
い
を
込
め
て

建
て
た
も
の
で
あ
り
、地
域
の
歴
史
的
遺
産
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、後
世
に
も
末
永
く
残
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
地
域
に
、古
墳
時
代
の

営
み
を
今
に
伝
え
る
古
墳
群
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

真
崎
古
墳
群
は
、小
高
い
森
の
中
に
8
基
の
古

墳
が
隣
り
合
う
よ
う
に
静
か
に
残
さ
れ
て
い
る
場

所
で
す
。
そ
の
中
の
一
基
、第
5
号
墳
が「
前
方

後
方
墳
」と
呼
ば
れ
る
形
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、私
は
こ
の
古
墳
群
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

埋
葬
施
設
の
存
在
も
確
認
さ
れ
、こ
の
場
所
が

確
か
に
人
を
葬
る
た
め
に
築
か
れ
た
古
墳
で
あ

る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
は
専
門
家
だ
け
の
研
究

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

に
暮
ら
す
私
た
ち
が
遠
い
昔
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
真
崎
古
墳
群
を
は

じ
め
、東
海
村
に
点
在
す
る
古

墳
や
周
辺
の
地
形
を
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
巡
る
散
策
マ
ッ
プ
が
あ

れ
ば
、よ
り
多
く
の
人
が
古
代

の
ロ
マ
ン
に
触
れ
る
機
会
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
の
学
芸

員
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
「
東
海
村
の
古
墳
・

遺
跡
の
ロ
マ
ン
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
巡
る
散
策

マ
ッ
プ
」
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。



「
前
方
後
方
墳
」
は
、前
も
後
ろ
も
四
角
い
形

を
し
た
古
墳
で
、全
国
的
に
見
て
も
数
が
少
な

く
、古
墳
時
代
の
比
較
的
早
い
時
期
（
四
世
紀

頃
）
に
造
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
円
形
の
古
墳
や
前
方
後
円
墳
と
い
う
言
葉

は
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、「
前
方
後
方

墳
」
と
い
う
名
称
に
は
ど
こ
か
聞
き
な
れ
な
い

響
き
が
あ
り
、そ
の
珍
し
さ
が
か
え
っ
て
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

実
際
に
現
地
を
訪
れ
る
と
、そ
こ
は
特
別
な
遺

跡
と
い
う
よ
り
、普
段
か
ら
人
が
散
策
す
る
静
か

な
森
で
し
た
。
足
元
に
は
落
ち
葉
が
積
も
り
、木
々

の
間
を
歩
い
て
い
る
と
、こ
こ
に
古
墳
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
そ
れ
ほ
ど
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

第
5
号
墳
の
調
査
報
告
書
は
専
門
的
で
難
解

で
す
が
、測
量
や
発
掘
の
記
録
か
ら
は
、限
ら
れ

た
範
囲
で
慎
重
に
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。「
壊
さ
ず
、残
し
な
が
ら
確
か
め
る
」

と
い
う
姿
勢
は
、こ
の
古
墳
の
価
値
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
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村
内
で
活
躍
す
る
「
ま
る
博
研
究
員
」
か
ら
の
報
告
で
す
！

ま
る
博
研
究
員
と
は
？

約
1
年
間
の
養
成
講
座
を
修
了
し
、
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
を
拠
点
に
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
関
心
を
持
ち
調
査
・
研
究
・
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
方
々
で
す
。

東
海
村
の
絆
と
繁
栄

ま
る
博
研
究
員
平
田
利
明

レポート

4

まる博
研究員
レポート

レポート

2

内
宿
の
農
耕
用
牛
馬
の
供
養
碑
に
つ
い
て

ま
る
博
研
究
員
佐
藤
寿
人

レポート

1

身
近
な
森
に
眠
る
「
前
方
後
方
墳
」

（
真
崎
古
墳
群
第
5
号
墳
）

ま
る
博
研
究
員
隈
茂
子

石
神
城
見
学

ま
る
博
研
究
員
小
野
瀬
秀
夫

レポート

3
レポート

3 内
宿
一
区
の
畑
の
中
（
幸
の
実
こ
ど
も
園
の

北
側
）
に
ぽ
つ
ん
と
牛
馬
供
養
碑
が
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、農
耕
用
に
飼
わ
れ
て
い
た
牛
や

馬
の
供
養
の
た
め
に
昭
和
8
年
2
月
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、農
耕
や
運
搬
に

牛
や
馬
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
牛
や
馬
は
愛
情
を
も
っ
て
大
切
に
扱
わ
れ
、

多
く
の
農
家
で
は
家
の
中
で
飼
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
私
も
祖
父
等
か
ら
幼
い
こ
ろ
に
「
家
の

中
で
馬
を
飼
っ
て
い
た
」
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

牛
や
馬
が
死
ん
だ
際
に
は
、集
落
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
に
埋
葬
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
所

が
大
正
13
年
1
月
に
は
当
時
の
石
神
村
の
所
有

地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
登
記
簿
で
確
認
で
き

ま
す
。
そ
の
後
、「
石
神
村
牛
馬
持
一
同
」
に

よ
っ
て
高
さ
3
メ
ー
ト
ル
の
石
灰
岩
の
供
養
碑

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
、同
じ
趣
旨

で
馬
力
神
や
馬
頭
観
音
が
数
多
く
建
て
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

ま
る
博
研
究
員
講
座
は
令
和
7
年
9
月
10

日
東
海
村
中
世
の
城
め
ぐ
り
石
神
城
跡
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
石
神
城
跡
の
広
さ
は
、約

4
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、Ⅰ
郭
（
遠
見
城
）、Ⅱ
郭

（
御
城
）、Ⅲ
郭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
資
料

に
よ
る
と
、永
享
4
年
（
1
4
3
2
）
頃
の
石

神
小
野
崎
氏
が
築
城
し
た
と
言
わ
れ
、約

1
6
0
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。

慶
長
7
年
（
1
6
0
2
）
に
は
、
佐
竹
氏

の
秋
田
へ
の
移
封
に
従
っ
て
、
石
神
小
野
崎

氏
も
秋
田
へ
移
り
、
そ
の
後
は
廃
城
に
な
っ

東
海
村
が
村
松
村
と
石
神
村
と
言
わ
れ
た

昭
和
10
年
当
時
、無
医
村
だ
っ
た
村
松
村
に
医

者
が
来
る
こ
と
を
条
件
に
結
核
の
療
養
所
と

し
て
晴
嵐
荘
の
受
入
れ
を
決
め
た
。
又
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
関
連
施
設
が
で
き
雇
用

も
増
加
し
た
。
更
に
、医
療
関
係
者
の
家
族
や

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
過
ご
し
学
ぶ
こ
と
で

教
育
面
の
向
上
も
期
待
し
た
が
、村
の
教
育
環

境
が
不
十
分
で
子
ど
も
た
ち
は
水
戸
へ
行
っ

て
し
ま
い
、こ
の
部
分
で
の
思
惑
は
外
れ
た
。

次
は
東
海
村
成
立
翌
年
の
昭
和
31
年
の
原

子
力
研
究
所
誘
致
だ
っ
た
。
当
時
マ
ス
コ
ミ

て
い
た
。
城
跡
は
保
存
状
態
も
良
く
、
深
い

堀
や
周
り
を
巡
る
土
塁
な
ど
当
時
の
面
影

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
石
神
小
野
崎
氏
の

経
緯
が
Ⅲ
郭
広
場
の
案
内
板
に
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

Ⅳ
郭
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
そ
の
周
辺
に

は
現
在
住
宅
が
建
ち
、
田
園
風
景
も
見
ら
れ

て
静
か
な
環
境
と
な
っ
て
い
た
。

な
お
、石
神
城
跡
は
、平
成
29
年
（
2
0
1
7
）

12
月
茨
城
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
は
じ
め
住
民
の
大
部
分
は
賛
成
だ
っ
た
の

で
誘
致
を
決
定
し
た
。
研
究
所
設
置
後
関
連

施
設
の
設
置
や
道
路
、上
下
水
道
等
が
次
々
と

整
備
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
村
長
は
転
入
者
と

村
民
の
融
合
が
必
要
と
考
え
、子
ど
も
が
交
流

す
れ
ば
親
が
交
流
す
る
と
判
断
し
、小
学
校
の

環
境
整
備
と
し
て
各
学
校
に
プ
ー
ル
と
体
育

館
の
整
備
を
進
め
た
。
又
転
入
者
と
村
民
が

同
じ
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
新
し
く
作
る
社

宅
や
団
地
は
村
内
に
分
散
す
る
よ
う
に
依
頼

し
た
。
そ
の
た
め
村
内
各
小
学
校
に
分
散
さ

れ
る
よ
う
に
各
事
業
所
の
住
宅
等
が
設
置
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
昭
和
30
年
に
一

万
一
千
人
の
村
民
が
昭
和
57
年
に
は
三
万
人

を
突
破
し
た
。
当
時
誘
致
を
判
断
し
た
村
長

は
「
誘
致
に
よ
り
財
政
と
か
生
活
環
境
の
向
上

と
か
言
わ
れ
る
が
、本
当
に
良
か
っ
た
事
は
、

転
入
者
と
住
民
が
一
つ
に
な
れ
る
人
間
関
係

が
構
築
で
き
た
こ
と
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。

裏
側
に
は
寄
付
し
た
人
た
ち
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
が
、今
で
は
経
年
劣
化
で
ほ
と
ん
ど

読
め
な
い
状
態
で
す
。
ま
た
、土
台
が
老
朽
化
で

一
部
崩
れ
落
ち
て
い
る
状
態
で
し
た
の
で
、令
和

6
年
3
月
に
自
前
で
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
供
養
碑
は
先
人
た
ち
が
思
い
を
込
め
て

建
て
た
も
の
で
あ
り
、地
域
の
歴
史
的
遺
産
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、後
世
に
も
末
永
く
残
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
地
域
に
、古
墳
時
代
の

営
み
を
今
に
伝
え
る
古
墳
群
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

真
崎
古
墳
群
は
、小
高
い
森
の
中
に
8
基
の
古

墳
が
隣
り
合
う
よ
う
に
静
か
に
残
さ
れ
て
い
る
場

所
で
す
。
そ
の
中
の
一
基
、第
5
号
墳
が「
前
方

後
方
墳
」と
呼
ば
れ
る
形
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、私
は
こ
の
古
墳
群
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

埋
葬
施
設
の
存
在
も
確
認
さ
れ
、こ
の
場
所
が

確
か
に
人
を
葬
る
た
め
に
築
か
れ
た
古
墳
で
あ

る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
は
専
門
家
だ
け
の
研
究

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

に
暮
ら
す
私
た
ち
が
遠
い
昔
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
真
崎
古
墳
群
を
は

じ
め
、東
海
村
に
点
在
す
る
古

墳
や
周
辺
の
地
形
を
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
巡
る
散
策
マ
ッ
プ
が
あ

れ
ば
、よ
り
多
く
の
人
が
古
代

の
ロ
マ
ン
に
触
れ
る
機
会
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
の
学
芸

員
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
「
東
海
村
の
古
墳
・

遺
跡
の
ロ
マ
ン
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
巡
る
散
策

マ
ッ
プ
」
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。



シ
ェ
リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
通
信
第
二
号

も
だ
も
だ

「
化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る
」
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※

８
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ

1
9
8
6
年
に
発
掘
さ
れ
た
ヒ

ゲ
ク
ジ
ラ
類
の
な
か
ま
。
現
在
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

発
見
当
時
は
茨
城
県
内
で
初
め
て

の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
化
石
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
。

を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
来
年
度
も
ま

た
、
乞
う
ご
期
待
。

（
シ
ェ
リ
ー
こ
と
学
芸
員
伊
理
美
智
子
）

【
用
語
解
説
】

※

１
有
機
物炭

素
を
含
む
物
質
全
般
を
指
す
言

葉
だ
が
、
古
生
物
学
に
お
い
て
は
よ

く
「
生
物
由
来
の
物
質
」
を
指
す
。

生
物
の
排
泄
物
、
生
物
の
遺
骸
な
ど

は
、
他
の
生
物
に
と
っ
て
は
命
を
つ

な
ぐ
食
糧
源
で
あ
る
。

※

２
堆
積
構
造

地
層
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
的

な
模
様
や
形
状
の
こ
と
。
堆
積
構

造
を
正
し
く
読
み
解
け
ば
、
そ
の

地
層
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
降
り

積
も
っ
た
の
か
判
別
で
き
た
り
、

過
去
に
起
こ
っ
た
気
象
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
で

き
る
。

※

３
カ
イ
ギ
ュ
ウ

海
生
哺
乳
類
の
一
種
で
、
ジ
ュ
ゴ

ン
や
マ
ナ
テ
ィ
ー
を
含
む
グ
ル
ー

プ
。
見
た
目
は
ク
ジ
ラ
に
似
て
い
る

が
、
ク
ジ
ラ
と
は
異
な
り
草
食
性
で

あ
る
。
筆
者
は
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
化
石

が
専
門
で
あ
る
の
で
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ

か
も
し
れ
な
い
化
石
が
持
ち
込
ま
れ

る
」
と
聞
い
て
大
変
ウ
キ
ウ
キ
し
て

い
た
。

※

４
海
生
哺
乳
類

普
段
の
生
活
の
一
部
ま
た
は
全

部
で
、
水
中
を
生
活
の
場
所
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
た
哺
乳
類
の
こ
と
。
鯨
類

（
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
全
般
）・
鰭
脚

類
（
ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト

ド
・
セ
イ
ウ
チ
な
ど
）・
カ
イ
ギ
ュ

ウ
類
（
ジ
ュ
ゴ
ン
・
マ
ナ
テ
ィ
ー

な
ど
）
な
ど
の
ほ
か
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
・
ラ
ッ
コ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
絶
滅
し
た

動
物
だ
と
束
柱
目
（
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
な
ど
）
も
海
生
哺
乳
類

で
あ
る
。

※

５
鰭
脚
類ア

シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ド
・
セ

イ
ウ
チ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
な
か

ま
の
こ
と
。

※

６
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

束
柱
目
と
い
う
絶
滅
し
た
海
生

哺
乳
類
の
グ
ル
ー
プ
の
一
種
。
北

太
平
洋
沿
岸
域
か
ら
の
み
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
近
縁
な
種
は

現
代
に
生
き
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
未
だ
多
く
の
謎
が
残
る
生
物
。

※

７
エ
ア
チ
ゼ
ル

化
石
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た

め
の
道
具
で
、
原
理
と
見
た
目
は

歯
医
者
さ
ん
で
歯
石
を
削
る
機
械

と
一
緒
で
あ
る
。
圧
縮
さ
れ
た
空

気
の
力
を
使
っ
て
、
少
し
ず
つ
化

石
の
ま
わ
り
の
岩
石
を
吹
き
飛
ば

し
て
い
く
。

え
る
。
光
が
届
き
に
く
い
深
海
で
は
光
合

成
を
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
藻
類
が

生
息
で
き
な
い
た
め
、
一
般
的
に
深
海
は

食
べ
る
も
の
に
乏
し
く
、
生
き
も
の
が
少

な
い
環
境
に
な
り
や
す
い
。
そ
の
よ
う
な

深
海
底
に
あ
っ
て
な
お
、
こ
の
地
層
か
ら

は
多
く
の
化
石
が
見
つ
か
る
。

で
は
、
村
松
層
か
ら
見
つ
か
る
化
石
は

す
べ
て
深
海
の
生
き
も
の
な
の
か
？
こ
れ

に
つ
い
て
も
補
足
し
た
い
。
化
石
に
は

「
生
き
て
い
た
そ
の
場
所
で
土
砂
に
埋

ま
っ
た
も
の
（
現
地
性
）」
と
、「
本
来
生

き
て
い
た
場
所
か
ら
流
さ
れ
た
り
運
ば
れ

た
り
し
た
先
で
土
砂
に
埋
ま
っ
た
も
の

（
異
地
性
）」の
２
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。

村
松
層
か
ら
は
こ
の
両
方
の
タ
イ
プ
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
村
松
層
か
ら
は
ト
ウ
カ
イ

シ
ラ
ス
ナ
ガ
イ
と
い
う
二
枚
貝
が
大
量
に

見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
う
ち
の
一

部
は
、
生
き
て
い
る
と
き
の
姿
勢
の
ま

ま
、
つ
ま
り
、
二
枚
の
殻
を
ぴ
っ
た
り
閉

じ
た
状
態
で
発
掘
さ
れ
る
。
こ
の
「
生
き

埋
め
」
状
態
が
は
っ
き
り
分
か
る
化
石

は
、
現
地
性
の
化
石
で
あ
る
。
ま
た
、
考

え
て
み
れ
ば
当
然
の
道
理
で
は
あ
る
が
、

生
き
も
の
の
生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ

た
も
の
（
足
跡
が
代
表
的
な
例
で
あ
る
）

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
現
地
性
の
化
石

で
あ
る
。

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
、「
シ
ェ

リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」
と
題
し
て
東

海
村
の
自
然
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し
て

い
る
。
本
通
信
で
は
、
講
座
で
取
り
上
げ

た
内
容
や
担
当
学
芸
員
の
研
究
に
つ
い

て
、
ゆ
る
く
楽
し
く
、
筆
者
の
考
え
た
こ

と
を
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
お
届
け
す
る
。

「
黙
（
も
だ
）
」…

 

だ
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　静
か
に
し
て
い
る
こ
と
。
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筆
者
の
専
門
は
、
古
生
物
学
と
い
う
学
問

だ
。
そ
の
名
の
通
り
、
人
類
が
文
明
を
築
く

前
の
古
い
時
代
を
生
き
た
、
い
に
し
え
の
生

き
も
の
た
ち
に
関
し
て
研
究
す
る
学
問
の
総

称
で
、
生
き
も
の
の
化
石
を
扱
う
研
究
も
あ

れ
ば
、
生
き
も
の
が
つ
け
た
生
活
の
痕
跡

（
足
跡
、
巣
穴
な
ど
）
を
解
き
明
か
す
研
究

も
あ
る
し
、
化
石
に
残
存
す
る
成
分
を
解
析

し
て
食
べ
て
い
た
も
の
や
暮
ら
し
た
場
所
を

推
定
す
る
研
究
も
あ
る
。

し
か
し
、
古
生
物
学
の
ど
ん
な
研
究
に

お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

絶
滅
し
た
生
き
も
の
や
、
生
き
も
の
の
遺

骸
が
化
石
と
な
っ
た
も
の
を
扱
う
以
上
、

彼
ら
は
い
つ
も
『
沈
黙
を
貫
い
て
い
る
』

と
い
う
こ
と
だ
。
す
で
に
命
の
尽
き
た
モ

ノ
た
ち
な
の
だ
、
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
沈
黙
こ
そ
、
彼
ら
化
石
た
ち
を
謎
に

包
み
、
ま
だ
見
ぬ
多
大
な
可
能
性
を
包

含
し
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

わ
れ
わ
れ
古
生
物
学
者
と
い
う
の
は
、

そ
の
『
黙
』
を
読
み
解
き
、
そ
の
中
に

隠
さ
れ
た
化
石
ら
の
声
な
き
声
を
聞

く
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
の
手
こ
の
手

で
や
っ
て
い
る
。

化
石
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
？

そ
も
そ
も
、
化
石
と
い
う
の
は
、
生
物

の
遺
骸
や
生
活
の
痕
跡
な
ど
が
土
砂
に
埋

も
れ
、
長
い
年
月
を
経
て
地
層
の
中
に
保

存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

化
石
は
大
抵
「
地
層
」
と
い
う
土
砂
の
堆

積
構
造
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
東
海
村

に
は
い
く
つ
か
異
な
る
時
代
の
地
層
が
分

布
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
化
石

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
の
は
、
通
称
「
村

松
層
」
で
あ
る
。

村
松
層
は
、
今
か
ら
約
4
6
0
万
年
前

〜
2
5
8
万
年
前
の
時
代
に
堆
積
し
た
地

層
だ
（
年
代
に
つ
い
て
は
、
ざ
っ
く
り
と

「
約
3
0
0
万
年
前
」
と
お
伝
え
す
る
こ

と
が
多
い
）
。
こ
の
こ
ろ
、
東
海
村
は
深

海
底
に
で
き
た
谷
の
地
形
の
途
中
に
あ
っ

た
。
こ
の
海
底
谷
の
時
代
、
海
底
で
は
頻

繁
に
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
の
た
び
に
土
砂
に
混
じ
っ
た
有
機

物※

１
が
海
底
谷
に
供
給
さ
れ
、
東
海
村
は

い
わ
ば
「
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
」
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
が
産
出
す
る
化
石
か
ら
伺

一
方
で
、
村
松
層
の
一
部
に
見
ら
れ
る

土
砂
崩
れ
の
堆
積
構
造
か
ら
は
サ
メ
の
歯

が
発
掘
さ
れ
た
。
掘
り
起
こ
さ
れ
た
サ
メ

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
浅
い
海
で
暮
ら
す
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
上
に
、
土
砂
崩
れ
に

運
ば
れ
て
い
る
間
に
歯
の
一
部
が
欠
け
た

り
割
れ
た
り
と
、
土
砂
に
揉
ま
れ
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
状
態
だ
。
深
海
の
地
層
で

こ
の
よ
う
な
化
石
が
見
つ
か
る
と
、
こ
れ

は
異
地
性
の
化
石
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
化
石
が
ど
こ
か
ら
、

ど
ん
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
だ
け
で
も
、
も
の
言
わ
ぬ
化
石
か
ら
情

報
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
東
海
村
じ
ゃ

な
い
場
所
の
資
料
も
集
め
る
こ
と
が
あ
る
」

の
で
あ
る
。
足
元
を
知
り
た
い
な
ら
、
視

野
は
広
く
。
た
だ
し
、
足
元
を
見
失
わ
な

い
程
度
に
。
こ
の
教
え
は
、
筆
者
が
学
芸

員
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
古

生
物
学
者
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ

ろ
に
、
先
達
た
ち
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
も
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
筆
者

は
東
海
村
か
ら
少
し
足
を
延
ば
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
思
わ

ぬ
発
見
が
あ
っ
た
の
が
、
北
茨
城
か
ら
産

出
し
た
と
あ
る
化
石
の
調
査
で
あ
っ
た
。

件
の
標
本
は
、
当
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ※

３
の

化
石
で
は
な
い
か
」
と
持
ち
込
み
が
あ

り
、
交
流
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
化
石

は
約
1
6
6
0
万
年
前
の
北
茨
城
市
の
地

層
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
東

海
村
の
村
松
層
と
似
た
よ
う
な
堆
積
環
境

で
、
海
底
谷
の
一
部
で
堆
積
し
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
か
ら
は
村
松

層
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の
化
石
が
見
つ
か

る
と
の
こ
と
で
、
東
海
村
と
の
比
較
の
た

め
、
現
地
調
査
と
合
わ
せ
て
化
石
標
本
を

調
査
し
た
。

最
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
期
待
も
あ
っ
て
、
う
き
う
き
し
な
が

ら
化
石
を
確
認
し
て
い
た
筆
者
で
あ
る

が
、
一
通
り
の
実
見
の
あ
と
、
こ
れ
は
違

う
か
も
し
れ
な
い
、
と
ち
ょ
っ
と
肩
を
落

末
、
今
回
の
展
示
で
は
、
顕
微
鏡
を
２
台

設
置
し
て
、
自
分
で
微
化
石
を
探
し
て
観

察
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
顕
微
鏡
を

使
っ
た
展
示
は
、
大
ウ
ケ
と
い
う
感
じ
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
や
は
り
一
部
の

来
館
者
に
は
刺
さ
っ
た
よ
う
で
、
日
を
変

え
て
何
度
も
顕
微
鏡
を
覗
き
に
来
る
方
も

い
た
。

足
も
と
を
知
る
に
は
視
野
を
広
く

と
こ
ろ
で
、
東
海
村
の
化
石
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
色
々
分
か
っ
て
き
て
い
る
が
、

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
東
海
村
の
周

辺
地
域
か
ら
採
集
し
た
化
石
も
所
蔵
し
て

い
る
。
時
お
り
、
そ
の
よ
う
な
化
石
を
紹

介
す
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
。

「
シ
ェ
リ
ー
先
生
、
交
流
館
は
東
海
村
の

こ
と
を
調
べ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

東
海
村
じ
ゃ
な
い
場
所
の
化
石
も
持
っ

て
い
る
の
？
」

こ
の
手
の
質
問
は
、
来
館
者
の
素
朴
な

疑
問
か
ら
来
る
も
の
だ
が
、
実
は
と
て
も

良
い
質
問
で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
は
東
海
村
の
郷
土
を
理
解
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
だ
。
で
は
、

交
流
館
で
は
東
海
村
の
こ
と
だ
け
を
研
究

し
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

答
え
は
N
o
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い

く
ら
東
海
村
が
大
好
き
で
も
、
東
海
村
の

こ
と
だ
け
見
て
い
れ
ば
郷
土
理
解
が
深
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
郷
土
と
う
か
い
を
深

く
理
解
し
た
い
な
ら
、
ど
う
し
て
も
他
の

地
域
と
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は

自
然
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
研
究
分

野
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
自
然
分
野
に
関
し
て
も
う
少
し
補
足

す
る
と
、
自
然
と
い
う
の
は
私
た
ち
人
間

が
決
め
た
市
町
村
境
界
だ
と
か
、
時
間
の

区
切
り
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
一

切
合
切
気
に
も
留
め
て
い
な
い
。
私
た
ち

の
考
え
る
枠
組
み
に
思
う
よ
う
に
嵌
っ
て

く
れ
な
い
の
が
自
然
の
常
な
の
で
あ
る
。

鳥
は
市
町
村
を
問
わ
ず
好
き
な
と
こ
ろ
に

飛
ん
で
い
る
し
、
台
風
や
地
震
に
「
せ
め

て
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
て
ほ
し
い
」
な

ん
て
言
っ
た
と
こ
ろ
で
通
じ
る
わ
け
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
郷
土
の
自

然
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
必

ず
市
町
村
境
界
な
ど
の
枠
組
み
か
ら
は
み

出
な
が
ら
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
先
ほ
ど
の
来
館
者

の
質
問
に
答
え
よ
う
。
「
東
海
村
に
つ
い

て
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
東
海
村

の
周
辺
地
域
や
、
東
海
村
以
外
で
も
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
も
分
か
っ

と
し
た
。
大
き
め
の
海
生
哺
乳
類※

４
な
の

だ
と
は
思
う
が
、
以
前
見
た
こ
と
が
あ
る

ク
ジ
ラ
と
も
違
う
し
、
鰭
脚
類※

５
で
も
な

さ
そ
う
。
う
ー
ん
、
何
だ
ろ
う
か
。
困
っ

た
末
、
筆
者
が
修
士
課
程
の
こ
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
先
生
に
見
せ
て
み
た
と
こ

ろ
、「
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス※

６
」
と
い
う
絶

滅
し
た
海
生
哺
乳
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
令
和
７
年
10
月
末
か
ら
令
和
８
年

１
月
12
日
ま
で
、
展
示
室
２
で
紹
介
し
た

の
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
域
的
に
も
世
界
的
に
も
貴
重

な
化
石
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

こ
の
標
本
に
つ
い
て
は
現
在
論
文
化
を
進

め
て
い
る
。
近
日
中
に
続
報
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
奮
闘
中
だ
。

化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る

筆
者
は
古
生
物
学
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
駆
け
出
し
の
部
類
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
達
た
ち
の
よ
う
に
化

石
た
ち
と
の
対
話
の
経
験
値
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
研
究
を
す
る
と
き
、
成
果
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
き
は
い
つ
も
、

対
話
と
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
だ
。

例
え
ば
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

化
石
の
ま
わ
り
に
付
着
し
て
い
る
岩
を

取
り
除
い
て
い
く
作
業
だ
が
、
岩
を
削

る
力
の
強
い
エ
ア
チ
ゼ
ル※

７
か
、
弱

め
の
エ
ア
チ
ゼ
ル
か
を
適
切
に
選
べ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
の
場
所
の
化
石

を
継
続
的
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
手

で
そ
の
感
覚
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る

（
こ
れ
は
筆
者
の
場
合
な
の
で
、
も
っ

と
経
験
豊
富
な
方
は
一
発
で
調
整
が
で

き
る
場
合
も
あ
る
）
。
岩
石
を
取
り
除

い
た
あ
と
も
、
化
石
が
割
れ
な
い
よ
う

に
保
護
剤
を
塗
布
す
る
が
、
ど
の
薬
剤

が
適
切
か
、
濃
度
は
ど
の
く
ら
い
薄
め

る
か
、
な
ど
な
ど
、
根
気
強
く
化
石
と

向
き
合
う
か
ら
こ
そ
体
で
理
解
で
き
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
東
海
村
の

化
石
た
ち
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

に
、
黙
々
と
化
石
と
向
き
合
い
続
け
た

い
。

化
石
ら
は
語
ら
な
い
。
た
だ
、
化
石
と

し
て
残
る
に
至
っ
た
経
緯
の
ま
ま
、
そ
こ

に
在
る
だ
け
だ
。
命
の
尽
き
た
モ
ノ
た
ち

だ
が
、
そ
の
沈
黙
に
は
多
く
の
情
報
が
今

も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
物
言
わ

ぬ
時
、
何
者
か
明
か
さ
れ
な
い
時
、
そ
ん

な
時
で
も
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
た
何
者

か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
惹
か
れ
て
、

私
た
ち
は
か
れ
ら
に
モ
ノ
を
聞
く
。
か
れ

ら
は
答
え
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
答
え
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
か
れ
ら
の

遺
し
た
息
づ
か
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
私
た
ち
は
か
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
る
の
だ
。
筆
者
は
こ
れ
を

『
化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る
』
と
形
容
し

て
い
る
。

筆
者
の
最
近
の
夢
は
、
東
海
村
で
海
生

哺
乳
類
（
そ
れ
が
カ
イ
ギ
ュ
ウ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
）
の
化
石
を
発
掘
す
る
こ

と
だ
。
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
産
出
す
る

と
な
る
と
、
村
松
層
が
最
も
可
能
性
が
高

く
、
次
い
で
新
川
層
だ
と
考
え
る
。
海
生

哺
乳
類
は
、
海
中
に
棲
む
生
き
も
の
た
ち

の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
捕
食

す
る
側
」
だ
と
か
「
捕
食
さ
れ
な
い
側
」

で
あ
る
の
で
、
他
の
海
生
生
物
と
比
べ
る

と
単
位
面
積
あ
た
り
の
個
体
数
が
少
な
く

な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
レ
ア

キ
ャ
ラ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、

そ
の
存
在
が
少
し
レ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
化

石
が
見
つ
か
れ
ば
よ
り
多
く
の
情
報
を
集

め
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
東
海
村
か

ら
発
見
さ
れ
た
海
生
哺
乳
類
の
化
石
で

は
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ※

８
と
呼
ば
れ
て
い

る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
が
村
松
層
か
ら

見
つ
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

他
に
も
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
か
れ
ら
を
発
見

し
た
時
、
地
層
か
ら
掘
り
出
し
た
と
き
、

ど
ん
な
黙
と
対
話
で
き
る
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
回
に
お
い

て
、
素
晴
ら
し
い
同
僚
の
皆
様
と
、
興
味

い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

助
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

目
に
見
え
る
モ
ノ
、見
え
な
い
モ
ノ

化
石
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
は
体
化
石
が
有

名
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
化
石
」

と
い
っ
た
際
に
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
も

の
で
、
生
物
の
体
の
一
部
な
い
し
は
全
部

が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
化
石
と

し
て
残
り
や
す
い
の
は
骨
や
歯
な
ど
の
硬

い
組
織
だ
が
、
条
件
が
良
け
れ
ば
軟
組
織

の
形
や
そ
の
成
分
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
次
に
話
題
に
上
が
り
や
す
い
の

は
、
足
跡
、
這
い
跡
、
食
事
の
痕
な
ど
の

生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ
た
も
の
で
、

生
痕
化
石
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
目
が
肥

え
て
い
な
い
と
な
か
な
か
判
別
が
難
し

く
、
筆
者
も
古
生
物
初
心
者
の
学
生
だ
っ

た
頃
は
「
こ
れ
っ
て
堆
積
構
造※

２
だ
と

か
、
そ
う
い
う
模
様
じ
ゃ
な
い
の
？
！
」

と
何
度
も
躓
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
化
石
、
目
が
肥
え
て
い
れ

ば
見
え
る
化
石
が
あ
る
な
ら
、
当
然
、
目

に
は
見
え
な
い
化
石
と
い
う
の
も
存
在
す

る
。
そ
の
代
名
詞
が
微
化
石
だ
。
こ
れ

は
、
顕
微
鏡
を
使
わ
な
い
と
発
見
・
判
別

が
難
し
い
ミ
ク
ロ
な
化
石
の
こ
と
で
、
目

に
は
見
え
な
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
と
か
、

生
物
の
体
の
う
ち
小
さ
な
部
品
（
う
ろ
こ

や
小
さ
な
骨
格
、
花
粉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
）
な
ど
の
化
石
は
一
般
的
に
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
。
微
化
石
は
、
観
察
の
た
め

の
装
備
が
な
い
と
簡
単
に
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
話
題
に
上
が
り
づ

ら
い
の
だ
が
、
令
和
７
年
の
夏
、
微
化
石

に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
特
別

企
画
展
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
つ
使
っ
て
展
示

を
作
っ
て
み
た
。

こ
の
展
示
は
、
発
足
か
ら
70
周
年
と

な
っ
た
東
海
村
の
様
々
な
時
代
に
時
空
列

車
で
旅
を
し
、
立
ち
寄
っ
た
先
で
途
中
下

車
す
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
制

作
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
筆
者
が
取
り
上

げ
た
の
は
、「
新
川
層
」
と
い
う
地
層
が
堆

積
し
た
、
約
１
１
０
０
万
年
前
の
化
石
た

ち
で
あ
る
。
こ
の
地
層
は
、
現
在
東
海
村

に
分
布
が
知
ら
れ
る
地
層
の
中
で
最
も
古

い
時
代
に
で
き
た
も
の
で
、
肉
眼
で
見
え

る
大
き
さ
の
化
石
は
少
な
い
の
だ
が
、
微

化
石
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き
る
の
で
あ

る
。
村
政
70
周
年
の
節
目
を
象
徴
す
る
企

画
展
で
、「
最
古
参
」
の
地
層
を
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

普
段
は
目
に
見
え
る
化
石
を
専
門
に
し

て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
る
意

味
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
普
段
私
た
ち
が
化
石
の
展
示
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
大
抵
、
体
化
石
だ
と
か
、

生
痕
化
石
だ
と
か
、
と
に
か
く
肉
眼
で
見

え
る
大
き
さ
の
化
石
な
の
で
あ
る
。
微
化

石
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
展
示
す
れ
ば
い
い

ん
だ
？
と
、
し
ば
ら
く
頭
を
悩
ま
せ
た

こ  

せ
い
ぶ
つ
が
く

が
い

ち
ん
も
く

つ
ら
ぬ

な
ぞ

ほ
う

が
ん

も
だ

ち
そ
う

も

か
た

そ
う
び

な
ん
そ
し
き

は

も
よ
う

た
い
せ
き
こ
う
ぞ
う

つ
ま
ず

び   

か  

せ
き

け
ん
び
き
ょ
う

た
い

む
ら う

ど
し
ゃ

せ
き
こ
う
ぞ
う

ま
つ
そ
う

ぱ
ん

ぶ
つ

ひ
ん

そ
う
る
い

げ
ん
ち
せ
い

か
ら

は
っ
く
つ

い

ち
せ
い

ゆ
う
き

う
か
が

こ
ん
せ
き

か
い
せ
き

ぜ
つ
め
つ

い

化石発掘体験の様子。地層を掘って化石を探す。

トウカイシラスナガイの化石。
横から見ると2枚の貝がらが閉じた状態。

ホホジロザメの歯の化石。どの歯も歯の根本の部分が壊れている。
海底で起こった土砂崩れにもまれたと考えられる。
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※

８
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ

1
9
8
6
年
に
発
掘
さ
れ
た
ヒ

ゲ
ク
ジ
ラ
類
の
な
か
ま
。
現
在
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

発
見
当
時
は
茨
城
県
内
で
初
め
て

の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
化
石
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
。

を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
来
年
度
も
ま

た
、
乞
う
ご
期
待
。

（
シ
ェ
リ
ー
こ
と
学
芸
員
伊
理
美
智
子
）

【
用
語
解
説
】

※

１
有
機
物炭

素
を
含
む
物
質
全
般
を
指
す
言

葉
だ
が
、
古
生
物
学
に
お
い
て
は
よ

く
「
生
物
由
来
の
物
質
」
を
指
す
。

生
物
の
排
泄
物
、
生
物
の
遺
骸
な
ど

は
、
他
の
生
物
に
と
っ
て
は
命
を
つ

な
ぐ
食
糧
源
で
あ
る
。

※

２
堆
積
構
造

地
層
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
的

な
模
様
や
形
状
の
こ
と
。
堆
積
構

造
を
正
し
く
読
み
解
け
ば
、
そ
の

地
層
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
降
り

積
も
っ
た
の
か
判
別
で
き
た
り
、

過
去
に
起
こ
っ
た
気
象
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
で

き
る
。

※

３
カ
イ
ギ
ュ
ウ

海
生
哺
乳
類
の
一
種
で
、
ジ
ュ
ゴ

ン
や
マ
ナ
テ
ィ
ー
を
含
む
グ
ル
ー

プ
。
見
た
目
は
ク
ジ
ラ
に
似
て
い
る

が
、
ク
ジ
ラ
と
は
異
な
り
草
食
性
で

あ
る
。
筆
者
は
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
化
石

が
専
門
で
あ
る
の
で
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ

か
も
し
れ
な
い
化
石
が
持
ち
込
ま
れ

る
」
と
聞
い
て
大
変
ウ
キ
ウ
キ
し
て

い
た
。

※

４
海
生
哺
乳
類

普
段
の
生
活
の
一
部
ま
た
は
全

部
で
、
水
中
を
生
活
の
場
所
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
た
哺
乳
類
の
こ
と
。
鯨
類

（
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
全
般
）・
鰭
脚

類
（
ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト

ド
・
セ
イ
ウ
チ
な
ど
）・
カ
イ
ギ
ュ

ウ
類
（
ジ
ュ
ゴ
ン
・
マ
ナ
テ
ィ
ー

な
ど
）
な
ど
の
ほ
か
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
・
ラ
ッ
コ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
絶
滅
し
た

動
物
だ
と
束
柱
目
（
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
な
ど
）
も
海
生
哺
乳
類

で
あ
る
。

※

５
鰭
脚
類ア

シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ド
・
セ

イ
ウ
チ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
な
か

ま
の
こ
と
。

※

６
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

束
柱
目
と
い
う
絶
滅
し
た
海
生

哺
乳
類
の
グ
ル
ー
プ
の
一
種
。
北

太
平
洋
沿
岸
域
か
ら
の
み
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
近
縁
な
種
は

現
代
に
生
き
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
未
だ
多
く
の
謎
が
残
る
生
物
。

※

７
エ
ア
チ
ゼ
ル

化
石
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た

め
の
道
具
で
、
原
理
と
見
た
目
は

歯
医
者
さ
ん
で
歯
石
を
削
る
機
械

と
一
緒
で
あ
る
。
圧
縮
さ
れ
た
空

気
の
力
を
使
っ
て
、
少
し
ず
つ
化

石
の
ま
わ
り
の
岩
石
を
吹
き
飛
ば

し
て
い
く
。

え
る
。
光
が
届
き
に
く
い
深
海
で
は
光
合

成
を
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
藻
類
が

生
息
で
き
な
い
た
め
、
一
般
的
に
深
海
は

食
べ
る
も
の
に
乏
し
く
、
生
き
も
の
が
少

な
い
環
境
に
な
り
や
す
い
。
そ
の
よ
う
な

深
海
底
に
あ
っ
て
な
お
、
こ
の
地
層
か
ら

は
多
く
の
化
石
が
見
つ
か
る
。

で
は
、
村
松
層
か
ら
見
つ
か
る
化
石
は

す
べ
て
深
海
の
生
き
も
の
な
の
か
？
こ
れ

に
つ
い
て
も
補
足
し
た
い
。
化
石
に
は

「
生
き
て
い
た
そ
の
場
所
で
土
砂
に
埋

ま
っ
た
も
の
（
現
地
性
）」
と
、「
本
来
生

き
て
い
た
場
所
か
ら
流
さ
れ
た
り
運
ば
れ

た
り
し
た
先
で
土
砂
に
埋
ま
っ
た
も
の

（
異
地
性
）」の
２
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。

村
松
層
か
ら
は
こ
の
両
方
の
タ
イ
プ
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
村
松
層
か
ら
は
ト
ウ
カ
イ

シ
ラ
ス
ナ
ガ
イ
と
い
う
二
枚
貝
が
大
量
に

見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
う
ち
の
一

部
は
、
生
き
て
い
る
と
き
の
姿
勢
の
ま

ま
、
つ
ま
り
、
二
枚
の
殻
を
ぴ
っ
た
り
閉

じ
た
状
態
で
発
掘
さ
れ
る
。
こ
の
「
生
き

埋
め
」
状
態
が
は
っ
き
り
分
か
る
化
石

は
、
現
地
性
の
化
石
で
あ
る
。
ま
た
、
考

え
て
み
れ
ば
当
然
の
道
理
で
は
あ
る
が
、

生
き
も
の
の
生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ

た
も
の
（
足
跡
が
代
表
的
な
例
で
あ
る
）

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
現
地
性
の
化
石

で
あ
る
。

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
、「
シ
ェ

リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」
と
題
し
て
東

海
村
の
自
然
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し
て

い
る
。
本
通
信
で
は
、
講
座
で
取
り
上
げ

た
内
容
や
担
当
学
芸
員
の
研
究
に
つ
い

て
、
ゆ
る
く
楽
し
く
、
筆
者
の
考
え
た
こ

と
を
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
お
届
け
す
る
。

「
黙
（
も
だ
）
」…

 

だ
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　静
か
に
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　    

（
出
典
：W

eblio

辞
書
）

筆
者
の
専
門
は
、
古
生
物
学
と
い
う
学
問

だ
。
そ
の
名
の
通
り
、
人
類
が
文
明
を
築
く

前
の
古
い
時
代
を
生
き
た
、
い
に
し
え
の
生

き
も
の
た
ち
に
関
し
て
研
究
す
る
学
問
の
総

称
で
、
生
き
も
の
の
化
石
を
扱
う
研
究
も
あ

れ
ば
、
生
き
も
の
が
つ
け
た
生
活
の
痕
跡

（
足
跡
、
巣
穴
な
ど
）
を
解
き
明
か
す
研
究

も
あ
る
し
、
化
石
に
残
存
す
る
成
分
を
解
析

し
て
食
べ
て
い
た
も
の
や
暮
ら
し
た
場
所
を

推
定
す
る
研
究
も
あ
る
。

し
か
し
、
古
生
物
学
の
ど
ん
な
研
究
に

お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

絶
滅
し
た
生
き
も
の
や
、
生
き
も
の
の
遺

骸
が
化
石
と
な
っ
た
も
の
を
扱
う
以
上
、

彼
ら
は
い
つ
も
『
沈
黙
を
貫
い
て
い
る
』

と
い
う
こ
と
だ
。
す
で
に
命
の
尽
き
た
モ

ノ
た
ち
な
の
だ
、
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
沈
黙
こ
そ
、
彼
ら
化
石
た
ち
を
謎
に

包
み
、
ま
だ
見
ぬ
多
大
な
可
能
性
を
包

含
し
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

わ
れ
わ
れ
古
生
物
学
者
と
い
う
の
は
、

そ
の
『
黙
』
を
読
み
解
き
、
そ
の
中
に

隠
さ
れ
た
化
石
ら
の
声
な
き
声
を
聞

く
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
の
手
こ
の
手

で
や
っ
て
い
る
。

化
石
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
？

そ
も
そ
も
、
化
石
と
い
う
の
は
、
生
物

の
遺
骸
や
生
活
の
痕
跡
な
ど
が
土
砂
に
埋

も
れ
、
長
い
年
月
を
経
て
地
層
の
中
に
保

存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

化
石
は
大
抵
「
地
層
」
と
い
う
土
砂
の
堆

積
構
造
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
東
海
村

に
は
い
く
つ
か
異
な
る
時
代
の
地
層
が
分

布
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
化
石

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
の
は
、
通
称
「
村

松
層
」
で
あ
る
。

村
松
層
は
、
今
か
ら
約
4
6
0
万
年
前

〜
2
5
8
万
年
前
の
時
代
に
堆
積
し
た
地

層
だ
（
年
代
に
つ
い
て
は
、
ざ
っ
く
り
と

「
約
3
0
0
万
年
前
」
と
お
伝
え
す
る
こ

と
が
多
い
）
。
こ
の
こ
ろ
、
東
海
村
は
深

海
底
に
で
き
た
谷
の
地
形
の
途
中
に
あ
っ

た
。
こ
の
海
底
谷
の
時
代
、
海
底
で
は
頻

繁
に
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
の
た
び
に
土
砂
に
混
じ
っ
た
有
機

物※

１
が
海
底
谷
に
供
給
さ
れ
、
東
海
村
は

い
わ
ば
「
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
」
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
が
産
出
す
る
化
石
か
ら
伺

一
方
で
、
村
松
層
の
一
部
に
見
ら
れ
る

土
砂
崩
れ
の
堆
積
構
造
か
ら
は
サ
メ
の
歯

が
発
掘
さ
れ
た
。
掘
り
起
こ
さ
れ
た
サ
メ

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
浅
い
海
で
暮
ら
す
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
上
に
、
土
砂
崩
れ
に

運
ば
れ
て
い
る
間
に
歯
の
一
部
が
欠
け
た

り
割
れ
た
り
と
、
土
砂
に
揉
ま
れ
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
状
態
だ
。
深
海
の
地
層
で

こ
の
よ
う
な
化
石
が
見
つ
か
る
と
、
こ
れ

は
異
地
性
の
化
石
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
化
石
が
ど
こ
か
ら
、

ど
ん
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
だ
け
で
も
、
も
の
言
わ
ぬ
化
石
か
ら
情

報
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
東
海
村
じ
ゃ

な
い
場
所
の
資
料
も
集
め
る
こ
と
が
あ
る
」

の
で
あ
る
。
足
元
を
知
り
た
い
な
ら
、
視

野
は
広
く
。
た
だ
し
、
足
元
を
見
失
わ
な

い
程
度
に
。
こ
の
教
え
は
、
筆
者
が
学
芸

員
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
古

生
物
学
者
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ

ろ
に
、
先
達
た
ち
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
も
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
筆
者

は
東
海
村
か
ら
少
し
足
を
延
ば
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
思
わ

ぬ
発
見
が
あ
っ
た
の
が
、
北
茨
城
か
ら
産

出
し
た
と
あ
る
化
石
の
調
査
で
あ
っ
た
。

件
の
標
本
は
、
当
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ※

３
の

化
石
で
は
な
い
か
」
と
持
ち
込
み
が
あ

り
、
交
流
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
化
石

は
約
1
6
6
0
万
年
前
の
北
茨
城
市
の
地

層
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
東

海
村
の
村
松
層
と
似
た
よ
う
な
堆
積
環
境

で
、
海
底
谷
の
一
部
で
堆
積
し
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
か
ら
は
村
松

層
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の
化
石
が
見
つ
か

る
と
の
こ
と
で
、
東
海
村
と
の
比
較
の
た

め
、
現
地
調
査
と
合
わ
せ
て
化
石
標
本
を

調
査
し
た
。

最
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
期
待
も
あ
っ
て
、
う
き
う
き
し
な
が

ら
化
石
を
確
認
し
て
い
た
筆
者
で
あ
る

が
、
一
通
り
の
実
見
の
あ
と
、
こ
れ
は
違

う
か
も
し
れ
な
い
、
と
ち
ょ
っ
と
肩
を
落

末
、
今
回
の
展
示
で
は
、
顕
微
鏡
を
２
台

設
置
し
て
、
自
分
で
微
化
石
を
探
し
て
観

察
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
顕
微
鏡
を

使
っ
た
展
示
は
、
大
ウ
ケ
と
い
う
感
じ
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
や
は
り
一
部
の

来
館
者
に
は
刺
さ
っ
た
よ
う
で
、
日
を
変

え
て
何
度
も
顕
微
鏡
を
覗
き
に
来
る
方
も

い
た
。

足
も
と
を
知
る
に
は
視
野
を
広
く

と
こ
ろ
で
、
東
海
村
の
化
石
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
色
々
分
か
っ
て
き
て
い
る
が
、

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
東
海
村
の
周

辺
地
域
か
ら
採
集
し
た
化
石
も
所
蔵
し
て

い
る
。
時
お
り
、
そ
の
よ
う
な
化
石
を
紹

介
す
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
。

「
シ
ェ
リ
ー
先
生
、
交
流
館
は
東
海
村
の

こ
と
を
調
べ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

東
海
村
じ
ゃ
な
い
場
所
の
化
石
も
持
っ

て
い
る
の
？
」

こ
の
手
の
質
問
は
、
来
館
者
の
素
朴
な

疑
問
か
ら
来
る
も
の
だ
が
、
実
は
と
て
も

良
い
質
問
で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
は
東
海
村
の
郷
土
を
理
解
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
だ
。
で
は
、

交
流
館
で
は
東
海
村
の
こ
と
だ
け
を
研
究

し
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

答
え
は
N
o
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い

く
ら
東
海
村
が
大
好
き
で
も
、
東
海
村
の

こ
と
だ
け
見
て
い
れ
ば
郷
土
理
解
が
深
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
郷
土
と
う
か
い
を
深

く
理
解
し
た
い
な
ら
、
ど
う
し
て
も
他
の

地
域
と
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は

自
然
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
研
究
分

野
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
自
然
分
野
に
関
し
て
も
う
少
し
補
足

す
る
と
、
自
然
と
い
う
の
は
私
た
ち
人
間

が
決
め
た
市
町
村
境
界
だ
と
か
、
時
間
の

区
切
り
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
一

切
合
切
気
に
も
留
め
て
い
な
い
。
私
た
ち

の
考
え
る
枠
組
み
に
思
う
よ
う
に
嵌
っ
て

く
れ
な
い
の
が
自
然
の
常
な
の
で
あ
る
。

鳥
は
市
町
村
を
問
わ
ず
好
き
な
と
こ
ろ
に

飛
ん
で
い
る
し
、
台
風
や
地
震
に
「
せ
め

て
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
て
ほ
し
い
」
な

ん
て
言
っ
た
と
こ
ろ
で
通
じ
る
わ
け
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
郷
土
の
自

然
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
必

ず
市
町
村
境
界
な
ど
の
枠
組
み
か
ら
は
み

出
な
が
ら
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
先
ほ
ど
の
来
館
者

の
質
問
に
答
え
よ
う
。
「
東
海
村
に
つ
い

て
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
東
海
村

の
周
辺
地
域
や
、
東
海
村
以
外
で
も
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
も
分
か
っ

と
し
た
。
大
き
め
の
海
生
哺
乳
類※

４
な
の

だ
と
は
思
う
が
、
以
前
見
た
こ
と
が
あ
る

ク
ジ
ラ
と
も
違
う
し
、
鰭
脚
類※

５
で
も
な

さ
そ
う
。
う
ー
ん
、
何
だ
ろ
う
か
。
困
っ

た
末
、
筆
者
が
修
士
課
程
の
こ
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
先
生
に
見
せ
て
み
た
と
こ

ろ
、「
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス※

６
」
と
い
う
絶

滅
し
た
海
生
哺
乳
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
令
和
７
年
10
月
末
か
ら
令
和
８
年

１
月
12
日
ま
で
、
展
示
室
２
で
紹
介
し
た

の
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
域
的
に
も
世
界
的
に
も
貴
重

な
化
石
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

こ
の
標
本
に
つ
い
て
は
現
在
論
文
化
を
進

め
て
い
る
。
近
日
中
に
続
報
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
奮
闘
中
だ
。

化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る

筆
者
は
古
生
物
学
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
駆
け
出
し
の
部
類
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
達
た
ち
の
よ
う
に
化

石
た
ち
と
の
対
話
の
経
験
値
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
研
究
を
す
る
と
き
、
成
果
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
き
は
い
つ
も
、

対
話
と
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
だ
。

例
え
ば
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

化
石
の
ま
わ
り
に
付
着
し
て
い
る
岩
を

取
り
除
い
て
い
く
作
業
だ
が
、
岩
を
削

る
力
の
強
い
エ
ア
チ
ゼ
ル※

７
か
、
弱

め
の
エ
ア
チ
ゼ
ル
か
を
適
切
に
選
べ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
の
場
所
の
化
石

を
継
続
的
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
手

で
そ
の
感
覚
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る

（
こ
れ
は
筆
者
の
場
合
な
の
で
、
も
っ

と
経
験
豊
富
な
方
は
一
発
で
調
整
が
で

き
る
場
合
も
あ
る
）
。
岩
石
を
取
り
除

い
た
あ
と
も
、
化
石
が
割
れ
な
い
よ
う

に
保
護
剤
を
塗
布
す
る
が
、
ど
の
薬
剤

が
適
切
か
、
濃
度
は
ど
の
く
ら
い
薄
め

る
か
、
な
ど
な
ど
、
根
気
強
く
化
石
と

向
き
合
う
か
ら
こ
そ
体
で
理
解
で
き
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
東
海
村
の

化
石
た
ち
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

に
、
黙
々
と
化
石
と
向
き
合
い
続
け
た

い
。

化
石
ら
は
語
ら
な
い
。
た
だ
、
化
石
と

し
て
残
る
に
至
っ
た
経
緯
の
ま
ま
、
そ
こ

に
在
る
だ
け
だ
。
命
の
尽
き
た
モ
ノ
た
ち

だ
が
、
そ
の
沈
黙
に
は
多
く
の
情
報
が
今

も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
物
言
わ

ぬ
時
、
何
者
か
明
か
さ
れ
な
い
時
、
そ
ん

な
時
で
も
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
た
何
者

か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
惹
か
れ
て
、

私
た
ち
は
か
れ
ら
に
モ
ノ
を
聞
く
。
か
れ

ら
は
答
え
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
答
え
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
か
れ
ら
の

遺
し
た
息
づ
か
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
私
た
ち
は
か
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
る
の
だ
。
筆
者
は
こ
れ
を

『
化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る
』
と
形
容
し

て
い
る
。

筆
者
の
最
近
の
夢
は
、
東
海
村
で
海
生

哺
乳
類
（
そ
れ
が
カ
イ
ギ
ュ
ウ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
）
の
化
石
を
発
掘
す
る
こ

と
だ
。
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
産
出
す
る

と
な
る
と
、
村
松
層
が
最
も
可
能
性
が
高

く
、
次
い
で
新
川
層
だ
と
考
え
る
。
海
生

哺
乳
類
は
、
海
中
に
棲
む
生
き
も
の
た
ち

の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
捕
食

す
る
側
」
だ
と
か
「
捕
食
さ
れ
な
い
側
」

で
あ
る
の
で
、
他
の
海
生
生
物
と
比
べ
る

と
単
位
面
積
あ
た
り
の
個
体
数
が
少
な
く

な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
レ
ア

キ
ャ
ラ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、

そ
の
存
在
が
少
し
レ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
化

石
が
見
つ
か
れ
ば
よ
り
多
く
の
情
報
を
集

め
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
東
海
村
か

ら
発
見
さ
れ
た
海
生
哺
乳
類
の
化
石
で

は
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ※

８
と
呼
ば
れ
て
い

る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
が
村
松
層
か
ら

見
つ
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

他
に
も
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
か
れ
ら
を
発
見

し
た
時
、
地
層
か
ら
掘
り
出
し
た
と
き
、

ど
ん
な
黙
と
対
話
で
き
る
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
回
に
お
い

て
、
素
晴
ら
し
い
同
僚
の
皆
様
と
、
興
味

い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

助
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

目
に
見
え
る
モ
ノ
、見
え
な
い
モ
ノ

化
石
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
は
体
化
石
が
有

名
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
化
石
」

と
い
っ
た
際
に
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
も

の
で
、
生
物
の
体
の
一
部
な
い
し
は
全
部

が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
化
石
と

し
て
残
り
や
す
い
の
は
骨
や
歯
な
ど
の
硬

い
組
織
だ
が
、
条
件
が
良
け
れ
ば
軟
組
織

の
形
や
そ
の
成
分
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
次
に
話
題
に
上
が
り
や
す
い
の

は
、
足
跡
、
這
い
跡
、
食
事
の
痕
な
ど
の

生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ
た
も
の
で
、

生
痕
化
石
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
目
が
肥

え
て
い
な
い
と
な
か
な
か
判
別
が
難
し

く
、
筆
者
も
古
生
物
初
心
者
の
学
生
だ
っ

た
頃
は
「
こ
れ
っ
て
堆
積
構
造※

２
だ
と

か
、
そ
う
い
う
模
様
じ
ゃ
な
い
の
？
！
」

と
何
度
も
躓
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
化
石
、
目
が
肥
え
て
い
れ

ば
見
え
る
化
石
が
あ
る
な
ら
、
当
然
、
目

に
は
見
え
な
い
化
石
と
い
う
の
も
存
在
す

る
。
そ
の
代
名
詞
が
微
化
石
だ
。
こ
れ

は
、
顕
微
鏡
を
使
わ
な
い
と
発
見
・
判
別

が
難
し
い
ミ
ク
ロ
な
化
石
の
こ
と
で
、
目

に
は
見
え
な
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
と
か
、

生
物
の
体
の
う
ち
小
さ
な
部
品
（
う
ろ
こ

や
小
さ
な
骨
格
、
花
粉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
）
な
ど
の
化
石
は
一
般
的
に
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
。
微
化
石
は
、
観
察
の
た
め

の
装
備
が
な
い
と
簡
単
に
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
話
題
に
上
が
り
づ

ら
い
の
だ
が
、
令
和
７
年
の
夏
、
微
化
石

に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
特
別

企
画
展
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
つ
使
っ
て
展
示

を
作
っ
て
み
た
。

こ
の
展
示
は
、
発
足
か
ら
70
周
年
と

な
っ
た
東
海
村
の
様
々
な
時
代
に
時
空
列

車
で
旅
を
し
、
立
ち
寄
っ
た
先
で
途
中
下

車
す
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
制

作
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
筆
者
が
取
り
上

げ
た
の
は
、「
新
川
層
」
と
い
う
地
層
が
堆

積
し
た
、
約
１
１
０
０
万
年
前
の
化
石
た

ち
で
あ
る
。
こ
の
地
層
は
、
現
在
東
海
村

に
分
布
が
知
ら
れ
る
地
層
の
中
で
最
も
古

い
時
代
に
で
き
た
も
の
で
、
肉
眼
で
見
え

る
大
き
さ
の
化
石
は
少
な
い
の
だ
が
、
微

化
石
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き
る
の
で
あ

る
。
村
政
70
周
年
の
節
目
を
象
徴
す
る
企

画
展
で
、「
最
古
参
」
の
地
層
を
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

普
段
は
目
に
見
え
る
化
石
を
専
門
に
し

て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
る
意

味
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
普
段
私
た
ち
が
化
石
の
展
示
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
大
抵
、
体
化
石
だ
と
か
、

生
痕
化
石
だ
と
か
、
と
に
か
く
肉
眼
で
見

え
る
大
き
さ
の
化
石
な
の
で
あ
る
。
微
化

石
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
展
示
す
れ
ば
い
い

ん
だ
？
と
、
し
ば
ら
く
頭
を
悩
ま
せ
た

こ  

せ
い
ぶ
つ
が
く

が
い

ち
ん
も
く

つ
ら
ぬ

な
ぞ

ほ
う

が
ん

も
だ

ち
そ
う

も

か
た

そ
う
び

な
ん
そ
し
き

は

も
よ
う

た
い
せ
き
こ
う
ぞ
う

つ
ま
ず

び   

か  

せ
き

け
ん
び
き
ょ
う

た
い

む
ら う

ど
し
ゃ

せ
き
こ
う
ぞ
う

ま
つ
そ
う

ぱ
ん

ぶ
つ

ひ
ん

そ
う
る
い

げ
ん
ち
せ
い

か
ら

は
っ
く
つ

い

ち
せ
い

ゆ
う
き

う
か
が

こ
ん
せ
き

か
い
せ
き

ぜ
つ
め
つ

い

化石発掘体験の様子。地層を掘って化石を探す。

トウカイシラスナガイの化石。
横から見ると2枚の貝がらが閉じた状態。

ホホジロザメの歯の化石。どの歯も歯の根本の部分が壊れている。
海底で起こった土砂崩れにもまれたと考えられる。
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※

８ 

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ

1
9
8
6
年
に
発
掘
さ
れ
た
ヒ

ゲ
ク
ジ
ラ
類
の
な
か
ま
。
現
在
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

発
見
当
時
は
茨
城
県
内
で
初
め
て

の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
化
石
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
。

を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
来
年
度
も
ま

た
、
乞
う
ご
期
待
。

（
シ
ェ
リ
ー
こ
と
　学
芸
員
　伊
理 

美
智
子
）

【
用
語
解
説
】

※

１ 

有
機
物炭

素
を
含
む
物
質
全
般
を
指
す
言

葉
だ
が
、
古
生
物
学
に
お
い
て
は
よ

く
「
生
物
由
来
の
物
質
」
を
指
す
。

生
物
の
排
泄
物
、
生
物
の
遺
骸
な
ど

は
、
他
の
生
物
に
と
っ
て
は
命
を
つ

な
ぐ
食
糧
源
で
あ
る
。

※

２ 

堆
積
構
造

地
層
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
的

な
模
様
や
形
状
の
こ
と
。
堆
積
構

造
を
正
し
く
読
み
解
け
ば
、
そ
の

地
層
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
降
り

積
も
っ
た
の
か
判
別
で
き
た
り
、

過
去
に
起
こ
っ
た
気
象
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
で

き
る
。

※

３ 

カ
イ
ギ
ュ
ウ

海
生
哺
乳
類
の
一
種
で
、
ジ
ュ
ゴ

ン
や
マ
ナ
テ
ィ
ー
を
含
む
グ
ル
ー

プ
。
見
た
目
は
ク
ジ
ラ
に
似
て
い
る

が
、
ク
ジ
ラ
と
は
異
な
り
草
食
性
で

あ
る
。
筆
者
は
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
化
石

が
専
門
で
あ
る
の
で
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ

か
も
し
れ
な
い
化
石
が
持
ち
込
ま
れ

る
」
と
聞
い
て
大
変
ウ
キ
ウ
キ
し
て

い
た
。

※

４ 

海
生
哺
乳
類

普
段
の
生
活
の
一
部
ま
た
は
全

部
で
、
水
中
を
生
活
の
場
所
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
た
哺
乳
類
の
こ
と
。
鯨
類

（
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
全
般
）・
鰭
脚

類
（
ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト

ド
・
セ
イ
ウ
チ
な
ど
）・
カ
イ
ギ
ュ

ウ
類
（
ジ
ュ
ゴ
ン
・
マ
ナ
テ
ィ
ー

な
ど
）
な
ど
の
ほ
か
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
・
ラ
ッ
コ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
絶
滅
し
た

動
物
だ
と
束
柱
目
（
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
な
ど
）
も
海
生
哺
乳
類

で
あ
る
。

※

５ 

鰭
脚
類ア

シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ド
・
セ

イ
ウ
チ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
な
か

ま
の
こ
と
。

※

６ 

デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

束
柱
目
と
い
う
絶
滅
し
た
海
生

哺
乳
類
の
グ
ル
ー
プ
の
一
種
。
北

太
平
洋
沿
岸
域
か
ら
の
み
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
近
縁
な
種
は

現
代
に
生
き
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
未
だ
多
く
の
謎
が
残
る
生
物
。

※

７ 

エ
ア
チ
ゼ
ル

化
石
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た

め
の
道
具
で
、
原
理
と
見
た
目
は

歯
医
者
さ
ん
で
歯
石
を
削
る
機
械

と
一
緒
で
あ
る
。
圧
縮
さ
れ
た
空

気
の
力
を
使
っ
て
、
少
し
ず
つ
化

石
の
ま
わ
り
の
岩
石
を
吹
き
飛
ば

し
て
い
く
。

て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
東
海
村
じ
ゃ

な
い
場
所
の
資
料
も
集
め
る
こ
と
が
あ
る
」

の
で
あ
る
。
足
元
を
知
り
た
い
な
ら
、
視

野
は
広
く
。
た
だ
し
、
足
元
を
見
失
わ
な

い
程
度
に
。
こ
の
教
え
は
、
筆
者
が
学
芸

員
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
古

生
物
学
者
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ

ろ
に
、
先
達
た
ち
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
も
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
筆
者

は
東
海
村
か
ら
少
し
足
を
延
ば
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
思
わ

ぬ
発
見
が
あ
っ
た
の
が
、
北
茨
城
か
ら
産

出
し
た
と
あ
る
化
石
の
調
査
で
あ
っ
た
。

件
の
標
本
は
、
当
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ※

３
の

化
石
で
は
な
い
か
」
と
持
ち
込
み
が
あ

り
、
交
流
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
化
石

は
約
1
6
6
0
万
年
前
の
北
茨
城
市
の
地

層
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
東

海
村
の
村
松
層
と
似
た
よ
う
な
堆
積
環
境

で
、
海
底
谷
の
一
部
で
堆
積
し
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
か
ら
は
村
松

層
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の
化
石
が
見
つ
か

る
と
の
こ
と
で
、
東
海
村
と
の
比
較
の
た

め
、
現
地
調
査
と
合
わ
せ
て
化
石
標
本
を

調
査
し
た
。

最
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
期
待
も
あ
っ
て
、
う
き
う
き
し
な
が

ら
化
石
を
確
認
し
て
い
た
筆
者
で
あ
る

が
、
一
通
り
の
実
見
の
あ
と
、
こ
れ
は
違

う
か
も
し
れ
な
い
、
と
ち
ょ
っ
と
肩
を
落

末
、
今
回
の
展
示
で
は
、
顕
微
鏡
を
２
台

設
置
し
て
、
自
分
で
微
化
石
を
探
し
て
観

察
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
顕
微
鏡
を

使
っ
た
展
示
は
、
大
ウ
ケ
と
い
う
感
じ
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
や
は
り
一
部
の

来
館
者
に
は
刺
さ
っ
た
よ
う
で
、
日
を
変

え
て
何
度
も
顕
微
鏡
を
覗
き
に
来
る
方
も

い
た
。

足
も
と
を
知
る
に
は
視
野
を
広
く

と
こ
ろ
で
、
東
海
村
の
化
石
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
色
々
分
か
っ
て
き
て
い
る
が
、

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
東
海
村
の
周

辺
地
域
か
ら
採
集
し
た
化
石
も
所
蔵
し
て

い
る
。
時
お
り
、
そ
の
よ
う
な
化
石
を
紹

介
す
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
。

「
シ
ェ
リ
ー
先
生
、
交
流
館
は
東
海
村
の

こ
と
を
調
べ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

東
海
村
じ
ゃ
な
い
場
所
の
化
石
も
持
っ

て
い
る
の
？
」

こ
の
手
の
質
問
は
、
来
館
者
の
素
朴
な

疑
問
か
ら
来
る
も
の
だ
が
、
実
は
と
て
も

良
い
質
問
で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
は
東
海
村
の
郷
土
を
理
解
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
だ
。
で
は
、

交
流
館
で
は
東
海
村
の
こ
と
だ
け
を
研
究

し
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

答
え
は
N
o
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い

く
ら
東
海
村
が
大
好
き
で
も
、
東
海
村
の

こ
と
だ
け
見
て
い
れ
ば
郷
土
理
解
が
深
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
郷
土
と
う
か
い
を
深

く
理
解
し
た
い
な
ら
、
ど
う
し
て
も
他
の

地
域
と
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は

自
然
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
研
究
分

野
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
自
然
分
野
に
関
し
て
も
う
少
し
補
足

す
る
と
、
自
然
と
い
う
の
は
私
た
ち
人
間

が
決
め
た
市
町
村
境
界
だ
と
か
、
時
間
の

区
切
り
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
一

切
合
切
気
に
も
留
め
て
い
な
い
。
私
た
ち

の
考
え
る
枠
組
み
に
思
う
よ
う
に
嵌
っ
て

く
れ
な
い
の
が
自
然
の
常
な
の
で
あ
る
。

鳥
は
市
町
村
を
問
わ
ず
好
き
な
と
こ
ろ
に

飛
ん
で
い
る
し
、
台
風
や
地
震
に
「
せ
め

て
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
て
ほ
し
い
」
な

ん
て
言
っ
た
と
こ
ろ
で
通
じ
る
わ
け
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
郷
土
の
自

然
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
必

ず
市
町
村
境
界
な
ど
の
枠
組
み
か
ら
は
み

出
な
が
ら
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
先
ほ
ど
の
来
館
者

の
質
問
に
答
え
よ
う
。
「
東
海
村
に
つ
い

て
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
東
海
村

の
周
辺
地
域
や
、
東
海
村
以
外
で
も
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
も
分
か
っ

と
し
た
。
大
き
め
の
海
生
哺
乳
類※

４
な
の

だ
と
は
思
う
が
、
以
前
見
た
こ
と
が
あ
る

ク
ジ
ラ
と
も
違
う
し
、
鰭
脚
類※

５
で
も
な

さ
そ
う
。
う
ー
ん
、
何
だ
ろ
う
か
。
困
っ

た
末
、
筆
者
が
修
士
課
程
の
こ
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
先
生
に
見
せ
て
み
た
と
こ

ろ
、「
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス※

６
」
と
い
う
絶

滅
し
た
海
生
哺
乳
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
令
和
７
年
10
月
末
か
ら
令
和
８
年

１
月
12
日
ま
で
、
展
示
室
２
で
紹
介
し
た

の
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
域
的
に
も
世
界
的
に
も
貴
重

な
化
石
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

こ
の
標
本
に
つ
い
て
は
現
在
論
文
化
を
進

め
て
い
る
。
近
日
中
に
続
報
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
奮
闘
中
だ
。

化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る

筆
者
は
古
生
物
学
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
駆
け
出
し
の
部
類
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
達
た
ち
の
よ
う
に
化

石
た
ち
と
の
対
話
の
経
験
値
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
研
究
を
す
る
と
き
、
成
果
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
き
は
い
つ
も
、

対
話
と
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
だ
。

例
え
ば
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

化
石
の
ま
わ
り
に
付
着
し
て
い
る
岩
を

取
り
除
い
て
い
く
作
業
だ
が
、
岩
を
削

る
力
の
強
い
エ
ア
チ
ゼ
ル※

７
か
、
弱

め
の
エ
ア
チ
ゼ
ル
か
を
適
切
に
選
べ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
の
場
所
の
化
石

を
継
続
的
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
手

で
そ
の
感
覚
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る

（
こ
れ
は
筆
者
の
場
合
な
の
で
、
も
っ

と
経
験
豊
富
な
方
は
一
発
で
調
整
が
で

き
る
場
合
も
あ
る
）
。
岩
石
を
取
り
除

い
た
あ
と
も
、
化
石
が
割
れ
な
い
よ
う

に
保
護
剤
を
塗
布
す
る
が
、
ど
の
薬
剤

が
適
切
か
、
濃
度
は
ど
の
く
ら
い
薄
め

る
か
、
な
ど
な
ど
、
根
気
強
く
化
石
と

向
き
合
う
か
ら
こ
そ
体
で
理
解
で
き
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
東
海
村
の

化
石
た
ち
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

に
、
黙
々
と
化
石
と
向
き
合
い
続
け
た

い
。

化
石
ら
は
語
ら
な
い
。
た
だ
、
化
石
と

し
て
残
る
に
至
っ
た
経
緯
の
ま
ま
、
そ
こ

に
在
る
だ
け
だ
。
命
の
尽
き
た
モ
ノ
た
ち

だ
が
、
そ
の
沈
黙
に
は
多
く
の
情
報
が
今

も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
物
言
わ

ぬ
時
、
何
者
か
明
か
さ
れ
な
い
時
、
そ
ん

な
時
で
も
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
た
何
者

か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
惹
か
れ
て
、

私
た
ち
は
か
れ
ら
に
モ
ノ
を
聞
く
。
か
れ

ら
は
答
え
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
答
え
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
か
れ
ら
の

遺
し
た
息
づ
か
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
私
た
ち
は
か
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
る
の
だ
。
筆
者
は
こ
れ
を

『
化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る
』
と
形
容
し

て
い
る
。

筆
者
の
最
近
の
夢
は
、
東
海
村
で
海
生

哺
乳
類
（
そ
れ
が
カ
イ
ギ
ュ
ウ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
）
の
化
石
を
発
掘
す
る
こ

と
だ
。
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
産
出
す
る

と
な
る
と
、
村
松
層
が
最
も
可
能
性
が
高

く
、
次
い
で
新
川
層
だ
と
考
え
る
。
海
生

哺
乳
類
は
、
海
中
に
棲
む
生
き
も
の
た
ち

の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
捕
食

す
る
側
」
だ
と
か
「
捕
食
さ
れ
な
い
側
」

で
あ
る
の
で
、
他
の
海
生
生
物
と
比
べ
る

と
単
位
面
積
あ
た
り
の
個
体
数
が
少
な
く

な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
レ
ア

キ
ャ
ラ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、

そ
の
存
在
が
少
し
レ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
化

石
が
見
つ
か
れ
ば
よ
り
多
く
の
情
報
を
集

め
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
東
海
村
か

ら
発
見
さ
れ
た
海
生
哺
乳
類
の
化
石
で

は
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ※

８
と
呼
ば
れ
て
い

る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
が
村
松
層
か
ら

見
つ
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

他
に
も
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
か
れ
ら
を
発
見

し
た
時
、
地
層
か
ら
掘
り
出
し
た
と
き
、

ど
ん
な
黙
と
対
話
で
き
る
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
回
に
お
い

て
、
素
晴
ら
し
い
同
僚
の
皆
様
と
、
興
味

い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

助
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

目
に
見
え
る
モ
ノ
、見
え
な
い
モ
ノ

化
石
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
は
体
化
石
が
有

名
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
化
石
」

と
い
っ
た
際
に
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
も

の
で
、
生
物
の
体
の
一
部
な
い
し
は
全
部

が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
化
石
と

し
て
残
り
や
す
い
の
は
骨
や
歯
な
ど
の
硬

い
組
織
だ
が
、
条
件
が
良
け
れ
ば
軟
組
織

の
形
や
そ
の
成
分
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
次
に
話
題
に
上
が
り
や
す
い
の

は
、
足
跡
、
這
い
跡
、
食
事
の
痕
な
ど
の

生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ
た
も
の
で
、

生
痕
化
石
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
目
が
肥

え
て
い
な
い
と
な
か
な
か
判
別
が
難
し

く
、
筆
者
も
古
生
物
初
心
者
の
学
生
だ
っ

た
頃
は
「
こ
れ
っ
て
堆
積
構
造※

２
だ
と

か
、
そ
う
い
う
模
様
じ
ゃ
な
い
の
？
！
」

と
何
度
も
躓
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
化
石
、
目
が
肥
え
て
い
れ

ば
見
え
る
化
石
が
あ
る
な
ら
、
当
然
、
目

に
は
見
え
な
い
化
石
と
い
う
の
も
存
在
す

る
。
そ
の
代
名
詞
が
微
化
石
だ
。
こ
れ

は
、
顕
微
鏡
を
使
わ
な
い
と
発
見
・
判
別

が
難
し
い
ミ
ク
ロ
な
化
石
の
こ
と
で
、
目

に
は
見
え
な
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
と
か
、

生
物
の
体
の
う
ち
小
さ
な
部
品
（
う
ろ
こ

や
小
さ
な
骨
格
、
花
粉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
）
な
ど
の
化
石
は
一
般
的
に
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
。
微
化
石
は
、
観
察
の
た
め

の
装
備
が
な
い
と
簡
単
に
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
話
題
に
上
が
り
づ

ら
い
の
だ
が
、
令
和
７
年
の
夏
、
微
化
石

に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
特
別

企
画
展
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
つ
使
っ
て
展
示

を
作
っ
て
み
た
。

こ
の
展
示
は
、
発
足
か
ら
70
周
年
と

な
っ
た
東
海
村
の
様
々
な
時
代
に
時
空
列

車
で
旅
を
し
、
立
ち
寄
っ
た
先
で
途
中
下

車
す
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
制

作
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
筆
者
が
取
り
上

げ
た
の
は
、「
新
川
層
」
と
い
う
地
層
が
堆

積
し
た
、
約
１
１
０
０
万
年
前
の
化
石
た

ち
で
あ
る
。
こ
の
地
層
は
、
現
在
東
海
村

に
分
布
が
知
ら
れ
る
地
層
の
中
で
最
も
古

い
時
代
に
で
き
た
も
の
で
、
肉
眼
で
見
え

る
大
き
さ
の
化
石
は
少
な
い
の
だ
が
、
微

化
石
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き
る
の
で
あ

る
。
村
政
70
周
年
の
節
目
を
象
徴
す
る
企

画
展
で
、「
最
古
参
」
の
地
層
を
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

普
段
は
目
に
見
え
る
化
石
を
専
門
に
し

て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
る
意

味
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
普
段
私
た
ち
が
化
石
の
展
示
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
大
抵
、
体
化
石
だ
と
か
、

生
痕
化
石
だ
と
か
、
と
に
か
く
肉
眼
で
見

え
る
大
き
さ
の
化
石
な
の
で
あ
る
。
微
化

石
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
展
示
す
れ
ば
い
い

ん
だ
？
と
、
し
ば
ら
く
頭
を
悩
ま
せ
た

き
き
ゃ
く
る
い

し 

こ
う
さ
く
ご

ほ   

ご   

ざ
い

と   

ふ

も
だ

す

ほ
し
ょ
く

ふ
ん
と
う
ち
ゅ
う

か
い
せ
い
ほ
に
ゅ
う
る
い

の
ぞ

そ  

ぼ
く

き
ょ
う 

ど  

り 

か
い 

は
ま

の

新川層から産出したアンコニクヌスの化石。
生痕化石の一種である。

北茨城市から産出したデスモスチルスの化石。
後頭部が残っている。

化石クリーニングの様子。専用の工具で岩を取り除く。

新川層から産出したリュウグウハゴロモ
ガイ。体化石の例である。

新川層から産出した魚のうろこの化石。
大きさは1mmにも満たず、微化石と呼ばれるサイズで
ある。
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※

８ 

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ

1
9
8
6
年
に
発
掘
さ
れ
た
ヒ

ゲ
ク
ジ
ラ
類
の
な
か
ま
。
現
在
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

発
見
当
時
は
茨
城
県
内
で
初
め
て

の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
化
石
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
。

を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
来
年
度
も
ま

た
、
乞
う
ご
期
待
。

（
シ
ェ
リ
ー
こ
と
　学
芸
員
　伊
理 

美
智
子
）

【
用
語
解
説
】

※

１ 

有
機
物炭

素
を
含
む
物
質
全
般
を
指
す
言

葉
だ
が
、
古
生
物
学
に
お
い
て
は
よ

く
「
生
物
由
来
の
物
質
」
を
指
す
。

生
物
の
排
泄
物
、
生
物
の
遺
骸
な
ど

は
、
他
の
生
物
に
と
っ
て
は
命
を
つ

な
ぐ
食
糧
源
で
あ
る
。

※

２ 

堆
積
構
造

地
層
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
的

な
模
様
や
形
状
の
こ
と
。
堆
積
構

造
を
正
し
く
読
み
解
け
ば
、
そ
の

地
層
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
降
り

積
も
っ
た
の
か
判
別
で
き
た
り
、

過
去
に
起
こ
っ
た
気
象
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
で

き
る
。

※

３ 

カ
イ
ギ
ュ
ウ

海
生
哺
乳
類
の
一
種
で
、
ジ
ュ
ゴ

ン
や
マ
ナ
テ
ィ
ー
を
含
む
グ
ル
ー

プ
。
見
た
目
は
ク
ジ
ラ
に
似
て
い
る

が
、
ク
ジ
ラ
と
は
異
な
り
草
食
性
で

あ
る
。
筆
者
は
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
化
石

が
専
門
で
あ
る
の
で
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ

か
も
し
れ
な
い
化
石
が
持
ち
込
ま
れ

る
」
と
聞
い
て
大
変
ウ
キ
ウ
キ
し
て

い
た
。

※

４ 

海
生
哺
乳
類

普
段
の
生
活
の
一
部
ま
た
は
全

部
で
、
水
中
を
生
活
の
場
所
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
た
哺
乳
類
の
こ
と
。
鯨
類

（
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
全
般
）・
鰭
脚

類
（
ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト

ド
・
セ
イ
ウ
チ
な
ど
）・
カ
イ
ギ
ュ

ウ
類
（
ジ
ュ
ゴ
ン
・
マ
ナ
テ
ィ
ー

な
ど
）
な
ど
の
ほ
か
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
・
ラ
ッ
コ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
絶
滅
し
た

動
物
だ
と
束
柱
目
（
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
な
ど
）
も
海
生
哺
乳
類

で
あ
る
。

※

５ 

鰭
脚
類ア

シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ド
・
セ

イ
ウ
チ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
な
か

ま
の
こ
と
。

※

６ 

デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

束
柱
目
と
い
う
絶
滅
し
た
海
生

哺
乳
類
の
グ
ル
ー
プ
の
一
種
。
北

太
平
洋
沿
岸
域
か
ら
の
み
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
近
縁
な
種
は

現
代
に
生
き
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
未
だ
多
く
の
謎
が
残
る
生
物
。

※

７ 

エ
ア
チ
ゼ
ル

化
石
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た

め
の
道
具
で
、
原
理
と
見
た
目
は

歯
医
者
さ
ん
で
歯
石
を
削
る
機
械

と
一
緒
で
あ
る
。
圧
縮
さ
れ
た
空

気
の
力
を
使
っ
て
、
少
し
ず
つ
化

石
の
ま
わ
り
の
岩
石
を
吹
き
飛
ば

し
て
い
く
。

て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
東
海
村
じ
ゃ

な
い
場
所
の
資
料
も
集
め
る
こ
と
が
あ
る
」

の
で
あ
る
。
足
元
を
知
り
た
い
な
ら
、
視

野
は
広
く
。
た
だ
し
、
足
元
を
見
失
わ
な

い
程
度
に
。
こ
の
教
え
は
、
筆
者
が
学
芸

員
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
古

生
物
学
者
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ

ろ
に
、
先
達
た
ち
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
も
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
筆
者

は
東
海
村
か
ら
少
し
足
を
延
ば
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
思
わ

ぬ
発
見
が
あ
っ
た
の
が
、
北
茨
城
か
ら
産

出
し
た
と
あ
る
化
石
の
調
査
で
あ
っ
た
。

件
の
標
本
は
、
当
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ※

３
の

化
石
で
は
な
い
か
」
と
持
ち
込
み
が
あ

り
、
交
流
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
化
石

は
約
1
6
6
0
万
年
前
の
北
茨
城
市
の
地

層
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
東

海
村
の
村
松
層
と
似
た
よ
う
な
堆
積
環
境

で
、
海
底
谷
の
一
部
で
堆
積
し
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
か
ら
は
村
松

層
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の
化
石
が
見
つ
か

る
と
の
こ
と
で
、
東
海
村
と
の
比
較
の
た

め
、
現
地
調
査
と
合
わ
せ
て
化
石
標
本
を

調
査
し
た
。

最
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
期
待
も
あ
っ
て
、
う
き
う
き
し
な
が

ら
化
石
を
確
認
し
て
い
た
筆
者
で
あ
る

が
、
一
通
り
の
実
見
の
あ
と
、
こ
れ
は
違

う
か
も
し
れ
な
い
、
と
ち
ょ
っ
と
肩
を
落

末
、
今
回
の
展
示
で
は
、
顕
微
鏡
を
２
台

設
置
し
て
、
自
分
で
微
化
石
を
探
し
て
観

察
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
顕
微
鏡
を

使
っ
た
展
示
は
、
大
ウ
ケ
と
い
う
感
じ
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
や
は
り
一
部
の

来
館
者
に
は
刺
さ
っ
た
よ
う
で
、
日
を
変

え
て
何
度
も
顕
微
鏡
を
覗
き
に
来
る
方
も

い
た
。

足
も
と
を
知
る
に
は
視
野
を
広
く

と
こ
ろ
で
、
東
海
村
の
化
石
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
色
々
分
か
っ
て
き
て
い
る
が
、

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
東
海
村
の
周

辺
地
域
か
ら
採
集
し
た
化
石
も
所
蔵
し
て

い
る
。
時
お
り
、
そ
の
よ
う
な
化
石
を
紹

介
す
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
。

「
シ
ェ
リ
ー
先
生
、
交
流
館
は
東
海
村
の

こ
と
を
調
べ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

東
海
村
じ
ゃ
な
い
場
所
の
化
石
も
持
っ

て
い
る
の
？
」

こ
の
手
の
質
問
は
、
来
館
者
の
素
朴
な

疑
問
か
ら
来
る
も
の
だ
が
、
実
は
と
て
も

良
い
質
問
で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
は
東
海
村
の
郷
土
を
理
解
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
だ
。
で
は
、

交
流
館
で
は
東
海
村
の
こ
と
だ
け
を
研
究

し
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

答
え
は
N
o
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い

く
ら
東
海
村
が
大
好
き
で
も
、
東
海
村
の

こ
と
だ
け
見
て
い
れ
ば
郷
土
理
解
が
深
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
郷
土
と
う
か
い
を
深

く
理
解
し
た
い
な
ら
、
ど
う
し
て
も
他
の

地
域
と
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は

自
然
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
研
究
分

野
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
自
然
分
野
に
関
し
て
も
う
少
し
補
足

す
る
と
、
自
然
と
い
う
の
は
私
た
ち
人
間

が
決
め
た
市
町
村
境
界
だ
と
か
、
時
間
の

区
切
り
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
一

切
合
切
気
に
も
留
め
て
い
な
い
。
私
た
ち

の
考
え
る
枠
組
み
に
思
う
よ
う
に
嵌
っ
て

く
れ
な
い
の
が
自
然
の
常
な
の
で
あ
る
。

鳥
は
市
町
村
を
問
わ
ず
好
き
な
と
こ
ろ
に

飛
ん
で
い
る
し
、
台
風
や
地
震
に
「
せ
め

て
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
て
ほ
し
い
」
な

ん
て
言
っ
た
と
こ
ろ
で
通
じ
る
わ
け
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
郷
土
の
自

然
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
必

ず
市
町
村
境
界
な
ど
の
枠
組
み
か
ら
は
み

出
な
が
ら
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
先
ほ
ど
の
来
館
者

の
質
問
に
答
え
よ
う
。
「
東
海
村
に
つ
い

て
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
東
海
村

の
周
辺
地
域
や
、
東
海
村
以
外
で
も
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
も
分
か
っ

と
し
た
。
大
き
め
の
海
生
哺
乳
類※

４
な
の

だ
と
は
思
う
が
、
以
前
見
た
こ
と
が
あ
る

ク
ジ
ラ
と
も
違
う
し
、
鰭
脚
類※

５
で
も
な

さ
そ
う
。
う
ー
ん
、
何
だ
ろ
う
か
。
困
っ

た
末
、
筆
者
が
修
士
課
程
の
こ
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
先
生
に
見
せ
て
み
た
と
こ

ろ
、「
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス※
６
」
と
い
う
絶

滅
し
た
海
生
哺
乳
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
令
和
７
年
10
月
末
か
ら
令
和
８
年

１
月
12
日
ま
で
、
展
示
室
２
で
紹
介
し
た

の
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
域
的
に
も
世
界
的
に
も
貴
重

な
化
石
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

こ
の
標
本
に
つ
い
て
は
現
在
論
文
化
を
進

め
て
い
る
。
近
日
中
に
続
報
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
奮
闘
中
だ
。

化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る

筆
者
は
古
生
物
学
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
駆
け
出
し
の
部
類
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
達
た
ち
の
よ
う
に
化

石
た
ち
と
の
対
話
の
経
験
値
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
研
究
を
す
る
と
き
、
成
果
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
き
は
い
つ
も
、

対
話
と
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
だ
。

例
え
ば
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

化
石
の
ま
わ
り
に
付
着
し
て
い
る
岩
を

取
り
除
い
て
い
く
作
業
だ
が
、
岩
を
削

る
力
の
強
い
エ
ア
チ
ゼ
ル※

７
か
、
弱

め
の
エ
ア
チ
ゼ
ル
か
を
適
切
に
選
べ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
の
場
所
の
化
石

を
継
続
的
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
手

で
そ
の
感
覚
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る

（
こ
れ
は
筆
者
の
場
合
な
の
で
、
も
っ

と
経
験
豊
富
な
方
は
一
発
で
調
整
が
で

き
る
場
合
も
あ
る
）
。
岩
石
を
取
り
除

い
た
あ
と
も
、
化
石
が
割
れ
な
い
よ
う

に
保
護
剤
を
塗
布
す
る
が
、
ど
の
薬
剤

が
適
切
か
、
濃
度
は
ど
の
く
ら
い
薄
め

る
か
、
な
ど
な
ど
、
根
気
強
く
化
石
と

向
き
合
う
か
ら
こ
そ
体
で
理
解
で
き
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
東
海
村
の

化
石
た
ち
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

に
、
黙
々
と
化
石
と
向
き
合
い
続
け
た

い
。

化
石
ら
は
語
ら
な
い
。
た
だ
、
化
石
と

し
て
残
る
に
至
っ
た
経
緯
の
ま
ま
、
そ
こ

に
在
る
だ
け
だ
。
命
の
尽
き
た
モ
ノ
た
ち

だ
が
、
そ
の
沈
黙
に
は
多
く
の
情
報
が
今

も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
物
言
わ

ぬ
時
、
何
者
か
明
か
さ
れ
な
い
時
、
そ
ん

な
時
で
も
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
た
何
者

か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
惹
か
れ
て
、

私
た
ち
は
か
れ
ら
に
モ
ノ
を
聞
く
。
か
れ

ら
は
答
え
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
答
え
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
か
れ
ら
の

遺
し
た
息
づ
か
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
私
た
ち
は
か
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
る
の
だ
。
筆
者
は
こ
れ
を

『
化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る
』
と
形
容
し

て
い
る
。

筆
者
の
最
近
の
夢
は
、
東
海
村
で
海
生

哺
乳
類
（
そ
れ
が
カ
イ
ギ
ュ
ウ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
）
の
化
石
を
発
掘
す
る
こ

と
だ
。
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
産
出
す
る

と
な
る
と
、
村
松
層
が
最
も
可
能
性
が
高

く
、
次
い
で
新
川
層
だ
と
考
え
る
。
海
生

哺
乳
類
は
、
海
中
に
棲
む
生
き
も
の
た
ち

の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
捕
食

す
る
側
」
だ
と
か
「
捕
食
さ
れ
な
い
側
」

で
あ
る
の
で
、
他
の
海
生
生
物
と
比
べ
る

と
単
位
面
積
あ
た
り
の
個
体
数
が
少
な
く

な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
レ
ア

キ
ャ
ラ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、

そ
の
存
在
が
少
し
レ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
化

石
が
見
つ
か
れ
ば
よ
り
多
く
の
情
報
を
集

め
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
東
海
村
か

ら
発
見
さ
れ
た
海
生
哺
乳
類
の
化
石
で

は
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ※

８
と
呼
ば
れ
て
い

る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
が
村
松
層
か
ら

見
つ
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

他
に
も
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
か
れ
ら
を
発
見

し
た
時
、
地
層
か
ら
掘
り
出
し
た
と
き
、

ど
ん
な
黙
と
対
話
で
き
る
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
回
に
お
い

て
、
素
晴
ら
し
い
同
僚
の
皆
様
と
、
興
味

い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

助
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

目
に
見
え
る
モ
ノ
、見
え
な
い
モ
ノ

化
石
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
は
体
化
石
が
有

名
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
化
石
」

と
い
っ
た
際
に
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
も

の
で
、
生
物
の
体
の
一
部
な
い
し
は
全
部

が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
化
石
と

し
て
残
り
や
す
い
の
は
骨
や
歯
な
ど
の
硬

い
組
織
だ
が
、
条
件
が
良
け
れ
ば
軟
組
織

の
形
や
そ
の
成
分
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
次
に
話
題
に
上
が
り
や
す
い
の

は
、
足
跡
、
這
い
跡
、
食
事
の
痕
な
ど
の

生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ
た
も
の
で
、

生
痕
化
石
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
目
が
肥

え
て
い
な
い
と
な
か
な
か
判
別
が
難
し

く
、
筆
者
も
古
生
物
初
心
者
の
学
生
だ
っ

た
頃
は
「
こ
れ
っ
て
堆
積
構
造※

２
だ
と

か
、
そ
う
い
う
模
様
じ
ゃ
な
い
の
？
！
」

と
何
度
も
躓
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
化
石
、
目
が
肥
え
て
い
れ

ば
見
え
る
化
石
が
あ
る
な
ら
、
当
然
、
目

に
は
見
え
な
い
化
石
と
い
う
の
も
存
在
す

る
。
そ
の
代
名
詞
が
微
化
石
だ
。
こ
れ

は
、
顕
微
鏡
を
使
わ
な
い
と
発
見
・
判
別

が
難
し
い
ミ
ク
ロ
な
化
石
の
こ
と
で
、
目

に
は
見
え
な
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
と
か
、

生
物
の
体
の
う
ち
小
さ
な
部
品
（
う
ろ
こ

や
小
さ
な
骨
格
、
花
粉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
）
な
ど
の
化
石
は
一
般
的
に
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
。
微
化
石
は
、
観
察
の
た
め

の
装
備
が
な
い
と
簡
単
に
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
話
題
に
上
が
り
づ

ら
い
の
だ
が
、
令
和
７
年
の
夏
、
微
化
石

に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
特
別

企
画
展
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
つ
使
っ
て
展
示

を
作
っ
て
み
た
。

こ
の
展
示
は
、
発
足
か
ら
70
周
年
と

な
っ
た
東
海
村
の
様
々
な
時
代
に
時
空
列

車
で
旅
を
し
、
立
ち
寄
っ
た
先
で
途
中
下

車
す
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
制

作
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
筆
者
が
取
り
上

げ
た
の
は
、「
新
川
層
」
と
い
う
地
層
が
堆

積
し
た
、
約
１
１
０
０
万
年
前
の
化
石
た

ち
で
あ
る
。
こ
の
地
層
は
、
現
在
東
海
村

に
分
布
が
知
ら
れ
る
地
層
の
中
で
最
も
古

い
時
代
に
で
き
た
も
の
で
、
肉
眼
で
見
え

る
大
き
さ
の
化
石
は
少
な
い
の
だ
が
、
微

化
石
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き
る
の
で
あ

る
。
村
政
70
周
年
の
節
目
を
象
徴
す
る
企

画
展
で
、「
最
古
参
」
の
地
層
を
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

普
段
は
目
に
見
え
る
化
石
を
専
門
に
し

て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
る
意

味
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
普
段
私
た
ち
が
化
石
の
展
示
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
大
抵
、
体
化
石
だ
と
か
、

生
痕
化
石
だ
と
か
、
と
に
か
く
肉
眼
で
見

え
る
大
き
さ
の
化
石
な
の
で
あ
る
。
微
化

石
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
展
示
す
れ
ば
い
い

ん
だ
？
と
、
し
ば
ら
く
頭
を
悩
ま
せ
た

き
き
ゃ
く
る
い

し 

こ
う
さ
く
ご

ほ   

ご   

ざ
い

と   

ふ

も
だ

す

ほ
し
ょ
く

ふ
ん
と
う
ち
ゅ
う

か
い
せ
い
ほ
に
ゅ
う
る
い

の
ぞ

そ  

ぼ
く

き
ょ
う 

ど  

り 

か
い 

は
ま

の

新川層から産出したアンコニクヌスの化石。
生痕化石の一種である。

北茨城市から産出したデスモスチルスの化石。
後頭部が残っている。

化石クリーニングの様子。専用の工具で岩を取り除く。

新川層から産出したリュウグウハゴロモ
ガイ。体化石の例である。

新川層から産出した魚のうろこの化石。
大きさは1mmにも満たず、微化石と呼ばれるサイズで
ある。
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※

８
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ

1
9
8
6
年
に
発
掘
さ
れ
た
ヒ

ゲ
ク
ジ
ラ
類
の
な
か
ま
。
現
在
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

発
見
当
時
は
茨
城
県
内
で
初
め
て

の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
化
石
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
。

を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
来
年
度
も
ま

た
、
乞
う
ご
期
待
。

（
シ
ェ
リ
ー
こ
と
学
芸
員
伊
理
美
智
子
）

【
用
語
解
説
】

※

１
有
機
物炭

素
を
含
む
物
質
全
般
を
指
す
言

葉
だ
が
、
古
生
物
学
に
お
い
て
は
よ

く
「
生
物
由
来
の
物
質
」
を
指
す
。

生
物
の
排
泄
物
、
生
物
の
遺
骸
な
ど

は
、
他
の
生
物
に
と
っ
て
は
命
を
つ

な
ぐ
食
糧
源
で
あ
る
。

※

２
堆
積
構
造

地
層
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
的

な
模
様
や
形
状
の
こ
と
。
堆
積
構

造
を
正
し
く
読
み
解
け
ば
、
そ
の

地
層
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
降
り

積
も
っ
た
の
か
判
別
で
き
た
り
、

過
去
に
起
こ
っ
た
気
象
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
で

き
る
。

※

３
カ
イ
ギ
ュ
ウ

海
生
哺
乳
類
の
一
種
で
、
ジ
ュ
ゴ

ン
や
マ
ナ
テ
ィ
ー
を
含
む
グ
ル
ー

プ
。
見
た
目
は
ク
ジ
ラ
に
似
て
い
る

が
、
ク
ジ
ラ
と
は
異
な
り
草
食
性
で

あ
る
。
筆
者
は
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
化
石

が
専
門
で
あ
る
の
で
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ

か
も
し
れ
な
い
化
石
が
持
ち
込
ま
れ

る
」
と
聞
い
て
大
変
ウ
キ
ウ
キ
し
て

い
た
。

※

４
海
生
哺
乳
類

普
段
の
生
活
の
一
部
ま
た
は
全

部
で
、
水
中
を
生
活
の
場
所
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
た
哺
乳
類
の
こ
と
。
鯨
類

（
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
全
般
）・
鰭
脚

類
（
ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト

ド
・
セ
イ
ウ
チ
な
ど
）・
カ
イ
ギ
ュ

ウ
類
（
ジ
ュ
ゴ
ン
・
マ
ナ
テ
ィ
ー

な
ど
）
な
ど
の
ほ
か
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
・
ラ
ッ
コ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
絶
滅
し
た

動
物
だ
と
束
柱
目
（
デ
ス
モ
ス

チ
ル
ス
な
ど
）
も
海
生
哺
乳
類

で
あ
る
。

※

５
鰭
脚
類ア

シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
・
ト
ド
・
セ

イ
ウ
チ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
な
か

ま
の
こ
と
。

※

６
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス

束
柱
目
と
い
う
絶
滅
し
た
海
生

哺
乳
類
の
グ
ル
ー
プ
の
一
種
。
北

太
平
洋
沿
岸
域
か
ら
の
み
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
近
縁
な
種
は

現
代
に
生
き
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
未
だ
多
く
の
謎
が
残
る
生
物
。

※

７
エ
ア
チ
ゼ
ル

化
石
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た

め
の
道
具
で
、
原
理
と
見
た
目
は

歯
医
者
さ
ん
で
歯
石
を
削
る
機
械

と
一
緒
で
あ
る
。
圧
縮
さ
れ
た
空

気
の
力
を
使
っ
て
、
少
し
ず
つ
化

石
の
ま
わ
り
の
岩
石
を
吹
き
飛
ば

し
て
い
く
。

て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
東
海
村
じ
ゃ

な
い
場
所
の
資
料
も
集
め
る
こ
と
が
あ
る
」

の
で
あ
る
。
足
元
を
知
り
た
い
な
ら
、
視

野
は
広
く
。
た
だ
し
、
足
元
を
見
失
わ
な

い
程
度
に
。
こ
の
教
え
は
、
筆
者
が
学
芸

員
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
古

生
物
学
者
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
た
こ

ろ
に
、
先
達
た
ち
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
も
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
筆
者

は
東
海
村
か
ら
少
し
足
を
延
ば
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
思
わ

ぬ
発
見
が
あ
っ
た
の
が
、
北
茨
城
か
ら
産

出
し
た
と
あ
る
化
石
の
調
査
で
あ
っ
た
。

件
の
標
本
は
、
当
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ※

３
の

化
石
で
は
な
い
か
」
と
持
ち
込
み
が
あ

り
、
交
流
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
化
石

は
約
1
6
6
0
万
年
前
の
北
茨
城
市
の
地

層
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
東

海
村
の
村
松
層
と
似
た
よ
う
な
堆
積
環
境

で
、
海
底
谷
の
一
部
で
堆
積
し
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
か
ら
は
村
松

層
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の
化
石
が
見
つ
か

る
と
の
こ
と
で
、
東
海
村
と
の
比
較
の
た

め
、
現
地
調
査
と
合
わ
せ
て
化
石
標
本
を

調
査
し
た
。

最
初
、「
カ
イ
ギ
ュ
ウ
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
期
待
も
あ
っ
て
、
う
き
う
き
し
な
が

ら
化
石
を
確
認
し
て
い
た
筆
者
で
あ
る

が
、
一
通
り
の
実
見
の
あ
と
、
こ
れ
は
違

う
か
も
し
れ
な
い
、
と
ち
ょ
っ
と
肩
を
落

末
、
今
回
の
展
示
で
は
、
顕
微
鏡
を
２
台

設
置
し
て
、
自
分
で
微
化
石
を
探
し
て
観

察
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
顕
微
鏡
を

使
っ
た
展
示
は
、
大
ウ
ケ
と
い
う
感
じ
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
や
は
り
一
部
の

来
館
者
に
は
刺
さ
っ
た
よ
う
で
、
日
を
変

え
て
何
度
も
顕
微
鏡
を
覗
き
に
来
る
方
も

い
た
。

足
も
と
を
知
る
に
は
視
野
を
広
く

と
こ
ろ
で
、
東
海
村
の
化
石
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
色
々
分
か
っ
て
き
て
い
る
が
、

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
東
海
村
の
周

辺
地
域
か
ら
採
集
し
た
化
石
も
所
蔵
し
て

い
る
。
時
お
り
、
そ
の
よ
う
な
化
石
を
紹

介
す
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
る
。

「
シ
ェ
リ
ー
先
生
、
交
流
館
は
東
海
村
の

こ
と
を
調
べ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

東
海
村
じ
ゃ
な
い
場
所
の
化
石
も
持
っ

て
い
る
の
？
」

こ
の
手
の
質
問
は
、
来
館
者
の
素
朴
な

疑
問
か
ら
来
る
も
の
だ
が
、
実
は
と
て
も

良
い
質
問
で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
は
東
海
村
の
郷
土
を
理
解
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
だ
。
で
は
、

交
流
館
で
は
東
海
村
の
こ
と
だ
け
を
研
究

し
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

答
え
は
N
o
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い

く
ら
東
海
村
が
大
好
き
で
も
、
東
海
村
の

こ
と
だ
け
見
て
い
れ
ば
郷
土
理
解
が
深
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
郷
土
と
う
か
い
を
深

く
理
解
し
た
い
な
ら
、
ど
う
し
て
も
他
の

地
域
と
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は

自
然
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
研
究
分

野
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
自
然
分
野
に
関
し
て
も
う
少
し
補
足

す
る
と
、
自
然
と
い
う
の
は
私
た
ち
人
間

が
決
め
た
市
町
村
境
界
だ
と
か
、
時
間
の

区
切
り
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
一

切
合
切
気
に
も
留
め
て
い
な
い
。
私
た
ち

の
考
え
る
枠
組
み
に
思
う
よ
う
に
嵌
っ
て

く
れ
な
い
の
が
自
然
の
常
な
の
で
あ
る
。

鳥
は
市
町
村
を
問
わ
ず
好
き
な
と
こ
ろ
に

飛
ん
で
い
る
し
、
台
風
や
地
震
に
「
せ
め

て
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
て
ほ
し
い
」
な

ん
て
言
っ
た
と
こ
ろ
で
通
じ
る
わ
け
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
郷
土
の
自

然
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
必

ず
市
町
村
境
界
な
ど
の
枠
組
み
か
ら
は
み

出
な
が
ら
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
先
ほ
ど
の
来
館
者

の
質
問
に
答
え
よ
う
。
「
東
海
村
に
つ
い

て
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
東
海
村

の
周
辺
地
域
や
、
東
海
村
以
外
で
も
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
も
分
か
っ

と
し
た
。
大
き
め
の
海
生
哺
乳
類※

４
な
の

だ
と
は
思
う
が
、
以
前
見
た
こ
と
が
あ
る

ク
ジ
ラ
と
も
違
う
し
、
鰭
脚
類※

５
で
も
な

さ
そ
う
。
う
ー
ん
、
何
だ
ろ
う
か
。
困
っ

た
末
、
筆
者
が
修
士
課
程
の
こ
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
先
生
に
見
せ
て
み
た
と
こ

ろ
、「
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス※

６
」
と
い
う
絶

滅
し
た
海
生
哺
乳
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
令
和
７
年
10
月
末
か
ら
令
和
８
年

１
月
12
日
ま
で
、
展
示
室
２
で
紹
介
し
た

の
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
域
的
に
も
世
界
的
に
も
貴
重

な
化
石
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

こ
の
標
本
に
つ
い
て
は
現
在
論
文
化
を
進

め
て
い
る
。
近
日
中
に
続
報
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
奮
闘
中
だ
。

化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る

筆
者
は
古
生
物
学
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
駆
け
出
し
の
部
類
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
達
た
ち
の
よ
う
に
化

石
た
ち
と
の
対
話
の
経
験
値
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
研
究
を
す
る
と
き
、
成
果
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
き
は
い
つ
も
、

対
話
と
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
だ
。

例
え
ば
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

化
石
の
ま
わ
り
に
付
着
し
て
い
る
岩
を

取
り
除
い
て
い
く
作
業
だ
が
、
岩
を
削

る
力
の
強
い
エ
ア
チ
ゼ
ル※

７
か
、
弱

め
の
エ
ア
チ
ゼ
ル
か
を
適
切
に
選
べ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
の
場
所
の
化
石

を
継
続
的
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
手

で
そ
の
感
覚
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る

（
こ
れ
は
筆
者
の
場
合
な
の
で
、
も
っ

と
経
験
豊
富
な
方
は
一
発
で
調
整
が
で

き
る
場
合
も
あ
る
）
。
岩
石
を
取
り
除

い
た
あ
と
も
、
化
石
が
割
れ
な
い
よ
う

に
保
護
剤
を
塗
布
す
る
が
、
ど
の
薬
剤

が
適
切
か
、
濃
度
は
ど
の
く
ら
い
薄
め

る
か
、
な
ど
な
ど
、
根
気
強
く
化
石
と

向
き
合
う
か
ら
こ
そ
体
で
理
解
で
き
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
東
海
村
の

化
石
た
ち
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

に
、
黙
々
と
化
石
と
向
き
合
い
続
け
た

い
。

化
石
ら
は
語
ら
な
い
。
た
だ
、
化
石
と

し
て
残
る
に
至
っ
た
経
緯
の
ま
ま
、
そ
こ

に
在
る
だ
け
だ
。
命
の
尽
き
た
モ
ノ
た
ち

だ
が
、
そ
の
沈
黙
に
は
多
く
の
情
報
が
今

も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
物
言
わ

ぬ
時
、
何
者
か
明
か
さ
れ
な
い
時
、
そ
ん

な
時
で
も
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
た
何
者

か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
惹
か
れ
て
、

私
た
ち
は
か
れ
ら
に
モ
ノ
を
聞
く
。
か
れ

ら
は
答
え
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
答
え
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
か
れ
ら
の

遺
し
た
息
づ
か
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
私
た
ち
は
か
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
る
の
だ
。
筆
者
は
こ
れ
を

『
化
石
ら
の
黙
と
対
話
す
る
』
と
形
容
し

て
い
る
。

筆
者
の
最
近
の
夢
は
、
東
海
村
で
海
生

哺
乳
類
（
そ
れ
が
カ
イ
ギ
ュ
ウ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
）
の
化
石
を
発
掘
す
る
こ

と
だ
。
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
産
出
す
る

と
な
る
と
、
村
松
層
が
最
も
可
能
性
が
高

く
、
次
い
で
新
川
層
だ
と
考
え
る
。
海
生

哺
乳
類
は
、
海
中
に
棲
む
生
き
も
の
た
ち

の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
捕
食

す
る
側
」
だ
と
か
「
捕
食
さ
れ
な
い
側
」

で
あ
る
の
で
、
他
の
海
生
生
物
と
比
べ
る

と
単
位
面
積
あ
た
り
の
個
体
数
が
少
な
く

な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
レ
ア

キ
ャ
ラ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、

そ
の
存
在
が
少
し
レ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
化

石
が
見
つ
か
れ
ば
よ
り
多
く
の
情
報
を
集

め
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
東
海
村
か

ら
発
見
さ
れ
た
海
生
哺
乳
類
の
化
石
で

は
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ※

８
と
呼
ば
れ
て
い

る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
が
村
松
層
か
ら

見
つ
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

他
に
も
海
生
哺
乳
類
の
化
石
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
か
れ
ら
を
発
見

し
た
時
、
地
層
か
ら
掘
り
出
し
た
と
き
、

ど
ん
な
黙
と
対
話
で
き
る
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
回
に
お
い

て
、
素
晴
ら
し
い
同
僚
の
皆
様
と
、
興
味

い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

助
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

目
に
見
え
る
モ
ノ
、見
え
な
い
モ
ノ

化
石
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
は
体
化
石
が
有

名
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
化
石
」

と
い
っ
た
際
に
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
も

の
で
、
生
物
の
体
の
一
部
な
い
し
は
全
部

が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
化
石
と

し
て
残
り
や
す
い
の
は
骨
や
歯
な
ど
の
硬

い
組
織
だ
が
、
条
件
が
良
け
れ
ば
軟
組
織

の
形
や
そ
の
成
分
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
次
に
話
題
に
上
が
り
や
す
い
の

は
、
足
跡
、
這
い
跡
、
食
事
の
痕
な
ど
の

生
活
の
痕
跡
が
化
石
に
な
っ
た
も
の
で
、

生
痕
化
石
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
目
が
肥

え
て
い
な
い
と
な
か
な
か
判
別
が
難
し

く
、
筆
者
も
古
生
物
初
心
者
の
学
生
だ
っ

た
頃
は
「
こ
れ
っ
て
堆
積
構
造※

２
だ
と

か
、
そ
う
い
う
模
様
じ
ゃ
な
い
の
？
！
」

と
何
度
も
躓
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
に
見
え
る
化
石
、
目
が
肥
え
て
い
れ

ば
見
え
る
化
石
が
あ
る
な
ら
、
当
然
、
目

に
は
見
え
な
い
化
石
と
い
う
の
も
存
在
す

る
。
そ
の
代
名
詞
が
微
化
石
だ
。
こ
れ

は
、
顕
微
鏡
を
使
わ
な
い
と
発
見
・
判
別

が
難
し
い
ミ
ク
ロ
な
化
石
の
こ
と
で
、
目

に
は
見
え
な
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
と
か
、

生
物
の
体
の
う
ち
小
さ
な
部
品
（
う
ろ
こ

や
小
さ
な
骨
格
、
花
粉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
）
な
ど
の
化
石
は
一
般
的
に
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
る
。
微
化
石
は
、
観
察
の
た
め

の
装
備
が
な
い
と
簡
単
に
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
話
題
に
上
が
り
づ

ら
い
の
だ
が
、
令
和
７
年
の
夏
、
微
化
石

に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
特
別

企
画
展
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
つ
使
っ
て
展
示

を
作
っ
て
み
た
。

こ
の
展
示
は
、
発
足
か
ら
70
周
年
と

な
っ
た
東
海
村
の
様
々
な
時
代
に
時
空
列

車
で
旅
を
し
、
立
ち
寄
っ
た
先
で
途
中
下

車
す
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
制

作
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
筆
者
が
取
り
上

げ
た
の
は
、「
新
川
層
」
と
い
う
地
層
が
堆

積
し
た
、
約
１
１
０
０
万
年
前
の
化
石
た

ち
で
あ
る
。
こ
の
地
層
は
、
現
在
東
海
村

に
分
布
が
知
ら
れ
る
地
層
の
中
で
最
も
古

い
時
代
に
で
き
た
も
の
で
、
肉
眼
で
見
え

る
大
き
さ
の
化
石
は
少
な
い
の
だ
が
、
微

化
石
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き
る
の
で
あ

る
。
村
政
70
周
年
の
節
目
を
象
徴
す
る
企

画
展
で
、「
最
古
参
」
の
地
層
を
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

普
段
は
目
に
見
え
る
化
石
を
専
門
に
し

て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
る
意

味
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
普
段
私
た
ち
が
化
石
の
展
示
を
見
る

と
き
、
そ
れ
は
大
抵
、
体
化
石
だ
と
か
、

生
痕
化
石
だ
と
か
、
と
に
か
く
肉
眼
で
見

え
る
大
き
さ
の
化
石
な
の
で
あ
る
。
微
化

石
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
展
示
す
れ
ば
い
い

ん
だ
？
と
、
し
ば
ら
く
頭
を
悩
ま
せ
た

ゆ
う
き
ぶ
つ

た
い
せ
き
こ
う
ぞ
う

き
し
ょ
う

た
ん
そ

は
い
せ
つ
ぶ
つ

し
ょ
く
り
ょ
う
げ
ん

い
が
い

か
い
せ
い
ほ
に
ゅ
う
る
い

げ
い
る
い

し
せ
き

け
ず

あ
っ
し
ゅ
く

き
き
ゃ
く

る
い

そ
く
ち
ゅ
う
も
く

き
き
ゃ
く
る
い

い
ま
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博
物
館
長
と
歩
く

　
　
　
　植
物
観
察
会

写
真
撮
影
と
植
物
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
る
博
研
究
員
　
　山
本
美
恵
子

鶴
る
み
子

立
川
義
雄

島
根
　
　栄

案
内
交
流
館

　
　安
嶋

　
　隆

1  

は
じ
め
に

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会
は
「
交
流
館
周
辺
や
村
内
各
地
を
歩
い
て
植
物
を
観
察
し
、
身
近
な
自
然
環
境
に
親
し
み
、
郷
土
理
解
を
深

め
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
に
実
施
し
た
。

2  

観
察
会
で
心
が
け
た
こ
と

①
「
植
物
に
親
し
む
」
こ
と
。
気
に
な
っ
た
植
物
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
り
、
お
互
い
に
教
え
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
雑
談
を
し
な

が
ら
植
物
と
と
も
に
親
し
む
。
そ
し
て
全
員
が
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

②
「
五
感
」
を
使
う
こ
と
。

▼

目
で
観
て
、
葉
の
形
態
や
花
の
構
造
を
観
察
し
て
み
る
。

▼

噛
ん
で
み
て
、
果
実
の
味
や
茎
の
苦
み
を
感
じ
る
。

▼

手
の
感
触
で
葉
や
茎
の
ざ
ら
つ
き
や
毛
の
生
え
方
を
感
じ
る

▼

嗅
い
で
み
て
、
花
や
葉
の
臭
い
の
違
い
を
感
じ
る
。

▼

時
に
は
耳
を
澄
ま
し
て
、
草
や
木
の
そ
よ
ぐ
音
に
注
意
し
て
み
る
。

③
植
物
を
知
る
こ
と
は
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。

▼

植
物
名
の
由
来
や
花
の
つ
く
り
を
知
る
と
先
人
た
ち
の
生
活
や
人
と
植
物
の
関
わ
り
合
い
が
思
い
浮
ぶ
。

▼

先
人
は
食
用
、
薬
草
、
生
活
用
具
な
ど
、
植
物
を
日
常
生
活
の
中
で
ご
く
普
通
に
利
用
し
て
い
た
。

▼

野
外
で
の
観
察
か
ら
先
人
の
生
活
の
知
恵
を
学
ん
で
み
よ
う
。

3  

各
月
の
観
察
内
容
と
記
録

●
４
月
19
日
（
土
）
虫
こ
ぶ
ト
ー
ク
（
企
画
展
「
虫
こ
ぶ
〜
奇
妙
で
不
思
議
な
秘
密
の
隠
れ
家
〜
」）

(1)
コ
ー
ス
交
流
館

(2)
観
察
内
容

・
虫
こ
ぶ
っ
て
な
に
、
名
前
の
つ
け
方
、
研
究
の
歴
史
、
代
表
的
な
虫
こ
ぶ
、
古
文
書
と
虫
こ
ぶ
、
牧
野
図
鑑
と
虫
こ
ぶ

・
展
示
し
た
虫
こ
ぶ

ア
オ
キ
ミ
フ
ク
レ
フ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
ハ
コ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
エ
ダ
チ
ャ
イ
ロ
オ
オ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
エ
ダ
ナ
ガ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ヌ
ツ

ゲ
メ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ノ
コ
ズ
チ
ク
キ
マ
ル
ズ
イ
フ
シ
、
エ
ゴ
ノ
ネ
コ
ア
シ
、
エ
ノ
キ
ハ
ツ
ノ
フ
シ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
ク
キ
フ
ク
レ
フ
シ
キ
カ
ラ
ス

ウ
リ
ツ
ル
フ
ク
レ
フ
シ
）、
ク
ヌ
ギ
ハ
ケ
タ
マ
フ
シ
、
ク
ヌ
ギ
エ
ダ

イ
ガ
フ
シ
、
ク
リ
ハ
イ
ボ
フ
シ
、
ト
ウ
コ
マ
ツ
ナ
ギ
ハ
イ
ボ
フ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
ハ
ク
ボ
ミ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
ハ
コ
ブ
フ
シ
、
バ
ラ
ハ
タ
マ

フ
シ
、
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
、
ヌ
ル
デ
ハ
イ
ボ
ケ
フ
シ
、
ヌ
ル
デ
ハ

ベ
ニ
サ
ン
ゴ
フ
シ
、
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
ツ
ル
コ
ブ
フ
シ
、
ノ
ブ
ド
ウ

ミ
フ
ク
レ
フ
シ
、
ハ
マ
ゴ
ウ
ハ
フ
ク
レ
フ
シ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

ハ
ケ
タ
マ
フ
シ
、
キ
イ
チ
ゴ
ハ
ケ
フ
シ
、
ヨ
モ
ギ
ク
キ
ワ
タ
フ
シ
、

ヨ
モ
ギ
ハ
シ
ロ
ケ
タ
マ
フ
シ
、
ヨ
モ
ギ
ハ
エ
ボ
シ
フ
シ
。

●
5
月
17
日
（
土
）
雑
木
林
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
押
延
い
こ
い
の
森
（
当
日
は
雨
の
た
め
交
流
館
）

(2)
観
察
内
容

・
雑
木
林
っ
て
？
：
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
で
構
成
さ
れ

た
、
人
工
的
・
意
図
的
に
作
ら
れ
た
林
（
人
工
林
）
の
こ
と
。
広

義
に
は
人
里
周
辺
の
入
り
や
す
い
林
の
意
を
含
み
、
里
山
と
等
し

く
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
は
燃
料
薪
と
し

て
繁
用
さ
れ
た
樹
木
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
石
炭
や
石
油

が
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
以
前
は
、
雑
木
林
が
貴
重
な
燃
料

材
生
産
の
場
で
あ
っ
た
。
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
原
木
栽
培
に
使
う
榾

木
（
ほ
だ
ぎ
）
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
は
伐
採
し

て
も
切
株
か
ら
芽
ぶ
い
て
再
生
し
（
萌
芽
更
新
）、
数
年
で
再
利
用

で
き
る
太
さ
ま
で
成
長
す
る
。

・
管
理
さ
れ
た
林
と
放
棄
さ
れ
た
林
の
違
い
：
管
理
さ
れ
た
林
は
低
木
類
が
な
く
、
草
本
類
が
目
立
ち
、
放

置
さ
れ
た
林
は
シ
ダ
植
物
や
常
緑
樹
の
低
木
類
が
目
立
つ
。

・
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
と
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
話
題
：
花
期
の
違
い
に
よ
り
２
種
類
が
あ
る
。

・
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
花
の
つ
く
り

●
６
月
21
日
（
土
）
堤
防
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
新
川
沿
い

(2)
観
察
内
容

・
堤
防
付
近
は
外
来
植
物
と
雑
草
類
で
覆

わ
れ
て
い
る
。

・
チ
チ
コ
グ
サ
類
の
区
別
：
ハ
ハ
コ
グ
サ
、

チ
チ
コ
グ
サ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
セ
イ
タ
カ
ハ
ハ
コ
グ
サ
、

ウ
ス
ベ
ニ
チ
チ
コ
グ
サ
、タ
チ
チ
チ
コ
グ
サ
、チ
チ
コ
グ
サ
モ
ド
キ
。

・
ギ
シ
ギ
シ
類
の
区
別
：
ス
イ
バ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ヒ
メ
ス
イ
バ
、

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
、
コ
ギ
シ
ギ
シ
。

●
7
月
19
日
（
土
）
用
水
路
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
石
神
外
宿

(2)
観
察
内
容

・
用
水
路
は
、
農
業
用
灌
漑
や
上
水
道
、
工
業
用
水
道
な
ど
の
た
め
に
水
を

引
く
目
的
で
造
ら
れ
た
水
路
。
水
路
構
造
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
や

二
面
張
り
、
石
積
み
水
路
な
ど
に
区
分
さ
れ
る
。

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
面
張
り:

護
岸
は
両
岸
と
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
で
魚
の
住
処
に
な
る
よ
う
な
穴
や
く
ぼ
み
な
ど

が
な
い
。
水
路
底
は
土
で
、
魚
や
貝
が
潜
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

水
草
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。

・そ
の
他：ミ
ク
リ
の
仲
間
、
ウ
ル
シ
の
仲
間
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
花
、

ノ
カ
ン
ゾ
ウ
と
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ニ
ワ
ウ
ル
シ
の
観
察
。

●
8
月
16
日
（
土
）
植
物
図
鑑
の
使
い
方

(1)
場
所
中
央
公
民
館

(2)
観
察
内
容
植
物
図
鑑
の
使
い
方

・
現
地
で
聞
く
↓
指
導
者
か
ら
直
接
名
前
を
教
え

て
も
ら
い
、
後
に
図
鑑
な
ど
で
確
認
す
る
。
似
た

種
類
の
項
目
を
み
な
が
ら
同
じ
仲
間
の
種
類
も

わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

・
ス
マ
ホ
（
ア
プ
リ
）
で
調
べ
る
↓
と
り
あ
え
ず

名
前
は
出
て
く
る
が
、
そ
の
名
前
が
正
し
い
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
時
的
に
名
前
が
わ
か
る

の
で
便
利
。
関
連
の
植
物
を
知
る
こ
と
に
は
発
展
し
な
い
。

・
図
鑑
で
調
べ
る
↓
科
名
の
見
当
が
つ
く
よ
う
に
な
る
と
図
鑑
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
っ
て
く
る
。

・
検
索
表
を
使
う
↓
生
物
の
種
な
ど
の
分
類
群
を
同
定
す
る
際
に
補
助
と
す
る
た
め
の
も
の
で
、
普
通

は
文
章
で
示
さ
れ
る
二
者
択
一
の
選
択
肢
を
選
ん
で
行
け
ば
、
分
類
群
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

・
以
下
の
シ
ダ
植
物
を
図
鑑
の
図
と
比
較
し
た
。

イ
ヌ
カ
タ
ヒ
バ
、
ク
ラ
マ
ゴ
ケ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
ヌ
シ
ダ
、
ワ
ラ
ビ
、
オ
オ
バ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
ト

ラ
ノ
オ
シ
ダ
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
、
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
オ
シ
ダ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ホ
ソ

バ
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、
ア
イ
ア
ス
カ
イ
ノ
デ
、
イ
ノ
デ
、
ミ
ゾ
シ
ダ
、
ホ
シ
ダ
、
ゲ
ジ
ゲ
ジ
シ
ダ
、
ハ
リ
ガ

ネ
ワ
ラ
ビ
、ヤ
ワ
ラ
シ
ダ
、ヒ
メ
シ
ダ
、イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、シ
ケ
シ
ダ
、キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
、

ク
サ
ソ
テ
ツ
、
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
。

▲観察の様子

▲観察の様子

▲観察の様子▲観察の様子
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▲管理された林

▲放置された林



博
物
館
長
と
歩
く

　
　
　
　植
物
観
察
会

写
真
撮
影
と
植
物
メ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
る
博
研
究
員

　
　山
本
美
恵
子

鶴
る
み
子

立
川
義
雄

島
根
　
　栄

案
内
交
流
館

　
　安
嶋

　
　隆

1  

は
じ
め
に

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会
は
「
交
流
館
周
辺
や
村
内
各
地
を
歩
い
て
植
物
を
観
察
し
、
身
近
な
自
然
環
境
に
親
し
み
、
郷
土
理
解
を
深

め
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
に
実
施
し
た
。

2  

観
察
会
で
心
が
け
た
こ
と

①
「
植
物
に
親
し
む
」
こ
と
。
気
に
な
っ
た
植
物
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
り
、
お
互
い
に
教
え
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
雑
談
を
し
な

が
ら
植
物
と
と
も
に
親
し
む
。
そ
し
て
全
員
が
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

②
「
五
感
」
を
使
う
こ
と
。

▼

目
で
観
て
、
葉
の
形
態
や
花
の
構
造
を
観
察
し
て
み
る
。

▼

噛
ん
で
み
て
、
果
実
の
味
や
茎
の
苦
み
を
感
じ
る
。

▼

手
の
感
触
で
葉
や
茎
の
ざ
ら
つ
き
や
毛
の
生
え
方
を
感
じ
る

▼

嗅
い
で
み
て
、
花
や
葉
の
臭
い
の
違
い
を
感
じ
る
。

▼

時
に
は
耳
を
澄
ま
し
て
、
草
や
木
の
そ
よ
ぐ
音
に
注
意
し
て
み
る
。

③
植
物
を
知
る
こ
と
は
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。

▼

植
物
名
の
由
来
や
花
の
つ
く
り
を
知
る
と
先
人
た
ち
の
生
活
や
人
と
植
物
の
関
わ
り
合
い
が
思
い
浮
ぶ
。

▼

先
人
は
食
用
、
薬
草
、
生
活
用
具
な
ど
、
植
物
を
日
常
生
活
の
中
で
ご
く
普
通
に
利
用
し
て
い
た
。

▼

野
外
で
の
観
察
か
ら
先
人
の
生
活
の
知
恵
を
学
ん
で
み
よ
う
。

3  

各
月
の
観
察
内
容
と
記
録

●
４
月
19
日
（
土
）
虫
こ
ぶ
ト
ー
ク
（
企
画
展
「
虫
こ
ぶ
〜
奇
妙
で
不
思
議
な
秘
密
の
隠
れ
家
〜
」）

(1)
コ
ー
ス
交
流
館

(2)
観
察
内
容

・
虫
こ
ぶ
っ
て
な
に
、
名
前
の
つ
け
方
、
研
究
の
歴
史
、
代
表
的
な
虫
こ
ぶ
、
古
文
書
と
虫
こ
ぶ
、
牧
野
図
鑑
と
虫
こ
ぶ

・
展
示
し
た
虫
こ
ぶ

ア
オ
キ
ミ
フ
ク
レ
フ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
ハ
コ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
エ
ダ
チ
ャ
イ
ロ
オ
オ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ス
ノ
キ
エ
ダ
ナ
ガ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ヌ
ツ

ゲ
メ
タ
マ
フ
シ
、
イ
ノ
コ
ズ
チ
ク
キ
マ
ル
ズ
イ
フ
シ
、
エ
ゴ
ノ
ネ
コ
ア
シ
、
エ
ノ
キ
ハ
ツ
ノ
フ
シ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
ク
キ
フ
ク
レ
フ
シ
キ
カ
ラ
ス

ウ
リ
ツ
ル
フ
ク
レ
フ
シ
）、
ク
ヌ
ギ
ハ
ケ
タ
マ
フ
シ
、
ク
ヌ
ギ
エ
ダ

イ
ガ
フ
シ
、
ク
リ
ハ
イ
ボ
フ
シ
、
ト
ウ
コ
マ
ツ
ナ
ギ
ハ
イ
ボ
フ
シ
、

シ
ラ
カ
シ
ハ
ク
ボ
ミ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
ハ
コ
ブ
フ
シ
、
バ
ラ
ハ
タ
マ

フ
シ
、
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
、
ヌ
ル
デ
ハ
イ
ボ
ケ
フ
シ
、
ヌ
ル
デ
ハ

ベ
ニ
サ
ン
ゴ
フ
シ
、
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
ツ
ル
コ
ブ
フ
シ
、
ノ
ブ
ド
ウ

ミ
フ
ク
レ
フ
シ
、
ハ
マ
ゴ
ウ
ハ
フ
ク
レ
フ
シ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

ハ
ケ
タ
マ
フ
シ
、
キ
イ
チ
ゴ
ハ
ケ
フ
シ
、
ヨ
モ
ギ
ク
キ
ワ
タ
フ
シ
、

ヨ
モ
ギ
ハ
シ
ロ
ケ
タ
マ
フ
シ
、
ヨ
モ
ギ
ハ
エ
ボ
シ
フ
シ
。

●
5
月
17
日
（
土
）
雑
木
林
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
押
延
い
こ
い
の
森
（
当
日
は
雨
の
た
め
交
流
館
）

(2)
観
察
内
容

・
雑
木
林
っ
て
？
：
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
で
構
成
さ
れ

た
、
人
工
的
・
意
図
的
に
作
ら
れ
た
林
（
人
工
林
）
の
こ
と
。
広

義
に
は
人
里
周
辺
の
入
り
や
す
い
林
の
意
を
含
み
、
里
山
と
等
し

く
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
は
燃
料
薪
と
し

て
繁
用
さ
れ
た
樹
木
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
石
炭
や
石
油

が
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
以
前
は
、
雑
木
林
が
貴
重
な
燃
料

材
生
産
の
場
で
あ
っ
た
。
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
原
木
栽
培
に
使
う
榾

木
（
ほ
だ
ぎ
）
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
は
伐
採
し

て
も
切
株
か
ら
芽
ぶ
い
て
再
生
し
（
萌
芽
更
新
）、
数
年
で
再
利
用

で
き
る
太
さ
ま
で
成
長
す
る
。

・
管
理
さ
れ
た
林
と
放
棄
さ
れ
た
林
の
違
い
：
管
理
さ
れ
た
林
は
低
木
類
が
な
く
、
草
本
類
が
目
立
ち
、
放

置
さ
れ
た
林
は
シ
ダ
植
物
や
常
緑
樹
の
低
木
類
が
目
立
つ
。

・
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
と
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
話
題
：
花
期
の
違
い
に
よ
り
２
種
類
が
あ
る
。

・
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
花
の
つ
く
り

●
６
月
21
日
（
土
）
堤
防
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
新
川
沿
い

(2)
観
察
内
容

・
堤
防
付
近
は
外
来
植
物
と
雑
草
類
で
覆

わ
れ
て
い
る
。

・
チ
チ
コ
グ
サ
類
の
区
別
：
ハ
ハ
コ
グ
サ
、

チ
チ
コ
グ
サ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
セ
イ
タ
カ
ハ
ハ
コ
グ
サ
、

ウ
ス
ベ
ニ
チ
チ
コ
グ
サ
、タ
チ
チ
チ
コ
グ
サ
、チ
チ
コ
グ
サ
モ
ド
キ
。

・
ギ
シ
ギ
シ
類
の
区
別
：
ス
イ
バ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ヒ
メ
ス
イ
バ
、

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
、
コ
ギ
シ
ギ
シ
。

●
7
月
19
日
（
土
）
用
水
路
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
石
神
外
宿

(2)
観
察
内
容

・
用
水
路
は
、
農
業
用
灌
漑
や
上
水
道
、
工
業
用
水
道
な
ど
の
た
め
に
水
を

引
く
目
的
で
造
ら
れ
た
水
路
。
水
路
構
造
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
や

二
面
張
り
、
石
積
み
水
路
な
ど
に
区
分
さ
れ
る
。

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
面
張
り:

護
岸
は
両
岸
と
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
で
魚
の
住
処
に
な
る
よ
う
な
穴
や
く
ぼ
み
な
ど

が
な
い
。
水
路
底
は
土
で
、
魚
や
貝
が
潜
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

水
草
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。

・そ
の
他：ミ
ク
リ
の
仲
間
、
ウ
ル
シ
の
仲
間
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
花
、

ノ
カ
ン
ゾ
ウ
と
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ニ
ワ
ウ
ル
シ
の
観
察
。

●
8
月
16
日
（
土
）
植
物
図
鑑
の
使
い
方

(1)
場
所
中
央
公
民
館

(2)
観
察
内
容
植
物
図
鑑
の
使
い
方

・
現
地
で
聞
く
↓
指
導
者
か
ら
直
接
名
前
を
教
え

て
も
ら
い
、
後
に
図
鑑
な
ど
で
確
認
す
る
。
似
た

種
類
の
項
目
を
み
な
が
ら
同
じ
仲
間
の
種
類
も

わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

・
ス
マ
ホ
（
ア
プ
リ
）
で
調
べ
る
↓
と
り
あ
え
ず

名
前
は
出
て
く
る
が
、
そ
の
名
前
が
正
し
い
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
時
的
に
名
前
が
わ
か
る

の
で
便
利
。
関
連
の
植
物
を
知
る
こ
と
に
は
発
展
し
な
い
。

・
図
鑑
で
調
べ
る
↓
科
名
の
見
当
が
つ
く
よ
う
に
な
る
と
図
鑑
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
っ
て
く
る
。

・
検
索
表
を
使
う
↓
生
物
の
種
な
ど
の
分
類
群
を
同
定
す
る
際
に
補
助
と
す
る
た
め
の
も
の
で
、
普
通

は
文
章
で
示
さ
れ
る
二
者
択
一
の
選
択
肢
を
選
ん
で
行
け
ば
、
分
類
群
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

・
以
下
の
シ
ダ
植
物
を
図
鑑
の
図
と
比
較
し
た
。

イ
ヌ
カ
タ
ヒ
バ
、
ク
ラ
マ
ゴ
ケ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
ヌ
シ
ダ
、
ワ
ラ
ビ
、
オ
オ
バ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
ト

ラ
ノ
オ
シ
ダ
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
、
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
オ
シ
ダ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ホ
ソ

バ
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、
ア
イ
ア
ス
カ
イ
ノ
デ
、
イ
ノ
デ
、
ミ
ゾ
シ
ダ
、
ホ
シ
ダ
、
ゲ
ジ
ゲ
ジ
シ
ダ
、
ハ
リ
ガ

ネ
ワ
ラ
ビ
、ヤ
ワ
ラ
シ
ダ
、ヒ
メ
シ
ダ
、イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、シ
ケ
シ
ダ
、キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
、

ク
サ
ソ
テ
ツ
、
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
。

▲観察の様子

▲観察の様子

▲観察の様子▲観察の様子
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▲管理された林

▲放置された林



・
観
察
し
た
葉
痕

ア
オ
ハ
ダ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ア
ケ
ビ
、
ア
ジ
サ
イ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、
エ
ノ
キ
、

オ
ニ
グ
ル
ミ
、
カ
キ
ノ
キ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ク
ズ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
リ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
マ
ユ
ミ
（
ニ
シ
キ
ギ
）、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ナ
ツ
ロ
ウ
バ
イ
、
ニ
ワ
ト
コ
、

ヌ
ル
デ
、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ハ
ナ
モ
モ
、
フ
ジ
、
ブ
ナ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、

メ
ギ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
ロ
ウ
バ
イ

●
1
月
17
日
（
土
）
古
文
書
に
記
録
さ
れ
た
植
物

(1)
コ
ー
ス
国
登
録
文
化
財
照
沼
家
住
宅

(2)
観
察
内
容

・
照
沼
家
の
庭
園
見
学
、
照
沼
家
の
古
文
書
、
馬
具
の
名
称
と
鐙
の
種
類
、
伊
勢
物
語
か
ら
、
ム
サ
シ
ア
ブ

ミ
、
救
民
妙
薬
、
万
葉
集
、
江
戸
時
代
の
古
典
園
芸
植
物
。

●
2
月
21
日
（
土
）
植
物
図
鑑
を
読
み
比
べ
る

(1)
コ
ー
ス
中
央
公
民
館

(2)
観
察
内
容

・
植
物
図
鑑
の
発
達
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

・
牧
野
富
太
郎
の
功
績

①
「
新
種
の
植
物
の
発
見
・
命
名
、
お
よ
び
標
本
収
集
」
↓
学
会
誌｢

植
物
学
雑
誌｣

の
創
刊
。

②
「
牧
野
式
植
物
図
」
と
呼
ば
れ
る
植
物
図
の
画
法
を
確
立
↓
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
他
多
数
。

③
植
物
知
識
の
教
育
普
及
活
動
。

・『
ら
ん
ま
ん
』
か
ら
学
ぶ
牧
野
富
太
郎

・
明
治
４
０
年
こ
ろ
に
植
物
図
鑑
が
多
く
出
現
し
た
理
由

・
牧
野
富
太
郎
が
命
名
し
た
植
物
は
１
５
０
０
種
以
上

●
3
月
21
日
（
土
）
新
芽
で
落
葉
樹
を
見
分
け
る

(1)
コ
ー
ス
交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

・
種
の
展
示(

わ
た
し
が
旅
す
る
１
０
の
理
由)

解
説

・
展
示
し
た
種

ア
カ
マ
ツ
（
マ
ツ
科
）、
ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
（
マ
メ
科
）、
オ
オ
オ
ナ
モ
ミ
（
キ
ク
科
）、
カ
ラ
ス
ウ
リ

（
ウ
リ
科
）、カ
ラ
ス
ノ
ゴ
マ
（
ア
オ
イ
科
）、カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）、キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
（
バ
ラ
）、

ク
ヌ
ギ
（
ブ
ナ
科
）、ケ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
（
イ
ネ
科
）、コ
ガ
マ
（
ガ
マ
科
）、コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
（
キ
ク
科
）、

ス
ス
キ
（
イ
ネ
科
）、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
キ
ク
科
）、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
（
き
く
科
）、
セ

ン
ニ
ン
ソ
ウ
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）、タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
（
ユ
リ
科
）、ト
ベ
ラ
（
ト
ベ
ラ
科
）、ナ
ン
テ
ン
（
メ

ギ
科
）、
フ
ジ
（
マ
メ
）、
ブ
タ
ナ
（
キ
ク
科
）、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
（
ア
カ
ネ
科
）、
マ
ン
リ
ョ
ウ
（
サ
ク

ラ
ソ
ウ
科
）、ミ
ズ
ヒ
キ（
タ
デ
科
）、ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ（
シ
ソ
科
）、メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ（
ア
カ
バ
ナ
科
）、

ヤ
ブ
ラ
ン
（
ユ
リ
科
）

・
実(

果
実)

と
種(

種
子)

の
違
い

・
新
芽
の
観
察

ハ
ン
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
フ
ジ
な
ど
。
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●
9
月
20
日
（
土
）
ク
ロ
マ
ツ
林
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森

(2)
観
察
内
容

・
管
理
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
林
と
放
置
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
林
の
構
成
植
物
の

違
い
。

●
10
月
18
日(

土)

イ
ネ
科
植
物
を
見
分
け
る

(1)
コ
ー
ス
交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容
イ
ネ
科
植
物
の
見
分
け
方
ポ
イ
ン
ト

①
葉
の
形
状
と
特
徴：葉
は
細
く
、
葉
の
付
け
根
部
分
が
茎
を
取
り
巻
い
て
鞘
状
（
葉
鞘
）
に
な
っ
て
い
る
。

葉
耳
（
よ
う
じ
）
や
葉
舌
（
よ
う
ぜ
つ
）
の
有
無
、
葉
脈
の
形
状
。

②
茎
の
構
造
と
高
さ
：
茎
の
根
元
が
扁
平
か
丸
い
か
。

③
花
の
形
状
と
開
花
時
期
：
穂
状
花
序
を
形
成
し
、
茎
の
先
端
に
集
ま
っ
て
咲
く
の
が
特
徴
。
花
（
小
穂
）

の
色
や
開
花
時
期
も
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

④
種
子
の
形
状
と
散
布
方
法
：
種
子
の
形
状
や
散
布
方
法
。

⑤
具
体
的
な
イ
ネ
科
：
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
メ
ヒ
シ
バ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
チ
ガ
ヤ
は
手
始
め
。

⑥
花
の
構
造

●
11
月
15
日
（
土
）
落
葉
樹
を
見
分
け
る

(1)
コ
ー
ス
石
神
城
址
公
園

(2)
観
察
内
容

・
樹
木
の
葉
シ
ー
ト
の
作
成
：
①
葉
を
採
集
②
紙
に
貼
り
付
け

る
③
名
前
を
記
入
す
る
④
ス
キ
ャ
ン
す
る
⑤
ラ
ミ
ネ
ー
ト
す
る

・
作
成
し
た
樹
木
の
葉
シ
ー
ト

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
エ
ビ
ヅ
ル
、
カ
マ
ツ
カ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
マ
シ

デ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、

コ
ナ
ラ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ノ

ブ
ド
ウ
、ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、ハ
ン
ノ
キ
、ヒ
イ
ラ
ギ
、ミ
ズ
キ
、

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ

●
12
月
13
日
（
土
）

(1)
コ
ー
ス
交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

・
道
沿
い
で
冬
芽
と
葉
痕
を
つ
け
て
い
る
植
物
を
見
つ
け
る
。

・
葉
痕
と
は
葉
が
つ
い
て
い
た
痕
。
木
の
種
類
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
て
い
る
。

▲管理された林
低木類はなく、草木類が目立つ

▲オニグルミの葉痕

▲放置された林
ヤマウルシ、アオキなど低木類が目立つ

▲アジサイの葉痕

▲観察の様子



・
観
察
し
た
葉
痕

ア
オ
ハ
ダ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ア
ケ
ビ
、
ア
ジ
サ
イ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、
エ
ノ
キ
、

オ
ニ
グ
ル
ミ
、
カ
キ
ノ
キ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ク
ズ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
リ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
マ
ユ
ミ
（
ニ
シ
キ
ギ
）、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ナ
ツ
ロ
ウ
バ
イ
、
ニ
ワ
ト
コ
、

ヌ
ル
デ
、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ハ
ナ
モ
モ
、
フ
ジ
、
ブ
ナ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、

メ
ギ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
ロ
ウ
バ
イ

●
1
月
17
日
（
土
）
古
文
書
に
記
録
さ
れ
た
植
物

(1)
コ
ー
ス
　
国
登
録
文
化
財
照
沼
家
住
宅

(2)
観
察
内
容

・
照
沼
家
の
庭
園
見
学
、
照
沼
家
の
古
文
書
、
馬
具
の
名
称
と
鐙
の
種
類
、
伊
勢
物
語
か
ら
、
ム
サ
シ
ア
ブ

ミ
、
救
民
妙
薬
、
万
葉
集
、
江
戸
時
代
の
古
典
園
芸
植
物
。

●
2
月
21
日
（
土
）　
植
物
図
鑑
を
読
み
比
べ
る

(1)
コ
ー
ス

　
中
央
公
民
館

(2)
観
察
内
容

・
植
物
図
鑑
の
発
達
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

・
牧
野
富
太
郎
の
功
績

①
「
新
種
の
植
物
の
発
見
・
命
名
、
お
よ
び
標
本
収
集
」
↓
学
会
誌｢

植
物
学
雑
誌｣

の
創
刊
。

②
「
牧
野
式
植
物
図
」
と
呼
ば
れ
る
植
物
図
の
画
法
を
確
立
↓
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
他
多
数
。

③
植
物
知
識
の
教
育
普
及
活
動
。

・『
ら
ん
ま
ん
』
か
ら
学
ぶ
牧
野
富
太
郎

・
明
治
４
０
年
こ
ろ
に
植
物
図
鑑
が
多
く
出
現
し
た
理
由

・
牧
野
富
太
郎
が
命
名
し
た
植
物
は
１
５
０
０
種
以
上

●
3
月
21
日
（
土
）
新
芽
で
落
葉
樹
を
見
分
け
る

(1)
コ
ー
ス

　
交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

　

・
種
の
展
示(

わ
た
し
が
旅
す
る
１
０
の
理
由)

解
説

・
展
示
し
た
種

ア
カ
マ
ツ
（
マ
ツ
科
）、
ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
（
マ
メ
科
）、
オ
オ
オ
ナ
モ
ミ
（
キ
ク
科
）、
カ
ラ
ス
ウ
リ

（
ウ
リ
科
）、カ
ラ
ス
ノ
ゴ
マ
（
ア
オ
イ
科
）、カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）、キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
（
バ
ラ
）、

ク
ヌ
ギ
（
ブ
ナ
科
）、ケ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
（
イ
ネ
科
）、コ
ガ
マ
（
ガ
マ
科
）、コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
（
キ
ク
科
）、

ス
ス
キ
（
イ
ネ
科
）、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
キ
ク
科
）、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
（
き
く
科
）、
セ

ン
ニ
ン
ソ
ウ
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）、タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
（
ユ
リ
科
）、ト
ベ
ラ
（
ト
ベ
ラ
科
）、ナ
ン
テ
ン
（
メ

ギ
科
）、
フ
ジ
（
マ
メ
）、
ブ
タ
ナ
（
キ
ク
科
）、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
（
ア
カ
ネ
科
）、
マ
ン
リ
ョ
ウ
（
サ
ク

ラ
ソ
ウ
科
）、ミ
ズ
ヒ
キ（
タ
デ
科
）、ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ（
シ
ソ
科
）、メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ（
ア
カ
バ
ナ
科
）、

ヤ
ブ
ラ
ン
（
ユ
リ
科
）

・
実(

果
実)

と
種(

種
子)

の
違
い

・
新
芽
の
観
察

　
ハ
ン
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
フ
ジ
な
ど
。

45

●
9
月
20
日
（
土
）
ク
ロ
マ
ツ
林
の
植
物

(1)
コ
ー
ス

　
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森

(2)
観
察
内
容

・
管
理
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
林
と
放
置
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
林
の
構
成
植
物
の

違
い
。

●
10
月
18
日(

土)

イ
ネ
科
植
物
を
見
分
け
る

(1)
コ
ー
ス

　
交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

　
イ
ネ
科
植
物
の
見
分
け
方
ポ
イ
ン
ト

①
葉
の
形
状
と
特
徴：葉
は
細
く
、
葉
の
付
け
根
部
分
が
茎
を
取
り
巻
い
て
鞘
状
（
葉
鞘
）
に
な
っ
て
い
る
。

葉
耳
（
よ
う
じ
）
や
葉
舌
（
よ
う
ぜ
つ
）
の
有
無
、
葉
脈
の
形
状
。

②
茎
の
構
造
と
高
さ
：
茎
の
根
元
が
扁
平
か
丸
い
か
。

③
花
の
形
状
と
開
花
時
期
：
穂
状
花
序
を
形
成
し
、
茎
の
先
端
に
集
ま
っ
て
咲
く
の
が
特
徴
。
花
（
小
穂
）

の
色
や
開
花
時
期
も
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

④
種
子
の
形
状
と
散
布
方
法
：
種
子
の
形
状
や
散
布
方
法
。

⑤
具
体
的
な
イ
ネ
科
：
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
メ
ヒ
シ
バ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
チ
ガ
ヤ
は
手
始
め
。

⑥
花
の
構
造

●
11
月
15
日
（
土
）
落
葉
樹
を
見
分
け
る

(1)
コ
ー
ス

　
石
神
城
址
公
園

(2)
観
察
内
容

・
樹
木
の
葉
シ
ー
ト
の
作
成
：
①
葉
を
採
集
②
紙
に
貼
り
付
け

る
③
名
前
を
記
入
す
る
④
ス
キ
ャ
ン
す
る
⑤
ラ
ミ
ネ
ー
ト
す
る

・
作
成
し
た
樹
木
の
葉
シ
ー
ト

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
エ
ビ
ヅ
ル
、
カ
マ
ツ
カ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
マ
シ

デ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、

コ
ナ
ラ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ノ

ブ
ド
ウ
、ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、ハ
ン
ノ
キ
、ヒ
イ
ラ
ギ
、ミ
ズ
キ
、

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ

●
12
月
13
日
（
土
）

(1)
コ
ー
ス
　
交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

・
道
沿
い
で
冬
芽
と
葉
痕
を
つ
け
て
い
る
植
物
を
見
つ
け
る
。

・
葉
痕
と
は
葉
が
つ
い
て
い
た
痕
。
木
の
種
類
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
て
い
る
。

▲管理された林
低木類はなく、草木類が目立つ

▲オニグルミの葉痕

▲放置された林
ヤマウルシ、アオキなど低木類が目立つ

▲アジサイの葉痕

▲観察の様子



No. タイトル 日時 実施場所/集合場所 ジャンル 参加人数 主催
62 シェリーのネイチャーラボ「どんぐりを見分けよう」 10月19日 歴史と未来の交流館 自然 10 生涯学習課
63 白方公園自然観察とコケ保全 10月19日 白方公園 イベント 開催中止 東海村自然倶楽部
64 古民具整理ボランティア⑥ 10月23日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
65 東海村史を読む７　真崎浦の干拓 10月26日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
66 J-PARCハローサイエンス「ミュオンに恋して～究極の精密測定で挑む宇宙のひみつ～」 10月31日 AQBRC/オンライン 科学 69 J-PARCセンター
67 コケ観察会～田んぼに生えるコケ～ 11月1日 願船寺周辺の田んぼ イベント 12 東海村自然倶楽部
68 歩く博物館「古墳めぐり（ミュージアムトーク）」 11月2日 中道前古墳群 歴史 18 生涯学習課
69 昔の民具で脱穀体験 11月3日 歴史と未来の交流館 体験 36 生涯学習課
70 東海村てつどう大作戦2025 11月8日～ 11月23日 歴史と未来の交流館 イベント 3000 生涯学習課

71 のぶちゃん先生とムーバーズ+ムコナくんによる楽しい鉄道講座 11月8日 歴史と未来の交流館 イベント 30 生涯学習課/
JRステーションサービス

72 天体観測会 11月8日 総合福祉センター「絆」多目的ホール 自然 55 東海村の環境調べ隊
73 ミュージアムトーク「茨城にもいた！謎の絶滅動物・デスモスチルス」 11月9日 歴史と未来の交流館 自然 30 生涯学習課
74 のぶちゃん先生といくひたちなか海浜鉄道 11月16日 ひたちなか海浜鉄道 イベント 18 生涯学習課
75 博物館長と歩く植物観察会「落葉樹を見分ける」 11月22日 石神城址公園 自然 10 生涯学習課
76 古民具整理ボランティア⑦ 11月20日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
77 鉄道の名門校「岩倉高校」がやってくる！ 11月22日 歴史と未来の交流館 イベント 100 生涯学習課

78 3館スタンプラリー 11月22日～ 12月26日
原子力科学館
東海原子力館別館
歴史と未来の交流館

イベント 773
（公社）茨城原子力協議会
日本原子力発電㈱
生涯学習課

79 J-PARC講演会2025兼J-PARCハローサイエンス 11月29日 東海村産業・情報プラザ（アイヴィル）
多目的ホール 科学 102 J-PARCセンター、東海村

東海村教育委員会
80 東海村史を読む８　宗教改革と東海村 11月30日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
81 歩く博物館「城めぐり」 12月6日 石神城址公園 歴史 26 生涯学習課
82 クリスマスイベント 12月6日、12月7日 原子力科学館 科学・体験 692 （公社）茨城原子力協議会
83 シイタケ原木栽培体験コース①原木の準備 12月7日 押延ため池いこいの森 体験 10 自然のみどりを守る会
84 博物館長と歩く植物観察会「冬芽と葉痕」 12月13日 歴史と未来の交流館周辺 自然 13 生涯学習課
85 げんでんウィンターフェア 12月13日、12月14日 東海原子力館別館 科学 477 日本原子力発電㈱
86 流れ星と秋から冬の星座のおはなし＆星空観望会 12月14日 原子力科学館 自然 55 （公社）茨城原子力協議会
87 探鳥会１ 12月14日 石神城址公園周辺 自然 開催中止 東海村の環境調べ隊
88 古民具整理ボランティア⑧ 12月18日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
89 J-PARCハローサイエンス「J-PARCニュートリノビームが宇宙観測に役立つ?!」 12月19日 AQBRC/オンライン 科学 60 J-PARCセンター
90 石神城の謎にせまる－発掘調査の最前線－ 12月21日 歴史と未来の交流館 歴史 56 生涯学習課
91 のぶちゃん先生と行く親子職場見学ツアー第3弾「NSRR」 12月25日 JAEA 科学 開催中止 とうかい子どもキャンパス
92 東海村史を読む９　幕末の動乱 12月28日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
93 雑木林の落ち葉かき１ 1月10日 押延ため池いこいの森 自然 7 自然のみどりを守る会
94 探鳥会２ 1月11日 石神城址公園～久慈川周辺 自然 37 東海村の環境調べ隊
95 みんなですこやかウォーキング 1月16日 阿漕ヶ浦・虚空蔵堂コース その他 21 健康増進課
96 博物館長と歩く植物観察会「古文書に記録された植物」 1月17日 歴史と未来の交流館 自然 15 生涯学習課
97 ミュージアムトーク「あの日の学校へタイムスリップ」 1月18日 歴史と未来の交流館 2 生涯学習課
98 古民具整理ボランティア⑨ 1月22日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
99 野鳥観察 1月23日 久慈川周辺 イベント 14 東海村自然倶楽部
100 親子星空観望会＆ナイトミュージアム 1月23日 原子力科学館 自然 39 （公社）茨城原子力協議会
101 歩く博物館「竹瓦さんぽ」 1月24日 竹瓦地区 歴史 17 生涯学習課
102 石毛宏典氏トークショー「おやじ・根本陸夫を語る」 1月25日 東海村・産業情報プラザ「アイヴィル」 イベント 180 生涯学習課
103 J-PARCハローサイエンス「病院から美術品まで！加速器が活躍する意外な場所」 1月30日 AQBRC/オンライン 科学 68 J-PARCセンター
104 東海村史を読む10　村松晴嵐荘と原子力 2月1日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
105 古文書講座「東海村と修験道（2）」 2月7日 歴史と未来の交流館 歴史 14 生涯学習課
106 雑木林の落ち葉かき２ 2月7日 押延ため池いこいの森 自然 9 自然のみどりを守る会
107 探鳥会３ 2月8日 豊岡なぎさの森公園周辺 自然 開催中止 東海村の環境調べ隊
108 根本陸夫杯☆パワフルプロ野球　ホームランバトル 2月11日 歴史と未来の交流館 イベント 40 生涯学習課
109 シェリーのネイチャーラボ「化石発掘体験」 2月15日 須和間地区 自然 20 生涯学習課
110 古民具整理ボランティア⑩ 2月19日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
111 博物館長と歩く植物観察会「植物図鑑を読み比べる」 2月21日 中央公民館　活動室3 自然 17 生涯学習課
112 企画展「土からわかる防災のはなし」 2月21日～ 3月8日 原子力科学館 科学・体験 2160 （公社）茨城原子力協議会
113 講演会「土地のなりたちと防災！あなたの土地は大丈夫？」 2月22日 原子力科学館 自然 39 （公社）茨城原子力協議会
114 J-PARCハローサイエンス「中性子を使った次世代のレントゲン」 2月27日 AQBRC/オンライン 科学 58 J-PARCセンター
115 親子星空観望会＆ナイトミュージアム 2月27日 原子力科学館 自然 29 （公社）茨城原子力協議会
116 シイタケ原木栽培体験コース②種駒の打ち込み～仮伏せ作業 3月1日 押延ため池いこいの森 体験 7 自然のみどりを守る会
117 みんなですこやかウォーキング 3月6日 押延・天神山水と緑の里山コース その他 21 健康増進課
118 げんでん春のぽかぽかテラちゃんフェア 3月7日、3月8日 東海原子力館別館 科学 563 日本原子力発電㈱
119 春イベント 3月7日、3月8日 原子力科学館 科学・体験 960 （公社）茨城原子力協議会
120 小さな石仏をめぐる旅～真崎地区編～ 3月14日 真崎地区 民俗 15 生涯学習課
121 J-PARCハローサイエンス「加速器駆動システムの実現に向けた鉛ビスマス合金の取扱い技術」 3月19日 AQBRC/オンライン 科学 44 J-PARCセンター
122 博物館長と歩く植物観察会「新芽で落葉樹を区別する」 3月21日 歴史と未来の交流館周辺 自然 7 生涯学習課
123 原子力科学館 通年 原子力科学館 科学・体験

31311
（公社）茨城原子力協議会

124 科学館クイズラリ― 通年 原子力科学館 科学・体験 （公社）茨城原子力協議会
125 科学館ひらがなラリ― 通年 原子力科学館 科学・体験 （公社）茨城原子力協議会
126 来て、見て、知って！東海原子力館別館は楽しいことがいっぱい！ 通年 東海原子力館別館 科学 9357 日本原子力発電㈱

参 加 者 合 計 65691

No. タイトル 日時 実施場所/集合場所 ジャンル 参加人数 主催
1 みんなですこやかウォーキング 4月4日 白方桜薫る田園コース その他 26 健康増進課
2 虫こぶ展ミュージアムトーク 4月19日 歴史と未来の交流館 自然 30 生涯学習課
3 J-PARCハローサイエンス「中性子でのぞく電池の中のミクロワールド」 4月22日 AQBRC/オンライン 科学 66 J-PARCセンター
4 歴史と未来の交流館GWフェア 4月26日～ 5月5日 歴史と未来の交流館 その他 3000 生涯学習課
5 東海村史を読む１　旧石器時代の東海村 4月27日 歴史と未来の交流館 歴史 5 生涯学習課
6 みんなですこやかウォーキング 5月2日 ふれあいの森から新緑のコース その他 24 健康増進課
7 ゴールデンウィークイベント 5月3日、5月4日 原子力科学館 科学・体験 1158 （公社）茨城原子力協議会
8 お歯黒インクでステキなカードづくり 5月5日 歴史と未来の交流館 その他 3 生涯学習課

9 博物館長と歩く植物観察会「雑木林の植物」 5月17日 押延ため池いこいの森
（※雨天のため交流館活動室2） 自然 10 生涯学習課

10 企画展「家の中のおじゃま虫」 5月17日～ 6月8日 原子力科学館 科学・体験 1398 （公社）茨城原子力協議会
11 古民具整理ボランティア① 5月22日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
12 東海村史を読む２　縄文・弥生時代の東海村 5月25日 歴史と未来の交流館 歴史 5 生涯学習課
13 J-PARCハローサイエンス「空から降り注ぐミュー粒子で古代の謎を探る」 5月30日 AQBRC/オンライン 科学 88 J-PARCセンター
14 磯の生き物観察会 5月31日 平磯海岸 自然 開催中止 東海村の環境調べ隊

15 ３館スタンプラリー 5月31日～ 6月29日
歴史と未来の交流館
原子力科学館
東海原子力館別館

イベント 629
生涯学習課
（公社）茨城原子力協議会
日本原子力発電㈱

16 「ハダムシ！？」 6月8日 原子力科学館 科学・体験 35 （公社）茨城原子力協議会
17 シェリーのネイチャーラボ「海岸の漂着物くらべ」 6月14日 歴史と未来の交流館 自然 7 生涯学習課
18 古民具整理ボランティア② 6月19日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
19 ホタル観察会① 6月20日 真崎コミセン周辺 自然 63 生涯学習課
20 博物館長と歩く植物観察会「堤防の植物」 6月21日 新川沿い 自然 11 生涯学習課
21 ホタル観察会② 6月27日 真崎コミセン周辺 自然 61 生涯学習課
22 J-PARCハローサイエンス「敵か味方か！？ビームとガスの相互作用」 6月27日 AQBRC/オンライン 科学 34 J-PARCセンター
23 東海村史を読む３　古代の東海村 6月29日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
24 照沼海岸，新川のごみひろい，自然観察 6月29日 照沼海岸 イベント 33 東海村自然倶楽部
25 げんでん夏のスマイルフェア 7月12日、7月13日 東海原子力館別館 科学 552 日本原子力発電㈱
26 博物館長と歩く植物観察会「用水路の植物」 7月19日 石神外宿周辺 自然 9 生涯学習課
27 暗号を解いて帰還せよ！謎解きミッション 7月19日～ 8月31日 歴史と未来の交流館 70周年 500 生涯学習課
28 とうかいまるごと謎解きアドベンチャー【古代海底都市と蛇の封印】 7月19日～ 8月31日 歴史と未来の交流館ほか 70周年 3000 生涯学習課
29 アインシュタイン博士からの謎解き挑戦状 7月19日～ 8月31日 原子力科学館 科学・体験 1717 （公社）茨城原子力協議会
30 昼の里山の虫の観察会 7月20日 真崎コミセン周辺 自然 40 東海村の環境調べ隊
31 古民具整理ボランティア③ 7月24日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課

32 虫博士がやってくる―博士たちの研究日記 7月25日 村立図書館 自然 40 東海村の環境調べ隊
東海村立図書館

33 J-PARCハローサイエンス「超伝導磁石がつくる磁場」 7月25日 AQBRC/オンライン 科学 57 J-PARCセンター
34 夜の里山の虫の観察会 7月26日 真崎コミセン周辺 自然 30 東海村の環境調べ隊
35 東海村史を読む４　中世の武士たちと東海村 7月27日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課

36 （J-PARC夏休み科学実験教室）かたむいているのに倒れない！不思議なコマづくり【低学年対象】 7月29日 歴史と未来の交流館 科学 19 J-PARCセンター

37 （J-PARC夏休み科学実験教室）すがたを変える水―雪の結しょうを観察しよう― 7月29日 歴史と未来の交流館 科学 17 J-PARCセンター

38 （J-PARC夏休み科学実験教室）かたむいているのに倒れない！不思議なコマづくり【高学年対象】 7月30日 歴史と未来の交流館 科学 9 J-PARCセンター

39 （J-PARC夏休み科学実験教室）ハドロンでアクセサリーをつくろう 7月30日 歴史と未来の交流館 科学 19 J-PARCセンター
40 発表力アップ大作戦！～からだで楽しく学ぶ環境問題～ 8月2日 総合福祉会館「絆」多目的ホール 環境問題 開催中止 東海村の環境調べ隊
41 のぶちゃん先生と神谷博士率いるチームゲタポンの空気・真空って何だ教室Ⅱ 8月2日 歴史と未来の交流館 科学 70 とうかい子どもキャンパス
42 のぶちゃん先生と行く親子職場見学ツアー第１弾「太洋工業」 8月5日 太洋工業（日立市） 科学 7 とうかい子どもキャンパス
43 大助人形づくり 8月8日 歴史と未来の交流館 民俗 20 生涯学習課
44 羊毛フェルトでスズメのブローチをつくろう 8月8日 中央公民館　会議室４・５ 自然 45 東海村の環境調べ隊
45 博物館長と歩く植物観察会「植物図鑑の使い方-植物名を同定する-」 8月16日 中央公民館　会議室４・５ 自然 13 生涯学習課
46 古民具整理ボランティア④ 8月21日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
47 サイエンスショー 8月21日 真崎コミセン 科学 50 東海村の環境調べ隊
48 シェリーのネイチャーラボ「星空の地図を作ろう」 8月23日 歴史と未来の交流館 自然 20 生涯学習課
49 のぶちゃん先生と行く親子職場見学ツアー第２弾「J-PARC」 8月23日 J-PARC研究棟及びMLF棟 科学 35 とうかい子どもキャンパス

50 J-PARC・原子力科学研究所施設公開2025 8月23日 J-PARC及び原子力科学研究所 科学 1648 J-PARCセンター
原子力科学研究所

51 第2回東海村のサンショウウオみんなでシンポジウム～あつまれ！自然大好きっ子～ 8月24日 歴史と未来の交流館 イベント 52 東海村自然倶楽部
52 東海村史を読む５　信仰と東海村 8月31日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
53 歩く博物館「小さなお地蔵さんを巡る」 9月13日 石神地区 民俗 12 生涯学習課
54 古民具整理ボランティア⑤ 9月18日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
55 博物館長と歩く植物観察会「クロマツ林の植物」 9月20日 豊岡海岸 自然 16 生涯学習課
56 J-PARCハローサイエンス「イオンビームをつくる―負水素イオン源―」 9月26日 AQBRC/オンライン 科学 57 J-PARCセンター
57 東海村史を読む６　近世のはじまり 9月28日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
58 みんなですこやかウォーキング 10月3日 「絆」周回ヘルスロードA～Dコース その他 24 健康増進課
59 古文書講座「東海村と修験道（1）」 10月4日 歴史と未来の交流館 歴史 14 生涯学習課
60 キノコ観察会 10月5日 真崎コミセン 自然 40 東海村の環境調べ隊
61 博物館長と歩く植物観察会「イネ科植物を見分ける」 10月18日 歴史と未来の交流館周辺 自然 9 生涯学習課

46



No. タイトル 日時 実施場所/集合場所 ジャンル 参加人数 主催
62 シェリーのネイチャーラボ「どんぐりを見分けよう」 10月19日 歴史と未来の交流館 自然 10 生涯学習課
63 白方公園自然観察とコケ保全 10月19日 白方公園 イベント 開催中止 東海村自然倶楽部
64 古民具整理ボランティア⑥ 10月23日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
65 東海村史を読む７　真崎浦の干拓 10月26日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
66 J-PARCハローサイエンス「ミュオンに恋して～究極の精密測定で挑む宇宙のひみつ～」 10月31日 AQBRC/オンライン 科学 69 J-PARCセンター
67 コケ観察会～田んぼに生えるコケ～ 11月1日 願船寺周辺の田んぼ イベント 12 東海村自然倶楽部
68 歩く博物館「古墳めぐり（ミュージアムトーク）」 11月2日 中道前古墳群 歴史 18 生涯学習課
69 昔の民具で脱穀体験 11月3日 歴史と未来の交流館 体験 36 生涯学習課
70 東海村てつどう大作戦2025 11月8日～ 11月23日 歴史と未来の交流館 イベント 3000 生涯学習課

71 のぶちゃん先生とムーバーズ+ムコナくんによる楽しい鉄道講座 11月8日 歴史と未来の交流館 イベント 30 生涯学習課/
JRステーションサービス

72 天体観測会 11月8日 総合福祉センター「絆」多目的ホール 自然 55 東海村の環境調べ隊
73 ミュージアムトーク「茨城にもいた！謎の絶滅動物・デスモスチルス」 11月9日 歴史と未来の交流館 自然 30 生涯学習課
74 のぶちゃん先生といくひたちなか海浜鉄道 11月16日 ひたちなか海浜鉄道 イベント 18 生涯学習課
75 博物館長と歩く植物観察会「落葉樹を見分ける」 11月22日 石神城址公園 自然 10 生涯学習課
76 古民具整理ボランティア⑦ 11月20日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
77 鉄道の名門校「岩倉高校」がやってくる！ 11月22日 歴史と未来の交流館 イベント 100 生涯学習課

78 3館スタンプラリー 11月22日～ 12月26日
原子力科学館
東海原子力館別館
歴史と未来の交流館

イベント 773
（公社）茨城原子力協議会
日本原子力発電㈱
生涯学習課

79 J-PARC講演会2025兼J-PARCハローサイエンス 11月29日 東海村産業・情報プラザ（アイヴィル）
多目的ホール 科学 102 J-PARCセンター、東海村

東海村教育委員会
80 東海村史を読む８　宗教改革と東海村 11月30日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
81 歩く博物館「城めぐり」 12月6日 石神城址公園 歴史 26 生涯学習課
82 クリスマスイベント 12月6日、12月7日 原子力科学館 科学・体験 692 （公社）茨城原子力協議会
83 シイタケ原木栽培体験コース①原木の準備 12月7日 押延ため池いこいの森 体験 10 自然のみどりを守る会
84 博物館長と歩く植物観察会「冬芽と葉痕」 12月13日 歴史と未来の交流館周辺 自然 13 生涯学習課
85 げんでんウィンターフェア 12月13日、12月14日 東海原子力館別館 科学 477 日本原子力発電㈱
86 流れ星と秋から冬の星座のおはなし＆星空観望会 12月14日 原子力科学館 自然 55 （公社）茨城原子力協議会
87 探鳥会１ 12月14日 石神城址公園周辺 自然 開催中止 東海村の環境調べ隊
88 古民具整理ボランティア⑧ 12月18日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
89 J-PARCハローサイエンス「J-PARCニュートリノビームが宇宙観測に役立つ?!」 12月19日 AQBRC/オンライン 科学 60 J-PARCセンター
90 石神城の謎にせまる－発掘調査の最前線－ 12月21日 歴史と未来の交流館 歴史 56 生涯学習課
91 のぶちゃん先生と行く親子職場見学ツアー第3弾「NSRR」 12月25日 JAEA 科学 開催中止 とうかい子どもキャンパス
92 東海村史を読む９　幕末の動乱 12月28日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
93 雑木林の落ち葉かき１ 1月10日 押延ため池いこいの森 自然 7 自然のみどりを守る会
94 探鳥会２ 1月11日 石神城址公園～久慈川周辺 自然 37 東海村の環境調べ隊
95 みんなですこやかウォーキング 1月16日 阿漕ヶ浦・虚空蔵堂コース その他 21 健康増進課
96 博物館長と歩く植物観察会「古文書に記録された植物」 1月17日 歴史と未来の交流館 自然 15 生涯学習課
97 ミュージアムトーク「あの日の学校へタイムスリップ」 1月18日 歴史と未来の交流館 2 生涯学習課
98 古民具整理ボランティア⑨ 1月22日 歴史と未来の交流館 民俗 7 生涯学習課
99 野鳥観察 1月23日 久慈川周辺 イベント 14 東海村自然倶楽部
100 親子星空観望会＆ナイトミュージアム 1月23日 原子力科学館 自然 39 （公社）茨城原子力協議会
101 歩く博物館「竹瓦さんぽ」 1月24日 竹瓦地区 歴史 17 生涯学習課
102 石毛宏典氏トークショー「おやじ・根本陸夫を語る」 1月25日 東海村・産業情報プラザ「アイヴィル」 イベント 180 生涯学習課
103 J-PARCハローサイエンス「病院から美術品まで！加速器が活躍する意外な場所」 1月30日 AQBRC/オンライン 科学 68 J-PARCセンター
104 東海村史を読む10　村松晴嵐荘と原子力 2月1日 歴史と未来の交流館 歴史 7 生涯学習課
105 古文書講座「東海村と修験道（2）」 2月7日 歴史と未来の交流館 歴史 14 生涯学習課
106 雑木林の落ち葉かき２ 2月7日 押延ため池いこいの森 自然 9 自然のみどりを守る会
107 探鳥会３ 2月8日 豊岡なぎさの森公園周辺 自然 開催中止 東海村の環境調べ隊
108 根本陸夫杯☆パワフルプロ野球　ホームランバトル 2月11日 歴史と未来の交流館 イベント 40 生涯学習課
109 シェリーのネイチャーラボ「化石発掘体験」 2月15日 須和間地区 自然 20 生涯学習課
110 古民具整理ボランティア⑩ 2月19日 歴史と未来の交流館 民俗 5 生涯学習課
111 博物館長と歩く植物観察会「植物図鑑を読み比べる」 2月21日 中央公民館　活動室3 自然 17 生涯学習課
112 企画展「土からわかる防災のはなし」 2月21日～ 3月8日 原子力科学館 科学・体験 2160 （公社）茨城原子力協議会
113 講演会「土地のなりたちと防災！あなたの土地は大丈夫？」 2月22日 原子力科学館 自然 39 （公社）茨城原子力協議会
114 J-PARCハローサイエンス「中性子を使った次世代のレントゲン」 2月27日 AQBRC/オンライン 科学 58 J-PARCセンター
115 親子星空観望会＆ナイトミュージアム 2月27日 原子力科学館 自然 29 （公社）茨城原子力協議会
116 シイタケ原木栽培体験コース②種駒の打ち込み～仮伏せ作業 3月1日 押延ため池いこいの森 体験 7 自然のみどりを守る会
117 みんなですこやかウォーキング 3月6日 押延・天神山水と緑の里山コース その他 21 健康増進課
118 げんでん春のぽかぽかテラちゃんフェア 3月7日、3月8日 東海原子力館別館 科学 563 日本原子力発電㈱
119 春イベント 3月7日、3月8日 原子力科学館 科学・体験 960 （公社）茨城原子力協議会
120 小さな石仏をめぐる旅～真崎地区編～ 3月14日 真崎地区 民俗 15 生涯学習課
121 J-PARCハローサイエンス「加速器駆動システムの実現に向けた鉛ビスマス合金の取扱い技術」 3月19日 AQBRC/オンライン 科学 44 J-PARCセンター
122 博物館長と歩く植物観察会「新芽で落葉樹を区別する」 3月21日 歴史と未来の交流館周辺 自然 7 生涯学習課
123 原子力科学館 通年 原子力科学館 科学・体験

31311
（公社）茨城原子力協議会

124 科学館クイズラリ― 通年 原子力科学館 科学・体験 （公社）茨城原子力協議会
125 科学館ひらがなラリ― 通年 原子力科学館 科学・体験 （公社）茨城原子力協議会
126 来て、見て、知って！東海原子力館別館は楽しいことがいっぱい！ 通年 東海原子力館別館 科学 9357 日本原子力発電㈱

参 加 者 合 計 65691
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特集　祝 東海村70周年～Diary～歴史と未来の交流館～
とうかいまるごと博物館 年間活動レポート 2025.4-2026.3
東海村古文書調査隊　塙南家文書調査
民具整理ボランティア
講演録　元プロ野球選手 石毛宏典氏「おやじ・根本陸夫を語る」
まる博研究員レポート
シェリーのネイチャーラボ通信　第二号「化石らの黙と対話する」
発見された巨大な堀の正体は？
博物館長と歩く植物観察会
とうかいまるごと博物館2025年度実績一覧
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館内のイベント情報や
ミニコラム「学芸員だより」など
随時、更新しています！
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